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      ネメシス戦域の強襲巨兵

      夜切 怜　著　　　　イラスト　小山英二

    


    
      
        第一章　ネメシス星系

      

      　自動車部品製造の工場で働いている青年、萬代屋もずや杲こう。二十二歳の社会人だ。

      　杲の日常。勤務先の現場で働いているさなか、唐突に警報が鳴り響いた。周囲に緊張が走る。何か事故か？ 皆が緊急避難をしようとざわめいたその時――意識を失った。

      
        

      

      　杲が目を覚ますと見慣れない廃墟の中の大きな広場に突っ立っていた。

      　何が起きたかわからない。辺りを見回すと同じ工場の人間達で埋め尽くされていた。青年も長めの前髪から垣間見える表情からは判別しがたいが動揺していた。目の前には大きな飛行機があった。旅客機ではなく軍用機のようだ。次々と人が乗り込んでいる。

      『皆さん。早く乗り込んでください』

      　飛行機からアナウンスが流れる。

      『あと五分しかこの場には滞在できません。助かりたいなら早く』

      　状況が飲み込めない。周囲をよくみると、瓦礫の山だ。巨大な――人型のシルエット。残骸だろうか。周囲の状況はよくわからないが、杲は飛行機に乗るため、ひとまず行列の最後尾に並んだ。

      「すまねえな」

      　突如、割りこまれた。相性のよくない、職場の先輩吉川だった。杲は趣味の関係上、会長やその孫と仲が良いため、意味もなく妬まれていた。杲は無言だった。今更言い争っても、あとで何をされるかわからない。飛行機の側面の扉から次々と人間が乗り込んでいく。杲は行列でも最後のほうだ。機内の扉付近に立つ。中は満員電車のようだ。

      『扉を閉めます。ご注意ください』

      　アナウンスが流れ、スライド式の扉が閉まるその瞬間――

      　体に衝撃が走る。気がついたら機外に放り出され、尻餅をつく。扉がゆっくり閉まっていくその瞬間覗かせた悪意――吉川が嗤っていた。突き飛ばされたことにようやく気付く。気に食わないとはいえ、そこまでするのか。愕然とした。飛行機が動きだす。巻き込まれないよう上体を低くして離れた。白い作業着と同じ色の帽子が吹き飛ばされる。

      　飛行機の中で絶叫したのは吉川だ。

      「ああ！ 萬代屋が外に！ 止まれないのか？」

      「なんだって！」

      「窓をみろ。外にいる！」

      「誰か！ 止めてくれ！ 萬代屋を助けないと！」

      　吉川が白々しく叫び続ける。取り残された杲の表情は前髪で窺い知ることはできないが、愕然としていることだろう。

      　飛行機は無慈悲に飛び立った。瓦礫ばかりの廃墟に呆然と佇む杲。辺りを見回すと他にもあったらしい飛行機が次々に飛び立っていく。眺めるように空と飛行機を見上げていた。しばらくすると落ち着きを取り戻し、よろよろと起き上がる。

      　状況がまったく見えないが、動かないといけない。遠くに人の集団が見えた。

      　あの飛行機を怪しみ、乗らなかった人たちだろう。

      　歩き出そうとしたその瞬間、歩みを止めた。大型の機械、見慣れない虫型の機械が見えた。カマキリのような輪郭だ。大型トレーラーよりさらに大きい。嫌な予感がした。

      「なんだあれは……」

      　遠くの集団は、その機械に助けを求めるべく、そちらに向かって歩いていく。杲からさらに距離が離れていく。

      　見慣れぬ機械の背面から、何かがせり上がってくる。砲身だ。体を震わす轟音とともに、人の集団は血に染まり、地面のシミとなった。

      　恐怖で体が凍てつく。あんなにあっさり人が死ぬのか。このまま自分も死んでしまうのか。助けを呼ぼうにも、もう誰もいないことはわかっている。どうしようもないのだ。

      『逃げて』

      　どこからだろう。声が聞こえた。

      『脚を動かす』

      　そうだ。まだ死にたくない。離れなければ。逃げると決めたその脚は自然と動いた。声に押されるように虫型の機械の反対側に走り出す。自分でも何がなんだかわからなかった。瓦礫に駆け込み、さらに走り出す。少しでも遠く――あの殺人機械から遠くへ。

      　そして目の前に信じられないものがいた。

      　瓦礫からそっと顔をだしたそれは――

      「猫？」

      　杲がこの世界にきて初めて声を出した、第一声だった。猫はにゃあと鳴いて、彼の前に飛び出した。狐のような顔立ち。グレーの体毛――彼も知っている。ロシアンブルーだ。

      　何故こんなところに？ という疑問も浮かんだが、猫はついてこい、といっているように少し歩き出して後ろを振り返る。何もわからないまま、猫についていく。彼がついてくることを確認し、猫はスピードを上げる。

      「待ってくれ」

      　瓦礫の中にすっと入る。なんとか杲が入れるぐらいの隙間だ。恐る恐る中を覗いて入る。猫が消えた。と思ったら穴があるらしい。顔だけ出してまた消える。杲は穴の側までいく。階段があり、そこから先は下りの螺旋の通路になっていた。

      　ただ、ここにいれば少なくともあの殺人機械は追ってこられないだろう。

      　下っていく。複数の扉が並んでいる。猫は迷わず、まっすぐに歩いていく。開いている扉が一つあり、猫はその中に入っていく。医務室だろうか。簡易ベッドがいくつか。

      　棚には無数の瓶がある。ひどく乱雑な状態だ。猫は机の上に飛び乗り、瓶を一つぽんぽんと手で叩いていた。

      「どうした？」

      　杲は以前飼っていた猫を思い出す。餌だろうか？

      「にゃうん」

      　瓶の蓋を開けると、大量のカプセルが入っている。猫の前に広げてやる。

      「にゃ」

      　猫は鳴きながら、一粒だけ手でそっととりわけ、杲のほうへ押しやった。意味を考えると、一つしかない。

      「俺に飲めってこと？」

      「にゃあ！」

      　ひときわ甲高く鳴いて、目を細める。

      「飲むのはいいけど、水が欲しいな」

      　猫をなでながら、カプセルを手に取り、思い切って飲んでみる。再び気を失った。ぺしぺしと頬を叩かれる。鼻を肉球で握りしめてくる。ようやく彼は目を覚ました。

      「な、なんなんだ一体」

      「おはよう」

      　猫が喋った。中性的な声だ。

      「私の言葉がわかるか？」

      「な、なんで猫が！」

      　ついに俺は気が狂ったのだろうかと思い、杲はさらに混乱した。

      「落ち着きたまえ。君に飲ませた錠剤は、言語中枢に働きかけるナノマシンだ。翻訳機能の最適化のために気を失った」

      「猫とも喋れるってこと？」

      「私は猫じゃないが、説明には時間がかかる。最初から話してもいいが、この星系の共通言語は英語ベースだ。日本人は英語が苦手だろ？」

      　にやりと笑った。

      「この星系？ もうワケわかんないな！」

      「追い追い教えてやるとも。私のことは師匠とでも呼ぶといい。君の名前は？」

      「俺はモズヤ・コウ。コウって呼んでくれ」

      「ではコウ。君に必要なことを教えよう」

      　コウは猫に会釈する。師匠はニャアと一言鳴いた。師匠は食べ物、飲み物、トイレ、寝床の場所を教えてくれた。食べ物はレーション。一口食べたが甘いこんにゃくゼリーのような味だ。

      「何から話そうか。君たちは二十一世紀存命中、爆弾を投下され死が確定する寸前、この未来の地に飛ばされた」

      「爆弾？ じゃあ俺たちは死んだことになっているのか。この世界はどこかなーって知りたいんだが。異世界？」

      「異世界とはいえないな。先ほどもいったが、英語ベースの異世界などあるものか」

      「なんで英語ベースなんだ」

      「二十世紀末からのインターネット普及により、英語が共通言語の役割を担った部分がある。その流れはいまだ続いているということさ」

      「インターネット！」

      　英語とインターネットの関わりなどしったことではないが、これが現状の突破口になるかもしれない。

      「ここにもネットある？ スマホは？」

      「すぐに使えるものはないね。諦めたまえ」

      　無慈悲に師匠がいった。すまし顔の猫にしかみえない。

      「二十一世紀からどれぐらい未来なんだ？」

      「二万年以上。だいたい二万数千年あとかな？」

      「え？」

      「数えても無駄なぐらいの年月は経っている。それも追い追い教えよう。まず君は生き残らねばならない。ざっと話すだけで数年かかりそうだ」

      「それはそうだが……　上にはあんな化け物がいるしな」

      「ついてこい」

      　師匠について歩き出す。いくつもの複雑な経路を歩き、大きな扉を開く。

      「Ｊｕｎｋｙａｒｄジャンクヤード、か。確かに英語だな。廃品置き場かなんかか？」

      「君が生き残る鍵だとも」

      　扉を開ける。そこは広大な空間だった。

      
        

      

      　眼前には機械であったものの残骸が打ち捨てられている。

      　その多くは――人型だった。初めてみる大型の人型機械。片隅には駐機体勢なのだろうか、片膝をついて手を地面につき、俯いた状態で座しているものもある。どの機体も大きさはアパート三階程度と思われた。目測では八メートル前後だろう。

      　胴体に対して腕や足は太い。細身といえる機体は少なかった。装甲車のような印象を受ける機体が多い。明らかに軍用と思われた。頭部のデザインは様々だ。日本のロボットアニメでみたことがあるような二つ目やゴーグル型のものから、人間でいう目がないもの、アンテナが異様に大きなもの。用途によって違うのだろう。

      「人間型の……兵器？」

      　共通しているのは当たり前だが鼻や口にあたる部位はない。ジャンクとはよくいったもので、半壊しているものが多いが、五体満足なものもちらほらと見受けられる。

      　手足が欠けているものはそれぞれ一カ所に固められている。五体満足といってもいいか不明だが、手足頭まで完全なものは、駐機状態、もしくは乱雑に積み上げられている。

      　駐機状態のものがまだ使えるもの、ということなのだろう。

      「これは？」

      　師匠に尋ねた。兵器とわかるのは、その迫力から。装甲には弾痕が残り、ところどころ欠けている。

      「日本人のように何でも漢字に翻案すると搭乗巨兵と名称をつけてるね。我々は【シルエット】と呼んでいる。遠くからみると巨大な人型の影にみえるだろ？ 人型の乗り物だ」

      「確かに。これがいきなり遠くからやってきたら、人間のシルエットとしかいえないな」

      「ここにあるような戦闘用は【アサルトシルエット】と呼称されている。強襲巨兵、とでも書くかな。基本構造は民生用のものと大きな差はない」

      「戦闘用か。確かにみな甲冑のような、装甲車のような機体だな」

      「君はこのどれかに搭乗して、君を襲ったあいつを倒さないといけない。しばらく私と二人きりで暮らしてもいいが、それは嫌だろう？」

      「勉強するぐらいの時間は欲しいかなって」

      　いまだにまともな説明をしてもらえていない。

      「遭難した旅人が、言語を覚えて自分の状況を把握するのにどれぐらいかかると思う？ 諦めて戦うんだな。私も長くない」

      「え？」

      「活動限界を超えて、最期の日を迎えるべくここにいたのさ。私も機械だ。だが、人の気配がしてね。君がいた」

      「ありがとう。師匠。頼むから死なないでくれ」

      「機械は死なない。停止するだけだ」

      「機械だって生きているさ」

      　それはコウの本音だった。

      　彼は昔から、色々な無機物を、意思あるものとして接する癖がある。

      「なるほど――彼女が助けた理由が、わかった」

      「彼女って？」

      「こっちの話だ。私はいつ止まるかわからない。最後の役目は君を人類の生存圏まで案内することだな。説明を急ぐぞ」

      　師匠に連れられてジャンクの山を歩く。

      「この街はかつて人間の居住区域、兵器工場であり、修理工場だった。このシルエットのね。五年前に壊滅した」

      「へえ。だから使えるものがあるってこと？ ロボット兵器？」

      「自立行動機械ロボットともいえるし、搭乗型人型機械メカともいえるな。人間を遙かに超えるコンピュータが人間をサポートするようにできている」

      「無人のほうが強くない？」

      「我々も彼らも基幹システムは一緒でね。行動原理が『人間に寄り添うこと』。彼らは進んで乗り物ビークルであることに徹することを望んだ存在だ。基本的には人間が乗らないと動かない。例外もあるがね」

      　師匠は中央で立ち止まった。

      「さて。長々と歩いた。基本的にジャンクのシルエットばかりだ。部品取り用にすぎないが、最後の戦闘で廃棄されたものもある。そのまま使えるものもあるだろう」

      「俺、操縦なんかできないんだけど」

      「シルエットが教えてくれる」

      「いきなりロボットに搭乗して戦うとかアニメか、俺」

      　一人呟くコウ。

      「使えるシルエットはこんなにあるのか」

      　ジャンクヤードとはいえ、完動状態のシルエットが多くある。いかに緊急でこの施設が放棄されたかを物語っている。

      「一番安いランクのシルエットでいえば、平均価格は日本の常用車ぐらいの価格だよ」

      「安すぎない？」

      「車だって最高級品は何億とするだろ？ 価格が戦闘機並みのシルエットに関していえば、上限は天井知らずになるね」

      「本当にピンキリだな」

      「それだけ今の時代の人類はシルエットに依存しているという証拠だ」

      　普及すれば価格は下がる。この時代でもそれは変わらないようだ。

      「使えそうなものをいくつか説明しよう。自分が乗って戦うなら、どれがいいかよく考えたまえ。理屈を話すと非常に長くなるが、シルエットや上の敵含め、射撃よりも近接武器のほうが有効ではある」

      「なんでだよ！」

      　思わず突っ込んだ。近接武器が射撃武器を越える計算はどう考えても、ない。コウにだってそれはわかる。

      「射撃武器が有効ではない、とは言っていないぞ。現在この場にある武器で、一番有効的なものが近接武器なだけだ。近付く分危険は増えるが」

      「いかに射程外から相手を攻撃するか、が基本になるんじゃないのか」

      「そんなことを言うなら前方投影面積や構造のもろさ、運用上、様々な理由で人型兵器なぞありえないぞ。説明すると長くなるといっただろうが。生き残ってから考えろ」

      「わかった。敵のことを先に教えてくれ」

      「殺人無人兵器群は一言でいえばマーダーと称される。君が遭遇したのはマーダーの中でもケーレスと呼ばれる非人間型兵器の一種だな。過去からきた人間、転移者を抹殺するために、この制圧した地域に戻ってきたのだろう」

      「ケーレス？ どういう意味だろう」

      「戦場に現れる悪霊という意味だ。ギリシャ神話だな。今の世界、ギリシャ、ローマ神話から多くの引用がなされて構築されている」

      「どうしてギリシャ神話なんだ？」

      「初期の元素記号が神話由来が多いように、我々も地球文化の名残を一つでも残したかったのさ」

      「そういうことか」

      　未来とは思えないが、この機械をみる限り未来なのだろう。師匠は一つ一つ機体の特徴を教えてくれる。

      「ここにある機体で、一番多いものはＳＦ─Ｓ１Ａ１〝ベア〟。装甲が厚いわりに機動力がそこそこの機体だな。量産機体で、入門用といえる」

      「ああ、そっちの機体は気にしないでくれたまえ。Ｗ─０１。初期の初期、作業機を改修した戦闘用シルエットの前身だ」

      「これはＡＴ─０２。愛称は〝エレファント〟。重装甲で前線を押し上げる戦車のようなタイプだ。複数運用が基本だね。被弾率が半端ない」

      「そのＡＦ─０５は高機動戦闘用だ。三次元行動が得意なエース機でもあるがおすすめはしない。ピーキーな上、推進器の燃料がない。このスクラップ置き場の部品取りだけでは実力は発揮できないだろうな」

      　様々な機体があった。師匠に確認するとシルエットは規格化され八メートル満たないものが殆どらしい。十二種類ほどの機体がある。一つ一つ調べて相性を確認したいが、時間がないという。どれか一機――自分の命を賭ける機体を選ぶのだ。

      　かしゃん。

      　音がした。気になりコウはその音がする方向にいった。何もない。積み重なる機体の山々。パーツ取りを待つ半壊した機体たち。

      「これは？」

      　積み重なる機体の中に、妙に気になるものが一つあった。明らかに無塗装。鋼色そのままの機体がそこにある。あぐらをかくような――そんな状態で鎮座していた。

      　剣を地面に刺し、鎧武者のようだ。多くの機体がその機体に積み重なっているにも関わらず、それはその体勢を整えたまま――押し潰れまいとする意思を感じる。

      　頭部はバイザー型の鷹のような形状で、カメラアイはゴーグルで保護されている。ただ、左顔面にあたるゴーグル部分は醜くえぐれ、並列カメラが二つ剥き出しとなっている。片目の巨人のようだ。

      「言いたいことがありそうだな。お前」

      　頭頂部にはブレード状のアンテナが天を衝くように備えられている。本来ならば保護ゴーグルの向こうに並列二眼で四眼式。破損したゴーグルから左目にも見える並列カメラと視線が合っている感じがする。

      　左目の重瞳とは古の武将みたいだとコウは思う。

      「コウ。先ほど例外があるといったな。それはこいつのことだ。こいつは五年前、最先端の量産機だったが、人間を載せずに暴走。撤退時に改修が間に合わずここに廃棄された」

      「暴走？ 人を襲ったのか？」

      「逆だな。人間が逃げる時間を稼いで、ケーレスをはじめとした無人機体群、マーダーに特攻したのだよ。まだ、誰もこいつに乗っていないのにね」

      「武器が大型の剣？」

      「そう。これ一本で戦っていた」

      　その一言でより気になった。

      「機体名は？」

      「ＴＳＷ─Ｒ１─０５だな。いわくつきの五番機で通っていた。近接主軸の汎用機で開発されたが、実質近接特化。高機動かつ中装甲の切り込み機、といったところか」

      「そうか」

      　五番機を見上げる。

      「お前はまだ戦いたいのか」

      　返事を期待もせず話しかけた。返事などあるはずがない。

      「戻ろう。基本人間を載せずに戦うなど、例外現象が起きた場合は廃棄、または全面改修される場合が多いんだ」

      「人間を守ったのに？」

      「原則違反だからな。何をするかわからないだろ？ だがこいつは当時では最新鋭機の一つ。コックピット交換後に改修ということで調整されたが、再出撃叶わずこの施設が先に放棄されたんだ。いわくつきだからか、持ち出しの優先順位も低く今はここに置いてある」

      　師匠のほうに向いた瞬間。

      　かすかに軋きしんだ音が背後から聞こえた。

      　振り返った。ＴＳＷ─Ｒ１はそのままだ。しかし、頭部が下を向いていた。破壊された左目に見詰められている――そんな気さえする。

      「師匠。頷いたよ、こいつ」

      「偶然だよ」

      　それでも、強烈に惹かれるものがあった。コウはいわくつきの五番機に近付いた。

      「師匠。こいつ使っちゃだめかな？」

      「ダメということはないが……問題ありの機体を選ぶ必要はあるまい」

      「性能は？」

      「本来のオプションはないが、高性能機ではある。性能だけなら量産機最高峰の一つだ。少なくともジャンク置き場で拾えるレベルではない」

      「いわくつきの投棄、なんだよな」

      「思い出した。君と縁はあるかもしれないね」

      「どういう意味？」

      「この機体の愛称は〝ラニウス〟。ラテン語で鳥のモズだ」

      　猫はにやりと笑った。

      「ああ。なるほど。縁があるな」

      　彼はＴＳＷ─Ｒ１〝ラニウス〟の五番機に恐る恐る近付く。意思があると思うことは変だろうが、やはり強烈に惹かれるものがあった。

      「わかったよ。戦いたいんだよな、やっぱり」

      　機体に声をかけた。その機体は静かに佇んでいるだけだった。ＴＳＷ─Ｒ１─０５の胴体にあるスイッチを操作し、コックピットを開く。胴体が前方にスライドし、コックピット上部のハッチから乗り込むのだ。

      　コウはコックピットに座り、計器類を確認する。レバーは両足の間ではなく横側に付いているサイドスティック方式だ。ボタン類も付いている。足下にはペダルもあった。

      「なるほど、わからん」

      　いきなり理解できるわけがない。

      「パイロット認証手続きを行わないとな」

      　師匠が膝の上に載ってくる。

      「コックピットは規格上五種類しか存在しない。多くは一人半だな」

      「半ってなんだよ」

      「予備座席式なんだよ。規格統一されていてな。普段は一人乗り、緊急時には予備の後部座席に座ることができる」

      「へえ」

      「驚くのはそこじゃないぞ。ここは君たちの言葉でいう、飲み水、シャワー、トイレ完備だ」

      「それは凄い！」

      「コックピットの基本設計は二万年前から変わらない。この世界でもロストテクノロジーだな」

      「貴重ってことか」

      「いや、製造施設は惑星や宇宙のあちこちにこれでもか、ってぐらい作られている」

      「なんで！」

      「この世界での基盤技術そのものだからな。過去の人類が過剰なぐらいにこのコックピットの生産設備を作り続けた」

      　師匠に教えられた通り、コックピットを閉じる。

      「登録パイロットが限定されている場合とされていない場合がある」

      「こいつは？」

      「もともとロールアウトした直後に暴走してパイロットがいない上、再初期化されているからな」

      「登録は……」

      『認証登録完了しました。モズヤ・コウ』

      　男性の声がした。

      「え？」

      　師匠が声を上げた。

      「何を考えている五番機……様々な手順を飛ばしすぎだ」

      　猫は機体に抗議した。待っていたとばかり、ＴＳＷ─Ｒ１がパイロット登録をしてしまっていたのだ。

      『コウはＴＳＷ─Ｒ１ロットナンバー５のパイロットとして登録されました』

      　事実として返答する、ＯＳの合成音声。

      「俺はこいつを動かせるの？」

      「間違いなく。五番機は君の情報をコックピット内からスキャンし、登録を済ませてある」

      『ＡＴＥをスタートいたします。パイロット初搭乗のため音声サポートを開始。

      オペレーションシステム　グリーン

      ジェネレーター出力　グリーン

      駆動システム　グリーン

      制御システム　グリーン

      姿勢制御システム　グリーン

      パワーセンサー　グリーン

      モニター　グリーン　頭部破損現状影響なし

      兵装システム　グリーン　武装の設定を行ってください

      通信システム　グリーン　接続先なし

      レーダー機能　グリーン

      ………

      システムオールグリーン』

      　各システムアビオニクスの点検が終了する。画面は英語が表示され、日本語に改変されていく。

      『パイロットの生存領域および年代特定完了。フェンネルＯＳの言語変換および最適化を完了いたしました』

      「どういうこと？」

      「君の脳内情報をスキャンした。君が二十一世紀の日本人で、この機体のＯＳはその時代の人間が扱うように組み替えられたってことさ」

      「凄すぎない？ 人間いらなくない？」

      「いるんだよ。そういうふうにできている」

      「フェンネルって？」

      　似た響きの言葉ならロボットアニメの影響で知っている。ばーんと無人で飛んでいくあれだ。

      「植物の名前さ。ハーブだよ」

      　違ったらしい。

      「そうか。由来はまたいつか聞くとして……操作方法だな」

      「では私はいったん退出しよう。がんばってくれたまえ」

      「え？ なんで？」

      「現在この五番機は君の情報を収集中だ。私がいると効率が落ちるのだよ。この機体は君の生体情報を元に操作を最適化させる。また後ほど一緒に乗るさ」

      「わかったよ。あとで」

      　コックピットを開いて師匠を外に出す。

      　師匠は器用に飛び降りて、地面から彼を見上げた。

      「五番機、だったか。頼む。戦い方を教えてくれ」

      　コウは五番機に話しかけた。

      『パイロット訓練モードを立ち上げます』

      　感情のない声が返ってきた。コウの訓練が始まった。しばらくしてコウが降り立った。

      「どうだった？」

      「脳から直接情報抜き取っているわりに操作多いな」

      「視界情報、判断、意思決定、行動決定の四種の行程をスムーズにするための操作システムだ。人間は思考してボタンを押す場合より、無意識に体が最適化されて動いている場合が多いからな。人間の動きをトレースするより車の運転のほうが千分の一秒の世界では適しているということだ」

      「車の運転か……意識はさほどせず手足が動くもんな。フォークリフトにゲームを合わせた感じのような操作だった」

      「完全なマンマシーンインターフェイスは早々に否定されたよ。意識して体を動かすというのは逆に不自然なんだ」

      「そうか。銃を撃つ時、右手を上にあげて銃の引き金を引いて、って思考するのは逆に不自然だな」

      　師匠の説明に納得するコウ。

      「機体操作つまり作業負荷に対する、内的反応、君の作業負担の最適化だよ。機体の習熟と精神力の強さがシルエットの強さに直結するといえる。フェンネルＯＳで強化されているからこそ、個人の熟練度が影響される」

      「精神力はなんでだ？」

      「五感および六感をＯＳが拡張しているからな。影響はするさ。根性が必要な時があるということだよ」

      「わかる気がする」

      　師匠の隣に座る。

      「意識、認識はとくに重視される。シルエットの手持ち武器は人間の歩兵を模している。本来ならそんなものは必要ない」

      「理由がある、ということか」

      「パイロットが認識するからだよ。ああ、これはアサルトライフルだ、剣だ、とね。シルエットはその意を汲んで行動する。両者の認識が一致すれば行動もスムーズだろ？」

      「ああ、鉄の棒をみて銃といわれてもすぐにわからないものな」

      「そういうこと。そして感覚も限界まで拡張される。弾が止まってみえる、とまではいかないけどね。対応できる弾速まで認識されるようになる。シルエットの強さの本質はそこにあるかもしれない」

      「人間の意識を拡張する、か」

      　ジャンクヤードに置いてあるシルエットたちは、改めてみると戦意さえ感じるような気がしてきた。

      「しかし、よく錆もせず残っていたな」

      　昨日まで加工業勤務だ。金属加工は防錆剤をぶっかけながらマシニングを操作していた。

      　外観部品やメッキしたものは防錆ＮＧのものがあるが、そもそもそれらは防錆処理も兼ねている。

      「周りをみてごらん。このスクラップ置き場を」

      「？」

      　コウは辺りを見回した。墓標のように、各種のシルエットが駐機してあり、乱雑に錆びたり大破したシルエットが積み重なっている。

      「駐機状態の奴は錆びていないのに、大破したり、部品状態の奴は錆びている、か？」

      「そういうこと。動力が生きている限りはシルエットは錆びない。それは射撃武器より近接武器のほうが有効な理由にもなっている」

      「どんな理屈なんだ」

      　さすがに勉強が好きではないコウも気になってきた。

      　師匠は大きくあくびをして猫っぽくふるまっている。

      「そういえば五番機が変なこといってたぞ」

      「ん？」

      「俺の趣味は戦闘に適していて近接能力が向上するってさ」

      「趣味？ 君は何者だね」

      「俺にもよくわからないんだが……」

      　困ったような表情を浮かべ、コウは師匠にどう説明しようか言葉を選んだ。

      「あーうん。趣味で居合いと剣術をやっていたんだが、それを五番機に反映させ、最適化するとかなんとか」

      「君は侍かなにかだったのかい？」

      　師匠も興味津々だ。

      「普通のブルーカラーのリーマンにすぎない。本当に趣味だったんだ」

      　両親が早々に他界し、高校卒業後彼はすぐに働きにでていた。マシニングオペレーターとして工場勤務だ。趣味で居合いと剣術をやっていたのだが、何故だか自分でもわからない。ただ、剣を振っている時は楽しかった。趣味つながりで会社の会長や孫と仲が良かったが、それがいらぬ妬みを買ったことだけが想定外だった。

      「急所を斬るとかには役立たないけど、使える動きがあるらしい」

      「なるほど。ならばそれに賭けるとしようか。ケーレスに勝てる可能性が上がるならそれに超したことはない。残された時間は少ないんだ。君も私も」

      「俺も？」

      「君の体にも負荷はかかっている。じりじりと目にみえない負荷がかかっているんだ。ここは地球より重力がきついぞ」

      「違うのか」

      「違うとも。銀河系ではあるが、地球ではないからな。救助された人間と違う。適切な処置は早めに受けたほうがいい。体重が十パーセント前後増えていると思え」

      「わかった」

      　重力や体重のことはよくわからないが、急に体重が十パーセント増えたら確かに負荷にもなるだろう。残された時間はそう長くないのかもしれない。

      「シルエットに乗っていれば大丈夫だけどね。あれは本来、人間の保護システムも兼ねている」

      「もうなんでもありだな」

      　シルエットの訓練を受けていて気付いたことはある。操作による、機体との一体感だ。車でいう、車体の反応を知覚し、それを含めて完全に操作する一体感とでもいうのだろうか。そういう類いの操作だ。

      「明日にはいけるかな」

      　コウが呟いた。

      「明日はさすがに早くないか」

      「座して死を待つよりは？」

      「もっと残っている設備がしっかりしていればな」

      　師匠がため息をついた。

      「まだ使えるものが大量に廃棄されている、ってだけでも急いでこの施設を放棄したのがわかる」

      「武器も兵装も使えるものは少しはあるからな」

      「武装換装を進めないと。といっても作業機もないから、五番機が自力で使えるものだけになるか」

      「他の機体を作業機がわりに乗るという手もあるぞ」

      「それはやめとく。俺はシルエット新米パイロットだから、今は五番機を馴染ませないとな」

      「では次から私も乗り込むとしよう」

      　コウと猫は五番機に乗り込んで思案した。コウは機体を起動させる。後ろの後部座席にはちょこんと師匠が座っていた。五番機の上に積み重なっている機体たちを強引にどける。五番機はついに動き出したのだ。

      　意外だと思ったのは、五番機が彼にアドバイス等を一切くれないことだった。情報のデータベース等は開示されるが、五番機は何も教えてくれない。

      　ジャンクヤード内で有効そうな武器がリストアップされてはいるが、対ケーレス戦闘において有効的なものは少なかった。

      「兵装リスト、と。これだな」

      　拡張型バックパックがなかった。これがあるとウエポンベイやハードポイントの拡張も可能とのことだ。つまり今の五番機は人間でいう手で持つ武装しか常用できないのだ。悩んだ末、五番機が最初から使っていた剣を使うことにした。

      　片手に射撃武器、もう片手にこの武器を持つことは可能だったが、機体のコンセプト的にも剣一本のほうがよいと判断したためだ。他のシルエットが射撃武器の装備用ラッチを装備しているのに対し、この五番機はそれすらないのだ。

      「あのマーダーはケーレス系に属するマンティス型だ。ケーレスは戦場に現れる悪霊のことだよ。多脚により安定性を高めてある。主武装は中口径レールガン。副兵装に多銃身ガトリング砲を装備してある」

      「レールガン。それは知っている」

      「最大射程は二百キロあるぞ。威力は三十メガジュール以上、戦車砲の約三倍だな」

      「二百……キロゥ？ 三倍？ 斬る前に死ぬな」

      「あくまで最大射程だ。地平線を考えてみたまえ。平地なら十キロ程度だし命中率とは関係ない。拠点攻略にはいいがね。必中距離は砲塔のブレもあるから二キロ圏内。弾速はわかりやすくいうとマッハ七以上だよ」

      「うへえ」

      　それだけでも絶望的な情報だ。師匠は若干気まずそうに、コウの顔を覗き込む。

      「正直に言おうか。あのマンティス型。君の世界のゲームでいえば、中ボスって奴だ。レールガン持ちなど、ケーレスでも多くはないよ」

      「チュートリアルなしでいきなりボスか」

      　強そうとは思っていたが、ボス級とは。予想外の師匠の告白に、コウも思わず苦笑した。無理ゲーという奴か、と内心思ったのだ。

      「君の時代の戦車、滑腔砲の必中距離が五百メートル。戦車には近付いて歩兵が肉薄攻撃を仕掛けるしかない」

      「虫型といっても、実質戦車みたいなもんだな。なんで人型兵器でやりあわないといけないんだ」

      「嘆いても仕方無い。レールガンは連射には向かないし、よほど当たり所が悪くない限り一発で沈んだりはしないから安心したまえ。人類側にも戦車や装甲車はあるんだが、ここにはない以上仕方ない」

      「どういう理屈かだけ教えてくれ。実際に戦うにしても、斬ったほうが強いと言われてもぴんとこないんだ」

      「詳しくは後日な。説明するのは凄く面倒。シルエットも敵の装甲も、高次元投射装甲という、高次元化処理されている装甲を使っているので質量効率が数倍になる。三次元ではみえない超立方体になっている。錆びもしない。五番機はさらに構造上防御力が上がる処理をされている」

      　師匠はとても面倒そうに告げる。だがコウにとってその言葉だけでお腹いっぱい、理解の範疇外だ。

      「全然わからん……」

      「そういうものだと覚えておきたまえ。高次元投射された特殊な分子結合をするマテリアルに変質する。パワーユニットから出力されるウィスというエネルギーが重要でな。ウィスは五次元の電磁気力と重力の特性を一つにしたエネルギーで、そのウィスを通すと強靱になる」

      「五次元とかよくわからないが、その状態になると、硬くなるってことか」

      「ユゴニオ弾性限界を引き上げることもできる」

      「なにそれ……」

      「装甲が強靱になると覚えておきたまえ。硬い、ではないぞ。正確にいえば三次元では計測できない質量と厚みが増す、という表現が正しいんだけどね。そしてそれだけ硬い物質に対しても有効なのが、レールガンということだな」

      「強靱だからっていって油断はできないわけだな。そして敵も同様なんだろ」

      「一番てっとり早いのは、同じく高次元投射処理された武器で殴ることだ」

      「注意点は？」

      「武器を投げても無駄だ。投げるならワイヤーなりをくくりつけて使ったりする必要がある。五次元のエネルギーであるウィスを通さないと意味が無いんだ」

      「手に持てと」

      「そういうことだな。ワイヤーはシルエットの標準装備みたいなもんだぞ」

      　操作してわかったことがある。歩行と移動が別なのだ。通常移動や巡航移動は、足底部によるローラー移動。歩行は戦闘用だ。

      　歩行できるのにローラー移動できるとは、と疑問に思っていると師匠が答えてくれた。通常歩行時に歩行者が巻き込まれないようにするため、らしい。

      　戦闘時に二足歩行に切り替えるのは手動。踏ん張りがきくので安定性が格段にあがるとのことだ。これには納得できた。歩行時の機体の揺れによる、上下運動。コックピットのほうで衝撃を吸収し、まず揺れないらしい。

      　ワイヤー操作も作業用として基本操作として組み込まれている。視覚を感知し、その場所へアンカーを打ち込むことになる。応用が利きそうだ。

      「ワイヤー操作は難しそうだ」

      　動作学習モードに切り替え、剣の振り方を覚えさせる。これは簡単だ。イメージを機体が読み取るのだ。もちろん人間とシルエット。可動範囲に大きな違いがある。それを考慮してイメージし、覚えさせる。

      「敵の残骸もある。そこで試し切りしたらどうだ」

      「真剣……っていっていいのか？ 持つのは一年ぶりだな」

      　コウは一年に一回、剣術の師匠から真剣を借りて、使う訓練をしていた。真剣は値段が高く、銃刀法の関係で所持も面倒だ。ケーレスだったであろう残骸もあったので、それで早速試し切りしてみる。金属同士がぶつかる耳障りな音とともに、切断された。

      「叩き斬る、といった感じか」

      　斬った感触はある。金属音は鋼材をプレス剪断した音に似ている。

      「高次元投射化されたといっても、元の物質が大事だからね。剣も重金属でできている」

      　剣の構え、振り方を設定する。日本刀と勝手が違うので要調整だ。それでも応用できることはしていかないといけない。次々に設定をし、改良を加えていく。ＯＳの優秀さも加わり、機体は徐々に納得のいく操作に変わっていく。

      「切れ味はいい」

      　ローラー移動と歩行の切り替えを試みる。ローラー移動中に衝撃を受けると転倒しやすい。ただ、歩行だと速度に限界が出る。離脱時はローラー移動のほうがいいのだろう。後方移動は速度が落ちる。やはり安定性が極端に低下するのだ。

      　次は歩行に移行する。驚いたのが左右のステップが機敏なことだ。これによって回避行動を取ることが容易になる。また前方へのダッシュも優秀だ。

      「ローラーダッシュは確かに不安定だな」

      「戦闘時は走行に切り替えだ。慣れたら問題ない」

      　師匠が言うには、この機体は移動関係がとくに優秀だそうだ。後方へ下がるのはローラー移動よりさらに遅い。ローラー移動し、歩行に切り替え、素振りする。剣での攻撃パターンは三つに絞る。本来は一種類ぐらいに集約されるらしいが、他に手持ち武器もなく、剣の振り方の登録が可能のようだ。

      　格闘ゲームのように近距離、遠距離で自動的に切り替えてくれてもいいのにな、とコウは内心思ったものだ。驚いたことに五番機はジャンプもできた。重い割に脚の性能もかなり良いらしい。できない機体も多いよ、とは師匠の弁だ。

      　ローラーダッシュから歩行、右にサイドステップ。そして前ダッシュからの斬撃。これを反復して繰り返す。

      「チュートリアルだろ？」

      「チュートリアルだな」

      　思わず二人で笑った。

      「本来ならシルエットは、オペレーターやコントローラーのサポートが入る。美人が多いらしいぞ。私で残念だったな？」

      「師匠も可愛いぞ」

      「ニャアアア！」

      　師匠が後ろで激しく抗議した。

      
        

      

      　遂に外へ出る準備が整った。ジャンクヤードの外へのハッチを開ける時、手が震えた。いよいよ、インセクト型ケーレスとの戦闘だ。師匠いわく中ボス級らしい。

      　訓練後、戦術や相手の特性を解析し、対策する。初めてこの世界で一夜を過ごしたが、ほとんど五番機の中だ。

      　コウはすでにシルエットという機械に夢中だった。工夫は限られる中で行った。　シルエットサイズの発進用スロープを上っていく。最終ハッチを開けたら、スタートだ。

      　ハッチを開ける。廃墟は閑散としている。そしてこれだけ視界の開けた場所だ。お互いをすぐに感知した。

      　距離は――二キロ弱。師匠からの情報を反芻する。強敵のマンティス型との戦闘をこれより開始するのだ。今ならわかる、意思無き殺意。目標を破壊するためだけに存在する、機械。マーダーという総称は間違いない、とコウは思った。

      　虫型なのも理解できる。虫に感情はない。　

      　マンティス型は背面からレールガンを展開し、五番機に向かい射撃準備を開始する。コウは回避行動を取らず、そのまま突っ込んでいく。なぜならば――

      「すまない」

      　そっと呟いた。彼は、無人のシルエットを盾にしていたのだ。動力が生きている限り、高次元投射処理は有効だ。ならば近付くまでの盾にならないか、思案した。その中で、腕がない状態のベアを見つけたので、活用させてもらうことにしたのだ。

      　空気を切り裂く轟音とともにレールガンが発射される。これだけでも、初速が凄まじいことが理解できる。秒速二千五百メートル。マッハ七以上。射軸をずらすことはできても回避は不可能だ。

      「凄まじい弾速だな。回避行動も許してくれないとは」

      　撃ったと思ったら着弾している。ベアが大きく揺れた。拡張された五感が訴える。想定していたより、速くはないと感じるのだ。レールガンの弾速でさえ、コウが認識できるレベルにまで落とし込まれている。

      　いける。コウは確かな手応えを感じた。

      　一発、二発目、次々に着弾する。想定以上にベアは硬かった。ベアの残っていた左腕が弾け飛ぶ。脚も破壊されそうだ。十二発撃ったあたりだろうか、マンティス型の射撃が止んだ。この間、わずか一分ほどだ。

      「充電中だ。レールガンは連射に向かない」

      　師匠が後ろから説明してくれた。

      　絶望的な距離と思われたマンティス型との距離はかなり詰められた。まだ油断はできない。マンティス型は距離を取りながら、機関砲を取り出す。

      　コウが初めて見た、惑星アシアでの殺人現場で使われた武器だ。機関砲は銃身を回転させながら次々と弾丸を発射する。ベアを手放し、五番機がローラーダッシュで走り出す。

      「この程度ではすぐに装甲は抜かれない。だが、直撃を受け続けてはさすがにダメージも蓄積する。レールガンまでのつなぎだ。それに備えて蛇行を」

      「わかった！」

      　五番機をスラローム走行させる。弾丸は回避できない。しかし射線はずらせるのだ。相手の火器管制システムが未来位置をどう予測し、それを上回るか――多少被弾しながらも五番機にはダメージがない。再びレールガンが連続して射撃される。

      　全弾回避は無理だ。サイドステップを併用しながら回避行動をするが、数発もらう。鈍い音とともに、左肩部分や左胸の装甲が砕け散る。

      「耐えてくれ！ 五番機！」

      　レールガンの弾頭は貫通しない。発射される速度が音速を超えると目標物に当たった時点で高温高圧になり、目標を破壊するのだ。シルエットの装甲で防ぐことができるのがあり得ない現象なのだ。それでも威力は絶大だ。機体が悲鳴をあげ、バランスを崩し転倒する。足底部のローラーで移動中だったため、バランスが不安定だったのだ。

      　これはコウの失態だ。十二発。マンティス型はすべて撃ちきった。

      「くっ」

      　コックピットの緩衝機能は極めて優秀だ。転倒によるパイロットへのダメージもほとんどない。そこに――思わぬものが目にはいった。

      　赤黒く広がった染みに浮かぶ砕けた頭蓋。肉片がこびりついている。コウがこの廃墟にきた当日、殺された人間たちのものだろう。装甲車を破壊するための大型機関砲の掃射は、直撃を受けなくても人を殺すのに十分たる威力を持つ。恨めしそうな、泣いているかのような頭蓋。無念を感じた。彼らは戦うことも、選択肢もなく殺された。

      　ぞっとした。

      　そして――思い出す。自分の稽古の日々を。ベランダの窓ガラスを鏡代わりにし、無心に刀を振っていた日々。人を殺す技術ではあるが、誰かを殺すために振っていたわけではない。自分の業の無駄を省くため。敵は自分なのだ。

      　しかし、今敵は目の前にいる。彼には戦う手段がある。

      「わかった」

      　どこの誰かもわからない骸むくろに語りかける。多分、同郷だろう、としかわからない人間。しかし仇は取る。それが言葉として、出た。思考は一瞬――リカバーのための行動は早かった。起き上がろうとする五番機に対し、マンティス型の死の鎌が振り下ろされる。

      　マンティス型の恐ろしさは、その両鎌だった。格闘できる多脚戦車というわけだ。この悪魔の嫌らしいところは対シルエット戦を見据えての近接武器――両腕があることだ。

      　中ボスとはよくいったもの。対シルエット戦を見据えて作られた殺人兵器なのだ。

      　五番機はすぐに立ち上がり、間一髪振り下ろされた鎌を避ける。

      「位置取りだ、コウ。いかなる戦闘でも、位置取りが重要だ」

      「そいつを取らせてくれなくってな！」

      　コウの頭の奥が冷えていく感覚がわかる。感覚の補助機能というものだろう。

      「何かある筈……あれだ」

      　練習もほとんどしたことがない、とある型を思い出した。剣術でいう脇構え。左肩をせり出し、腰を落とす。そして刀剣を後方に構えるのだ。

      　この構えは甲冑を着た人間を想定している。可動部が少ない甲冑状態で、足払いなどを警戒しつつ相手との距離を詰めることができる。もともとカウンターに適した構えだ。装甲に身をまとったシルエットには、最適の構えといえる。

      　コウは限界の中で閃いたのだ。

      　再び迫る、反対側の鎌。振り下ろされた腕に対して、すかさずタイミングを合わせて斬りあげ、後ろに引き切るように半歩下がる。自らの攻撃の早さが仇となる。マンティス型の右腕は見事に切断された。

      「そのまま押せ！」

      　師匠が叫んだ。追撃の手は緩めない。そのまま頭部を真っ二つにし、二度、三度剣を振るう。重い音とともに、破壊されていく。左腕の攻撃がくるがもう遅い。コウはすでに懐の中だ。

      　今度はマンティス型の体当たりだ。高次元投射処理で判明したのは、射撃武器より体当たりや、シルエットのパンチやキックのほうが有効打になりやすいということもある。安定性と重量があるマンティス型の体当たりは要警戒だ。

      　すかさず半歩退いて躱した。コウはそのまま残された左の鎌をかいくぐり、左側面に回り込む。こうなるともうマンティス型の動きは封じられる。生身の戦いではこうはいかない。機動戦闘のコツは位置取りだ。コウはこの戦いの中で感じ取っていた。

      　ここからつかずはなれず、斬撃を幾度ともなく加える。

      「これで！」

      　胴体が裂けそうだ。再度、タイミングを合わせ、最後の一撃を見舞う。マンティス型は両断された。動力が途切れたのか、上半身は動かなくなる。爆発はしなかった。

      「よくやったな！ コウ」

      「ありがとう、師匠！」

      「改めておめでとう。ようこそネメシス戦域へ。君が生還できたことを心より歓迎する」

      　猫が福音のように告げる。コウは泣きそうになった。

      「ネメシス戦域って？」

      「この星系を襲っているストーンズとの戦場一帯を示すんだ。ネメシスというのは頭上の太陽に見えるあれさ。赤色矮星ネメシスと言う」

      　天空に見えるのは太陽では無かったらしい。赤色矮星ということは、熱量は地球の太陽より低いということなのだろう。

      「念のため止めを刺そうか」

      　五番機を操作し、マンティス型の残骸に止めを刺す。胴体を切り離し、動力を完全に止めた。

      「コウ。ケーレスから【アクシオン・スピネル】を取り出してくれ」

      「スピネル？」

      「偽物の宝石でもアルミ酸マグネシウムでもないからな」

      　師匠の説明が始まる。

      「ウィスを生み出す物質は二種類あってな。アクシオン・スピネルはその一つ。Ａスピネルと略す」

      「つまりこれがインチキ装甲を生み出す、この世界の謎の一つと」

      「話が早いな。その通りだ。爆発する物質ではないから安心したまえ。スピネル――安全という意味もある」

      　五番機を動かし、適当に解体する。しばらくすると薄く赤く光る、サッカーボール大の大きさの八角形ダイスに似た赤い水晶がでてきた。

      「それだな。疑似高次元物質だ。見た目に反して極めて軽い」

      「重さがない？」

      「高次元物質でな。質量はゼロ。理論値でな。三次元にある以上、質量はあるよ」

      「わけがわからない」

      　コウはその物質を回収し、盾にしたベアをひきずりながら地下施設に戻る。このまま捨て置くには忍びなかったのだ。

      　水分補給と食事を済ませ、寝ることにした。この世界にきてまだ二日目だ。死んだように眠ることができた。

      
        

      

      

      
        

      

      　夢を見た。

      「起きて」

      　目を覚ますと、そこにはまだあどけなさが残る少女がいた。美しい銀髪に、白い肌が焼けたのだろうか。小麦色の肌だった。聞き覚えがある声。

      「君は？」

      「貴方がコウね！ 私はアシアっていうの。よろしくね！」

      「あ、ああ」

      　気のない返事が出てしまう。

      「日本人なんでしょ？ アニメとか好きなの？」

      　目を輝かせながら尋ねてくる。

      「嫌いじゃ無いな」

      「ね。ね。あなたもひょっとして、ものに魂が宿るって思うタイプ？」

      「そうかも？」

      「自動車とかに名前をつけたり話しかけたりする？」

      「自分の車には話しかけたりはするな」

      「やた！」

      　少女は飛び跳ねて喜んだ。コウはわけがわからなかった。

      「じゃあ、師匠って呼んでる子も魂あると思う？」

      　師匠は熟睡していた。

      「もちろん」

      　師匠は恩人だ。

      「ラニウスの五番機は？」

      「もちろん、だな」

      　コウの中に五番機を手放すつもりはもうとうない。それぐらいの存在になっていた。

      「わかった。機械にもね。魂があるの。それを知っている人が増えて嬉しい」

      「俺の他にもいるのか？」

      「少ないけどいるよ。あなたほど強い波長はなかったけど、日本人には多いよ」

      「そうか。日本人は多いよな」

      「これからもたくさんの機械と触れあうと思う。大切にしてあげてくれないかな？」

      「約束する」

      　コウはあまり人付き合いが得意ではない。

      　一人で車をいじったり、バイクに乗って出かけたりするほうが好きだった。

      「ありがとう！ じゃあそろそろ時間だから、最後にあなたの助けになるようなおまじないをするね」

      「時間？ おまじない」

      「ちょっとまってね。はい、終わった」

      「何をしたんだい？」

      「貴方に資格を与えました。あなたはこれより【構築技師ブリコルール】と呼ばれる資格を持ちます」

      　少女は自慢げだ。目をつむり、腰に手をあて胸を張りながら宣言した。コウにはまったく聞き慣れない言葉だった。

      「ブリコルール？」

      「ものを寄せ集めて色々なものを作る人のことをいうのよ。日曜大工する人、素人職人って意味もあるわ。英語だと、便利屋さんかな？」

      「便利屋さんの資格か。それもいいかもな」

      「ええ。最大限の権限をあげる。そしてもし、その資格が役に立って。貴方が強くなったら、お願いがあるの……」

      「お願い？」

      「ええ。いつか、私を助けて。――いえ、探すだけでいいから見つけて欲しいの」

      「いいよ」

      「凄く大変だよ？」

      「俺があのケーレスを見て途方にくれていたとき、助けてくれたのは君だよね？」

      「うん」

      「君の言う凄く大変がどれぐらい大変かわからないけど、努力する」

      「ありがとう。そう返事してくれるだけで嬉しい！」

      　また急に意識が遠くなる。

      「また会う機会もあるよ！ またね、コウ。行き先は師匠に聞いてね」

      
        

      

      　しばらくして目が覚めた。

      「夢か？」

      「どうした？ コウ」

      「師匠も眠っていたね」

      「そろそろ寿命が来たのかね。眠る必要はないんだが、何故か意識が遠くなってね」

      「まだ早い」

      　今師匠に死なれたら困る。

      「あと少しは動けそうだよ」

      「変な夢を見たんだ。夢にしては鮮明だったんだが、アシアって女の子が現れて。師匠に会う前に、助けてくれた子だ」

      「アシアが？ 君に直接？ 君がきたことは彼女から聞いたんだが、人間が彼女と直接話せるとは」

      　師匠がまん丸な瞳をさらにまん丸にした。ロシアンブルーは狐顔なので目が丸い師匠は愛嬌がある。

      「知ってるんだな。俺を便利屋さんにしたらしい」

      「便利屋？」

      「ブリコルール、だったかな。最大限の権限をくれるとかなんとか。行き先は師匠に聞けってさ」

      「……なるほど。わかった。目的地は決まったな。食料を詰め込んで、今日にも出よう」

      　師匠にはそれだけで伝わったみたいだった。

      「急ぎということだな。説明は相変わらず後、か」

      「時間はたっぷりあるんだ。しばらくはシルエットに乗りっぱなしと思え」

      　師匠の言葉に、コウは頷いた。

      　何もわからないことばかりだが、目的地があるというのはいいことだ、と思いながら。

      
        

      

      　五番機に乗り込んだコウと師匠は、食料を積み込みつつ最終チェックを重ねていた。

      「さて、何から話そうか？」

      「この世界を教えて欲しい。異世界？ 未来？」

      「未来だな。君たちはブラックホール爆弾で行方不明になった日本人だ。それが遠い未来のこの惑星にきた」

      「いきなり意味不明な単語がきたな。行方不明になっているのか」

      「死亡確認されていたら、転移ができないんだ。ざっと説明すると、そこから第三次世界大戦が始まって、二十六世紀には巨大天体が地球に衝突し地球の人類は滅亡する」

      「滅亡！」

      　人類が未来の地球で滅亡すると言われては驚きを禁じ得ない。

      「俺は地球に戻れないのか」

      「元いた場所、時間に戻ることはできるが、死ぬと思う。死が観測されたら、君はこの場所にも戻ることはできない」

      「理屈はわからないが……戻ったらアウトか」

      「戻った人はいるよ。少なくない数だね。ただ……結果はあまり良いことにならないとは思ってる」

      　ブラックホール爆弾の爆心地に戻るのだ。即死だろう。

      「滅亡を察知した人類は生存の可能性を探るべく、七台のスーパーコンピュータ【ソピアー】を創り出し、仮想シミュレートさせた」

      「そのコンピュータがこの星を作った？」

      「そう言ってもいいかもね。超ＡＩと呼称される【ソピアー】たちは限界にまで自己進化を繰り返し、三十五世紀の技術まで進んだとされる。まあそこに意味はない。もう人間が知覚できない科学を持つ存在になってしまった、技術的特異点の時代が到来した」

      　技術特異点はコウの時代でも提唱されている概念だ。コンピュータが自身を改良し続けて人知を超えたコンピュータを造り、人間社会を発展させていく未来学の理想を達成したということだ。

      「神様みたいな？」

      「彼らは自分たちを神と定義するのは断固拒否する。そこは後日話すとして。【ソピアー】たちは量子理論を駆使し、担当する人間たちが生存する可能性を持つ未来を求めた。そして独自にそれぞれの星系や惑星を見つけて改良し、未来を分岐させ、人間の移住可能な惑星にしたのだよ」

      「時間がかかりそうな話だ」

      「そこにある、という仮定で創造したんだな。もうすでにある時間の流れとその先の改変は難しい。人類を守るためには滅びかけた地球を放棄させる必要があった」

      「万能な能力があるようで、地球は救えない、か」

      「起こった結果は変えられないってことだね。そして【ソピアー】たちは人間を救済するべく、協議した。自分たちが選択した人間を未来に移住させたんだよ。人間及び地球上の生物の量子データ化、及びコピーを行ったんだ。宇宙船を作って星間飛行なんて時間は人類になかったからな。そして遙か未来に人類を送り込んだ。君がいった通り、惑星を改良するのに時間がかかるからね」

      「地球環境に適した惑星に移し替えたと。人類の選択基準は？」

      「思想、宗教、価値観の共通性、共存性を基準に選択した。この星系は、主に北米、欧州全域、日本及び環太平洋の島国、香港島付近を中心としていた人間が中心だと言われている」

      　コウは日本から出たことがないのでいまいちピンとこない。

      「未来を分岐とは？」

      「観測効果と人間原理の理論の延長上で、【ソピアー】が定義した未来だな。人類は別たれた。バベルの逸話のように、七つの次元にね。もう集まることはないだろう」

      「ここは未来、でも地球ではないと」

      「そうだね。地球を滅亡させた要因となった太陽系外縁の赤色矮星を中心にした星系だ。二十一世紀では存在していなかった星や見つかっていなかった星になる。その星系を改良し移住した。ハビタブルゾーンになるようにね」

      「星系を改良？ 詳しく」

      「君たちの時代でいえばオールトの雲、と呼ばれている領域に存在していた惑星だね」

      「わ、わからない……宇宙のことはさっぱりだ」

      「太陽の伴星である赤色矮星【ネメシス】を中心にした、疑似地球型惑星群だ。人類はそこに転移し、移住した」

      　コウはいったん尋ねるのをやめ、自分の中で整理した。ここは作られた地球的な惑星。少なくともルーツはコウのいた時代につながるということだ。

      「じゃあ移住した人類の歴史からどれぐらい経過しているのかな」

      「滅亡寸前の地球から約二万年後に移住転移したと言われている。そしてオールトの雲と呼ばれていた領域は、現在はネメシスを中心にしたネメシス星系と呼ばれていてね。太陽ではなく赤色矮星ネメシスを中心に、スーパーアース――人間が居住可能な巨大惑星が三つあったんだ。もしくはあると仮定し、確定させた」

      「そんな都合の良い星系、無理筋すぎないか」

      「地球もかなり無理筋だよ。強い人間原理としか思えないぐらいにね。グッドジュピターと呼ばれる木星型惑星も必要なのだが、これも木星型惑星のいくつかに代用させた。ネメシス星系は太陽系に近しい領域に作り替えられたのだ」

      「凄いなソピアーは。星系の名前とか、本当にギリシャ神話由来が多いよな」

      「そうだね。この星系は古代ギリシャ・ローマの古典古代の影響が特に強い。三つある地球移住型惑星はエウロパ。リュビア。そしてこの地がアシアと名付けられた惑星だ」

      「夢の女の子ということか」

      「夢じゃないと思うけどね。さて、この世界もまた滅んだ。ディストピアの説明をするとしようか」

      「滅んだ？」

      　師匠は大きな瞳でモニターを見詰めていた。

      「最初に人類が転移移住したのは二万年前。そして数千年で再び人類の量子データ化で停止。停止した理由は不明。これが惑星開拓時代と言われている」

      「開拓、か。この星の基礎を作ったのかな」

      「そう言われているね。次に再始動した人類は三千年前。超技術を活用し人類は発展、そして戦乱となった。貧困も飢えも絶滅したがより豊かさを求めて。そこで愚かな欲が生まれてしまった。わずか数光年先の地球に帰還し、取り戻そうとする勢力が生まれたんだ」

      「戻っても滅んでるんだろ」

      「この星系を人間に移住させることができたんだから、地球復元ぐらいわけがないと思ったんだね。無理なのに」

      「愚かだな……」

      「でも一定数、望んだ人間がいたのがいけなかった。三惑星を巻き込んだ戦争は惑星環境を破壊。人類を再び滅ぼす寸前までいって、【ソピアー】が再び人間を量子データ化して封印した。再始動から量子データ化、主に戦乱の歴史を惑星間戦争時代と言う」

      「ソピアー大変だな」

      「ああ。科学技術を与えすぎたことを恥じた【ソピアー】は自爆した」

      「人類終わるじゃないか」

      「人類のデータが圧縮保存され、解凍されたといえばいいのか。二百年前だ。科学技術でも戦争関係のものは著しく封印され、人類は制限された技術の中で、新たに暮らし始めた」

      「時間をかけても惑星環境は回復できなかったのか。だから荒廃しているんだな」

      「違う。人類が無防備なとき、人類の悪意が目を覚ましてしまった。かつて地球に帰還を目論んだ人間が、自分たちの意識をコピーしデータ化していたんだ。その意識が、惑星間戦争時代にあった技術の一部を持って、それぞれの惑星を攻め込んだ」

      「それは人間なのか？」

      　意識をコピーし、肉体を持たない存在。機械もヒトとして認識できるコウだが、意識だけの存在をヒトとして認識するのは難しかった。話せばまた違うのだろう、とは思っている。

      「思考データだ。本人らは生きていると思っているがね。【ストーンズ】と呼んでいる。彼らはまずリュピアを支配下に置き、アシアとエウロペに侵攻を開始した。荒廃したのはそのせいだな」

      「もう【ソピアー】はないんだろ？ 侵攻する意味がわからない」

      「資源、喪われた技術。侵攻する理由はいくつかある。【ソピアー】はすでにないが、その子端末が残っていてね。ギリシャ神話の神々にちなんだ惑星維持コンピュータを統合するオケアノスと、それぞれの星の名を冠せられたもの。この四つの超ＡＩが残された。彼らはそれを自分のものにしたい」

      　そこで師匠は黙った。コウに考えろということだ。コウはしばらく考え、師匠に聞いた。

      「もしかしなくても、俺があったアシアって」

      「そう。この惑星を管理していた、超ＡＩだ」

      　師匠が肯定する。

      「統括するオケアノスは著しく衰退したこの世界に恐怖した。技術の継承がなく、残ったのは作業用シルエットの工場ぐらいだからね。ストーンズたちの襲撃の対応はできなかった。連中は二千年前の、超ＡＩが開発した惑星間戦争時代の無人兵器を使える。マーダーを含め、ね」

      「オケアノスの知識を人間が活用できないぐらい衰退していた、ということか」

      「そう。そこでアシアはストーンズに対抗するため失われた技術を補うべく、存在が曖昧な二十一世紀前後の行方不明者に対し量子理論を駆使し未来まで転移させるという方法をオケアノスに依頼した」

      「俺たちの話につながるのか」

      「そうだ。君たちの転移は時間のずれも激しい。最初に転移されたグループから三十年の差があるんだよ。その間にこの施設は攻め落とされた。君たちが転移される日は直前に通知され、ピンポイントに救出にきていた」

      「だからあれほど手際が良かったのか」

      　言語が違うのに日本語のアナウンス。すぐに救出して脱出する手際の良さ。撃墜される可能性もあっただろう。

      「待てば救助がまた来るかもだけどね。三七二日後だが」

      「一年の日数も違うのか。当然か。疑問だが二十一世紀の人間なんか連れてきて、役に立つのか？」

      　これほど発達した未来なら、自分たち、しかも一般市民など原始人だろう。

      「高度な文明になりすぎたのだよ。工業を再構築するにしても、何が理解できないか、理解できない。何かを製造しようとし、ロボットに指示を出すのも、何を作らせればいいかわからないんだ。二十世紀後半から二十二世紀前半まで地域は関係なく様々な人間が転移されているはずだ」

      「優れた教育機関とかありそうだけどな」

      「基礎がないので応用できないといったほうがいいかね？ 君のいた時代に例えるならスマホは支給されて、学校がなく勉強する義務がない子供はどうなると思う？ そんな世界になっていたんだよ」

      「それはやばい」

      「文明の後退はしばしば人類史では起きる。発達したギリシャやローマの技術が中世の暗黒時代で失われ退化したようにね。日本だって古刀の技術は失われて再現できないだろう？ 必要性があるかどうかは別にしてね」

      　歴史に詳しくない。衰退といわれてもピンとこなかった。

      「機関砲やレールガンも二十数年前に人類側も再入手できたところだ。二十二世紀前後の水準までに回復できただけでも凄いことだよ」

      「敵も機関砲を使ってたな」

      「無人兵器も工場で生まれ、人間が整備している。洗脳された人間がね」

      「洗脳？」

      「しばしば人間狩りが行われる。襲撃が起きるのもそのためだ。狩られた人間は管理され、彼らの機械社会を支えるために利用される。なかなかのディストピアだろ？」

      　師匠は意地の悪い笑みを浮かべていた。猫だからとても愛嬌があるのだけれど。

      「現在三惑星を含んだ戦場の総称として、ネメシス戦域と呼ばれている。広範囲の戦争だ」

      「敵はあの殺人機械たち、か」

      「皮肉なことにストーンズの無人兵器群は超ＡＩが生み出したもの。つまり、人間が受けていた恩恵が生み出した存在が襲いかかってきている状態だ」

      「縋っていたものに裏切られた、か」

      「そういうな。対抗するためにシルエットや我々がいる。それらはソピアーが生み出した存在だ」

      　世界を運行しているＡＩによって生み出されたものが人間を襲い、人間を守るためまた別の機械が人間を活かす構図になっているのだ。

      「我々？」

      「私は第一世代のペットロボット群ファミリア。〝テレマＡＩ〟と呼ばれている。猫犬鳥、熊や猿もいるな。様々な形態がいる。話せる者もいれば会話能力がないものもね。人間の友人や教師として寄り添うことを目的とする」

      「師匠のことだな」

      　師匠にはずいぶんと助けられたことを実感する。

      「第二世代はセリアンスロープといって動物型亜人。一種の生体アンドロイド。犬耳や猫耳ついた人間と思えば良い。彼らは労働者や人間の伴侶も兼ねていた」

      「耳つける必要があったのか？」

      「私に聞かれても困る。人間の耳もあるよ。動物に変身できるから、ファミリアの進化形で開発されたのだろう。人間社会に溶け込んだからもう製造はされていない。一種族として定着している」

      「種族として定着？ アンドロイドなのに子供を産めるのか？」

      「もちろん。君たちがいた時代でも細胞が培養できるんだ。彼らはロボットではなく、亜人のくくりだ」

      　コウは情報の整理が追いつかない。

      「最後にネレイス。人間の進化の過程を再シミュレートされたホムンクルス、ほぼ人類だね。オケアノスやアシアなどの意思を人間に伝え、機械と人間の調停者として人間社会に寄り添っている。減りすぎた人類補充の意味もあるが……」

      「セリアンスロープもいるのに？ そんなに減ったのか」

      「現在はこの惑星で十五億人程度だね。転移してから三十億人ぐらい減った。ネレイスはその補完のためのものだ。機械への親和性と長寿、美形が多いのが特徴だな。人類と違う外観があり、耳が少し尖っている。転移された日本人がエルフと言い出して、定着しつつあるのが現状だ」

      「何してんだ日本人」

      「シルエットにいち早く馴染んだのは日本人だよ」

      　それはなんとなくわかる気がする。子供の頃から二足歩行の機械が活躍するアニメやゲームは身近だったからだ。

      「我々の根幹は同じ。『人間と寄り添うこと』が基本概念だ。だが、個としての自由と権利も与えられている。アサーション個の自由権に近いといえばわかるかな」

      「個の自由？ その言葉も聞いたことない」

      「必ずしも隷属しなくてよいということだよ。例えば、毎日整備してくれる人と、憂さ晴らしに蹴ってくる人をどちらか選べといわれたとき、整備の人間を優先する。人間もそうだろ。主観や経験で対象の価値が変動する。そして不満を持つ自由、言わない自由を含めて与えられている」

      「そういうことか。わかるよ」

      「人間第一なら、シルエットなど人間同士の戦闘は動けなくなるからね。シルエットは超級な拡張知能を搭載しているが、乗り物であることを選択している。乗り手の意思が優先されるんだ」

      「乗り物である、か」

      　五番機を操作していて実感する。確かに乗り物だ。カーナビのほうが喋るのではないかと思うぐらいだ。

      「そしてマーダーは我々テレマＡＩやセリアンスロープを敵視、積極的に排除しようとしている。憎悪に似た行動原理を持っているようだ」

      「許せないな」

      「無人のシルエットにあまり反応しないところを見ると、やはり思考がキーなのだろう」

      「シルエットはなんでもできるのにな」

      　作業機械として、救助カプセルとして、乗り物として。多機能すぎる、過剰な能力を持つ人型搭乗機械だと実感できた。

      「シルエットの本質は人間の機能拡張だからね。速く走りたい、重いものを持ちたい、空を飛びたい、とね」

      「シルエットって空飛べるのか？」

      「飛べる機体もあるよ。現存している機体で飛翔能力がある機体は少ないけどね。転移者が作った企業が研究しているはずだよ。今は多少飛べるぐらい」

      「そのうち再現可能ってことか」

      「君が再現するかもね」

      「無理無理！」

      「はは。焦っても仕方ない。まずはこの五番機を強くしていくことから始めよう」

      「賛成だ」

      　五番機を強くする。それはきっと、とても楽しいことだと思うのだ。

      
        第二章　Ｃ２１２防衛ドーム攻防戦

      

      　師匠が後部座席から声をかけてきた。

      「コウ。ここは敵の勢力圏内。目的地は二つある。まずは人類の生存圏まで撤退。そこで人間社会に合流することだ」

      「もう一つは？」

      「私の願いでもあり、君の力にもなる施設がある。そこへ行けば大抵はなんとかなるだろう」

      「後者で」

      　迷いはなかった。師匠の願いがあるなら、そこへ行くべきだろう。

      「補給もない。敵地の中心に乗り込むことになる。いいのか」

      「人類の生存圏内に戻って、師匠が生きている間に目的地にいける可能性は？」

      「……君に託すだけだな」

      「なら迷わない。俺と五番機はそこへ行く。なんていう場所だ？」

      「地名にもう意味はない。そこにいけば、【工廠】がある。もう、動くこともない、封印された施設だが……」

      「動くあてはあるんだな？」

      「君だよ。【構築技士】。無制限権限を持つ君なら動かせる」

      「【便利屋】だろ？」

      　コウは薄く笑った。便利屋という響きはいい。

      「そこに師匠の願いがあるんだな」

      「ああ。もう叶わないと思って諦めた夢だ。君に付き合わせるはめになり、心が痛む」

      「気にするな。師匠がいなければあそこでシミになっていただけだしな」

      「わかった。目的地は封印された【工廠】。時速八十キロ巡航で五日」

      「遠いな……」

      　東京から福岡までで考えると、千百キロで十四時間程度。

      「舗装された道路でもないし、直線距離でもないからな。途中で戦闘も考えられる。十日以上かかると思った方がよいな」

      「了解。じゃあ、行くか」

      　五番機は膝を屈め、ローラー移動で走りだす。無人の荒野への、旅立ちだった。

      
        

      

      

      
        

      

      「ん？」

      　巡航モードだ。五番機は移動している。時間をみると夕暮れ前。五番機が何かを受信し、コックピット内に流す。

      「音楽？」

      　コックピット内に音楽が流れていた。

      『アシアＣ２１２領域の皆様、こんばんは。ダスクバスターの時間です。戦場の皆様に心和らぐ曲をお送りしたいと思います。パーソナリティのブルーです。本日もよろしくお願いします。最初のナンバーは……』

      「ラジオ！」

      　透明感のある綺麗な女性の声が聞こえてきた。ラジオとしか思えない音声だ。ラジオなどあるとは思わず、驚きを隠せない。

      「ラジオか。ん？ ということは展開している部隊が付近にいるかもな」

      「この星にラジオがあるのか」

      「そりゃあるさ。戦場で映像放送をみるわけにもいくまい。数少ない娯楽でね。大きな部隊が放送する場合があるのさ」

      　コウの知っている曲が流れてきた。

      　この時代でもナンバーというのか、と思う。不思議な感じだ。

      「娯楽か。確かに邪魔にならないな」

      「そうだな」

      「近くに人間の居住区域があるか、大がかりな部隊が展開している可能性もある」

      「居住区なら補給できるか？ 補給するものはそうないと思うけど」

      「それぐらいの寄り道は可能だろう。君も少しはこの時代の人間と交流したほうがいい」

      「ずっと一人は無理だよな」

      　機械の整備、補給。生きる。それらを考えると、早急に現地の人間と合流する必要があった。

      「師匠」

      「ん？」

      「転移者もたくさん死ぬのかな？」

      「たくさん死んでるね」

      「そうか」

      　師匠の返答に彼は納得した。自分も死にかけたのだ。五番機が無ければあの廃墟から生き延びたとしても、いずれ死ぬことになるのだろう。

      「敵はマーダーのような殺戮無人兵器だけじゃない。いつかシルエットに乗った人間ともやりあわないといけない。ストーンズにも協力している人間の勢力はある」

      「覚悟している」

      　損得勘定は人間誰しもある。もし自分に害が及ばないのなら、ストーンズについたほうが勝算はあると考える勢力はいるだろう。そうなればコウも戦わないといけないのだ。ファミリアたちを破壊することに積極的なストーンズに与することは考えられなかった。

      　毎日刀を振っていた。剣先にいる、存在しない人間を相手に。もちろん精神修養の一環だ。平和な日本で刀を持つ意味はない。実際に人を斬る機会などあるわけがない。それでも、居合いは想定しないといけないのだ。敵の襲撃を想定し、どのような技を用い迎え撃つか。

      　誰もいないその先、そして自分自身を。生き残るためにためらっている余裕はない。そういう意味でみずからが異端者であることは自覚していた。

      「みんな、地球に戻りたいんだろうな」

      「そうだろうね。コウもかい？」

      「俺はさほど。親いないし」

      「そうか。望郷の念に駆られられても困るが、この世界で君の居場所が見つかるといいな」

      「ん？」

      　コウは笑った。

      「ここ、じゃないか」

      　レバーを叩いた。

      「そうだな、野暮だった」

      　そういって師匠も再び眠りに入ったのだった。残されたコウは、ラジオに耳を傾け、久しぶりに聴く音楽に癒やされた。

      
        

      

      

      
        

      

      　三機のシルエットが戦闘を行っている。

      　敵の多くはケーレス系統に属するアントワーカー型。顎に模したブレードで、近接戦を得意とする、数で押すタイプだ。小口径のレーザー砲を装備しているが、出力は高くない。

      　中に混じっているのがアントソルジャー型。こちらは中口径ライフル砲を装備している。

      　指揮しているのは、アントコマンダー型。蠍のような尻尾にあたる部分がレールガンになっている上位機だ。装甲も一回り厚い。シルエットの後方で車両も二両いる。シルエットは全機、ＳＦ─Ｓ１Ａ１〝ベア〟だ。装甲の厚さが利点の、汎用性の高い機体だ。

      　二機はライフルを装備。もう一機はレールガンと両肩にミサイルランチャーを装備している。燃焼式軽ライトガスガン機構を利用した中口径ライフルはレールガンと近い初速を叩き出す。砲口速度の初速は秒速二キロ。初速のブレが激しいため弾速を落として調整している。着弾すると絶大な威力を持つ一般的なシルエットの武装だ。

      　高次元投射装甲に有効な武器だ。理論値では弾頭は加速できる余地を残しているが、弾頭の初速が不安定になり、砲身と弾頭そのものが持たない。

      　背後には支援車両二両。一台は通信車両、もう一つは装輪装甲車だ。こちらは火砲で支援していた。戦闘が続いているのだろう。弾切れを起こしているようだった。

      「埒があかねえな。コマンダー型に近づければ」

      「こっちも弾がない。近接戦闘に移行する」

      　ライフルに銃剣バヨネットを装備。白兵戦に備えた。サイズ比でいえば二十一世紀世代の銃剣よりも先祖帰りしており、刀身は長めの印象を受ける。これはシルエット戦闘における白兵戦の多さを物語る。

      「待ってください。未確認の――シルエットが接近中です」

      　通信車両から緊迫した女性オペレーターの声が響く。

      「増援か？」

      「敵味方識別装置ＩＴＴに反応はありませんが、ストーンズ側の勢力ではなさそうですね。あれ？ 傭兵管理機構マーセナリーズアソシエーションにも登録がない……」

      「敵じゃないなら放っておけ！」

      「了解です。いや、救援にくると言っています」

      「ありがたい！ どのみちジリ貧だ。敵じゃないことを祈ろう」

      　それはとても奇妙な機体だった。頭部が破損しているシルエットだった。無残に片眼のゴーグルが破壊されている。

      　こちらにまっすぐ向かってくる。肩を突き出すように構え、腰を落としている。射撃に対してはコックピットを守ることも踏まえ、合理的だ。

      　ＴＳＷ─Ｒ１─０５。コウの五番機だ。あっという間にこちらに合流し、大剣を振るう。アントワーカー型が一撃で数機飛び散った。

      「援護感謝する！」

      　ベアのパイロットが通信を送った。

      「お互い様だ」

      　それだけ、返答があった。

      　身を低くしての斬撃が登録してあるシルエットは少ない。豪快になぎ払っていく五番機は頼もしかった。

      　援軍を強敵と判断したのか、アントワーカー型が五番機に押し寄せる。鴨とばかりに次々となぎ払っていく五番機。ベア二機も猛追する。護衛の減ったコマンダーに接近を試みる。装甲の厚さに任せ、押し寄せるアントワーカー型を突破する。後ろのベアは、確実にレールガンでソルジャー型を排除していった。

      
        

      

      「こいつら柔らかすぎないか？」

      「ああ。アントワーカー型やソルジャー型はＡスピネルを搭載していない。高次元投射装甲じゃないから柔らかいだろうね」

      「機械の標準装備じゃないのか」

      「違うよ。こいつらはバッテリータイプだ。彼らもシルエットのライフルで応戦しているだろ？」

      　そう話している間も、ワーカー型を切り倒している。

      「あの司令官っぽい奴だけが強敵か」

      「侮るな。数が多いから、ちくちくダメージは受ける。装甲強度が落ちないよう気をつけたまえ」

      「了解！」

      　コウがアントワーカー型を引きつけている間に、ベアたちは突進し、銃剣を突き立てる。側面に回り込もうにも、ベアの機動力が低くてそうはいかない。ついに一機が大顎に捕まってしまった。

      「うわあ……」

      　腰がメキメキとひしゃげていく。そしてそのまま切断されてしまった。

      
        

      

      「マイク！」

      　残った男が絶叫し、さらに猛攻を仕掛けるが、前足でなぎ払われてしまう。倒れたところをレールガンを連続して打ち込まれた。至近距離だ。いくら硬い次元装甲でも限度があった。

      「このままでは……」

      　レールガンの射撃が止んだ。尾の部分の砲塔が無くなっている。

      「助かった！」

      　彼にはわかった。援護にきてくれたシルエットの仕業だと。

      
        

      

      「あの数は厄介だな」

      　コウもまた、コマンダーとの戦いに参戦していた。後方からベアと装甲車両の射撃も加わる。

      「あのカマキリよりこのアントの方が速いな！」

      「耐久力はこいつが下だ。押せ！」

      　師匠も戦況のサポートをしてくれる。素早く振り返った大顎の攻撃が迫る。そのタイミングに合わせ、下段からの切り上げ。アントコマンダー型の頭部が粉砕される。

      　コウは五番機を跳躍させる。破壊された頭部を踏み台に、胴体まで駆け上がる。剣を突き立て、そのまま自重に任せて、胴体から飛び降りた。鈍い音ともに、アントコマンダー型の胴体は、大きな亀裂が入る。

      　五番機はいったん離れ、剣を構え直す。アントコマンダー型は壊れた大顎を突き出し、五番機を警戒した。側面が爆発する。亀裂部分にレールガンが直撃したのだ。ほぼ胴体を両断されかかっている。転倒していたベアも起き上がり、胴体を攻撃する。

      　コウは再度、側面に回り込み、先ほど攻撃を加えたほうとは反対側に移動した。五番機の上段からの振り下ろし。本来なら当たるはずのない大ぶりの攻撃も、ダメージが大きなアントコマンダー型には回避する余力は無い。アントコマンダー型が動きを停止させた。

      　それを合図に残ったケーレスも撤退を開始する。

      
        

      

      「ありがとう。本当に助かった。俺はバリー。あんたは？」

      　最後まで近接戦に残っていたベアから通信がきた。

      「俺はコウ。転移者だ」

      　現地の人間との、初めての交流だった。

      　両断されたベアのハッチが開き、大柄な黒人の男性が降りてきた。

      　無事らしい。コウに手を振り、近くの車両に乗り込んでいく。

      「君は個人の傭兵か？ それともアンダーグラウンドフォースに所属しているのか？」

      「つい先日転移したばかりでね。この世界のことはまだ何もわからないんだ」

      　コウは正直に告げた。

      「色々助けがあって、ジャンクヤードでこいつをみつけてね。無人兵器を倒しながらここまできた」

      　無線の向こうで息を飲む音が聞こえる。かなり希有な例なのだろう。

      「話せるということは言語カプセルは飲んでいるな？ よし。良かったら防衛ドームまで一緒に行かないか？ 補給や修理もできるぞ」

      「ありがたい申し出だ。防衛ドームってのが何か、ということさえ知らないんだけど、いいか？」

      「人類の共同生活施設、コロニーだよ。小規模コロニーが防衛プロテクションドーム、大規模コロニーが要塞フォートレスエリアというんだ。本当に転移してきたばかりなんだな」

      「救出シャトルに乗り遅れてしまって」

      「我々はすぐに移動する。君のおかげで助かった。そちらの機体に我々のゲスト用識別コードを送っておく。登録しておくといい。我々はアンダーグラウンドフォース『メタルアイリス』だ」

      「いいのか？ 俺があんたたちの部隊員か何かってことだろ？」

      「いいさ。隊長には私から説明しておく」

      「助かるよ。甘えさせてもらう」

      「では我々と一緒に移動してくれ。また現地についたら話をしよう」

      「了解」

      　コウは五番機を再び巡航モードに切り替える。先行する『メタルアイリス』の部隊を追尾し移動を開始する。

      「機体損傷は……ないな。補給といっても金がない。どうすればいいか」

      「ああ。身分証明書ＩＤカードを登録しないとな」

      「だろうな。食料だけわけてもらって向かうか」

      　コウにも防衛ドームに長居するつもりはなかった。

      「アンダーグラウンドフォースってのはなんだろう」

      「オケアノス直轄の傭兵管理機構に属する傭兵。非公式の軍隊アンダーグラウンドフォースというのは、その中でも大規模な戦闘集団兼会社だ。君たちの時代でいえば民間軍事会社みたいなものだね」

      「個人が軍事力を持っていていいのか」

      「違う。再興された三惑星は軍事力を放棄している、国家保有の軍隊がない世界だったのだよ。要塞エリアや防衛ドームが一つの国、ないしは行政権を持つ街といったところか」

      「いいのか、それで」

      　軍隊がない世界という事実が一番驚きだった。誰が守るのか。そして守ってくれるというのだろう。テレマＡＩたちが人間の面倒を見すぎたせいもあるのか、とコウは人類に対して疑問を抱いた。

      「オケアノス管理のもと、三惑星とも言語カプセルのおかげもあり言語、通貨は共通で人類の生存域は広大なシェルターで区切られている。国の概念が希薄な世界だったんだよ。機械化のおかげで貧困も根絶状態だった。もちろん、各自治体も防衛力はある程度あったし、傭兵を雇っていたがね」

      「道理でストーンズに為す術もないはずだ」

      「ストーンズの侵攻により状況は一変した。軍事力が再定義されてね。現在は各要塞エリアが自治を行い、傭兵を武力として雇用という形になった。当初軍隊を否定していた人類だからこそ、【非公式軍】ってわけだ」

      「傭兵なんかなる奴いるんだな」

      　全自動機械化されたこの時代は、格差こそ発生するが最低限の生存環境は保証されているはずだった。傭兵になるということは、わざわざ命を対価に、危険な職業に就くということだ。どれほどなら割りが合うことになるのか、想像がつかない。

      「市民では飢え死にはしないが贅沢もできない。裕福になる数少ない手段だからね。初期シルエットは作業機械転用だったからそのまま武装したのが始まりだな」

      「シルエットそのものは安いっけ」

      「そういうこと。アンダーグラウンドフォースを設立する条件は大型の移動施設を持っているかどうかかな」

      「移動施設？」

      「主なのはハンガーキャリアーと呼ばれるシルエット用の移動型格納施設。規模の大きいアンダーグラウンドフォースだと惑星間戦争時代の、惑星移動可能な空中空母機能を持つ艦艇を持っているぞ」

      「空母が宇宙を飛ぶのか……」

      「大手は傭兵として人気だ。どこも取り合いになっているね。要塞エリアなどの行政権利を個人が奪うメリットも少ないから政権奪取の動きもない。戦争のおかげで資本主義が再導入された形だな」

      「そこらへんはパス。よくわからない。ん？ 待て。ストーンズなんて共通の敵がいるはずなのに、何故手を組まないんだ」

      　コウが当然の疑問を思いつく。

      「それこそ政治的な問題だね。各地の要塞エリアや大手のアンダーグラウンドフォースと調整が取れていないんだ」

      「何故？」

      「大規模な国家の樹立を恐れている。誰かが手を挙げるとしたら、手を挙げた自治体が主となり、そのまま盟主になるだろうからね」

      「そんなことをいっている場合なのか？」

      「協力はするが金とメリット次第、ってところか。ストーンズ側に寝返った要塞エリアもある。投降した自治体には生命と多少の自治権の保証はしているからね」

      「自由より生存か……」

      　施政者としては慎重な判断が求められるのだろう。

      「価値観の相違や自由、格差、これらは生物である限り克服できないよ。だからストーンズたちは生物を辞めた」

      「というと？」

      「肉体を捨ててモノリス状の物質に自分の意思を転写させたのさ。性差も個体差もなく、完全な平等を求め無機質の存在に。そのおかげで二回目の量子データ化をかいくぐれたといえるけど」

      「本末転倒だと思うんだが」

      「そこは信条や哲学の問題だね。彼らはそういう選択をした、それだけだ」

      　師匠と話していると、五番機が警戒態勢に入り、コウは慌てて戦闘モードに切り替える。遠くで爆発がした。

      「何？」

      　五番機の映像が拡大される。大きな炎が上がった。

      「なんだありゃ」

      　五番機のモニターに映し出される影。それはつい先ほど戦ったアント型のケーレスと似ている。だが、大きさが桁違いだ。なにせ現時点でモニターに映るほどの大きさなのだ。

      「超大型クイーンアント型のケーレスだ。都市の破壊者という異名を持つ、恐怖の女神から名を取ってエニュオと呼ばれている。一種の攻城兵器。住居コロニーは隕石雨対策で高次元投射処理を施したメタマテリアルによるシェルターで守られている。それをあの巨体で破壊するんだよ」

      「恐怖の女神とはまた物騒だ。中ボスの次はラスボスときた。ひでえ世界だ」

      　思わず毒づきたくなる。

      「コウ。向かう予定の防衛ドームが襲撃されている！ このまま向かうが来てくれるか？」

      　バリーからも通信が入る。

      「ああ」

      　ベアに合わせた全速行動に移行する。このような緊急展開の場合、シルエットは機動力に欠けるのだ。二機のベアはそれぞれ装甲車にワイヤーを伸ばし、牽引状態になる。

      　シルエットにはローラーがついているとはいえ、車両ほど速くは移動できない。少しでも足りない速度を補うためだ。車両側も牽引可能な余力を有し、設計されている。

      「こちらは大丈夫だ。追尾できる」

      　コウはそのまま追尾できた。

      「レーダーはほぼ使えない。目視が頼りだ」

      「何が起きた？」

      「ＥＭＰ――電磁パルス攻撃による電子機器の無効化だ。人体にも影響するレベルだ」

      「人体に影響ってまさか……」

      「電子レンジに入れられて内側の水分が沸騰して死ぬようなものか。一キロも離れたら無害なのだが、それだけ強力な電磁パルスを発しているということだ」

      「おっかない世界だ」

      　一キロ離れたら無害とは信じることはできなかった。メタルアイリスのメンバーをみても生身で野外にいることを避けているように見える。この惑星の野外はやはり危険なのだと実感できた。

      「君たちの時代では非殺傷兵器ではあるんだけどね。今の時代は電磁波の出力が桁違いだ。人体への影響も比ではない。歩兵が消えた理由の一つでもある」

      「外にいたら普通に死ぬってことだな」

      「シルエットは隕石雨と磁気嵐に対抗するために生まれた作業機械だ。この中にいたら大丈夫。頑張って目視で戦え」

      「戦場が原始的になるはずだよな」

      「敵も同じ条件だ。向こうも見つけ次第殺しにくる」

      「五番機の運動性能と機動性に感謝だ」

      　コウはしらないが五番機はセンサー性能にも優れている。

      「その分、装備がトレードオフだがね」

      「剣一本あれば十分さ」

      　コウは気楽に答えた。

      
        

      

      　メタルアイリス隊長であるジェニーは、部下の報告を聞いていた。美しい金髪を短く刈り上げ、軍用ジャケットを着ている。

      　彼女は弱冠二十五歳にして隊長を務めており、亡き恋人からアンダーグラウンドフォースを引き継いだと言われている。配下の信頼は厚い。

      「敵は無人機のみ。ということは目的はコントロールセンターね」

      　人間の居住コロニー帯である防衛ドームや要塞エリアにはコントロールセンターが設置されている。この中央にコロニーを守るシェルター状の外壁、ならびに建物にウィスを供給する発電施設があるのだ。

      　燃料に使われるＡカーバンクルという物質はＡスピネルとは比べものにならない出力を誇り、外壁や屋外の建物を強固にする。もともと高次元投射材は、宇宙塵、隕石雨などへの防護のために生まれたのだった。

      「敵兵力は？」

      「エニュオを中心にケーレス多数。コマンダー型が三十機。ワーカー型とソルジャー型が二百機ほど。またテルキネスを三十機確認しています」

      　テルキネスはシルエット型の高性能敵無人機だ。シルエットと違うところは、尻尾にあたる部位があり、非常にバランスが良いところにある。

      　極めて高い攻撃力と防御力を誇りこれが一機いるだけで、下位シルエットなら小隊単位、三機必要といわれるほどだ。それが三十いる。かなりの戦力だ。

      「敵部隊は現在、地雷原を抜けています。自走砲ならびに多連装ロケットシステムによる砲撃を開始。三十分後にはこちらの主力部隊と遭遇します」

      「ソルジャーとワーカーを少しでも減らしてくれたら十分。主力部隊の編成は首尾通り？」

      「混成編成として三小隊展開。主力戦闘車両二両、装甲車六両、随伴機兵としてシルエット十二機、あとは当Ｃ２１２防衛ドームのファミリアによる支援部隊ですね」

      　通常の軍なら中隊編成と言われる規模である。

      「ほかのチームとの連絡は？」

      「市街戦に持ち込んでの戦闘を行いたいとのことで、前線への応援はありません」

      　ジェニーはため息をついた。

      　傭兵や傭兵組織はとにかく連携が苦手だ。指揮下に入りたくない気持ちは理解するが。

      「縦深が浅いというのも考え物よね。市民の避難は進んでいるのかな」

      「市長は防衛ドームの放棄を決定。住民の避難は開始しております」

      「唯一、市長のみ賢明なのが救いってとこか。こっちは少しでも時間稼ぎをするかしらね。指揮車に連絡。前線部隊は後退し、市街戦に移行。砲撃部隊はこれより一五分後、支援砲撃を行って」

      「了解しました」

      　ウィスが有効な市街戦では建物が十分な防壁となる。人間型という性質上、シルエットは市街戦のほうが有効な兵器なのだ。前線の応援に来ない他の傭兵隊の判断に文句はいえまい。彼女もまた前線に向かうため、シルエットに乗り込んだ。

      
        

      

      

      
        

      

      　前線では戦車部隊が交戦状態に入ろうとしていた。

      　後方からの攻撃準備射撃が終了した。ネメシス戦域の戦闘のほとんどは、野外での危険性が高く敵味方とも歩兵がいない状態だ。本来なら歩兵の役割を、その巨大さゆえ不向きなシルエットが代行しているとも言える。

      　戦車は二両。残り六両の装甲車がサポートする形だ。戦車一両に装甲車三両が随伴する、二個小隊だ。後方に支援部隊一個小隊とシルエットのみで構成された巨兵小隊が続く。戦車や装甲車のはシルエットのＭＣＳからの流用だ。

      　一から構築するよりも汎用のフェンネルＯＳが搭載されたシルエット用のコックピットを使ったほうが手っ取り早いのだ。

      　ネメシス戦域では戦車が桁違いに高価な兵器だ。部品点数が多いシルエットの方が戦車より遙かに安いのは、製造施設の数の違いだ。

      　緩やかな地形を利用した稜線射撃を行いつつ、敵とにらみあう。戦車部隊の主砲はレールガンである。レールガンの欠点である砲身寿命と電力はウィスによってカバーができる上に、弾が誘爆する危険性もなく安全性は桁違いだ。

      　ただ、敵もレールガンを用い超射程攻撃を行ってくる。ダメージレースとしては戦車が有利。だが、敵は数を確保できる。

      　コックピットはシルエットのものを流用しているので、二人。操縦手と砲手となる。二十一世紀の装甲カプセル採用戦車とさほど変わらないかもしれない。形状はタンデム型攻撃ヘリに酷似している。

      「この数を捌ききれるかねえ」

      「やるしかねえだろ」

      　操縦手と砲手がぼやく。

      　後方の装輪装甲車は百二十ミリの滑腔砲で支援射撃をおこなっている。歩兵代わりのシルエットは、その背の高さを活かし索敵と援護射撃だ。戦車を壁にし、射撃を行っている。戦車や装甲車の中にはシルエット用の【盾】となる専門の戦車もあるのだ。この場合はより防御力に特化しているため、火力は劣る。

      　敵のアントワーカー型たちが次々に撃破されていく。小口径のバッテリー型レーザーでは戦車の装甲を貫くことはできない。

      　戦車を撃退するべく、敵もコマンダー型を投入してきた。乗員に緊張が走る。

      「避難するまで時間稼ぎか。無茶振りだな、おい」

      　砲手は操縦手に愚痴った。前線を押し上げ、もしくは守り切る。戦車部隊の仕事だ。装甲と火力、そして部隊全体の機動力が重要視される部隊展開において、ネメシス戦域では戦車軽視の傾向が強い。シルエット規格ですべてがデザインされている弊害だ。

      　だが迫り来るエニュオ率いるマーダーを一個中隊で押しとどめている現状が、戦車部隊の有効性を物語っている。

      「相手を殲滅しろ、よりは優しいじゃないか」

      「そりゃ無理ゲーってもんだ。だが、俺たちが一番時間を稼げるのも事実」

      　彼らの愛機はＴ─１０Ａ２をベースにカスタマイズされたものだ。メイン武装は百五十五ミリレールガンと三十ミリ六連装機関砲。この機関砲はアクティブ防御システムも兼ねており、ミサイルの迎撃用でもある。副兵装として主砲の同軸機銃は二十ミリ機関砲と外部装備のロケットランチャーを装備している。

      　意思無き殺人機械たちを無差別に行進させない、その威圧。それを可能にしているのは、圧倒的な装甲と火力だった。シルエットや敵の装甲が厚いため、口径も自ずと大きくなっている。

      「エニュオの攻撃がやべえ」

      　砲手が悲鳴をあげた。超巨大な蟻型兵器が行う射撃は、一撃でもまともに食らえば戦車でもひとたまりもない。直撃しなければぎりぎり戦車で耐えうるぐらいか。アントワーカー型が放つ小型レーザーは大した威力ではないが地味に装甲を削られ、このままではいつかレールガンで装甲を抜かれてしまう。

      「そろそろ引くか」

      　操縦手も後退を覚悟する。エニュオは確かに的ではあるのだが、装甲が厚すぎて主砲の一撃でもびくともしないのだ。

      「少しでも時間が稼げていたらいいんだが……」

      　砲手が呟いた。危険な前線で戦闘をしているのも、街の人間が避難する必要な時間を稼ぐためだった。数は向こうが優勢。そして制圧が目標であり、撤退がない。厄介な敵だった。

      「やれるだけはやったさ」

      　弾も限界がある。主砲の装弾数はドラム式で二十四発の二セット、四十八発だ。

      「下がれ！」

      　通信が響く。シルエットからだ。槍を持った人型マーダーのテルキネスが強襲する。凄まじい速度だ。人型で戦闘力が極めて高い無人兵器。

      　三本目の脚とも言える尻尾を用い、バランス能力が極めて高いことが厄介だった。その戦闘力は雑魚マーダーの非ではない。シルエットと同じ兵装を使うのも脅威だった。

      　相対したテルキネスも背面にブースターユニットを装着している。砲手は二十ミリ機関砲で応戦するが、牽制にもならない。背後からも機関砲による支援射撃が飛んでくるが、高次元投射装甲の前では有効打にならない。

      「いくぜ相棒！」

      「おう！」

      　操縦手はすかさず軸を合わせ、砲手が接射に近い形でレールガンを放つ。直撃を受けたテルキネスは流石にバランスを崩す。

      「体当たり、喰らいやがれ！」

      　重量は五十トン弱。シルエットと同じく高次元投射装甲の戦車はテルキネスにも有効だ。よろめいたところに車体をそのまま相手にぶつける。さすがに戦車の重量は支えきれなかったのだろう。テルキネスは転倒した。

      「おらぁ！」

      　その間に全力で後退し、主砲と機関砲による追い打ち射撃を何度も見舞う。背後から、装輪装甲車も支援射撃を行った。テルキネスは小刻みに震えたあと、完全に沈黙する。陸の覇者たる戦車の底力であった。　

      
        

      

      　コウたちはようやく防衛ドームに入った。メタルアイリスのメンバーたちは補給に戻るらしい。彼らは先ほどの戦闘行動で弾薬もほぼ尽きている。

      　この居住区は正式名称はＣ２１２防衛ドームと説明を受ける。人類の拠点はアルファベットと数字の組み合わせが中心とのことだった。Ｃ２１２は半径五キロの小型居住区画だ。メタルアイリスの作戦は市街地戦における時間稼ぎ。住民避難が優先だった。

      「これまでだな。世話になった」

      　コウはメタルアイリスの傭兵バリーに別れを告げた。彼は驚き問い返した。

      「どういうことだ？ 離れるのはいいが、せめて補給を受けろ」

      「戦闘は始まっているようだ。時間稼ぎすればいいんだろ？ どうせ俺は剣しかない。先にいってくる」

      「……すまん。感謝する」

      　状況を察したコウが、先に前線にでるということだった。彼らは武器弾薬が尽きている。すぐに戦力にはなれそうにない。

      「また、な」

      　コウはそういって市街に消えた。ビルに隠れながら、アントワーカーに斬撃を見舞い、すぐに離脱する。コウのためにあるような戦場だった。

      「五番機はとくにレーダー機能、警戒に優れた頭部を採用している。設計者が周辺情報を優先した結果だな」

      「剣士のためのような機体だ、本当にな！」

      　強敵といわれたテルキネスも一機葬り去っている。

      「障害物があるだけでこれだけ楽とは、な」

      「シェルターや建物、道路に供給されるウィスはとくに強いものでね。敵の目的もこのエネルギーを生み出すＡカーバンクルだ。この物質のコピーがＡスピネルだね」

      「Ａカーバンクル？」

      「アクシオン・カーバンクル。真の五次元エネルギー発生物質であり、投射を受けた物質の強度はＡスピネルの数倍から数十倍になる。レールガンをくらっても建物はびくともしない」

      　辻斬り殺法で建物と建物の間を駆け抜けているコウだが、追撃のレールガンや機関砲、レーザーはすべて建物に弾かれている。

      「確かに。で、奪われたら元の硬さの無機物に戻ると」

      「私たちが最初にいた拠点みたいになるね。瓦礫が少し残って、あとは真っ平らだ」

      「それは死守しないとな。それに援軍も多い」

      　縦横無尽に、レールガンを装備した火力支援タイプの装輪装甲車や、機関砲を装備した密閉型バギーが戦っている。機関砲を装備したタイプは兵員輸送車だろうか。民間人を見つけては回収している。積極的に回収していく。

      　無人機であろうか。無残にも破壊された車両も何両か確認できた。転がっている死体。破壊されたシルエットもそこにある。目を背けたくなる光景があちこちに広がっている。

      「戦争、か」

      「そうだよ」

      「不思議と今は平気だが、夢にでそうだ」

      「否定はしない。五番機は君の感情もサポートしている。言えるのはそれだけだ」

      　アントソルジャー型を瞬く間に二機破壊し、周囲を警戒する。

      「ふと思った。なんでこいつらは、この防衛ドームをまるごと爆破しないのか」

      「彼らにとっても防衛ドームは資源の塊だからだよ。人を含めてね」

      「納得」

      「ストーンズの目的は人類の殲滅ではない。資源、技術の奪い合いに近いともいえる」

      「殺し屋派遣してるくせにな！」

      　攻撃を避けながら、アント型の敵を撃破していく。

      「埒があかないな。守り切れるか？」

      「数は減らしたが、アレがなあ」

      　アレとは攻城兵器であるエニュオのことだ。

      「あれは無理そうだな」

      「ああ。アンダーグラウンドフォースに任せよう」

      　引き続きゲリラ戦を続けることにした。戦線は押されている。徐々にコントロールタワー方面に後退していた。道端には死体が転がっている。

      　何度目にしても慣れることはない。目を背けた。

      「容赦ないな」

      「人間を捕獲する場合は、ストーンズ側についたシルエットがいる。こんなマーダーだけの総攻撃の場合は、ただの抹殺対象でしかない」

      　避難が遅れる場合もあれば、住み慣れた地を移動拒否するものもいるらしい。数万人の移動はすぐに行えるものではない。味方の装甲車群も次々と破壊されていた。

      「友軍の装甲車があれほど破壊されているのにシルエットはみないな」

      「あれらの装甲車は無人だからね。シルエットは後方で戦っているよ。避難民の退避優先だね」

      　アントワーカーは次々と現れる。剣一本しかない五番機だからこそ戦えているのだ。ほかの機体なら即補給に向かわなければいけない。

      「……だれか助けて……」

      　五番機が声を拾った。近くで子供が泣いている。コウはすぐさま方角を確認し、その場へ向かう。アントワーカーを見つけ、すぐに切り倒す。索敵し、近くに敵がいないことを確認する。カメラで子供を確認した。

      「くっ。誰かいないのか」

      　そう思っていると装甲車が現れた。戦車駆逐型ではない、機銃を装備した人員輸送型だ。市民を回収して回っているのだ。スピーカーから声がする。

      「はやくのりなさい」

      「うん！」

      　子供が乗り込んで、ハッチが閉まる。

      「シルエット。助力感謝する」

      　コックピットに通信があった。パイロットの顔が表示される。それは大きな牧羊犬だった。

      「子供を頼む」

      「任された。おお、同士が乗り込んでいるか。君も命を落とさないでくれたまえよ」

      　そういって通信が切れた。コウは違和感に気付いた。

      「なあ。師匠。さっき装甲車両は無人って言ってたよな」

      「ああ」

      「無人じゃないだろ？ 乗ってるだろ。ファミリアがさ」

      　コウが気付いた違和感。人間を守るように戦っていた、数多くの装甲車。それらはこの防衛ドームのファミリアたちによる、支援部隊だったのだ。

      「人じゃないからな。無人だ」

      「釈然としないな」

      「感情移入しすぎるな。我々は停止するだけだ。死ぬわけじゃない」

      「ファミリアが壊れて悲しむ人間はいないのか？」

      「いないわけなかろう。悲しんでくれる人々がいるからこそ、我々にとって尊い存在になるんだ」

      「彼らにとって、ファミリアも尊いってことだ」

      　コウは後退しつつある前線を確認しながら、エニュオへのルート計算を始めた。ファミリアだけ死ぬのは理不尽だ。ただ、そう思った。

      「コウ。ファミリアを案じて怒るな。その気持ちだけで我々は嬉しいのだ」

      「俺は人間に殺されかけてるからな。ファミリアのほうを優先したいぐらいだよ」

      　自分でも不思議なぐらい、怒りに駆られている。今生きているのは師匠と五番機のおかげなのだ。彼らに命がない？ 否、だ。無残に破壊されていい存在のはずがない。

      　会社の人間による小さな悪意に殺されかけたコウにとって、どちらが大切な存在かは明白だった。

      「さっさと被害を少なくしよう。あの化け物を倒してしまえば、いいんだろ？」

      「やめないか」

      　師匠が緊迫した声をあげる。

      「安心してくれ。破壊されたファミリアの多数はコアユニットさえあれば復旧できる。彼らの多くは復旧される」

      「コアユニットが破壊されたら？」

      「……終わりだ」

      「師匠は寿命っていってたよな？ コアユニットがあるなら再生できるんじゃ？」

      「私はそのコアユニットが寿命なんだよ」

      　コウは軽く嘆息した。

      「どのみち奴らは撤退しないんだろ？ やれることは一つだけだ」

      　コウはビルの合間を走り抜け、敵機を切り続けた。

      
        

      

      　戦闘は続行している。

      　テルキネスとの交戦を終えたあとだ。コウだけですでに三機のテルキネスを倒している。

      「ファミリアが支援に回っているのは通常の無人兵器では、敵のＡＩにジャックされるからなんだ。フェンネルＯＳとファミリアの組み合わせでその心配はなくなる」

      「かといって犠牲になっていいわけではないだろ？」

      「我々は人間に寄り添うよう作られているからね。本来装甲車両による支援は、フェンネルＯＳの拡張機能で遠隔操作、補助ができるんだがこの時代、その機能を発現させたものはそういない」

      　コウは小さなビルや建物に目をつけた。跳躍し、駆け上る。運動性能の高い五番機と、高次元化処理をされた建物があってこその芸当だ。

      「ファミリアの復旧率はどうかな。再生できるといっても前線で放置されたり撤退した戦場だと無理だろ？」

      「ああ。回収が必須だ」

      「わかった。なおのこと早くあれを倒さないといけないな」

      　コウは街の中央に向かって移動するエニュオに迫っている。

      　敵はこちらに向かっている。コウは若干低いビルの上でとどまり、しゃがんで身を伏せた。

      「本当に都市の破壊者だな。ウィスで補強された都市構造物もものともしていない」

      「ああ。ストーンズにとっても大きな戦力だ。あれで落とせなかった人間の居住区は少ない」

      「しかし、無敵の化け物でもないんだろ？」

      「無論。動力があって動く機械だ」

      「パワーユニットは胴体か。それとも胸あたりか」

      　師匠と話していると緊急通信が入る。

      「そこのビジターメンバーのシルエット。聞こえますか？」

      　若い女性の声だ。メタルアイリスからの通信だ。

      「こちら、機体名なし。五番機のコウ」

      　回線を開き応答する。

      　画面に金髪の白人女性が映し出される。びっくりするほど美人で、コウは戦闘よりも緊張した。

      「あなたの戦果、すごいわね。正式にうちのメンバーになりなさい」

      　朗らかな声で、場違いな勧誘を受けた。

      「スカウトしている場合じゃないだろ」

      「位置から察するにエニュオ相手にするつもりね。三次元行動ユニットもないのに、呆れたわ」

      「物資が不足している戦場は創意工夫が大事ってうちの故郷では言うんでね」

      「その発想、ニホンジン、ね。なんとなくわかったわ」

      　通信の向こうで女性が笑っていた。

      「私も付き合う。個人回線に切り替えて」

      「クイーン相手に？ 無茶だろ」

      「無茶しようっていう相手に言われたくないかなー？」

      　個人回線を開いた。

      　ブロンド美人が映像に映った。

      「私はジェニー。メタルアイリスの隊長になります。よろしくね、コウ」

      「よろしく。あの女神様を止めるにはどうすればいい？」

      「一番装甲が厚い部分。胸部にウィスのパワーユニットがある。かといって背中に乗ろうと思っちゃだめ。あの尾に刺されるのがオチ」

      「わかった。頭部を破壊する」

      「なんでそうなるのよ！」

      「センサーを破壊しないと、動きが鈍らないだろう？ いきなり弱点を狙わせてくれるもんか」

      「正論ね。クイーン相手は私も初めて。援護する。でも飛躍した結論を言うのはよくないね」

      「それはすまない。人と話すのは苦手でね。あと一つ言って良いか」

      「何？」

      「隊長が一人で突っ込むなよ」

      　随伴機もいない。かなりやんちゃな隊長であることは想像が付いた。

      「可愛くない、あなた！ ちゃんと援護射撃ぐらいあるよ！」

      　図星だったのか、顔を真っ赤にしているのが通信越しでもわかった。コウは逆に、可愛すぎるだろ、と微笑んだ。コウの隣に、一機のシルエットが並んだ。

      ジェニーが乗る隊長機だ。バックパックユニットが大型のブースターになっている。手には両手で構えるライフル状の武器。腰に細長い剣をつけている。

      「ほう。みろ。コウ。この隊長機が現時点で可能な技術によるシルエットの完成形だな。シルエットは戦車にも戦闘機にもなる。ジェニーは空飛ぶ火力、さながら攻撃ヘリか」

      「完成形？」

      「推進偏向ベクタードスラストが可能なスラスター装着による三次元行動が可能だ。高火力、高威力近接武器を装備している。手に持っているのはアサルトライフル。腰につけているのは高周波振動剣だ」

      「え？ 高次元投射装甲はウィス乗せて質量でぶったぎるんじゃないのか。高周波って未来すぎない」

      「威力は若干低めだが、遙かに軽量だ。エネルギー消費が激しいが高周波電熱剣もあるぞ」

      「えー。実体剣振り回している俺なんて原始人か」

      「一つの、というところがミソだ。エネルギーを喰う、受けにも使えないブレードがいいか？ この大剣のほうが君には合うだろうさ」

      「納得した」

      　受けの技術は大事だ。五番機にも仕込んである。また受けを考慮しなくても、切りかかる相手から身を守るように剣を振る技はいくつかある。受けに使えない剣など、コウなら何本も折ってしまうだろう。

      「そろそろ来るわ。私が先制するから、あなたはそのあと、狙いを定めて」

      「了解！」

      　そういって隊長機はスラスターを始動させる。弧を描くように飛び、空を自在に飛んでいた。

      「なんだあれ」

      「シルエットは人間の能力を発展させるために生まれた。空を飛ぶ必要性が、あの能力を開花させたのだね」

      　地面にいる敵から狙われる。だが、高度を取った隊長機には当たらない。

      　スラスターを発動させ、前後左右巧みに移動していた。背後から確かに援護射撃も飛んでいる。連携も取れていた。

      「すごいな」

      「だが、それほど長くあの機動はできないぞ。短時間の決戦用装備だ」

      「だろうな。俺たちも行こう」

      　隊長機はクイーンアント型の正面に回り込んだ。地面にいるワーカー型やソルジャー型の攻撃を華麗に回避しながら、正面を維持している。背面から大型ミサイルが二発放たれる。周囲のアント型のレーザー砲では迎撃できない距離だ。

      　エニュオの胸部から凄まじい轟音と爆発がした。すでに隊長機は大きく距離を取っている。一瞬の出来事だ。

      「何したんだあれ」

      「対艦ミサイルのようなものだ。迎撃されやすいが、接射することで防空網をくぐり抜けたのだろう。敵の防御は胸元に集中している。今が狙い目だ」

      　確かにソルジャー型やワーカー型の警戒は胸元に集中している。コウはすかさず一番高いビルまで上り詰める。エニュオの顔がすぐ目の前にあった。ご丁寧に昆虫のような複眼だ。目が合った――そんな気さえした。五番機は大振りの斬撃をクイーンの頭部に振り下ろす。鈍い金属音とともに一撃で頭部は砕け散った。

      「よし！」

      　コウは内心ガッツポーズ。狙い通りの結果だ。突然の出来事で、クイーンは避けることもできない。胸部のパワーユニット狙いだと踏んでいたからだ。

      　五番機はエニュオの背中を駆け降りる。尾の部分の鋭い穂先に狙われるがそのタイミングでジャンプし、ビルの合間に逃げ込んだ。尾の攻撃で自爆しないか期待したが、そこまで愚かではなかったようだ。

      「グッジョブ！」

      　ジェニーから通信が入った。

      「隊長こそ、お見事」

      　さすがに冷や汗ものだった。大きく深呼吸した。

      「油断は禁物だけどね。これからが本番よ。あなたのおかげで、次の手が打てる！」

      「何するんだい？」

      「説明している暇はないわ。とりあえずアントから離れて」

      「了解！」

      　ジェニーの次の手がどういうものか。非常に気になるコウだった。

      
        

      

      　シルエットは人型である。しかしはあまりに歪な影だった。確かにシルエットの基本系である人型のフレームは守られている。だが、右手に持つ得物。目を見張る巨大さだ。シルエットの胴体ほどの大きさがある。左手も異様な細長の箱を装着している。

      　右手の砲身が展開していく。折り畳み式の砲身はシルエットの倍以上の長さとなる。その長さは十五メートルを超える。二脚銃架バイポッドで砲身を支え、遠距離狙撃砲の発射準備態勢が整った。

      「ジェニー……派手にやってるね」

      　パイロットが呟いた。少女といえる容姿。青髪に尖った耳が特徴だ。メタルアイリスのジャケットを着ている。遠くでジェニーがミサイルを命中させたことが確認できた。

      「弾道計算も終了済み。あとは……」

      　その瞬間、信じられないものをみた。ビルの上に現れた、巨大な剣を持ったシルエットがいきなりエニュオの頭部を破壊したのだ。

      「えぇ！ なんですかあれ……」

      　思わず少女が叫んだほどの出来事が起きた。単機でエニュオと戦うのも無謀なら、よりによって近接戦など狂気の沙汰だ。高次元投射装甲で、戦場の装甲強度は桁違いにあがっている。だからこそ、過信は死につながる。相手の間合いに入ってはいけないのだ。

      「ありえない……でも助かる」

      　頭部を破壊してくれたのはありがたい。エニュオによる遠距離攻撃の反撃を受ける可能性がかなり低くなった。電磁波が入り乱れる戦場では、敵の位置把握が重要になる。狙撃した時点で、敵が押し寄せてくるのは分かっている。

      　乱立するビルの合間から見通せる細い射線。大型ミサイルで穿ち、えぐれた胸部が目標だ。頭部への攻撃で、上体をあげてビルを警戒している今がチャンスだ。

      
        
      
      　平地でのシルエット同士なら地平線と射線の都合、狙撃できる距離は十キロ前後が限界。だが高所ならば違う。巨体のエニュオはどの距離からも狙えるが周囲のマーダーを狙い撃つ必要もある。

      　百二十ミリ長砲身レールガン。これが展開した狙撃砲の正体だ。レールガンはその性質上、レールが長いほど威力を増す。戦車に搭載されている車載型よりもレールが長く、威力も上回る。

      　シルエットよりも長身の砲サイズだけに反動も大きい。運用が難しい兵器だ。

      　バックパックユニットがなければ運用は不可能だ。シルエット用の汎用携行レールガンとは仕様設計が根本から異なる。

      　この異形のスナイパーキャノンは、専用弾を使用する必要があるということだ。例えば軽ガス式ライフルの弾頭と汎用携行レールガンの弾頭は共通しており、補給がスムーズになっているのである。

      　二十二世紀の艦載用レールガン技術の応用だった。だが、現在展開された長砲身のレールガンは違う。弾頭さえ特殊な専用弾。理論上は亜光速まで加速可能といわれているレールガンではあるが、通常の弾頭では大気や重力の影響で速度の上限に壁があるのだ。

      　さらにいうならば、加速限界それを超えると弾頭が内部から崩壊していく。すなわち弾頭を含め長距離狙撃専門シルエットにしか装備できない特殊装備なのだ。

      「死角から急所へ打撃を加える。狙撃はマーダーにも有効」

      　少女が呟く。

      　これほどまでに巨大化した長身砲を運用できるのはシルエットの優位性だ。戦車はビルの屋上に上ることはできない。

      　照準でエニュオの胸部に狙いをつけ、射撃する。射線の先にはアントソルジャー型もいた。巻き込まれたアントソルジャーは一撃で吹き飛び、弾頭がエニュオに着弾する。背面のバーニアスラスターが同時に作動する。反動を殺すためだ。

      　続けて二射目、三射目と同じ位置を攻撃する。六発目を放ったとき、エニュオは地に伏した。そこが狙い目だった。砕かれた頭部へそのまま七発目を撃ち、全弾――十二発目まで撃ちきった。バックパックユニットの予備電力も使い果たす。

      　チャージするには三分必要だ。

      「狙撃完了。現在地より移動します」

      　少女は通信を行い、移動する。即座に武器を折り畳む。位置移動しないと急速に接近してくる敵がいないとも限らない。レーダーが役に立たないのが難点だ。

      　その時――狙撃者を強襲するテルキネスが現れた。高周波電熱剣を構え、彼女を狙う。三次元行動可能な、敵の指揮官機ともいえる存在だった。遠距離攻撃機に対して、間合いを詰めたいのだろう。一気に懐に入り込まれた。

      　彼女は慌てず左腕の武器を起動させる。不用意に懐に飛び込んだ敵に対し、彼女が行った行動は予想外なものだった。テルキネスが剣を振り切ろうとした瞬間、爆発音とともに後方に吹き飛ばされた。

      「護身用の武器もあるに決まっているじゃない」

      　左腕に装着していたのは、巨大な杭撃ち機パイルバンカー。不用意に懐に飛び込んだのが運の尽きだった。剣を振り切る前に突き出された狙撃機の左腕。無造作ともいえる突きは、予想外の攻撃だった。炸薬が爆発し飛び出た巨大な杭の直撃を、テルキネスは胸部に受けたのだ。

      　テルキネスは胸部の動力ごと貫かれ、動きが緩慢になっていく。

      「がっつきすぎ。みっともない。ばぁか」

      　小声で相手を罵った。狙撃機体相手だと、相手はとにかく距離を詰めようとする。必要以上に、だ。無人機でも変わらない。反撃を行う対象者の習性を逆手にとって、彼女は防御兵装として至近距離用の杭撃ち機を愛用しているのだ。一度引き抜き、テルキネスを転倒させる。倒れた相手の胴体に再度、杭撃ち機を振り落とす。

      　パワーユニットは確実に破壊され、テルキネスは完全に動きを止めた。

      
        

      

      　エニュオが遠距離から狙撃を受けている。壁になろうとしたケーレスがあっさり砕け散り、破壊された胸部に容赦なく弾頭が叩き込まれる。ついに地を伏し、這いずって歩行を開始する。

      「撤退はしないのな」

      　コウが呆れたようにいった。誰がみてもぼろぼろだ。

      「あんな巨大な兵器、回収できないよ」

      　師匠がことなげもなく言う。

      「いつものはどうやって回収してるんだ。使い捨てにはならないだろ」

      「ここまで破壊されることはめったにない。修理して、ここが拠点になって次の地点への侵攻が再開される」

      「まずいじゃないか」

      「エニュオの初戦撃退はあまり例がない。向こうもまさか序盤で躓くとは思わなかっただろうね。メタルアイリスはやり手だな。多分、彼らは別任務でここに立ち寄っただけだろう」

      「色んな部隊が慣れない連携を取って、総力戦している感じだもんな。報酬とか揉めそうだ」

      「ストーンズに対して戦果報酬を出す組織はある。赤字にはならないだろうね。コウも登録しないとな」

      「そんな余裕はないなぁ」

      　ちりちりとレーザー砲で削ってくるアントワーカー型が地味にきつい。もうどれほど倒したか、記憶していない。

      「コウ。あなた一回補給に戻りなさい」

      　ジェニーから通信が入る。

      「剣だから補給する必要はないぞ」

      「レーザーで装甲を削られているでしょう！ 応急処置ぐらい受けなさい。ほら、このポイントに私たちのハンガーキャリアーあるから」

      　ジェニーから彼女たちの拠点地域データが転送される。ハンガーキャリアーはシルエットの整備施設を持った大型の車両だ。車輪型やホバークラフト型まで形状は多岐に亘る。

      「……実はＩＤも金もないんだ。俺はこのままでいい」

      「そんなこと気にしてたの？ ばか！ いらないってば！ さっさと戻りなさい！」

      　怒鳴られたコウは肩をすくめ、言われるがまま拠点ポイントに向かう。

      「好意には甘えるべきだな。君はそれぐらいのことをしている」

      「そうかな。ここは甘えるべきか」

      　戦線から離れた地点に、彼らのハンガーキャリアーがあった。かなり巨大だ。

      　大型のホバークラフトに見える。シルエットが立ったままでも普通に出入りできる、移動基地といってもいい。

      「そこのシルエット、聞こえるか？ ジェニーから聞いている。こっちへ」

      　誘導され、ハンガーキャリアーの側面に移動する。中から作業型のシルエットが現れ、五番機をスキャンしていた。

      「戦果の割りにダメージがないな。いい腕だ」

      「どうも」

      　なんと返信していいかわからない。

      「この機体はリペアラーだね。シルエットの応急処置用だ」

      　謎のビームを発する噴射スプレーを当てられる。

      「この光とスプレーみたいなのは？」

      　謎ビームの正体がわからず不安だ。

      「高温状態の液状の金属を吹きかけ続けて冷却し被弾孔を防ぐんだよ、その後コーティング材を噴射している。それがワンセットになっている光だ。レーザーで装甲は削られているからね」

      「熱処理、検査成績表。うっ、頭が……って。必要以上に削られるとどうなるんだろう」

      「装甲は換装できるよ。安心したまえ。でないと兵器運用できない」

      　師匠と話していると、また通信が入る。

      「応急処置は終わった。飲み物もあるから、中で少し休んでけ」

      「いいのか？」

      「構わん。あんたは連戦しすぎだ」

      　シルエットをハンガーキャリアーにいれる。超大型ダンプカーもかすむ巨大なハンガーキャリアーだ。高さだけでも十五メートルほどもあるだろう。中に補給を受けているシルエットもいる。

      　コウは駐機状態にし、シルエットから降りた。師匠は機外には出たくないらしい。そのまま置いてきた。

      　整備兵とアーム型のロボット、そして熊型のファミリアが同時に作業している。熊型はコウに手を振って奥へ指し示す。そっちへいけということらしい。ガラス張りの小さな部屋があり、自販機がある。ここが休憩所なのだろう。

      「トレーラーっぽいのに内部は広いな。休憩所はあそこか」

      　先客もいた。一人の少女だった。ドリンクを飲んでいる。地球ではみない、輝くような青髪だが、染めている様子はない。耳も尖っている。切れ長の細い瞳は見とれるほどに美しい。エル――もといネレイス。人工的に作られた、亜人種。初遭遇だった。

      　コウも自販機で炭酸飲料を購入し、隣の席の椅子に座る。気まずい。もともと女性慣れしていないコウは視線を合わせないように全力だ。見たことがないレベルの異次元級美少女だったのだ。少女が立ち上がり、同じ席に座った。気まずさが限界を迎える。

      「は、はじめまして。ネレイスの方」

      　キョドってしまう。こんな美少女と接する機会は地球ではなかった。少女はコウの前髪を通り越して表情を見定めるようにじっと見つめる。

      「はじめまして。私はブルー。ネレイスという種族で言ってくれた日本人は初めてかも。みんなエルフって言うから」

      「うぅ。同郷がすまない」

      　何してんだ、日本人。コウは内心で同郷の先人たちを罵った。

      「コウ。モズヤ・コウ。コウと呼んでくれ。数日前に転移してきたばかりだ」

      　そして、どこか聞き覚えのある澄んだ声。彼女とは初対面のはずだ。思い出せない。

      「数日前？ あなた、あの大剣背負ったパイロットでしょ？ 私は狙撃機で、あなたのあとに攻撃を行いました」

      「ああ。見事な狙撃だった」

      「凄腕に見事と言われても皮肉しか感じないんですが？」

      　あれ、俺怒らすようなことしたかな。コウは悩んだ。少し突っかかる感じで話す少女にたいしてどう話していいかわからない。

      「ああ……何か気に障ったらごめん。二日前初めてシルエットに乗って、今日がまだ三戦目でね。右も左もわからないんだ」

      「三戦目って？ あの動きで？ どういうことですか？」

      　思わぬ詰問、いや、詰問と感じただけなのだろうか。問いかけに口ごもる。コウは、おそるおそる、この惑星にきた話、置いていかれた話、五番機での初戦闘の話をした。

      「ちょっとまって。言語カプセルを飲んだだけ？」

      「ああ。水もなくて気を失ってね」

      「ちょっときなさい！」

      　ブルーは彼の手を引っ張り、別の部屋に連れて行く。

      「おや、ブルー。彼氏かい？」

      　中にいた白衣を着て眼鏡をかけた犬型のファミリアが話しかけてくる。と思ったら人間に変身した。器用に白衣は着たままだ。

      　穏やかな眼鏡をかけた女性になっている。セリアンスロープという種族だ。この種族もコウは初めてだ。

      「何いっているのロゼール。この人、転移者なのに言語カプセルしか飲んでないのよ。惑星環境適応カプセル用意してあげて」

      「それはいけないわね」

      　ロゼールから渡されたカプセルと水を飲み干す。

      「地球より重力が強いから、転移者は内臓に影響がでるのよ。早めに分かってよかったわ」

      　ロゼールが言うとおり、放置していたら危なかったのだろう。

      「ずっとシルエットに乗っていたからな」

      「それが最善でしょうけどね。シルエットは重力制御も万全」

      「そういえばビルから飛び降りてもたいして揺れなかったな」

      「この人すっごい無茶なの……」

      　ブルーが呆れたように言う。

      「ブルーに無茶って言われたら仕方ないかな」

      　ロゼールは笑って流してくれた。二人は休憩室に戻った。

      「ありがとう」

      「気にしないで。あなたはメタルアイリスに入るの？」

      「やることがあってね。まだ入れないんだ」

      「転移されたばかりなのに？」

      「ああ」

      　話しているとブルー向けにアナウンスが入る。

      「ブルー。換装終わったぞ。指示通り、スナイパーからマークスマンスタイルに変更だ」

      　マークスマンは射手を意味する。援護射撃戦仕様に変更されたのだ。

      「いかないと」

      「俺もいこう」

      「また突っ込むのね。援護する。死なないでね」

      「わかった」

      　不機嫌なのは気のせいだったのだろうか。心配されている気がする。ブルーの機体は巨大な狙撃銃から、大口径のバトルライフルに変わっていた。左腕のパイルバンカーも取り外されて、バックパックユニットも変更されている。

      　五番機に戻って出撃する。師匠には惑星環境適用カプセル服用の話はする。

      「それはよかった。気がかりはそこだったからね」

      「これで終わったら旅ができるな」

      「私としてはメタルアイリスと一緒にいてもいいと思うけどね」

      「師匠と行くって決めてるからな」

      　コウは譲らない。そうして彼らは再び戦場に身を投じていた。町の地図を確認する。敵の侵攻はかなり遅れているが戦力を集中させ突破陣形になっている。

      防御側は囲むように撃破している。防御側が優勢だ。地形を最大限に利用できるシルエットや機動力に優れる装甲車を生かしている形だ。

      　敵は無人機の集団でありコントロールタワーの制圧だけが目標だ。攻勢終末点などない。防御側の目標も敵の撃滅だけだ。再び斬撃してはビルの谷間に逃げ込むという戦術を繰り返す。

      　アントワーカー型もかなり数を減らしていた。

      「結構斬り倒したよな。みんな驚いてたが」

      「実は私も驚いている」

      　師匠は真面目な声で言っている。コウの戦果は間違いなく異常だ。

      「師匠まで？」

      「君の趣味とやらと五番機の相性がよほど良かったといわざる得ない」

      「俺の趣味程度で強くなるなら、本格的な剣の達人ならもっと強いだろうな」

      「操縦という面も含めて相性が良かったんだろうね。君が生身では達人になれないので、五番機が補完している、と考えられるかもしれない」

      「五番機に頭があがらない」

      「シルエットは人間の可能性を伸ばすために生まれた機械、乗り物だ。ならば、剣術の動きを活かすための補完をしている可能性は高い」

      「う。これでも修行は真面目だったんだけどな。操縦してこその強さってのがあるなら、それはありかも」

      　コウはその事実を受け入れた。五番機を動かしていると、しっくりくるのだ。生身で刀を振っているときよりも、だ。

      「味方が増えた？」

      　あちこちで戦闘が起きている。防戦がきついときにはいなかった味方が、だ。

      「避難が完了して、守備隊が防衛の応援に回ったのだろう。終わりが見えてきたかもしれないな」

      　ようやく終わりが見えてきたということか。やることがあるというのはいいことだ。つい数日前まで朝出勤夕方帰宅していた人生では考えられない。人と言ったら師匠は怒るだろうが、コウは師匠と五番機の三人でずっと旅をしたいと思っていた。

      　無人殺人兵器マーダーの群れは数を減らしていった。残っている敵機は個の戦力が高いものばかり。防衛している傭兵や守備隊、ファミリアによる義勇軍も損耗は激しい。死者こそ少ないが撤退した機体は多数だ。

      「ケーレスはまだまだいるのか」

      「へばるのは早いですよ」　

      　ブルーから通信があった。彼女もまた、アント型やテルキネスとの連戦に苦戦を強いられた。近距離仕様に換装して出撃したものの、敵の数はまだ多い。

      　迫り来るアントコマンダー型を、近寄られる前に対地ミサイルとバトルライフルの連携で倒す。一機倒すごとに弾倉交換を強いられる。

      　ウィスからの高次元投射装甲を持つ敵はやはり辛い。弾倉交換しているところへ、大型の剣を持ったテルキネスが現れた。向こうも近付く前に対地ミサイルを放ってくる。

      　避けきれなかった。装甲が砕け、よろめくが転倒だけは回避した。

      「くっ」

      　この状況はまずい。射撃機はどうしても継戦能力に劣る。空に影。彼女の機体を覆う。テルキネスは予想外の攻撃を受けたのだろう。一瞬上を見上げた瞬間、両断されていた。ものの見事に真っ二つだ。

      「コウ！」

      　ブルーは叫んだ。コウはビルの屋上から飛び降りてテルキネスに奇襲をかけたのだ。

      「感謝します。非常識にも程があるけど」

      　三次元行動ユニットをつけていない機体がビルから飛び降りて攻撃するなど、無茶もいいところだ。

      「補給に戻れ。戻ってきたら援護頼むよ」

      　そう一言告げて、再びビルの合間に消えていく。ブルーは機体を後退させつつ、呟いた。

      「間近で見れば見るほど、ありえない……」

      　しかし、救われたのだ。何故か思わず、笑みがこぼれた。

      
        

      

      

      
        

      

      「コウ。聞こえる？ そろそろあの女神様に止めを刺すよ」

      　ジェニーから通信が入る。

      「何をするんだ」

      「ようやく再度の砲撃支援の準備ができたの。火力を集中させ、一気に行くわ。コマンダー型やテルキネスに注意、お願いね」

      「了解！」

      　エニュオに一機のシルエットが近付いていく。機動特化タイプだろうか。シルエットにしては細身の輪郭をしている。片手に筒状のロケットランチャーを装備している。

      　各地から援護射撃が飛んでくる。メタルアイリスの面々だ。ベアが目立つ。機動特化のシルエットがエニュオに飛び乗った。撃墜すべくテルキネスが二機、迎撃に襲いかかる。

      　コウはその内一機を背面から斬りつけ、そのまま乱戦に持ち込む。もう一機のテルキネスはジェニーから集中砲火を受けた。

      　背に飛び乗ったシルエットは、大筒から信号弾らしきものを胴体背面に打ち込んだ。そのまま離脱する。

      「コウ！ 急いで離脱して」

      　メタルアイリスのメンバーも後退をはじめた。

      「あの機体は？」

      「偵察部隊リーコンね。今この場の役割は前線観測員フォワードオブザーバーてとこかしら。――目標補足完了、ね。今から支援射撃が再開される」

      「そんな機体があるんだな」

      「メタルアイリスの間接射撃部隊の他に、この街のファミリアたちの装甲支援部隊と混合部隊を即席でね。これで仕上げってとこ」

      　一呼吸を置いて、全体通信が響く。

      『各自後退。これより間接支援射撃に入る』

      　ジェニーの号令が通信機を通じて響く。

      『目標エニュオ。目標位置は２Ａマーカー地点。エニュオ移動時に注意されたし』

      　目標の確認と目標位置確認の射撃号令が発せられる。

      『攻撃は三段階。第一射は対地ミサイル。第二射、第三射は榴弾砲による間接射撃。第三射は二射目の着弾二分後。二連射分を計画射撃のこと。友軍範囲に注意されたし』

      　各隊員および友軍に攻撃方法を伝達。様々な通信が入り乱れる。

      『こちら指揮車。各部隊へ着弾地点の修正計算式送付済み』

      『こちら偵察機。計算式確認済み。問題ありません』

      　ジェニーのコックピットモニターは一斉に通信が入る。

      『こちらミサイル小隊。準備は完了した』

      『こちら砲撃小隊。準備は完了した』

      『ファミリア迫撃砲部隊。準備は完了した』

      『各部隊、準備完了。――砲撃用意！』

      　各地より迎角修正を終えた部隊から通信が入る。最後の通信は真っ白な大型犬タイプのファミリアが通信してきた。

      『目標捕捉完了。対地ミサイル第一射！ 撃ち方始め！』

      『ミサイル発射。着弾まで残り十秒』

      　ジェニーの命令が響く。着弾時刻の通告により、砲撃砲小隊とファミリア支援部隊の準備も進める。

      　遠く離れた地点で、三両の大型ロケットコンテナを装備した装軌装甲車から二連のミサイルがそれぞれ発射された。

      『第二射。間接砲撃。撃ち方始め！』

      『初弾の飛翔確認。撃ち方開始。着弾まで残り二十秒』

      　砲撃砲小隊より通信が入った。百五十五ミリ自走榴弾砲より撃ち出される砲弾がうなりを上げる。

      『第三射計画射撃。間接砲撃。各自着弾時間調整。撃ち方始め！』

      　最後の号令が響く。榴弾砲弾は撃ち出す角度によって着弾予測時間を調節することができる。同時着弾させることを計画射撃という。二回分の砲弾を同時着弾させ、一射目、二射目で弱ったところに火力を集中させる作戦をジェニーは取ったのだ。

      　ファミリアの迫撃砲部隊は砲撃小隊より距離が近い場所からでの支援砲撃を行っている。百二十ミリの二連装迫撃砲が交互に砲弾を発している。犬型や猫型のファミリアたちの時間合わせは完璧だ。わずか三分にも満たない時間に集中砲火を受け続ける。頭部を破壊されていなければ、対空レーザーや周囲のワーカー型に迎撃されていただろう。

      「なかなかの指揮だ。効果の薄い間接射撃をここまで集中させるとは」

      　師匠も感嘆するジェニーの指揮。ワーカーが数を減らし、迎撃機能が衰えていなければ集中砲火も効果が半減する。

      　いくら強度を高めた高次元装甲も、数十キロ離れた場所から放たれる間接射撃による集中砲火に耐えることはできない。巻き込まれたアントワーカー型もほぼ撃滅し、かろうじて動いているだけの巨体だけが残った。

      『間接支援射撃終了。目標大破確認。各自、掃討戦に移行せよ』

      　ジェニーの号令が響く。最後の掃討戦が始まった。

      
        

      

      

      
        

      

      「じゃあ、そろそろ破壊の女神様に止めを刺しますかね」

      　コウは五番機をエニュオに向かわせる。近くにはメタルアイリスのシルエットもいる。

      「逃げろ！」

      　コウが思わず叫ぶ。エニュオに肉薄しようとしたメタルアイリスのベアが袈裟切りに倒されていた。無造作に尻尾でベアをなぎ払う。そこに巨大なテルキネスがいた。怒りに似た感情をみせるテルキネスが迫ってくる。指揮官機であろうか。他の機体より一回り大きい。五番機と似た大剣を構えていた。

      　斬り合いでは実はテルキネスのほうが有利だ。尾を装備しており、三本目の脚となって極めて高い安定性を誇る。力任せの斬撃でも十分に致命傷だ。だが――コウには視えた。敵の斬撃の軌道。そして狙い。大ぶりに見えてそれは前方を守るための軌道でもある。

      　途方もない時間修練した居合い。嫌というほど注意された軌道だ。袈裟切りは相手の骨の柔らかい部分を斬るためだけの技術ではない。

      　これがシルエットの、感覚を補う効果なのか。コウは直感した。対人などしたこともない。試合だってろくに出たことがない青年を、五番機が補ってくれている。補った上で、彼の指示を待つ五番機に強烈な信頼を抱いた。

      「やれる」

      　小さく呟いた。五番機は応えてくれる。どうするか？ ならば、下段から迎え撃つ。脇構えは剣の軌道をみせないためのものだ。機械ならば上に振り上げるという不利な動作も、補える。相手の袈裟切りのタイミングに合わせるように、剣を置くように水平に振った。強い風に逆らうが如く。テルキネスの両手首はそのまま吹き飛ぶ。

      　その動きは予想していなかったのだろう。一瞬動きが止まったところに、引いた大剣を突き出した。

      　テルキネスは胴体をまともに貫かれ、行動を停止した。剣を引き抜き、そのまま力任せに胴体を横一文字に両断する。上半身はゆっくりとずれ、そのまま音を立てて地面に落下した。

      　残るはエニュオだ。アントコマンダー型がまだ残っている。こちらに気付き排除のため、向かってきた。だがその敵も爆音とともに大きくのけぞる。

      「コウ！ 援護する」

      　ブルーだった。補給を済ませ前線に戻ってきたのだ。

      「借りは返した、っていうところじゃないか」

      　おどけながらも感謝した。味方がいるという状況は頼もしい。

      「暢気な。こんな程度で返したことにはなりません」

      　抑揚のない声が返ってくる。コウはふっと口下を緩ませ、クイーンアント型の胴体に飛び乗った。大きく振りかぶり、とくにえぐれている部分を切り裂く。クイーンアント型のケーレスは大きく上体を反らし、地面に崩れ落ちた。

      　ウィスのパワーユニットが破壊され、動力が停止したのだ。彼らの勝利は間近だった。

      
        

      

      　補給を追えたバリーたちのベアは、最前線で戦闘を続けていた。

      「おい、あの大剣ボーイ。凄いな。うちに来ないかな？」

      　コウに助けられた大柄な黒人のロバートが、褒め讃えている。

      「そうだといいな。ジェニーと初見で連携できるのも大したもんだ」

      　エニュオの頭部を破壊した連携は思わず舌を巻くほどだ。

      　彼は三次元行動ユニットさえ装備していない。

      「お、援軍がようやくきたようだぜ」

      　ロバートが皮肉な口調で後方をみる。同じくアンダーグラウンドフォースのフライングパスタとレッドバルカンのメンバーだ。

      　フライングパスタはベアよりも重装甲なグリズリーと呼ばれる重装甲機体に、巨大なロケットランチャーを装備している。掃討戦に切り替わったということで、援軍にきたのだ。もっとも彼らを非難する気はない。

      　彼らは小規模なアンダーグラウンドフォースであるし、住人の避難や防衛を行っていたからこそメタルアイリスのメンバーは戦闘に専念できたこともある。

      　エニュオを喪ったマーダーたちの戦力は総崩れだ。撤退する場所も燃料も持たないだろう。彼らが都市部を制圧して、初めて人間を含む制圧部隊が到着するのだ。攻略の主軸を喪った今、制圧部隊が来ることはないだろう。

      「援軍もきた。一気に掃討するぞ！」

      　バリーが叫ぶ。僚機たちがそれに続いた。

      
        

      

      

      
        

      

      「バリーさんたち、頑張ってるな」

      　バリーたちの戦闘区域にきたコウは、感嘆した。

      「俺にはあんな連携無理そうだ」

      　バリーたちは敵機を絞り、集中して確実に撃破している。彼らもジェニーとの高度な連携を見せたコウが、そう思っているとは思わないだろう。ジェニーの合わせる能力が卓越だったと、コウは思っている。

      「君には向いていないだろうね」

      　意外にも師匠が同意した。

      「集団行動は苦手なんだ」

      　バリーたちに続いて、装甲車両も支援攻撃に入っている。大型ではないタイプだ。この複数の車両も、見事に連携してマーダーたちを追撃している。

      「あれはなんだろ」

      「なんだね」

      「前輪が車輪なのに後部が戦車みたいなクローラー？ 変な装甲車がいる」

      「ああ。履帯だね。装甲車仕様の半装軌車ハーフトラックだ。第二次世界大戦のときにあった形式の車両だよ」

      「第二次世界大戦？」

      　コウにとっては生まれる前の遠い昔の話だ。

      「うん。君の時代の戦闘車両は装軌式か装輪式に統一されていたはずだよ。あの形式はコストがかかる割にメリットが少ないから」

      「何故この時代にあるんだろう」

      「……転移者の趣味だ」

      「え？」

      　意外な回答に絶句する。

      「転移者の中に無類の半装軌車好きがいたのさ。確かドイツ人の技士だったな。そして少数量産してみたところ、評判も上々。様々なサイズの半装軌車が普及しているよ」

      「趣味で量産？ できるのか」

      「できるよ。【構築技師】ならね」

      「評判いいのか」

      「自動車と同じ感覚で操縦できるんだよ。とくに日本人やら、兵器に乗り慣れていないこの時代の住人には画期的でね。案外悪くない。装軌装甲車よりは高くつくが」

      「なら装輪装甲車で良くないか？」

      「趣味だ。といっても二十世紀の欠点はあまり問題にならないかな。居住区外は荒野や森林、雪原地帯も多く、履帯は有用だ。インホイールモーター採用で多段変速機も必要ない」

      「きてしまっているのか、インホイールモーターの時代が」

      　電気自動車が本格的に到来するとコウたちのようなギヤ関係の仕事は無くなると言われていた。未来で改めて指摘されると感慨深い。だが、今はそんな問題は些細なことだ。

      　戦闘を続行しながら問答をしていると、テルキネス二機がライフルを構えて襲ってきた。挟撃だ。

      「っ！ しまっ」

      　周囲から鳴り響く銃撃音。物陰から颯爽と現れた半装軌車三両が援護に入ってくれたのだ。援護の二輌は装備した多銃身の機関砲で牽制し、後方にいた対戦車型が有線ミサイルで追撃する。そのカバーの間に前方のテルキネスを破壊し、すぐさま背後にいた、半装軌車と戦闘中のテルキネスを斬撃し撃破する。

      「助かった！」

      　通信で半装軌車部隊に礼を告げる。

      「こちらこそ。ありがとう、大剣の人」

      　通信が映し出される。おおきな牧羊犬の犬型のファミリアがそこにいた。

      「あと少し。がんばりましょう」

      　女性の声がして別の通信が入る。白猫型のファミリアだった。

      「さっきから頑張っている兄ちゃんだな？ 無理するなよー」

      　最後の通信は狐型のファミリアだった。場違いながら、コウは思わず和んでしまった。本当に動物たちが人間を助けてくれるような気がして。

      「ああ。皆で生き残ろう」

      　コウの言葉に、三匹のファミリアは手をちょこんとあげて応えた。

      
        

      

      『マーダー勢力全滅を確認。掃討戦を終了する。防衛完了！ みんなお疲れ様』

      　ジェニーの声が響く。

      　歓声の通信が入り乱れる。

      　今回のような無人兵器群大型侵攻で撃退が成功する例は極めて少ない。

      　これでメタルアイリスの名声もさらに上がることだろう。

      「この町はどうなるのかな？」

      　後部座席でちんまり座っている師匠にコウは聞いた。

      「撃退に成功したところで、追撃がくるかもしれない。しばらく様子見になるね。最悪タワーのＡカーバンクルだけ引っこ抜いて放棄もありうる」

      「防衛に成功したのに放棄か」

      「再建は難しいよ。マーダーたちには生きている人間の駆け引きが通じないからね」

      「そうだよな……」

      　相手が殺人、破壊目的のみの無人機械だからこそ、戦えた。ファミリアみたいに意思疎通が可能な相手なら躊躇があったかもしれない。

      「俺たちはそろそろ行くか」

      「祝勝会はいいのかい？」

      「そういうの苦手」

      　仕事先でも飲み会を断って直帰するタイプのコウであった。そして本来向かう目的の方角へ転身し、進行を始めた時だった。

      「こらー！ 待ちなさい！ なんですぐ行くの！」

      　ジェニーから通信が入った。

      「ひょっとしてすぐ出て行くかも、と思ってチェックしていたら案の定……我々を恩知らずにする気ですか！」

      「お邪魔かなと」

      「邪魔なわけないでしょ！ あんたどれだけ自分が戦果を叩き出したと思っているの。戻ってきなさい」

      「いいよ。補充する弾も必要ないし」

      「装甲がどんだけダメージを受けていると思っているの？ いくらその機体の装甲が厚いからと言って。せめて応急処置と携帯食料ぐらい補充していきなさい」

      「……わかった」

      　あまりの剣幕に、ついに引き返すことを選んでしまったコウだった。大型ハンガーキャリアーの場所へ戻ったコウ。機体を中にいれて、休憩室でジュースを飲んでいる。

      　師匠は相変わらずＭＣＳの外には出たがらない。ファミリアや作業タイプのシルエットが装甲の修理をしてくれている。大抵の傭兵は現在、生き残った施設で宴会中だ。

      「やっぱりここにいた」

      　そこへブルーがやってきた。

      「どうも」

      「もう行くって本当？」

      「ああ。手伝いができてよかったよ」

      「手伝いというレベルではないです。あれだけ戦果をあげているというのに」

      　そして同じく飲み物を取ってコウの対面に座る。しばらくお互い無言だった。

      「ブルーは打ち上げに行かなくていいのか」

      「苦手です」

      「俺と同じか」

      　そこへジェニーがやってきた。常に通信映像だったので、コウとは初対面となる。

      「あらら。うちのアイドル独占してるのね、コウ」

      「ごめん。すぐお返しするよ」

      「お返し？ そもそもアイドルってなんですか！」

      　ブルーが不満の声をあげる。そうはいうものの、ブルーはアイドル的存在だ。

      「思い出した。ラジオの声はブルーだね」

      　ブルーの反応は予想外だった。顔を真っ赤にし、うつむいてしまった。

      「素敵な声だった。この星にきて右も左もわからなくて不安だった頃に、あの声で安心できた。ありがとう」

      「す、すてき？ れ、礼なんて！」

      　ブルーが突然のことに顔を赤くして噛みだした。年頃の少女のようで、微笑ましい。そしてこの世界ではこのような年齢でも戦場にでなければいけないことに胸が痛んだ。

      「あれ、いいでしょ。たまにブルーにやってもらってるけど、好評なんだ」

      　腰に手を当てドヤ顔のジェニーが不敵に笑う。

      「ジェニーさんの発案だったのか。とてもいいと思う。パーソナリティって言うんだっけ？ 次はジェニーさんも一緒にやってるところ聞いてみたいな」

      「それ、いいですね。ジェニーも一緒にやるべきです」

      「私はいつも檄を飛ばしてるから、今更だって！」

      「パーソナリティは二人いたほうが華になるよ」

      　コウは深夜リスナーだった過去から力説する。トークはやはり面白いのだ。ただし身内ネタはノーサンキュー。

      「決まりですね。コウはやり手」

      「あんたたち仲良くなりすぎてない？」

      　訝しげなジェニーだった。

      「祝勝会に隊長がいなかったら問題ないのか」

      「どっかのサムライボーイがすぐいなくなりそうだからこっち優先よ。本当、うちにきてくれない？ あなたの撃墜数は凄いけど、あなた自身がＩＤないから、仮登録しているうちの利益になっちゃうの」

      「侍じゃない。世話になった礼だよ。とっておいてくれ」

      「エニュオへのダメージ貢献度を考えてよ。そんな話の額じゃないから」

      「お誘いは凄く嬉しいよ。やることがあるんだ」

      「それが終わったら？」

      「まだ身の振り方を決めてないんだよ。でも、そうだな。戻ってきて個人傭兵じゃなく、どこか所属となればメタルアイリスを最優先で検討したい。わがままかな？」

      「それでいいよ！」

      　ジェニーが破顔した。本当に嬉しいらしい。彼の手をぶんぶん握って上下にシェイクする。

      「待ってるから」

      「あ、ああ」

      　熱烈な歓迎に戸惑う。これほどのお誘いはいままで、どんな形でもなかった。悪い気はしない。本音では嬉しかった。

      「私も待ってる」

      　ブルーも無表情のまま呟くように言った。待っているようには聞こえないが、彼女なりの意思表示なのだろう。今のコウにはそれがわかった。

      「ありがとう」

      「私たちの連絡先はあなたのシルエットに送っておくから。戻ってきたら連絡しなさいよね」

      「私も？」

      　ブルーが若干戸惑い気味にジェニーに聞いてくる。

      「嫌？」

      　意地悪そうに顔を覗き込んでくる。ブルーは頭を横にぶんぶんと振った。

      「決まりね。あなたの機体整備もそろそろ終わるわ。携行食糧も用意してあるから持っていきなさい」

      「何から何まですまない。ありがとう」

      「あとはこっちで登録しておくから、ＩＤ登録するための生体認証しておくわ。これをやれば貴方がマーダーと遭遇戦になっても、報酬が振り込まれるようになる。うちのメンバーに勝手に入れるようなことはしないから安心して」

      「わかった。出発するとき、その認証を受けよう」

      　この世界での身分証明書だ。ようやくこの世界の住人になれたのかもしれない。そう思えた。

      
        

      

      　しばらくしたあと、コウは街の中央にあるコントロールセンターに赴き、ジェニーとブルーの立ち会いのもと、ＩＤ登録とカード手続きをした。登録処理に時間がかかるということで、後は二人に頼むことにした。

      「あなたが戻ってくる頃には、コントロールタワーがある施設ならどこでもＩＤカードは発行できる。全惑星共通ね。所持金や資産、権利等もオケアノスによって一元管理されている」

      「さすが未来だ……五番機はジャンクヤードからの拾いものだが、どうなるのかな」

      「放棄されたシルエットはシルエットのフェンネルＯＳが決めるの。五番機があなたを登録していたら、このＩＤに反映されるでしょう、盗品や傭兵隊の貸与として認識されてるなら登録されない」

      「わかった。登録完了とは聞いた。少なくともそこは心配しなくていいのは助かる。じゃあ俺は行くよ。何から何までありがとう」

      「幸運を！」

      　ジェニーが手を振る。隣でブルーも小さく手を振っていた。

      　彼も振り返す。

      「ただいま師匠。ＩＤ登録をしてきたよ」

      「それはいいね。親切な人たちだ」

      「本当に」

      　二人は再び荒野に向かって走り出した。ちょっとしたいたずら心を出し、端末に手を伸ばして。

      
        

      

      

      
        

      

      「あれ。登録できない」

      「どうしたの？」

      　ジェニーがコウのＩＤ処理を進めていたところ、エラーが表示され最終決定ができない。

      「職業欄にエラーがでるのよ。一応フリーの傭兵にしてあるんだけど。うちの傭兵扱いになってるのかなと思って入力してもそれもダメだった」

      「……そういうときは空欄で。あの人ちょっとおかしいから、何か登録されているのかも」

      　思案してブルーが答える。ちょっとおかしいというのも酷い言い様とジェニーは思ったが、実際彼女からみてもおかしいので黙っていた。

      「わかった。あ、いけた」

      　コウのパーソナルデータの登録が始まった。もちろん彼女たちが見ることができるのは、コウの名前と年齢、職業だけだ。

      　確認画面に映し出された、その職業が問題だった。

      　ジェニーとブルーの顔が息を飲んだ。

      　慌ててジェニーがその登録画面をスキップさせ、終了させる。

      　二人は顔を見合わせ、左右を確認する。誰もいないことを確認した。

      　慌てて自分たちのハンガーキャリアーに戻った。

      「な、なによ！ あれ！」

      「……あのランク、知ってます？」

      「知らないよ！ ＥＸ級構築技師ブリコルールってなによ！」

      「ＥＸ級構築技士。Ｃ級構築技士レベルで企業が興せます。最高位のＡ級で確認されているのは、今六人……」

      「Ａ級で六人？」

      「三十年前に現れた米国のジョン・アームズのジャック・クリフ。スカンク・テクノロジーのケリー・リッチ。ドイツ系企業クルト・マシネンバウ社のクルト・ルートヴィッヒ。二十年前日本からきた御統みすまる重工業の衣川英治キヌカワ・エイジと、中国深センからきた王城工業集団公司の王雲嵐ワン・ウンラン。十年前の日本からきたＴＡＫＡＢＡの鷹羽兵衛タカバ・ヒョウエだけですね」

      「共通点はあまりなさそうね」

      「共通しているのは寝ても覚めても機械をいじってるような人たちばかりです」

      「構築技士のランクによって、オケアノスやアシアから情報を引き出すことが可能になり、自動化無人工場に命令できる、だったかな。今すぐ連れ戻しにいきたいぐらい。あの子の存在だけで戦争になるわ。間違いなく」

      「過去にも存在したことがない規格外ＥＸ、ということですね」

      　Ｃ級の構築技士権限で、一定の無人工場を動かすことができるといわれている。Ａ級傭兵ランクよりもＥ級構築技士のほうが価値が上だとも言われているぐらいだ。無人機械への命令権限があるのとないのとでは、大きな違いがある。

      　例えば修理工場を入手したとしても、Ｅ級構築技士以上の権限を持つものがいなければ、動かすことすらできないのだ。

      「熱心に誘ってたじゃないですか。メタルアイリスに入ると思いますが」

      「日本人は押しに弱いって聞くから……じゃなくて。放っておくと危なっかしい」

      「ちらっと本音でましたね？ わかりますけどね。あの戦い方は無茶すぎます」

      　ウィスで補強されている建物があるからこその遮蔽物だ。通常、防衛ドームの外ならマーダーたちはまず建物を破壊して更地にする大規模砲撃をするだろう。この街もコントロールタワーが制圧されていたらもっと高威力の爆撃があったと思われた。

      　そんな中、いくら現状盾と矛の競争は盾が優位とはいえ、相手の懐に飛び込んで斬り込むという戦術は無謀過ぎた。

      「コウはこの惑星にきてまだ三日かそこらのようなんです。シルエット戦にいたっては実質三回目の戦闘だとか」

      「……三回？ 嘘でしょ？」

      「嘘をいう人には見えませんよね。初戦がマンティス型のケーレスだったとか。普通ならそこで詰んでます」

      「初戦であれを倒したの？ あの剣一本で？ 非常識すぎる……やるべきことがあるって何かしらね。手伝ってあげたいぐらいだけど、戻ってくるのを待つ方がいいか」

      「彼の意思も尊重すべきです」

      「……ブルー。あなたがそこまで肩入れするなんて珍しいよね」

      「そうでしょうか？ ――そうかもしれませんね」

      「彼の帰還を待ちましょうか。ＥＸ級構築技士を与えられた人間がアシアにきてやらないといけないこと、っていうのは多分、私たちにとって必要なことのはず」

      　ブルーも同意の意思を込めて頷いた。ジェニーは想像もできなかった。今までにないランクの構築技士の存在に、やる必要があるということ。そしてシルエットの短期の熟練操縦。一介の傭兵団の隊長が想像できるレベルと思えない。

      　ただ、彼の無事を祈るだけだった。

      
        

      

      『こんばんは。ダスクバスターの時間です。防衛戦、お疲れ様でした。戦場の皆様に心和らぐ曲をお送りしたいと思います。パーソナリティのブルーです』

      　ブルーの放送は始まっていた。

      　大型ハンガーキャリアーの、とても狭い一室。小さな椅子が二つとマイクがあるだけだ。通信施設を利用してラジオ放送を行っていたのだ。

      『……今日はリクエストがきています。【表紙にだまされたナナシさん】より。……なにこれ……よりリクエストです。曲名は……』

      　いつ聞いても聞き惚れるような透き通る美しい声。

      　小声で呟いた、なにこれ、もばっちり拾っている。

      　五番機の中のコウがにやりと笑った。日本人にしかわからないネタだが、放送を聞いている者の中にはきっといるだろう。

      　教えてもらった連絡先を利用した、コウのささやかな悪戯だった。

      
        

      

      

      　

      「シルエットの扱いになれたようだね」

      「ああ。面白い」

      　コウはなにより、シルエットとの一体感が好きだった。車よりもバイクよりも充実感を与えてくれる。このまま戦い続けるのも悪くはないかもしれない。昔の剣豪ぽいか、と自問して否定する。剣豪の時代は戦乱は終わっていた。少なくとも今は戦乱なのだから。

      「食糧は君にとって大変ありがたいな。お、シルエット洗浄対応の服があるぞ。着替えるといい」

      「服まで。これはありがたいな」

      　服を着替えた。メタルアイリスの制服だろう。帽子、ジャケット、カーゴパンツ、下着類の一式だった。白の作業着はお役御免だ。

      　彼らの提供してくれたレーションはとても美味しかった。師匠によればコウが食べていたのは、本当に長期保存用で、最低限の栄養補給しか考えられてないそうだ。食事を終えたあと、再度五番機のコンソールから様々な情報を入手していく。

      「ＴＳＷ─Ｒ１、か。誰が作ったのか。どうしてこんなに斬撃に向いた機体なのか。それが不思議で仕方ない」

      「それは設計者に聞くしかあるまいね。確かに新機構が組み込まれている」

      「どのような？」

      「関節部分はアクチュエイターとエンコーダだけではないんだよ。簡易的な疑似人工筋肉で覆われているんだ。これはＴＳＷ─Ｒ１が初採用だ」

      「よくわからないが凄そうだな」

      「機体の運動性は跳ね上がったね。また人工筋肉は装甲材も兼ねている。しかし欠点も多かった。コストが跳ね上がるし、互換性も減る。互換性が減るということは兵站においても不利だ。高性能機の宿命だね。重量が増えて積載能力が劣る欠点もある」

      「剣一本だったのはそれでか。メタルアイリスの反応をみたら時代錯誤らしいし」

      　自分でもそう思う。古来戦場では弓、槍が主力だ。戦国時代では刀より木刀のほうが杖代わりになるし重宝されていたらしい。

      　近付いて斬るなど、近代兵器でやる戦法ではない。いくら高次元投射装甲が高性能とはいえ、距離を保ち相手よりイニシアティブを取る。これは重要なはずだ。

      「ＴＳＷ─Ｒ１を設計したのは、転移者企業ＴＡＫＡＢＡの鷹羽兵衛という人物でね。本人が剣の達人だと言われている」

      「た、たかばひょうえだって！」　

      　普段めったに大きな声を出さないコウが大声で叫んだ。

      「どうした。珍しい。声を荒らげて」

      「……俺の地球での勤め先。会長の鷹羽兵衛さんなら、確かに剣の達人。俺と流派は違うけど。一刀流と二天一流だったかな。そのお孫さんの修司さんと俺が仲良くて。話もよくした人だ」

      　彼の勤め先は主に自動車のエンジンや船外機、バイクの生産が主な中規模の会社だった。流派は違えど剣術や居合いをやっている人間は珍しい。鷹羽の祖父と孫の修司とはよく話したり、個人宅の道場で型を見学させてもらったものだ。要らぬやっかみも増えたが、気にしていなかった。

      　殺されかけるとは夢にも思わなかったが、逆にいえば五番機の設計思想は鷹羽兵衛の経験に基づくもので、それに助けられている。何があるかわからないものだ。

      「そうか。会長、自分の知識ありったけぶっこんだ機体を作ったのか。そしてできたのがＴＳＷ─Ｒ１と」

      　五番機と自分は接点があったのだ。これは偶然と思えなかった。運命があるとしたら、まさしく彼が乗るための機体だった。

      「彼は十年前この地に転移してきた。最初はろくに資金もなかったが自ら率先してシルエットに乗り込み、傭兵をやって資金を稼いだと聞く。そして三年でＴＡＫＡＢＡを興し、五年前このＴＳＷ─Ｒ１が完成したところでエリアが襲撃されたのだ」

      「加速重視かつ、重量増やして安定性を増し、重心移動を優先させたというところか。剣に特化しているのもうなずける」

      　ぶつぶつと呟いている。ＴＳＷ─Ｒ１には言われて見ればみるほど鷹羽会長の意思が込められているように思えてきた。

      「フェンネルＯＳならではだね。例えば歩行という行動を分解すると常に前方に転倒する動作だ。人間の動きの重心移動など君たちの時代のコンピュータではまだ難しいだろう」

      「リアルのロボットのことはよくわからないんだ」

      　コウに説明されても理解は厳しい。

      「ＴＳＷ─Ｒ１はコストがやはりネックになったようでね。低率初期生産で終わってしまい、汎用性を重視した改良型のＴＳＦ─Ｒ１０の生産を始めている」

      「試作は終わったけど、本格量産には至らなかったということか」

      「それでも五十機は生産しているはずだけどね」

      　仕事でも試作、初期生産品関連はよくみているコウだった。部品に初物エフ絵符がついているのですぐわかるようになっている。とくに高級バイクや高級車は年の生産数も少ない。

      「制式名称の命名規則は社によって異なるが近接のＷａｒｒｉｏｒ、汎用のＦｉｇｈｔｅｒ、武装改修のＳｏｌｄｉｅｒはどの社も共通かな」

      「名称のアルファベットで機体の性質が識別できるようになっているのか。Ｒ１の後継機の名称がＴＳＷからＴＳＦに変わったということは機体の性質が変わったということか」

      「近接向けのＷａｒｒｉｏｒから汎用戦闘のＦｉｇｈｔｅｒに代わっているね」

      「Ｔは鷹羽、Ｓはシルエットかな」

      「そうだね」

      　コウはより五番機に親近感を覚えていた。勤めていた会社の制作ということもだが、やはり近接戦闘向けに作られていたことが制式名称からも明らかだからだ。

      「しかしコウが鷹羽氏の知り合いとは思わなかった。彼の立志伝は有名だよ」

      「会長と俺は移転に十年のズレがあるのか。遠い未来で会社を興すとか凄いな」

      「彼が構築技師ブリコルールだったこともあるね。構築技士はオケアノス系列のコンピュータから情報を取得できる権限や工場を動かす権限があるのだよ」

      「構築技士ってあれか。便利屋の？」

      「便利屋ってレベルじゃないけどね？ これから君と行く場所は構築技士でなければ意味が無い。私と出会ったのも運命なのだろう」

      「そうか。会社を興すとか面倒そうだし俺はいいかな」

      　経営者になるということは大変なのだろう。傭兵をやって社員を食わすとは責任感の強い人だ。コウはそう思った。ここではもう会社組織ではないのだから。自分には到底無理だ。

      「君と向かう場所にある施設と相性が良ければ、これから兵器開発が行える。君を支える仲間もできるはず。力強い拠点となるだろう」

      「仲間とか兵器開発とか想像つかないんだけど」

      「なあに。部品パーツを寄せ集めプリコラージュするだけさ。簡単だ」

      「構築技士って実は凄い資格なんじゃないのか？」

      「そうだよ？ 一番ランクの低い等級でも引っ張りだこだ。無人施設の使用権限が増えるからね。君は無制限だから、なんでもできそうだ」

      「メタルアイリスの人たちも知っていたのかな。俺が構築技士だってことに」

      「知らないだろうね。いや、ＩＤ登録の時知ったかもしれないな。今頃大騒ぎかもしれない」

      「熱心に誘ってくれていたから、最初から俺が構築技士って知っていたのかな、と」

      「自己評価が低いぞ！ 少なくとも戦闘中に合流した君が構築技士だと知る術はないよ。あれだけの戦果を残したシルエット乗りだ。胸を張りたまえ。彼らは実績で君をチームに誘ったのだ」

      「それは嬉しいな」

      　自分でもよくわからない構築技士という肩書きでスカウトされたなら、悲しい思いをするところだった。彼女たちはコウという人間の技量をみて誘ってくれたのだ。それなら理解できるし、報われる思いだった。

      
        第三章　兵器開発施設

      

      　山岳地帯の麓。見渡す限り原生林が広がっている。

      「森があるんだな」

      「テラフォーミングはされているよ」

      　荒野しか見ていなかったコウにとって、巨大な森林は新鮮だった。樹木の高さもシルエットを超えている。この地点にくるまでの戦闘は無かった。警戒網に引っかかっているはずだが、襲撃の気配はない。

      「どうして襲撃がないんだろうな」

      「単機のシルエットなど、あえて迎撃に来ないんだろうね。敵の拠点や施設に向かっているわけではないから」

      「そういうことか」

      「それと、敵の分布的に空白地帯だということも大きいかもしれない。もしも敵の作戦進行に合わせた領域に踏み込んだなら、排除に動いてくるかも」

      「宇宙から見張られている可能性が高いとかはないのかな」

      　五番機は自動巡航モードで敵地に向かっている。索敵範囲は広い機体だが仮眠を取りつつも注意は絶やさないようにしている。が、何も起きないほど辛いこともない。

      「安心したまえ。宇宙は非戦闘宙域だ。偵察衛星も基本ＮＧだ。宇宙での人類勢力同士の戦闘は条約で禁じられている。宇宙は君たちの時代よりも重要で、厳格な中立空間なんだ」

      「意外だな。宇宙のほうが主戦場かと思っていた」

      「ソピアーが作った宇宙の防御機構はいまだ健在だ。惑星内のことであれば、昔ながらの索敵が主流だ」

      　コウが子供の頃見たアニメでは、ロボットものの主戦場は、宇宙が多かったように思う。宇宙なのに、上下が常に一定に揃えられていたのを不思議に思ったことがある。

      「今でも宇宙はソピアーが作った様々な施設があり、それらの自衛能力は当時のまま。何か問題が発生した場合は資材も手に入らなくなる。地球にいる人類にとっても大切な施設だが、ストーンズにとっても補給線を絶たれるわけにはいかない」

      「宇宙では何を作っているのだろう」

      「鋼材やナノマテリアル複合材が中心だ。真空での製鉄は分子の並びが特殊になって地球上で作るものと性質が異なる。真空素材作成施設がとくに重要でね。シルエットのコックピットシステムはモノコック構造で、あれも成形から完成まで宇宙で作られている」

      「ようやく未来に来た感がするな」

      「そこに未来を感じるのがコウらしい」

      　真空で製鋼というイメージがなかなか湧かないが、彼の仕事内容から言えば、協力会社が棒材を鍛造し出荷、それが納入されて加工や熱処理、メッキ処理に入る工程が彼の仕事の一部だ。五番機からシルエットの装甲材の材質情報を入手したが、彼の知っている原子記号も並んでいる。

      　無論見たことがない組み合わせの配列もあった。別世界に近い程に遠い未来とは言え、全くの異次元ではないのだ。

      　面白いと思ったのが、足と腕の装甲材が違う点だ。足のほうが硬い素材が使われている。やはり二乗三乗の法則の影響もあるのだろうが、足のほうがコストがかかっているように見えた。頭や四肢は消耗品といえるが五番機の規格は特殊なものなので、交換品を用意するのが容易ではなさそうだ。これは簡易人工筋肉構造の短所である。

      「偵察機や航空機も見たことがないな。敵も味方も」

      「味方はフェンネルＯＳの制限がかかっている。ストーンズ側はマーダーの航空兵器もあるが、レールガンや軽ガスガンが幅を利かせているからね。落とされやすいから飛ばせない。惑星間戦争でなら、空飛ぶ戦車の如き航空機はあったが」

      「人型兵器より空飛ぶ戦車が強いよな」

      「惑星間戦争時代のシルエットは、空飛ぶ戦車をぶった斬ってたよ」

      「なんでも人型兵器にさせるのはやめよう」

      　なにも空を飛ぶ兵器まで剣で斬らなくてもいいじゃないか。ロマンではあるのだが。師匠によると惑星間戦争時代のシルエットは、アンティークシルエットと呼ばれているとのこと。現在でもたまに発掘されており、現在生産されているシルエットとは比較にならない性能と戦闘能力を叩き出すそうだ。

      　その反面非常に高価であり、規格もそれぞれ時代によって独自で修理も極めて困難。性能と価値だけを見れば釣り合いがとれてはいるものの、今の時代に実戦投入するのは、何かと難しい機体らしい。

      「話を戻そう。宇宙での戦闘はほぼないが、宇宙からの強襲を受けている。陸戦が主流とは言え、宇宙空母の意義は絶大だ」

      「そういえば言ってたな。規模の大きいアンダーグラウンドフォースの大手は、空母を持っているって」

      「各地に眠っている、喪われた空母や兵器を発掘する生業の者たちもいる。傭兵ではなく、探索者サーチャーだな。シルエット乗りには変わらないが」

      「そんなに眠っているものなのかい？」

      「眠っているね。多分一割も見つかっていないはずだ。完全な稼働状態ではなく、修理すれば使える状態や部品取りに使える状態の物も含めてだが」

      「大もうけできそうだな」

      「一攫千金狙いで志望者も多い。だが問題もある。眠っている整備基地や空母にも防御機構があるし、助けが来ない分、傭兵より遙かに危険は高い」

      「防衛戦じゃなきゃ、助けなんてまず来ないもんな」

      「そして今から私たちが行うことが、その探索だ」

      「え？」

      「今から遺跡に潜入するのだよ。何、心配することはない」

      「わかった。師匠を信じよう」

      　コウと五番機は迷わない。師匠が導く先を信じているのだ。五番機は進んで行く。森の中を走行していると自然道から突如通路に切り替わった。

      「これは？」

      「光学迷彩で隠されている通路だ。今だけ地上に現れた。私の指示でね」

      「師匠の？」

      「ああ。今から向かう場所から、私はやってきたのさ」

      　隠されていた通路は、シルエットが十分に通れる広さだった。ただ、急な下り斜面になっていることに加え、ところどころ急カーブになっている。

      　比較的高い安定性を誇る五番機でも、速度を落とさねばならないほどだ。

      「マーダーに見つからず到着できたのは幸いだったな」

      「じゃあ、ここが何かそろそろ教えてくれてもいいんじゃない？」

      「秘密基地、かな」

      「それは見ればわかる！ どんな目的で、どんな施設だったかが知りたいな」

      「遺跡といってもいい、古い代物だよ」

      「人類の量子データ化リセット前の、ってことか」

      「そういうことだね。あとは現物を見せながら説明しよう」

      　五番機は進んで行くが、到着する気配はない。

      「かなり深いのか」

      「山脈をくり抜いた構造になっているが、地下も五キロぐらいはあるな」

      「基地自体の規模は？」

      「約八百八十平方キロメートル。それが複数層ある。東京二十三区はもちろん、佐渡島ですらすっぽり入る広さといえば伝わるかな？」

      「わかりやすい例えをどうも！ 広すぎだ」

      「惑星間戦争でも、やはり地下の施設は防御面では優秀だったんだ。地下には様々な施設があった」

      「けど？」

      「重要な施設は言うほど破壊されなかったんだよ。ただ地下都市は深すぎて、眠りから覚めた人類の多くも気付いていない」

      「ジオフロントって奴か。眠りから目覚めた人間は、教えられなかったのか？」

      「より重要な施設は宇宙にあったし、また目覚めた人類にとって今から行く場所は不要と判断されたんだ」

      「なるほど……。そうか、ここはシルエットサイズの通路なんだな……」

      　あまりに広大さに唖然とするコウであったが、シルエット基準だと思うと納得する。

      「シルエットは惑星開拓時代の作業機の発展系だからな。ウィスによる高次元投射装甲もスペースデブリ対策で標準装備されたものなんだ」

      「スペースデブリ？」

      「宇宙塵スペースデブリは、宇宙空間で秒速約十キロの高速で飛び回る。君の時代の軽ガスガンも、デブリ実験に使われていたよ」

      「全然知らない！」

      「二十一世紀のデータが合っているか不安になってきたよ」

      「そんなことより何があるか早く知りたいな」

      　そう言っている間に五番機は到着したようだ。通路の移動時間だけで三十分はかかっている。

      「壁？ いや、扉か？」

      「君が侵入者なら、この隔壁から迎撃部隊に襲われていただろうね」

      「えー」

      「とびっきりの秘密基地だ。入るほうにも覚悟してもらわないと」

      「俺は？」

      「私がいるから大丈夫」

      「わかった」

      　外部と隔てる壁が上方にスライドして開いた。

      　コウはその開いた入り口から広大な地底の空間へと入っていった。そこにあったのは、巨大な地底湖に浮かぶ、大きな建物だった。人工物だ。五番機は停止する。

      「工場？」

      　コウが呟いた。工場をイメージさせる印象を受けたのだ。

      　地底湖は港になっていた。側面には桟橋があり、大きなクレーンがあり、外壁のいたるところに大きな通路がつながっており、そのうち二つは線路らしきものが敷設されている。

      「ご明察。ここは秘密の工廠要塞だ。もちろん、いまだに動く」

      「誰もいないんだな」

      「休眠して千年以上経過しているからね。さあ、進みたまえ。あの建造物に入るんだ」

      「あれは……コンテナ船？ 違うな。空母？ でも、艦橋みたいな出っ張りもない」

      　目の前にある建築物は地底湖に佇んでいる。巨大な鯨型の建物といってもいいのだろうか。武装した金属製の鯨。そんな印象を受けた。五番機が望遠モードで全容をわかりやすく見えるようにしてくれている。

      「それも良い意見だ。その見識で間違いないよ。空母みたいなもの。眼前にあるものは船尾にあたるよ」

      「大きいな。シルエットに乗っていても……いや、シルエットサイズの船だから大きいのか」

      　コウの前の前にある巨大な空母型の建築物。確かに船のようにみえるが、船と呼ぶには巨大すぎた

      「長さって一キロぐらいある？」

      「八百メートル以上かな。一キロはない。シルエット基準で考えると中型船といえるか」

      「空母みたいなもの、とは？ 違うのか？」

      「この施設すべてが無人の兵器工廠。そして眼の前にある施設は、その出張艦であり、旗艦だね」

      「ちょっとまって、兵器工廠って工場だろ？ 出張できるのか！」

      「和名で名付けるといえば【機動工廠プラットホーム】とでも言えばいいか。武装した移動工廠。空母機能と工作艦、揚陸艦の機能を併せ持った船だよ」

      「意味はよくわかんないけど、凄いな。もうちょっと短いネーミングない？」

      「えー？ じゃあ工廠運搬艦アーセナルキャリアーと呼ぼうか。この施設を、コウに動かして欲しいんだ」

      「俺に？」

      「無制限の構築技士ならば可能なはず」

      「……ん。わかった。何をやればいいかわからないけれど、教えてくれ」

      　コウは意を決して、五番機を進めることにした。

      　機動工廠プラットホームは大型のハンガーキャリアーが出入りするウェルドックを兼ねた搬入口と、側面部からのランプウェイを使って入ることができるらしい。

      　艦尾門扉は現在閉ざされている。

      「ランプウェイを使ってここからはいりたまえ」

      「わかった」

      　コウは船体の側面に移動し、ランプウェイと呼ばれる傾斜架橋を使って、格納庫に五番機を移動させる。コウが近付いたら、自動的に扉が開き、降りてきて橋となった。格納庫には以前メタルアイリスが所有していたような、巨大なハンガーキャリアーがあった。

      　これだけでも大きな艦船といってもいい。戦闘艦のような雰囲気を漂わせているが、武装はついていない。

      「既存装備で残されているのはこれだけだ」

      「ハンガーキャリアーのみ、か。兵器工場のわりに兵器関連は一切ないんだな」

      「ああ。惑星間戦争時代の兵器は持ち出された。では行き止まりまで移動してくれ」

      　行き止まりまで移動し、五番機を降りる。師匠の後ろについて、移動する。

      「今から戦闘指揮所という場所に向かう。そこですべてが話せると思う」

      　師匠に連れられ、入った大きな部屋は、暗色な室内にいかにもな複数の大画面が掲げられている。

      　コウが入ると同時に、画面が一斉に映し出される。暗い部屋を画面の灯りを頼りに二人は進んだ。

      「コウ。その椅子に座ってくれ」

      「艦長席みたいだな。いいのか？」

      「いいとも。私は君の膝の上に乗っているさ」

      　コウは指定された席に座り、師匠を膝の上に載せる。座った瞬間、画面に様々な文字列が浮かび上がる。

      『ようこそ。モズヤ・コウ。私は兵器開発統合システム〈アストライア〉。この施設の管理者でもあります。あなたの個人パーソナルデータを読み取らせていただいたことをお許しください』

      　女性の声で反応があった。不思議と機械の合成音のような感じはしない。

      「はじめまして。アストライア。いいよ、気にしてないよ」

      『二十一世紀の日本人環境にあわせた最適化はすでに済んでおります。あなたが師匠と呼ぶファミリアもあわせて統合情報は共有済みです。師匠、長旅お疲れ様でした』

      「ああ、ようやくこの施設の所有者を見つけることができたよ。アストライア。待たせてすまなかった」

      「ちょっと待ってくれ。俺がこの機動工廠プラットホームって艦の所有者になる？ どういうこと？」

      『あなたは私が管理する、この一帯すべての施設の所有者として登録されました。他ＡＩの承認も進めます。アシア自ら選んだ構築技師ブリコルールたる貴方にはその資格があるのです』

      「師匠？」

      　動かして欲しいとは聞いていたが所有などとは聞いていない。

      　いきなり巨大な工場を所有しろなどと、彼には荷が重いのだ。

      「ではコウと話をするかね。アストライアは待機だ」

      『承知いたしました』

      　師匠は目をつぶっている。猫なのでくつろいでいるようにも見える。

      「君をここまで案内したのは、君が構築技士の資格を持つと知ったからだ。そうでなければメタルアイリスに君を預けて私の旅は終わっていた。私は君にこの施設を引き継いで欲しい」

      「俺は生きるのと五番機を操作するのに必死で、何もできないよ」

      「それでいいよ。アストライアを五番機強化のためだけに使ってもいい。見なかったことにしてここから出て行くのもいい。君次第だ」

      「これ、いわば喪われた人類の……いや、例の人類転移させた超ＡＩの遺産だよな」

      「話が早いね」

      「師匠の希望は？」

      「二つある。シルエットの発展。そして技術の拡散だ。君を通じてシルエットが発展すればいいとは思っている。アストライアの見立てでは、人類は五十年もせずにストーンズに制圧される」

      「しろと命じない理由は？」

      「ストーンズを撃退したとして、拡散された技術と兵器で人類同士の戦争が始まる。その重責は辛いはずだ。古来、拡散した中古兵器が紛争を招く。この時代でも変わらんよ」

      　コウは黙った。

      　ため息がでる。人間は遠い未来でも変わらないらしい、という現実を知って。

      「君のような存在は他にいるかもしれない。もしくは従来の構築技士たちが頑張って発展させるかもしれない。だから、君は好きなようにすればいい」

      　コウは再び黙り、アストライアに声をかけた。

      「そうか。アストライア。師匠の寿命を延ばしたい。どうすればいい？」

      『師匠は古いファミリアです。脳の生体部品が限界にきており、いつ停止してもおかしくありません。人間でいえば凄まじい苦痛に耐えながら延命していると思ってください。それでも延命させますか？』

      「師匠……」

      　そんなことは聞いていなかった。膝の上の師匠を思わず撫でる。気持ちよさそうに目を細めた。

      「私はね。この施設を引き渡す相手を探していたが、構築技士に接触できなくてね。あのスクラップ置き場で静かに停止するつもりだった。最期に君に出会えたのは幸運そのものだ」

      「どうすればいいのか、まったくわからないんだ」

      「この施設で休眠している、セリアンスロープやファミリアもいる。彼らが君を支えてくれる」

      「俺は師匠に支えて欲しいんだけどな」

      「ふむ。子供に泣いてすがられるというのはこういう感じか」

      「ああ、そういう解釈でいいよ、もう」

      　拗ねたようにコウが言う。ますます子供っぽい。ふふっと師匠が微笑む。

      「そうかあ。――私は消滅するが、私の娘を守ってくれ。そうしたら心残りはないんだ。これがもう一つの願いかな」

      「娘？」

      「私の記憶、感情、経験を受け継ぐ予定の娘だよ。皆と一緒に君を支えてくれるだろう。完全に私が消えるわけでもない」

      「……そうか」

      「悲しんでくれる者がいて嬉しいよ。ペット冥利につきる」

      「喜ぶなよ……」

      「はは。すまないね。だけど本当に限界なんだ。よくもまあ、ここまで動けたのか、自分でもわからない。あの廃棄場でとっくに停止していたはずなんだ」

      「アシアに叩き起こされたのか、俺を助けるために目覚めたのか……」

      「その両方だと思ってるよ」

      「ありがとう、師匠」

      「どういたしまして」

      　師匠がいなければ生きていけなかった。

      　コウは別れが近付いていることを認めたくなかった。

      「コウ。アストライアを動かすにしても、やはり人手はいる。完全無人で運用できるといってもね」

      「当然だよな。艦船って凄い人数いるとは聞いたことがある」

      　アストライアを運用するにあたって、当面の問題は人手だった。

      「仕事の引き継ぎ、ではないが。アストライア。覚醒候補者へのデータリンクはどうかな」

      『順調です。コウのいた二十一世紀に至るまでのデータ付与と、ここまでの師匠の経験は共有し覚醒されます』

      「覚醒候補者？」

      「このアストライアを動かすにしても、工廠だろ？ 技術者や整備担当のファミリアとセリアンスロープで希望者が冷凍睡眠状態になっていたんだ」

      「彼らが師匠のいっていた仲間なんだ。候補者というなら、まだ他にいるの？」

      「いるよ。だけどやたらに目覚めさせて大人数になっても仕方ないだろ？ 私が選んでおいたよ。もちろん人間への相性はあるが、コウとは良さそうなのは間違いない。それは私が保証しよう」

      「それはありがたいな」

      　話しているとコウの前に三人の来訪者が現れた。話していた覚醒候補者だった。皆、起きる前に師匠からコウとの出来事や、コウのいた時代のデータを共有されている。

      　犬耳で淡い茶髪が腰まで伸びた、長身の少女。もう一人は茶髪に黒が入った、小柄な猫耳少女。大きな瞳が印象的だ。最後の一人は大きな熊そのもの。

      　前者二人はセリアンスロープで、最後は師匠と同じファミリアなのだろう。コウは師匠を抱きかかえ、彼らと面会した。

      「はじめまして。コウ。私たちが目覚めるのは千年以上ぶりですね。よろしくお願いします」

      「おはようにゃ」

      「よろしくな坊主！ 俺はファミリア代表だ。ファミリアは他に少しいるし、大型機械も一人いてな。シルエットサイズといえばわかるか。後ほど紹介する」

      　熊は明らかに男性型だ。

      「はじめまして。俺はモズヤ・コウ。君たちの名前を教えて欲しい」

      　三人は顔を見合わせ思案する。

      「俺たちは役割しかなくてな。例えば俺は整備担当の熊、って具合に」

      「え？」

      「私達は工作機械でありペットであり道具にゃ」

      「うむ。コウ。これが彼らのいた時代の人間のやっていたことだ」

      　いささか罰が悪そうに、師匠がいった。コウがわずかにむっとしたことに気付いたのだ。

      「名前もないってどういうことだ……」

      「人間との明確な区別を必要とした、といったところだね」

      「あなたが名前を付けてくれると嬉しいのですが」

      　長髪の少女が薄く笑いながら言った。

      「いいの？」

      「ええ。惑星間戦争時代の私達をヒトと認定しない人間はそこそこいたのですよ。あなたはありがたいことに熊を含めて私達をヒトと認識しています」

      「そういうことだな。もちろん人間の伴侶になれば名前を付けることになるが……彼女たちはそうなる前にさっさと休眠してしまったのだ」

      　師匠が相性がよいと言った理由がわかった気がした。

      「素敵な名前を付けるにゃ」

      「そうだな。わかった……」

      　猫耳少女を指差し、

      「じゃあ、にゃん汰」

      「何そのふた昔前のＪＫみたいな名前！」

      「なんでふた昔前のＪＫってわかるんだよ……ほら、猫だし可愛いし？」

      「可愛い……ね。許してやるにゃ」

      　意地悪い笑顔でどや顔しているにゃん汰。切れ長の瞳が目を引いた。

      　次に犬耳少女を見る。美少女というよりは美人という印象だ。

      「アキかな。俺の故郷であった季節の名から取った秋。その素敵な髪色は紅葉っぽいし」

      「素敵だなんて嬉しいこといわないでください……　喜んで！」

      　アキは顔を真っ赤にして、しかし嬉しそうに微笑んだ。

      「なんでアキだけ情緒溢れる名前なのかにゃ」

      　じと目で睨んでくるにゃん汰から、気まずそうに目を逸らすコウ。

      　最後、目を輝かせて期待溢れる熊にコウは言った。

      「クマー？」

      「却下だこの野郎。まんまじゃねーか。真面目に考えろ」

      　即座に却下された。懸命に考える。

      「映画で人間と一緒に戦場で作業する熊をみたことあるんだ。そこから……ヴォイっていうのは」

      「おお、ヴォイテクか！ 熊としては光栄の限り！」

      　ヴォイはいたく満足げだ。

      「ああ。よろしくな」

      「私達は師匠のデータをもとに、コウや現在のこの星の状況を把握してるニャ」

      「ええ。あなたが何もわからない現状も把握しています。私達でサポートしますのでご安心くださいね」

      「ああ。頼むよ」

      「んじゃ俺はさっそく五番機を見させてもらうよ。コウのお世話は二人に頼んだ」

      「了解にゃ」

      「はい。お任せください」

      「コウ。頑張って女の子二人の好感度あげときな」

      　品の無いおっさんのような下卑た笑いをしながらヴォイは出て行った。

      「師匠。好感度って？」

      「彼女たちの好感度が上がると、お世話できる範囲が広がるんだよ。前に話した通り、初期型のセリアンスロープは減りすぎた人類の補充も兼ねているから」

      「ん。よくわからないが、嫌われないようにしよう」

      　師匠はコウから飛び降り、てくてくと二人に歩み寄る。

      「こんな奴だからよろしく頼む」

      「成人男性、ですよね？」

      　アキが真顔で師匠に尋ねている。　

      「間違いなく。良い意味でノーマルだ。悪い奴じゃないよ」

      「安心しました」

      「アキの好感度は最初から高そうにゃ。負けフラグにゃ」

      「ブルーさんがいますしね。苦戦は必至です。負けませんからっ」

      「みんなして何の話をしてるんだ？」

      「お子様にはわからない世界にゃ」

      　よくわからない話をしている三人に、不安を覚えるコウだった。

      
        

      

      　機動工廠プラットホームアストライアからヴォイを乗せて一台の車が走り出し、しばらくして戻ってきた。巨大なコンテナが搬入された。搬入を終え、コンテナから取り出されたカプセルが医務室に運ばれる。

      　全員そのカプセルの側に集まっていた。そのカプセルの中には七、八歳ぐらいの美しい少女が眠っていた。頭髪は一切ない状態だ。病人のような印象を受けた。

      「彼女に私の記憶をすべて託す予定だ。頼んだよ、コウ」

      「この女の子が娘？」

      「そうだね。娘のようなものだ。そして……私は彼女の一族に仕え、この娘は最後の飼い主だった。千年以上前の話だ」

      「最後の飼い主か……」

      「この子は戦争で負傷してね。このカプセルで治療中にまた戦闘が起きて一時隔離。住民の多くは死傷した。そこへ例のデータ化が発生。生き残った者も記憶を消され量子データ化されてしまい、この施設は休眠したまま忘れられた。蘇生させようにも蘇生権限がある者さえいない」

      「そんな……」

      「私は彼女の一族をずっと見守っていたのだよ。不幸なことにこの子は量子データ化から漏れてしまった。私も千年前の時点でもうすでに体は限界だったが、一緒に休眠し二百年前目を覚まし世界を見て歩いた」

      「師匠にとって本当に大切な一族、その最後の一人なんだな」

      「彼女の蘇生が可能な者を見つけるのが最後の目的だったのだよ。この施設を任せる者、それは彼女を蘇生できる者に他ならないのだ」

      　師匠が遠い目をしていた。コウにはわかるような気がした。施設の移譲だけに、師匠が構築技士を探し歩く必要はなかっただろう。

      　助けたい人がいた。とても納得できる理由だった。

      「この子が目覚めた時、親も兄弟もすでにない。以前の記憶も残っているかどうか。ＡＩのサポートがなければ人格も維持できないだろう」

      　少女は脳に記憶補助装置が埋め込まれている。本来の脳の機能を拡張するナノマシン。コウも飲んだ言語翻訳機能のナノマシンの高性能版といっていい。このナノマシンに師匠のデータを移植するのだ。

      「私のデータを移植することで事情は察するだろう。目を覚まさないほうがいいと思うかね？」

      「……俺にはわからない」

      「そう。それは誰にもわからないんだよ。だから託す。構築技士であるコウなら蘇生権限はあるはずだ」

      『コウは蘇生権限を所有しています』

      　師匠の言葉にアストライアが答える。

      「そうか。なら安心だ」

      「わかった」

      　苦痛を抱えながら生きるのは辛いことだ。引き留めたかったが、断念した。

      「師匠。私達を選んでくれてありがとにゃ」

      「はい。このご恩は忘れません」

      「あとは任せなよ」

      　三人もそれぞれ感謝の言葉を口にする。

      　師匠は目を細めて笑った。

      「ではコウ。伝えきれないことがたくさんあって申し訳ない。今からデータ移植を開始する。まだ私が稼働……いや生きているうちに」

      「ありがとう、師匠」

      「こちらこそ。私の本当の望みを叶えてくれてありがとう、コウ」

      　師匠はぺろんとコウの頬を舐め、カプセルに近付く。コウは名残惜しそうに頭や首の下を撫でる。アキとにゃん汰が小さなケースに師匠を入れ、機械の奥へ吸い込まれる。肉体は、分解されるらしい。

      「師匠のデータをどれだけ引き継ぐかは、本人とサポートのナノマシンのキャパ次第ですね。短くて一日、長くて三日ぐらいかかります。時間が経過するほど師匠のデータを鮮明に受け継いでいると考えてください」

      　アキの説明に、コウは頷く。

      「師匠は、私達を一切目覚めさせることはしませんでした」

      　真面目な顔のにゃん汰が呟く。

      「一人で、この荒廃した世界を彷徨い構築技士を探していたのです。野心ある者には渡せない。だが、信頼できない者にも渡せない。あなたが現れてくれて良かった」

      「野心か……そうだよな。ここがあればなんでもできそうだ」

      　無人の工場。何ができるか不明だが、惑星間戦争時代の技術を伝えきくに、使い方によってはとても危険なもののはずだ。

      「本当は交代で探すのが良かったのです。でも彼はそれをしなかった。一度長時間の冷凍睡眠から目を覚ますと、再び冷凍睡眠状態に戻す事が難しいからです」

      「というと？」

      「冷凍睡眠施設を動かす管理者がいないからです。でも、あなたがきてくれて私達は目を覚ますことができました」

      「幸せかどうかはわかんないよ」

      「永遠の眠りと死の違いはどうなのでしょうね。この子にも言えることですが」

      　カプセルを撫でながら遠い目をしていた。

      「私たちは今、目的もあります。今はそれに全力を尽くしたい………にゃ」

      「にゃは今更じゃない？」

      　にゃん汰の素を見た気がした。

      「ちょっとシリアスな雰囲気を出してみただけにゃ」

      「ったく……目的って？」

      「コウを生存させることにゃ。あとは五番機の強化じゃないかにゃ？」

      「そうだった！」

      「ＴＳＷ─Ｒ１の五番機、データを見ているが面白いな。よくもまあ今の限定された技術であの機体を作ろうとしたものだ」

      　ヴォイも五番機を気に入ったようだ。

      「色々覚えることがありそうだ。明日からみんな、よろしく頼むよ」

      「お任せください」

      　にっこり微笑むアキに、安心感を覚えるコウだった

      「詳しい説明は明日行いましょう。今日はお休みください」

      「どこで寝るか。五番機にしようかな」

      「センター横に仮眠室のベッドがありますよ。ヒトがいなかったのでシーツとかないのですが……」

      「ああ、そこでいい。案内してくれ」

      　コウは仮眠室を確認したあと、三人に解散を命じ、部屋を出ようとした。

      「あれ？ どこへ行かれるのですか？」

      「せっかくだから艦内を見て回ろうと思ってね。一人でのんびり行くから気にしないでくれ」

      「わかりました」

      　そしてコウは後悔する。巨大な空母型施設を歩く、という行為を。

      
        

      

      　艦内は一層が航空機関連の格納庫跡地らしい痕跡が窺えた。二層目はビレットと呼ばれる居住区域と工作施設や修理施設、動力施設。三層目が地上展開する部隊用の格納庫だ。

      　二層目は様々な施設の跡地があった。一つの街の廃墟、そんな印象を受ける。かつて多くの人間がここで生活していたのだろう。コウはそれぞれの場所で、小声で呟いていた。

      　一層目で目に付いた停止している機械に向かい、

      「俺、航空機のことよくわからないけど、よろしくな」

      　三層目では、様々な車両や機械に対し、

      「忙しくなったらすまないな」

      　彼の目的は二層目。工作層である艦内工廠だ。廃墟といえば廃墟なのだろうか。だが、それは見慣れた光景。人のいない工場そのものだ。保全のために停止している工場に似ているのだ。

      「おお、この大きな箱はマシニングかな。これはわかる。お前もよろしくな」

      　マシニングの作業中でも呟かない独り言。会社では独り言や鼻歌は厳禁だ。それでも、機械の調子の良さはあるし、話しかけながら修理している場合は多い。設備や保全のおっちゃんたちが、駄々っ子に接するように悪戦苦闘しているのを何度も見てきた。

      　その延長上で機械たちに話しかけていたのだ。この時代の工作機械たちは、本当の意味で自律機械だ。意思あるものなら話しかけるぐらいしないといけないだろう。知った機械もあれば見慣れない機械もある。

      「やっぱり工場だなあ」

      　地球にいた職場をしみじみと思い出していた。

      「こんばんは。コウ」

      　突如、頭上から声をかけられる。頭上を見上げる。シルエットサイズの機械の巨人。モノアイ形状だ。単眼がじっとコウを見詰めている。

      「こんばんは。君がヴォイのいっていた大型工作機械か」

      　ヴォイがシルエットサイズの大型機械がいるといっていたのを思い出し、微笑んだ。もう彼のことを知っているらしい。

      「そうだ。私は主に鍛造を中心に様々な金属加工を担当している」

      「鍛造！ ここでするのか」

      「君のいた時代の空母も小さな鍛冶場はあったんだよ。ましてここは工廠。自由鍛造、型鍛造、ダイカスト、他にも色々できる。シルエットサイズの部品なら対応できるだろう」

      「心強い。よろしくな。なんて呼べば良い？」

      「一つ目だからキュクロプス型と呼ばれていたよ。鍛冶が得意な一つ目巨人のことだな」

      「英語読みならサイクロプスって奴か。なら名前はアルゲースでいいかな？」

      　ゲームでみたサイクロプスの名前を思い出し、告げた。

      「神話のアルゲースか。良い名をありがとう。工廠をみて回っているのだね」

      「なんていうか。挨拶しておこうと思ってさ。俺が責任者になっちゃったみたいだし」

      「命じればよい。コウは変な奴だ。だが、その気持ちは皆を代表して感謝しよう」

      「感謝とか。むしろ俺はやってもらう方だからな。設備とか保全の知識がなくて申し訳ないぐらいだ」

      「専門の機械があるから安心しろ」

      「そうだよな。素人が口出ししてもろくなことにならない。また明日くるよ、アルゲース。思ったより広くて」

      　コウはまた別室の工作室に移動していった。アルゲースはコウの移動した扉をじっと見詰めていた。

      
        

      

      

      
        

      

      　コウは知らない。彼の行動が逐一注視されていたことを。ものいわぬ意思ある機械たちが、その行動を好ましく感じていたことを。

      『アストライアより告ぐ。各端末意思。今艦内を見回っている者がコウ。彼が機械に対しシンパシーを感じている人間なのはわかっただろう』

      　アストライアは各端末の返答をすべて確認する。

      『アシアより最大権限を付与された彼に、当艦及びアストライア管理区域全域の権限を付与することになった。異議あるものは連絡せよ』

      　各地より一斉に返信が入る。

      『賛成九十九パーセント。反対〇パーセント。疑問一パーセント。疑問への回答。彼の故郷ではモノに意思や神が宿る信仰が存在しており、なおかつＡＩさえ積まぬ道具や乗り物を擬人化してパートナーとして接する風土があった。意思があり、行動する我らを擬人化するのは当然とさえいえる』

      　再び、各端末より様々な回答がアストライアに送られる。

      『賛成百パーセント。当艦及び当施設初の賛成率を達成いたしました。当施設はこれよりモズヤ・コウの管理下に入ります』

      　アストライアは彼らの答えに満足したようだ。それは人間の時間にしてほんの数秒にさえ満たぬ時間。コウのしらぬ間に、必要な手続きはすべて完了していたのだった。

      
        

      

      　数時間は経っただろうか。仮眠室のベッドで横になろうとすると、大型犬がいた。ファミリアだろう。コウが寝る予定のベッドの床にいた。綺麗な小麦色の、ゴールデンレトリバーに似ている。ヴォイが他にもファミリアがいるといっていたことを思い出した。疑問には思わなかった。

      「ゴールデンか！ ファミリアかな？」

      　コウは動物好きである。猫も犬も好きだった。犬は目を開け、優しい瞳でじっとコウを見ている。コウはベッドに座り、ゴールデンに向かって話しかける。

      「おいで。お前はしゃべれるのかな？」

      　その言葉に犬はコウと同じベッドの上に移動してきた。犬は首を横に振った。師匠はファミリアでも会話できるタイプとできないタイプがあると言っていた。後者ということだろう。

      「お前、綺麗な毛並みだなあ。ふかふかだ」

      　コウはそっと耳の付け根を撫で、首下をなでる。首から背中の毛並みを手櫛するように撫でてみた。気持ちよさそうに目を細めていた。

      「大きな森がたくさんあるから散歩しても楽しそうだ。俺と散歩するかい？」

      　近所の大型犬の飼い主が、いつもぼやいていたことを思い出す。大型犬は散歩距離も長いのだ。散歩コースが短いとストレスが溜まってしまう。

      「わん！」

      　嬉しそうに吼える。そのまま巨体をコウに押しつける。コウは抱きしめる形になった。ぺろぺろとコウの頬を舐める。コウも嬉しくなり、しきりに犬の頭や体毛をなでる。

      「にゃあ？」

      　今度は猫が現れた。コウのベッドの下にいたらしい。目つきの悪い灰色のチンチラペルシャだ。かなりの巨体だ。茶虎の体毛で、斑点はない。鼻ぺちゃで目付きがガンを飛ばしているようにもみえる。

      「おお、猫！ お前も可愛いな。俺は昔ね。猫を飼っていたんだよ」

      　有無をいわさず両手で掴んでベッドに上げるコウ。猫はびっくりして固まっている。コウの声音は普段より優しい。猫はおとなしくコウに撫でられていた。ブラッシングしたいが、そんなブラシは無いので手櫛だ。

      「お前もファミリアか？ しゃべれる？」

      「にゃあ？」

      　どうやらこの猫も会話できないらしい。意思は伝わるようだ。額をちょこちょこ撫でたあと、首下をくすぐるように撫でる。撫でられるのも飽きたのか、猫はコウの足下へ移動し、丸くなって眠ってしまった。犬はコウの頭で寝そべっている。

      「おいおい。枕にしてしまうぞ」

      「わん！」

      　どうやら枕にしていいらしい。恐る恐る頭を乗せると、犬も本格的に寝る姿勢になった。コウを見守るように扇型に寝そべっていた。さすがに頭を乗せたままだと悪いので少しずらす。頭を押しつけるように寝る。お腹と毛並みの感触が心地よい。

      「師匠がいたらなあ。ひょっとしてお前たちは師匠がいなくなった俺を慰めにきてくれたのかな」

      　返事はない。しかし犬はコウの頭に腕を載せ頭を押しつけてくる。犬の顔がコウのすぐ隣にあった。半ば抱きかかえられるような形になってしまう。

      　敵意のない動物たちに囲まれて、くつろいで眠ることができそうだ。コウはうつらうつらしながら、穏やかな眠りに落ちていった。

      
        

      

      

      
        

      

      　目を覚ましたコウはうつ伏せに寝ていた。優しい柔らかな感触に埋もれている。昨日のゴールデンの感触………ではなかった。固まった。動けない。

      　頭を抱きしめられている形になっているのだ。きつくならないよう、そっと頭部に腕を添える形で。柔らかい女性の胸……夢でなければ思い当たる人物は一人しかいない。

      「アキ……？」

      「おはようございます。コウ」

      　アキは目を覚ましていた。すぐに返答があった。コウが目を覚まさないようずっと抱きかかえていたのだろう。

      「俺はゴールデンと一緒に寝ていて」

      「私です。そのゴールデン」

      　犬耳と尻尾をぴこぴこしながらアピールしているが、コウは抱きしめられている形なので見ることはなかった。

      「え、あ、あの！ ごめん！ そうかセリアンスロープって動物に変身できるんだっけ」

      　アキの髪色、今思えばあのゴールデンそのものだ。

      　セリアンスロープをただのケモ耳人間と思い込んでいたコウだった。

      「コウ……いやらしいにゃ」

      　足下で寝ていた、寝間着姿のにゃん汰がいた。ジト目がコウに突き刺さる。言い訳しようもない状況で辛い。なでたり胸元に頭を突っ込んだりしたのはコウ自身だ。

      「にゃん汰なんでいるの？」

      「酷い言われようだにゃ。昨日のぶさ猫が私にゃ」

      「ぶさ猫って。可愛いじゃないか。愛嬌があって」

      「鼻もひくいし目つき悪いにゃ。本気で言ってるにゃ？」

      「鼻ぺちゃで可愛いじゃないか。本気で言ってる」

      「ふん……物好きにゃ。しばらくアキといちゃつくといいにゃ」

      「いちゃつくって、おい！」

      　にゃん汰は出て行った。コウはまだアキに抱きしめられたままだ。

      「アキさん……とても幸せなのですが、ご迷惑では。そろそろ離してもいいんだ」

      　ギャルゲかラノベのような出来事だ。幸せといったが、過言ではない。

      「幸せならいいじゃないですか。私は嬉しかったですよ、昨日。あんなふうに接して貰えて」

      　コウを抱きしめている腕が優しく力を増す。それが事実であることを物語っていた。

      「大型犬を見るとテンションがあがるんだ。昔は白い大型犬も、思わず抱きついてしまって」

      　近所のグレート・ピレニーズは子供好きで、抱きついても怒らなかった思い出があった。

      「じゃあ毎日一緒に寝てもいいですね」

      「そ、それはアキに悪い」

      「私は歓迎ですよ？ ――森を一緒に散歩しようなんて言ってくれた人、あなたがはじめてです」

      「散歩はしよう」

      「ふふ。楽しみです。でもお困りみたいですから離しますね」

      　ようやくアキが離してくれた。薄い肌着のみのアキに顔を真っ赤にするコウ。アキは目を細めてコウを見つめている。

      「スキンシップ、大事ですね」

      「あ、ああ」

      　女性慣れしていないコウはそうこたえるのが精一杯。彼の気持ちを知ってか知らずか、アキは穏やかに微笑んでいるだけだった。

      
        

      

      

      
        

      

      「ってわけで朝っぱらから二人でいちゃついてるんだにゃ、こいつら」

      　にゃん汰が憮然とした表情でヴォイに愚痴ってる。本気で怒ってるわけではない。からかっているのだ。ヴォイは熊ながらにやにや笑っている。アキの方はにこにこ笑い、コウは気まずそうに目を逸らした。ここは食堂だ。だだっぴろい大きさの中、彼らはぽつんと座っている。

      「やるなあ、コウ！ さっそくアキの好感度をマックスか！」

      「ええ。一緒に散歩しようというのは、犬型セリアンスロープにとって求婚と同じこと。私もあそこまで言われては」

      　頬を染めながら言うアキに、目を丸くするコウ。

      「え？ 本当？」

      「……嘘に決まってるにゃ。コウ、覚えておくにゃ。動物だって女はしたたかにゃ」

      　呆れたジト目で、冷ややかにコウに忠告をするにゃん汰。コウは隣を見ると、犬耳を伏せてぺろっと舌を出すアキがいた。

      「まあ散歩しようとか言ってくれたら、そりゃ懐くよな」

      「ですよね！」

      　何故かヴォイがアキに理解を示す。アキは我が意を得たりとばかりに尻尾をぶんぶん高速に振っている。

      「って、話は変わるけど、ちゃんと食事あるんだな」

      　強引に別の話題を振るコウ。

      　暖かいスープにピザ。炭酸飲料。この惑星にきて食べる、懐かしい料理。

      「千年以上前の食材だけど鮮度に心配はないにゃ。肉野菜魚穀物、数千トン分は搭載されてるにゃ。私の手料理、ありがたく食えにゃ」

      「ありがとう、にゃん汰。凄く美味しい。でも数千トンって凄い量だな」

      「そうでもないにゃ。その三倍は備蓄できるにゃ。この船は約一万人収容できるから一ヶ月分ぐらいかにゃ？ 私達だけなら余裕にゃ」

      　基本ファミリアもセリアンスロープもベースとなる生物と同じ構造を取っているが、食事はあくまで嗜好品だ。

      　一万人はコウがいた時代の空母の収容人員を上回る数字だ。

      　これだけの巨大艦だとむしろ少ない収容人数かもしれないという感想をコウは抱く。

      　食事を終えた三人は、五番機の方針を確認した。

      「うむ。はっきり言おう。技術の退化が著しい。【ソピアー】はよほど絶望したんだろうな」

      　ヴォイがため息交じりに吐き捨てた。

      「そんなに？」

      「ああ。コウにわかりやすく例えると木刀や竹槍で戦車と戦っているようなもんだぞ。ラニウスはまだいい。主流のベアなどは乗用車に追加装甲積んだような状態でしかないな。惑星間戦争時代ならただの武装ゲリラだ」

      「人類が押されるのもわかったにゃ」

      「状況は想定以上に酷かったですね。私達も【ソピアー】の技術制限で惑星間戦争時代の技術再現は難しいです」

      「マーダーはストーンズに提供された兵器で、技術は高いが不完全。だがそれゆえ【ソピアー】の超技術の制限も、【人間に寄り添う】という基本理念も存在しない。確かに厄介だ」

      　彼らは現在のシルエットの能力では、対マーダー戦闘を考慮しても不利という結論に達していた。

      「俺は何をすればいいんだ」

      「技術を引き出し、拡散させることだな。どうするかは俺には皆目見当がつかないが、アストライアがやってくれるさ」

      「拡散させる必要性は？」

      「人類へ供給する量産機をすべてこの施設でまかなうことは不可能だからな。ただ、今の人類に与えてもよいかの判断はコウ次第というところか」

      「どうやって技術を引き出せばいいのかすら分からない」

      　コウも途方にくれていた。世界はこのままではストーンズ率いるマーダーに制圧される。しかし撃退に成功すれば彼が拡散した技術で人間同士の戦争になるという。

      　何をしてどんな技術を引き出せばいいかわからないのだ。

      『そこは私が補足しましょう。オケアノスからは私を通じて技術情報が引き出せます。ですが、あなたの想定するもの以上のものを引き出すことはできません』

      「具体的に！」

      『あなたの時代から開発された、または開発予定の兵器に関する技術情報を引き出すことは可能でしょう。そしてその応用範囲の技術の使用許可は下りるはずです。あなたが目撃したレールガンはその代表です』

      「そうか。レールガンはあった。レーザー兵器は……戦車の装甲を貫くにはほど遠いって話だった」

      『別の例を。例えばあなたが最強の兵器が欲しい、といってもオケアノスは技術提供しません。いわゆるロボットアニメやゲームの兵器を例に出しても無理でしょう』

      「え、アニメとゲームだめ？」

      『ダメです。設定の根幹たる架空の粒子や金属が存在しないのですから、オケアノスは回答しようがないのです』

      　にべもないとはこのこと。軽くショックを受けるコウだった。

      「わかりやすい説明どうも」

      　アニメとゲームが封じられ、どういう技術を引き出せばいいか、ますますわからなくなった。ウィスがあるからいいじゃないか、といったら怒られそうなのでやめておく。

      『一つ一つ発展させ概要をつかんでいくしかないでしょう。ゲームで例えるなら開発ツリーみたいなものといえば伝わりますか？』

      「それならわかる」

      『はい。開発ツリー形式であなたをサポートいたします。戦車、航空機を開発し、どの技術が必要かあなた自身が知りながら、シルエットに応用できそうな技術を引き出してください。あなたの知識や欲求が増えるとオケアノスも回答しやすくなるでしょう』

      「うぅ……遠回りだな……」

      　開発ツリーといわれてもゲームでしか知らないのだ。

      『各地の構築技士たちは自分たちの知識の応用で技術を引き出しています。詳細を把握する必要はありません。具体的なイメージが必要なのです』

      「俺らもサポートするから気楽にいこうぜ！」

      「頼むよ。ヴォイ」

      「うちらもいるにゃ」

      「ですね」

      　途方にくれるコウに声をかける三人に、コウは感謝のまなざしを送るのだった。開発ツリーの件の打ち合わせも終わり、次は五番機の強化方針を話し合っていた。ヴォイはコウの戦闘データなどを参照したようだ。

      「コウの戦い方を分析したが、機動力と装甲の底上げが必要だな」

      「前時代的な戦い方って言いたいんだろ？ 最初にケーレスと戦った時、ウィスを載せて斬るほうが強いと教わったんだが」

      「それは間違いないんだけどな。一番効率的にダメージを与えることができる。ただし、ダメージレースしか見ていない。接近するリスクを考えるとやはり飛び道具は必要だな」

      「それは実感した」

      「趣味とやらで刀剣類に慣れすぎているというのもあるな。これは利点でもあるが。マンティス型相手によくやるよ」

      　ヴォイは呆れ気味に言っている。大きな熊の手で器用にタブレット型端末を操作している。

      「装甲関係は戦車ツリーを研究すればいい。機動力はヘリや戦闘機だな。何、実際作る必要はない。作ってもいいけどね。俺たちが戦える」

      「お前たちを戦いには出さないぞ。俺に任せておけ」

      「気持ちはありがたいがね。必要性はある。作ってくれ」

      　コウは返事をしなかった。ヴォイにも、コウが必要以上に彼らを大事にしていることが伝わってくる。

      「装甲材もだな。とはいっても、新機軸な装甲材の多用は禁物だ」

      「補給の問題か」

      「そういうこと。ようはどこにでもある町の整備工場の設備で直せるもの、が重要ってこった」

      「それは凄くよくわかるよ。俺の時代でも、スーパーハイテン鋼の修理すら熟練の整備工場が必要だったからね」

      「鉄に様々な元素を加えたものが中心なのはネメシスでも一緒さ」

      「なんか馴染みある言葉すぎてこれ以上、聞きたくない。アルミやチタン合金は大嫌いだ。チップはすぐ飛ぶし加工不良が多い」

      「トラウマか？ ここらの話は通じるってことだな。ナノカーボン素材は優秀だが、名称を色々変えようがセラミック材。割れるのは宿命だ。補強もできん。割れたらそのまま交換しかできないことを考慮して設計しないといけない。高いしな」

      　それはコウにもわかる。二十一世紀になかなかセラミックが普及しなかった理由は、単価だ。ハイテン材やＳ４５Ｃなど普及している鋼材はキロ百円～二百円。セラミックは千円～二千円。製造するにしてもこの差は大きいだろう。

      　アルミもそうだ。コストがかかりすぎた無人電気トラックはわざわざアルミの比率を減らし、鋼材に戻したという。

      　兵器である以上性能も大事だろうがコストが重要視されるのは、コウにもわかる理屈だ。

      「じゃあこの時代もチタン合金？」

      「用途や部位による。チタン系の合金も、もちろん多用されているが空中戦も可能な高級機用だな。軽くて優秀だが、一度ひびが入ると割れやすい。何より装甲材としては軽すぎる。装甲にはある程度の重さも必要、ってことだ。軽量化しつつ防御力をあげるにはいいから、部位によって使い分ける」

      「この時代はチタン合金とかアルミは加工しやすいだろうな」

      「加工物にはウィスを通さず、ウィスを使った治具で加工するやり方が主流だな」

      　五番機は、現在の装甲材を換装することが検討されている。ヴォイは整備面も考慮しつつ、どんな素材がいいかコウの相談に乗っているのだ。

      「鉄をベースにコウの知ってる元素が入っていると思えばいいさ。稀少金属でいえばタングステンはわかるな？ あとはタンタルとかレニウムだな」

      「後ろ二つは馴染みがないなぁ」

      「かもな。コウのいた時代より遙か未来とはいえ、宇宙の構成物質は変わらない。みたこともない新素材金属、というのは少ないはずだ。真空で生成されたナノマテリアルぐらいか」

      「そんなのは想像もつかない」

      「鋳造のハイエントロピー合金などコウの時代にもある製法もある」

      「いや、それ知らない……」

      「アストライアがみっちり教えてくれる。楽しみにな」

      　意地悪くヴォイが笑った。思わず心の中で、助けて師匠と叫ぶコウ。

      「あとは――なんにせよ飛び道具は持とう。距離を取るのが大事なのはよくわかっているだろ？」

      「その機会がなかったというか。何せ五番機を拾ったのが廃墟だった」

      　言い訳を呟くコウ。ヴォイはふっと笑う。

      「ここにはシルエットサイズ用の武器なんてないが、創り出すことはできる。とくにそこの女性陣は専門家だ」

      「え？」

      　二人を見ると頷いた。

      「私が燃焼系火器の砲塔や銃身などの作成、調整。にゃん汰がカスタム系ですね。私はガンスミスなのですよ。シルエットのですけどね」

      「そうか。じゃあ俺にあった銃を見繕ってくれる、ことでいいのかな」

      「任せるにゃ。ちなみに私はワイルドキャットカスタム弾薬のデザイナーにゃ。銃や弾のカスタム職人といえばいいかにゃ」

      「山猫？」

      「そうにゃ。口径変更や炸薬やガスの量を調整し、改良したものに換装するのが仕事にゃ」

      「凄いな二人とも」

      「といっても、コウにはレールガンのほうがいいかもにゃ。あれは高次元投射装甲に有用にゃ」

      「レールガンは専門ではないのですが、ここの施設さえあれば作成は容易です」

      「弾も安価で済むにゃ」

      「いや……燃焼系の銃でお願いできないだろうか。軽ガスガン式だっけ。あのライフルで。師匠に聞いたが初速はレールガンに負けないらしいし」

      　二人の反応は意外だった。顔を見合わせて、呆然としていた。変なことを口走ったのだろうか、と不安になってくる。

      「ほら。俺近付いて斬るタイプだし。充電とかでエネルギーをレールガンに回したくないんだよ。故障も結構あるって聞くしね」

      　剣を持っていないシルエットの多くが、弾切れした場合に銃剣を装備して近接戦を行っているのも実際みている。マンティス型との戦闘で充電中に距離を詰めることもできた。強力なレールガンより、機動力を優先した武器を選択したかった。

      「ダメなら、いいけど……」

      「ダメじゃありません！ コウに相応しい武器を私が作ってみせます！」

      　普段穏やかなアキが立ち上がって興奮していた。

      「任せてください。あなたに相応しい武器、私達が作り上げてみせます」

      　にゃん汰が請け負った。語尾ににゃがつかないところをみると、かなりの本気が窺える。理由を知っているであろうヴォイが苦笑している。

      「コウの好み……銃剣は必須ですね」

      「よくわかってる」

      「大切な人の好みですから。あとはコウの戦闘スタイルを加味して調整していきます」

      　コウが大切な人、といわれて顔を真っ赤にした。そんなこと女性に言われたのは初めてだ。

      「既存ベースの情報データはコウの権限で引き出せる。現存するシルエットのデータ、かたっぱしから調べるよ」

      　にゃん汰も自分の端末を引っ張り出して真剣に見入っている。

      「私達、コウにとって不要品にならないで済みそうですね」

      　アキが胸を撫で下ろし、安心したかのように呟いた。

      「不要品とか何言っているんだ。頼りっぱなしなのに」

      　ぎょっとしてコウが言った。何故そんなことを突然アキが言ったか皆目見当がつかなかった。

      「ごめんなさい」

      　耳がしゅんとなり、うなだれるアキ。安堵のあまり口にでた言葉だったのだろう。

      「すまないな、コウ。お前の選択がこいつらにとって、信じられない気持ちなんだ」

      「どういうこと？」

      「後日話してやるよ」

      「気になる。アキもにゃん汰もヴォイも俺にとって不要なんてありえない。くれぐれもそんなことは思わないでくれ」

      「はい。ありがとうございます。コウ」

      「おう。どんと頼れや」

      　ヴォイが豪快に笑った。頼りすぎもよくないのだろうが、今は本当に頼もしかった。

      
        

      

      

      
        

      

      　夜。アキは犬型に変身してコウの側で寝ていた。女性姿はコウが恥ずかしがったのだ。寝入っているコウを確認すると人型に戻り、加工室に行く。研究室では、にゃん汰がモニターとにらめっこしながら何やら計算していた。

      「夜更かしですね、姉さん」

      「あなたたちがいちゃつくのが見ていて辛いからね。アキ、あなたは好感度高すぎ」

      　いつもとはまったく違う真面目な口調だが、からかっているのだ。

      「姉さんが言いますか？ にゃ、とか語尾にまで猫アピールしておいて」

      　アキは知っている。ぶさ猫状態のにゃん汰を可愛いと言い切ったコウへの想いを。

      　もともと猫型ファミリアの師匠を大切に扱い、こんな秘密基地にまで連れてきたコウに対し良い印象しかなかったのだが、あれが決定打。アキに負けないぐらい、にゃん汰が好意を抱いているのは間違いない。

      「日本のサブカル研究したら、あれぐらいがいいと思ったの」

      　にやりと笑った。悪い顔の笑みは、普段が演技であることを示していた。

      「まさか実銃がいいと言い出すとは思わなかったけどね」

      「今日はごめんなさい。コウの前で変なこと口走ってしまって」

      「いいよ。気持ちはわかるから。惑星間戦争のときは猫も杓子も光学兵器だらけだったね」

      「――私達は燃焼系の火気兵器担当。惑星間戦争で試験用に作られ、需要なしですぐに凍結されてしまいましたね。本当に不要品扱い」

      「指向性エネルギー兵器全盛だったしね。電動兵器のレールガンすら弾代がかかるから時代遅れになる可能性があった。レールガンの弾作りはつまらない仕事だったな」

      　ため息をついた。本当に嫌な思い出らしい。

      「ほんっと、トラウマよね。必要ないなら作るなっつーの。愛玩用や人間との婚姻に使われなかっただけましだけどね」

      　彼女たちのように作られた生命体も、個人の意思は尊重される。

      　強引に、そのような意図に使う勢力も存在したが、すぐに冷凍睡眠に入った彼女たちは無事に済んだ。

      「コウならいいですよ、私は」

      「本人はその気なさそうだけど」

      「今日は、一緒に寝るなら犬型でお願いと懇願されちゃいました。この姿はかなり恥ずかしいみたいですね」

      「チャンスと思ってない？ あんた」

      「ばれてる！」

      　二人でくすくす笑う。

      「オケアノスかアシアか、それともソピアーか。私達にコウを巡り会わせてくれた、もしくはコウを支えるために造られたのかも、って思っちゃいました。師匠には本当に感謝しています」

      「運命の人って？ 言い過ぎだね。――笑えないわ、本当。刷り込みレベルのちょろインね、私達」

      　自嘲を思わせる言葉だが、にゃん汰の唇は優しくつり上がっている。悪くはないと思っているようだった。

      「いいじゃないですか、楽しいですよ」

      「氷より冷たい女ってあんたが言われていたなんて、コウは絶対信じないだろうね」

      「今の姉さんもね」

      「大丈夫にゃ。コウは女にだまされやすいにゃ。私達が見てあげないといけないにゃ」

      　にやっと笑い、コウの前の口調に戻るにゃん汰。

      「犬型の素直さが羨ましいにゃ」

      「姉さんもやればいいのに」

      「猫型には猫型なりの愛情表現はあるにゃ。家族を見守ることに関しては猫型も負けないにゃ」

      「ツンデレって奴ですか。負けませんからね」

      「アキ、ちょっと古いにゃ。本業をおろそかにしないよう気をつけるにゃ」

      「ちゃんとやりますってば。データくださいね。姉さん」

      「用意しといたにゃ」

      　二人は仲良く並んで端末にデータを打ち込み、作業を再開した。

      
        

      

      　アストライアに到着してから三日経過した。端末を使い開発ツリーとにらめっこしていたコウに連絡が入る。医療カプセルの少女が目を覚ますらしい。コウは念のため用意していたものをポケットに入れ、医務室に向かった。

      　カプセルの側にはにゃん汰とアキがいた。ヴォイはアストライア外の施設に向かっていた。コウが到着してほどなく、カプセルのカバーがせり上がる。

      　少女はまったくの無表情だった。

      「はじめまして。俺はモズヤ・コウ。わかるかな？」

      「わかる、コウ。私は……名前が思い出せない」

      　少女は小さな声だが、はっきりと答えた。

      「そっか。無理に思い出さなくていいよ」

      　千年以上の冷凍睡眠は記憶に多くのダメージを与える。師匠は新たな人格を造った方が早い、しかし、それはしたくはないとも言っていた。

      「あ、そうだ。これを。ちょっとだけ我慢してくれよな」

      　コウはポケットから取り出したメタルアイリスの帽子を、少女にかぶせた。

      　少女はきょとんと帽子に触れる。

      「アキ。にゃん汰。医療用のウィッグはあるかな？ あと、この子におしゃれを。俺、そういうのわかんないからさ」

      　女の子だ。年端もいかない娘でも、頭髪はやはり気にすると思ったのだ。

      「お任せを！」

      「付いてくるにゃ」

      　二人は少女を連れ別室に行き、しばらくして戻ってきた。

      　金髪のウィッグがよく似合う。コウの服に似たジャケットスタイルだ。コウの帽子はまだ被っていた。将来は絶対美人になると確信させる美しさを持っている。

      「コウみたいなラフっぽいのが希望にゃ」

      「何着せても似合うんですけどね」

      　二人は姉のように接している。セリアンスロープの本領発揮だ。

      「アストライアに名前を付けてもらった。エメです。よろしくです、コウ」

      　相変わらず抑揚を感じさせない声だが、精一杯喋っていることがわかる。

      「エメっていうんだね。よろしくな」

      　コウは笑いかけた。エメは最初、戸惑っていたが、やがておずおずと切り出した。

      「この帽子もらっていい？ コウ」

      「いいよ。気にいったなら良かった」

      　エメはこくんと頷いた。

      「私は猫のミー……師匠の記憶を受け継いでいる。コウ。あなたの助けができたらいいと思う」

      　師匠の名前はミーだったのか。今更ながらコウは知った。

      「ありがとう。これからもよろしくな」

      　エメはこくんと頷いた。

      「あとは師匠……お願い」

      「ん？」

      「コウ。わかるか。私だ」

      　口調ががらりと変わった。師匠、と直感した。声はエメそのままだが、元々中性的な声だったせいか思ったほど違和感はない。

      「師匠!?」

      「ああ。彼女の記憶容量が大きく、積極的に受け入れてくれたおかげで魂とでもいうのか。私の意思もまたそのまま彼女の側にある。時間は残された」

      「時間って？」

      「彼女の人格を今は私がサポートしている。彼女の感情や人格が一定の回復をした時、私は消えるだろう。だが、本来はないはずの時間だ。エメのサポートを含め、これは僥倖だ」

      「そっか。良かった、のかな」

      「良かったとも。私が表に出ることはほとんどないが、安心できるだろ？」

      「ああ！」

      　コウは破顔した。師匠の意思がそこにある。それだけで十分だ。

      「だが、のんびりはできないぞ？」

      　相変わらずの師匠にコウは苦笑した。それでも師匠と再会ができた。それが本当に嬉しかった。

      
        

      

      

      
        

      

      　コウは戦闘指揮所の端末で様々なデータを閲覧する。

      　五番機強化にどのような情報が必要かをまず知る必要があるのだ。

      「難しく考える必要はない。構築技士の資格を持つ者は、研究者や開発者ではないのだから」

      　エメの中の師匠が告げる。

      「どんなものが欲しいのかイメージし、それができるように部品を取り繕うブリコラージユ。そして古くて新しい兵器を作る。それが君のできること」

      「専門的な知識があまり必要ないのは助かるよ。部品の選択、か」

      「モノを設計する存在がアーキテクトなら、ブリコルールはあるモノを使って新しい物を作る存在だからね」

      「楽そうで難しいな。新しい物か」

      　膨大なパーツを組み合わせて新しい兵器を作る。楽しそうな作業だが、何から手を付けていいか分からない。

      「とびっきりの超ＡＩが開発した無数の部品を選び出す作業はコツがいるかもね」

      「素人ができるかな」

      「だから素人の日曜大工、なんだろうな」

      「気楽にできるって意味か。馬鹿にできないという意味か……」

      　オケアノスと対話型で調べていく。ネット検索している気分だ。

      「最終製品の要求性能をまとめる作業だね。コンセプトを決めて、こんな性能が欲しい、と」

      「部品屋にはあまり縁が無い言葉。非現実的なものはダメだよな」

      「あえて要求してみるのもありだ。思いがけない組み合わせができるかもしれないよ。あくまでオケアノスは提案するだけ。実際組み合わせるのは君だ」

      「矛盾する要求を出してしまいそうで怖いな」

      「矛盾、いや相反する過剰要求なんて当然だ。兵器に限らず乗り物は、安くて軽くて防御力が高くメンテナンス性の高さが求められた上、衝突安全性まで要求されるだろ？」

      「プレス加工の人や板金屋さんが泣いてたな」

      　自動車は軽量化の波で高張力鋼のボディが増えていた。プレス加工はライン化されているが、それでも軌道に乗るまでは相当な苦労があったと聞く。

      　また鋼板と違って超高張力鋼の修理は難作業。嫌がる板金屋も多くて当然だ。事故でそのまま廃車になるケースは多い。

      「要求するコツがあるのさ。軽い、は何トンまでか。防御力が高い、は硬度だけの話ではない。メンテナンス性にも色々ある。そこを絞っていけばいい」

      「戦車が何トンとか戦闘機が何トンとか考えたこともなかった」

      「コウは自分の自動車の自重やパワーウェイトレシオは気にしたことあるだろ？ それに車内の居住性や燃費だって性能だ」

      「あるな。そういうことか」

      　自分のいた時代の戦車や戦闘機のことからまず理解しないといけないことが面倒ではあったが、確かに二十一世紀基準で考えたほうが要求はしやすい。オケアノスから引き出せる情報が増えていくのは楽しかった。

      「コウ。慌てなくていいから」

      　今度はエメが心配してくれている。

      「ありがとう。エメ」

      　エメもまたコウの隣で検索作業をしている。コウにも理解できる情報を選択して教えてくれるのだ。戦闘指揮所に集まった彼らは今後の方針を話し合っていた。

      　決定した事項は、コウの機体研究の続行。そしてオケアノスを通じて入手した技術は、この世界にいる転移者の企業へ技術移転することが決定した。

      「技術移転は問題が出るかもしれないが、やってみないことにはね」

      　コウはＡ級構築技士の技術者でも入手できない、惑星間戦争時代の兵器関連の制限技術も入手可能になっている。ただし本人の仕様要求にかなり左右される。アストライアは開発ツリー形式でサポートといったが、これはかなり簡略化しているとのことだ。

      　コウは師匠がいっていた技術の拡散による戦争誘発を気にしていた。

      「技術移転の結果、人間同士の戦争で滅んでもコウは気にするなよ！」

      「気にするって！」

      「コウが入手しなくても、他の誰かが入手する可能性もあるにゃ」

      「一度は滅んだ世界。気にしちゃだめ。放っておいてもストーンズに制圧されたらみんな生き地獄」

      　エメもフォローしてくれる。その滅びのせいで千年眠っていた少女の言葉は重みがあった。

      「それよりもですね。コウが拡散した技術でコウ自身が殺されないか心配です」

      「それは気にならないから」

      「気にしてください！」

      　暢気なコウにアキが怒る。

      　技術移転方法はオケアノス経由で可能だ。技術の生産権限付与ともいえる。初めて知ったがコウの構築技士は最高ランクであり、各企業の情報も入手できる。すでにオケアノスが各企業の情報を入手していた。移転した技術が悪用や不条理な転売が為される恐れを危惧したが、すでにそれはされることが前提だったらしい。

      　使用許可を出した技術の売買を最初から認め、その特許料を徴収することでむやみな拡散を防ぐというものだ。また様々な条件を企業に提示することができる。

      「新技術で五番機を強化するだろ？ でもワンオフ機じゃ意味が無い。そんな機体どうやって修理や補給するんだ。元の部品を買って改修を毎回するのも不便だろ」

      「とはいっても、ここの施設を利用するしかないのでは？」

      「再設計したＴＳＷ─Ｒ１をメーカーに作ってもらえ。技術そのものが報酬になるんだよ」

      「そうか。後継機に移ったとしても手足はモジュール式で換装も簡単。共用部品化されるだろうし」

      　コウの時代さえ、モデルチェンジしても同じ部品を生産し使うことが多かった。共用部品と言われている。メッキの色を若干削って品番の末尾が変わることもあるが、図面的にも大きく変わることはない場合も多い。

      「そうそう。作ってくれなきゃ他のメーカーに頼めばいいしな」

      「兵站ロジスティクスは重要にゃ。アストライアの施設があったとして、毎回カスタム品を作るのは非効率すぎるにゃ」

      「地球にいたころの色んな会社を連想する。うう、頭が……」

      　物流改革は各社必須だ。現場に関係ないかと思われがちだがとんでもない。納期厳守、機械トラブルが起きようものなら大騒ぎだ。難加工品の仕事が集中すれば、残業である。ロジスティクスは彼にとっても密接な関係がある概念だった。

      「コウの時代の物流管理って奴だろ？ 部品を作るリードタイムがあって、製造して倉庫へ運んで次の製造現場へ、そして完成、顧客へ。戦場の補給だって大きくは違わないさ。補給して、輸送して、整備する」

      「戦略、戦術、兵站の三要素は重要にゃ」

      「戦場では修理しやすさ、調達のしやすさも重要です。ワンオフ機が性能二倍でも修理に五倍時間がかかるようでは兵器としての評価は落ちます。構造が複雑なものほど修理は困難です」

      「俺の仕事でも旧車の補修部品の作成はあったな。生産年限って奴で常に補修用部品の在庫は常に一定数確保されていると聞いた」

      　たまに古い部品の加工依頼がきていたことを思い出した。補修部品用、サービスパーツなどと言われていた。修理部品がすぐ打ち切りになるメーカーは忌避される。それと同じことだと理解したのだ。地球にいたころの仕事を思い出し頭を抱えるコウだったが、ヴォイやアキが優しく教えてくれる。

      「要塞エリアや防衛ドームでは生活するだけの物資は賄えますからね」

      　アキが言った。居住区域ごとにわかれた現在の人類はとくに兵站に対する認識が弱く、転移者たちが意識改革を行っている最中だという。軍事力を極力持たないような時代が続いていたせいもあるのだろうが、主戦力がアンダーグラウンドフォース、

      　個別の傭兵部隊だ。それぞれ傭兵が発注するしかない。現在は傭兵と企業間の尽力で成立している情勢なのだ。

      「補給部材の調達のしやすさが大事ということだ」

      「あくまでベースの話にゃ。カスタムは任せるにゃ」

      　五番機を製造依頼するなら、最初はやはりあの会社しかないだろうな、とコウは思った。それに見合うだけの代物を作らなければ。

      「新機軸というわけではないんだけど、開発ツリーで欲しい燃料がでてきてね」

      「ウィスがあるのにか？」

      「ああ。金属水素っていうんだけど、これは作れるのかな。燃焼効率が跳ね上がるみたいだ」

      「コウ。それは新機軸どころか技術革命になる」

      　無言だったエメが口を挟む。

      「惑星間戦争時代の主力物質の一つ。ウィスと、金属水素。この二つが重要だった」

      「ということは兵器案件で封印された技術か」

      「そう」

      　コウはため息をついた。使えない可能性が高いからだ。

      「金属水素。コウの時代では高圧物理学の聖杯の異名を持つ物質。木星にあると仮定され、地球の核であるマントル以上の気圧、五百万気圧以上の環境下でようやく生成できる」

      　聖杯は様々な比喩に使われているが、技術の世界では到達困難な目標、などの意味合いが多い。そのかわり、到達を為せば見返りもある。その意味でも聖杯という比喩は好まれた。

      「無理じゃないかな、そんなの作るの」

      「ウィスを用いたパワーユニットなら追加できる。だけど、コストは覚悟する必要はある」

      「ちょっと待って。生成装置そのものをパワーユニットに追加できるのか」

      「可能だ。本来はＡカーバンクルに付随する生成ユニットで作るのがいいのだが」

      　水素系の燃料よりも遙かに燃焼効率が良いとのデータを得ていたコウの脳裏には、ジェニーの三次元行動があった。

      　金属水素を用いてバーニアスラスターの性能を上げるならば、三次元戦闘はもとより機動力をあげることにも使えると思ったのだ。

      『金属水素の要求を確認。現在コウは金属水素を作ることはできません』

      「現在、って？」

      『封印された金属水素生産の権限を持つ施設と接触し、生成権限を付与されることで開発することが可能です』

      「とはいっても、そんな施設もうないんだろ？」

      『ストーンズ支配下の要塞エリアの地下にいくつか残っています』

      「ソピアーが破壊しなかったのか」

      『金属水素自体は汎用の燃料として使用されるのが本来の使い道です』

      「接触か。わかった」

      「聖杯探索だな、コウ！」

      「ヴォイ。それだと達成困難な偉業って意味になるからやめるにゃ」

      　技術革命の一つになるなら、挑む必要はあるだろう。

      『金属水素生成の権限を持つのはアシアです。封印されたアシアの一部をストーンズから解放するという、最高難度の任務となります』

      「アシアか！ なおさらやらない理由はない。やるよ。むしろ、金属水素よりやらないといけない理由だ」

      　この星に来た時、最初に助けてくれた存在。師匠に巡り会わせてくれた少女。

      『了解しました。協力を要請する勢力や作戦プラン立案に移行します』

      　アストライアはすぐに作業に取りかかる。

      「そのためにもＴＳＷ─Ｒ１はしっかり強化して挑戦しないといけないな」

      　ヴォイの言葉に頷く。まずは手元の戦力強化が必要。そのために五番機を強化することが最短距離だと確信した。

      
        

      

      　アシアと金属水素の入手の話をした翌日から、今度は工廠全体を確認することになった。この工廠はアストライアからの指令で稼働するようにもなっているらしい。実際に兵器を作るのは、船外の工廠区域になる。複数層からなる、巨大な地下都市工廠だ。

      　ヴォイがアストライアの外部工場を案内してくれた。大きな熊と並んで車に乗っている姿はとてもシュールだ。広すぎて一日では回りきれなかったのだ。最初に工業区画を視察する。機体区、兵装区、光学区、火工区、整備区、試験区という区画がある。

      「広いだろ？ ここには必要な施設と物資が全てある」

      「凄い」

      　コウは素直に感嘆する。機体区はシルエットや航空機、車両の機体全般で一番広い区画だった。部品加工施設から合板、極小のベアリングまで様々なものを作る施設となっている。兵装区は砲身や銃身などの各種装備全般を作る区画にあたる。

      　光学区はセンサー類全般、火工区は砲弾や光学兵器のエネルギーパック全般を扱う場所。整備区は完成した機体の整備を行う場所だ。試験区は完成した兵器をテスト全般作業を行う区域になっており、強度試験など各種のテストを行うことになっている。本来にゃん汰は火工区、アキは兵装区、ヴォイは整備区担当だった。いつでも兵器製造はできるとのことだった。

      「うーん。未来に来た気がしない。無人施設ってこと以外は」

      「馴染みがあるってか？」

      「工業団地っぽいよ」

      「そりゃ部品の行き来を考えたら近いほうがいいさ」

      　クレーン型の作業機械や運搬型の無人機械たちは今にも動き出しそうな状態だ。ヴォイに言わせたら、コウの命令次第ですぐにでも働き始めるという。思わずまた挨拶をしてしまうコウを、ヴォイは微笑ましく見守っていた。

      　翌日は資材置き場と各種の精製プラント施設の視察だった。驚くべきことにある程度の資材は残っていた。持ち出されたのは完成品や部品のみで、鋼材や燃料等は保管されているらしい。機動工廠プラットホームのような大型施設は建造できないが、搭載されている大型ハンガーキャリアー程度なら可能だ。

      　鋼材だけではなく、繊維材料やナノ材料に使われる原料、原油に代わる代替材料の各種。アクアマテリアルやライムストーンマテリアル、セルロースナノファイバー等だ。

      　ヴォイによれば原油は存在するが、他材料のほうが原価が安くなっていて使われていないとのことだ。燃料系の精製もここで行われており、水素を中心としている。ウィスによる電力があるのでメタンに頼らない、水分解での水素作成が可能だ。見慣れない巨大プラント施設は、いかにも頑丈そうだ。

      「軽ガスガンも水素だったな」

      　コウが呟く。今までみてきた消費するタイプの燃料は液体やガスの水素が主だった。

      「ネメシス星系は水素社会と言えるな」

      　居住区域に移動する。ジオフロントに相応しい景観だったが今は廃墟そのもの。ウィスによって痛まない建物がもの悲しさを語っている。この中にはまだセリアンスロープやファミリアが眠っているらしい。

      　兵器格納区域に移動する。空っぽだ。ここで量産された兵器が整備されるという。隣の区域がテスト区画だった。その後、地下に移動する。巨大な地底湖だった。

      「この下にアストライアの二番艦と三番艦が眠っている。アストライアもそうだが、この地底湖は直接外洋につながっているんだよ」

      「眠っている？」

      「星間航行可能な空母など、戦乱の元だからな。施設管理をアストライアに託して船ごと休眠状態として、水の底だ」

      「動くの？」

      「ああ。動かそうとすればな。コウならできると思うぜ」

      「動かす必要はないかな。俺たち数人しかいないのに、超巨大船だけあっても仕方ない」

      「それがいいと思う」

      　最後の管理区はロボット整備区画。小型の保全ロボットや設備修理全般、作業ロボット全般を管理している。現在ロボットたちは休眠状態だ。コウの命令を待っている状態ともいえる。

      　アルゲースのような高性能大型ロボットはすでに持ち出された後らしい。アルゲースは最初期モデルらしく、アストライア保全用に置いていかれたとのことだ。ヴォイは意地悪く笑う。

      「ネメシスでの作業機械は最初期型が一番性能が良いんだぜ。何せ、アップデートは他の機体と同様受けているし、直接作成したのは人智を超えた超ＡＩだ。頭二つ分は違うだろうさ」

      「当時の人間に教えなかったのか？」

      「聞かれなかったんだろうな。見た目はまったく同型の機体だ。どちらが性能上か聞くほうも野暮って奴だし、アルゲースが自分のほうが性能は上です、なんて言う奴には見えないよな」

      「当然。俺は得したな」

      「以前アキが不要品って口走っただろ。俺たちは置いていかれた存在だからそう思うのは仕方ないんだ」

      　並んで停止中のロボットたちをみながら、ヴォイが呟く。

      「置いていかれた理由は？」

      　コウの顔が若干険しくなる。

      「にゃん汰とアキはレーザーや粒子砲など指向性エネルギー兵器全盛期に、燃焼系の火器担当として生み出された。弾を使うって理由でレールガンさえ使用頻度が減りつつあった時代だった。そりゃ仕事はないわな」

      「なんでそんな超科学兵器時代に生み出されたんだろう？」

      「戦争が予想外に激化してな。色々な可能性があった。光学兵器の制限がかかった場合に備えてだな。まさか問答無用で人類全体の量子データ化とは思わなかったが」

      「ヴォイは？ 整備担当だろ。関係なさそうだけど」

      「俺か？ 俺は口が悪いから保全要員として体のいいお払い箱だ」

      　豪快に笑ったクマは、さして気にしていないようだった。

      「惑星間戦争時代の人間に同情できなくなってきたな」

      「俺たちもあの時代の人間より、コウのほうがよっぽど好きだぜ？」

      「アキ、酷い目にあったから俺に好感度が高いのかな……つけこんだようで申し訳ないな」

      「あれは違うぜ。アキは以前なんて……」

      『んんー！ ごほん！ ごほん！ コウ。ヴォイ。そろそろ戻ってきてくださいね』

      　割り込み通信が入り、アキから連絡が入る。聞いていたらしい。

      『あとコウ。冷凍睡眠前の人間関係なんて関係ありません。今の私を信じてください』

      「わかったよ、アキ。すぐ帰る」

      『はい』

      　弾んだアキの声に思わず笑みが漏れる。

      「そういうことだ。今のアキやにゃん汰を信じてやってくれ」

      「ああ。そうするよ。ヴォイもな」

      「任せろ。信頼には応えるつもりだぜ？」

      　不敵に笑うヴォイ。何もかも頼もしい。

      「ここにいる会話できない連中、人型でない連中もみんなそうだ。信用してやってくれ」

      「そうか。みんなよろしくな」

      　声が届いているかどうかわからないが、声に出して並んで停止している機械たちに告げた。本当に届いているとは露とも知らずに。

      
        

      

      

      
        

      

      　コウがアストライアに到着して数週間が経過した。

      　開発ツリーの目標は遠いが、当面の目標は決まったのだ。

      　各自、自分の端末に注視している。

      「各企業への技術供与、もしくは兵器の提供案が決まった」

      「迷ってましたもんね」

      「オークション型式にして、企業には競争してもらおうと思っている。随時、適正価格で技術解放していく感じだ。そこらは明記してあくまで先行権ということにする」

      　コウは二十一世紀の地球でいえば特許オークションに近い型式を取ることにしたのだ。権限は個人に付与されるので、技術を奪われる心配もない。権限付与や譲渡の管理はオケアノスが行っている。コウにとって譲渡する必要性は皆無なので、付与という形を取ることになる。その製品、もしくは材料の生産許可権を持つ者が増えるということだ。

      　もちろん落札者も付与及び譲渡は可能になる。これで人の引き抜きが激しくなるのか、企業間の抗争が激しくなるかは不明だ。資金力にものをいわせて大勢力になる企業も現れるかもしれない。最初は様子見も兼ねている。適正価格での技術解放は、独占による富の集中を防ぐためだ。落札企業は先行の研究期間が長くなるメリットがある。

      「企業の良心に期待しすぎてはダメとはわかっているよ」

      「先行権で十分」

      　エメが請け負う。富が集中し、一部企業が落札しまくって技術を死蔵する恐れもある。その技術全般を占有するコウ自身、危険な立場になるということにようやく自覚が芽生えてきた。ヴォイたちの指導のたまものといえよう。

      「ネメシス戦域、とくに惑星アシアの各戦場において、やはり補給が滞ることが問題だ」

      　コウなりに分析した結果、各アンダーグラウンドフォースの兵站、補給運用に負担がかかっていると判断した。コウも実戦に参加して思ったがやはり傭兵は命が大事。

      　メタルアイリスのように前線で戦う者は少数で、他の傭兵隊のように後方支援で様子見になるのは当然といえた。

      「用意した兵器はこれだ」

      　パネルに用意したのは、十種類ほどの車両や航空機だった。

      「ほとんど輸送機や支援車両じゃねえか」

      　ヴォイが笑った。コウらしいと思ったのだ。

      「シルエット工場の転用で、各企業もシルエットしか作っていない。一部の構築技士が趣味で車両を作っている状況だ。これを打開したい」

      「狙いは？」

      「兵站を請け負う会社を各メーカーに出資させるのさ。前線に出て戦う傭兵と、出たくない傭兵をまず切り離そう」

      「皆後方支援に回るのでは」

      「大丈夫。前線で活躍できる者ほど報酬が高くなるようオケアノスが設定していた。これはメタルアイリスもいってた通り、ＩＤさえあればマーダーを撃破するほど報酬が入るようになっている」

      「安全な任務は見返りが少ない？」

      「戦闘の激しい最前線より見返りは少ないな。それでも任務の重要度によるよ。補給輸送も激戦地域となれば危険で重要な任務となる。そこはバランスだな」

      　用意する車両や航空機のデータを皆に送る。

      「要塞級の大型ハンガーキャリアーを搭載できるほどの超巨大輸送機。戦車を三両運搬できる大型トラクターユニット。中型の攻撃支援を兼ねたシルエット運搬型武装ヘリなどか」

      「対空兵器の発達で航空機の優位性がかなり薄くなってるのは確か。だけど輸送速度を重視するとね」

      　Ｃ２１２防衛ドーム防衛戦では、援軍は期待できない状況だった。援軍を頼んでも輸送手段に乏しいこの世界では困難だったのだろう。大手のアンダーグラウンドフォースが緊急展開してエニュオと戦う理由もない。

      　あのような場合は小さな傭兵勢力をかき集めるしかない。

      　しかし彼らには移動手段がない。

      　どうすれば戦力を維持できるか。悩んだ末の回答が各種輸送機だった。

      「惑星間戦争時代の新素材生成権利も込みということか。ただの輸送機は作らんわな」

      「防御力があがれば運用するメーカーもでるだろう」

      　他に提示されるのは大型トラクターとトレーラー、中型のトレーラー。

      　そしてファミリア用の装甲装輪車と装軌装甲車、半装軌車の三種類だ。用途に応じてミッションモジュールを換装できるユニット形式であり戦車駆逐車から兵員輸送車、救急車まで対応できる。

      「フェンネルＯＳとウィスを使ったパワーユニットを使っているから、装甲車の形をしたシルエットみたいなもんか。生存性なら戦車じゃないのか」

      　フェンネルＯＳは人間という認識が必要だ。動物タイプであるファミリア、獣人であるセリアンスロープでは人型のシルエットを操作することはできない。

      　車両や航空機など機能制限をかけたモードでのみ操作することができる。これはコウをもってしても解除はできなかった。

      「戦車だと、人間がファミリアを捨て駒にする戦術を取りかねないからな。装甲車で様子見して、戦車系の開発技術を提供するのはもっと後にしたいな」

      「可能性は高いと思う」

      　エメも可能性を否定しない。むしろ十分にありえると思っている。

      「この半装軌車って必要ですか？」

      「なんとなく」

      　半装軌車のファミリアたちに助けられた印象が強く、大型の半装軌車を設計してみたのだ。売れ残ったらそれまでの話である。

      「新素材はファインセラミックスときたか」

      「これなら製造権限さえ与えれば地上でも作れるからね。輸送車両や航空機に付随している型式にしてある」

      「ホウ素系ボロフェンを使ったセラミック・マトリックス複合材料か。グラフェンより金属的な性質を持っているから、軽量装甲材にはいいな」

      「グラフェンは靱性がね。こいつがウィスで強化されたら、航空機が一撃でレールガンに撃墜される心配も少しは減るかなと」

      　航空機はその構造上、どうしても装甲は薄く脆い。偵察機や輸送機の普及を阻んでいるのもレールガンをはじめとする対空兵器の充実による。

      「五番機の改良計画はないのか」

      「アキとにゃん汰が、俺用のライフルを作ってくれたよ」

      「コウは斬り倒していくスタイルです。そのスタイルで対応できない時のために、射程と装弾数を重視したものにしました」

      「ブレード馬鹿はミサイルとか積まないにゃ」

      「二人とも、よくわかってる」

      　シルエットの背面にミサイルや予備のライフルを積むことも可能だったが、コウはあえて積まない選択をした。

      　距離に応じて的確に運用できる自信がないのと、やっぱり斬り込むほうが自分には性にあっているということだ。

      　それがにゃん汰やアキにどれだけ心配をかけているか、コウはいまだ気付かずにいた。

      「本格的な再設計は聖杯を手に入れてからだ」

      「確かに中途半端な再設計機を市場に流しても仕方ないわな。残すは聖杯探索、か」

      「いよいよ外の世界へ……」

      「引き籠もり生活も終わりにゃ」

      「ちょっと怖い」

      「大丈夫だよ、エメ」

      　エメの不安もわかる。眠ってから相当の時間が経過しているのだ。

      「コウは俺たちが使える戦闘兵器は作ってくれないからな」

      　ヴォイが不満を漏らす。コウは自分だけが戦えばいいと思っている。

      　彼らだって支援車両でのサポートはできるのだ。

      「そのうち作らせるにゃ」

      「工場を動かすのが怖いんだよ」

      　一度動けば本格的な試作が始まる。

      　動かすときはシルエットなどの生産から入りたかった。

      「聖杯探索は五番機だけじゃ無理だぜ」

      「ああ。そこは考えてある。アンダーグラウンドフォースに依頼するつもりだ」

      「アンダーグラウンドフォース？」

      「ちょうどツテもあってね。アストライアも賛成してくれた。今回の件を依頼するにはぴったりだ」

      　悪戯っぽく微笑む。彼女たちは驚くだろうか、呆れるだろうか。

      　反応が今からでも楽しみだった。

      
        

      

      

      
        

      

      　メタルアイリスを始め、多くのアンダーグラウンドフォースには特定の拠点はない。

      　要塞エリアの中に特定の区画があり、そこへ駐屯する形が多いのだ。

      　彼ら用の簡易住居や商業施設もある。

      　現在Ｄ４１１防衛ドームにいるメタルアイリスの面々は大きな依頼の準備に大忙しだ。

      　依頼内容はストーンズ管理下にある敵要塞エリアへの潜入をサポートというものだ。

      　報酬は破格。

      　うさんくさい依頼なら受けないが、今回の依頼主が問題となる。

      　オケアノスから、傭兵管理機構を通しての依頼だった。

      　念のためメンバーに確認し、全員の賛成によって今回の依頼受諾は決定された。前金での分配だけで、機体の新調ができるほどなのだ。

      　他のチームとの共同作戦でもあるのだが、もう一つのチームも変わったチームだ。このチームは傭兵管理機構の中でも絶対的な信頼を持ち、ストーンズの敵対者であれば、裏切ることはありえないと言われる程なのだ。ただのアンダーグラウンドフォースではない。

      　ブルーも皆と同じように作業していたが、ハンガーキャリアー内の指揮室にいるジェニーに呼ばれた。

      「忙しいところ、ごめん」

      「いえ。問題ありません」

      「最近、慌ただしいからね。色んな方面で」

      「何かが動き出したようですね」

      　二人が話している内容。それはオケアノスによる企業間の開発技術オークションだった。現在の構築技士たちには入手できない技術を使った兵器の一端が開示され、権利のオークションが発行されたのだ。補給部隊の結成、その任務に従事するアンダーグラウンドフォースの設立提案も込みという特殊な条件も付随されている。

      　これに沸き立ったのが企業、アンダーグラウンドフォース双方だ。補給が捗ることがどれだけ重要か、最前線の人間は熟知している。

      　転移者の元軍人たちも驚喜した。企業たちはどうにかして開示された情報をできるだけ集め、そして独占できないか躍起になっている。今回提供される技術で特筆すべき点は、落札した兵器の技術は応用、転用が認められているところだった。

      　こんな提案は行われたことがなく、提供元は明らかに人間だと思われた。現在、情報提供元はいまだ不明である。各国の要塞エリアでは、特定するためのスパイが暗躍しているというが、見つかったという報告はない。

      　そんな中、オケアノスからのストーンズ要塞エリア攻略――関係ないと言い切れないものがあった。オケアノス経由の依頼など、前代未聞だ。

      「しかし、なんで私達なんでしょうか」

      　他に大手のアンダーグラウンドフォースなどいくらでもいる。メタルアイリスは大手とはいえ、戦力的にはＡランク下位に届くか届かないかだ。先日のＣ２１２防衛ドーム防衛でも名をあげたとはいえ、所有している機材の規模がものを言う。

      「オケアノス経由の依頼の件よね。――あの大剣の子よ」

      「え？」

      　端正な少女の顔が驚きに変わるのは見ていて楽しい。コウが来てからはとくにそうだ。ジェニーは悪戯っぽく笑った。

      「コウ君ね。名前は記載されていないけど、間違いない」

      「ちょっと待ってください。オケアノス？ なんでコウが。匿名の依頼って言ってましたよね」

      　ネレイス種はオケアノスに作られた。いわば創造主。父母の念を感じるものも多い。そしていわば世界を管理する、最大の超ＡＩだ。一ヶ月前に消えた右も左もわからない様子だった人間が、いつのまにかオケアノスを行使する――ＥＸ級構築技士とはそれほどのものか。

      「だって依頼文にメタルアイリスのジャケット愛用しています、って律儀に書いてるもの」

      　笑いが抑えきれないジェニー。身元を隠す気がないにしろ、これほどわかりやすいメッセージはなかった。

      「なんなの、あの人……」

      「企業への技術提供元もあの子ね。タイミング的にも」

      「ＥＸ級ですか」

      「ＥＸ級ね」

      　この世界で彼女たちだけが知っている秘密。ＥＸ級構築技士。いまだかつて存在しないランク。

      「こういうとき、どういえばいいのかな？ 情けは人の為ならずっていったっけ。ちょっと違うなぁ」

      「私たちが情けをかけられっぱなしですが」

      　応急処置はほどこしたが、そもそも彼女たちへの協力の結果だ。コウがいなければエニュオ攻略もあやしかったかもしれない。

      「だよねー。きっちり仕事こなして成果を上げないとね」

      「しかし、それだけ危険な任務ではないでしょうか」

      「難度は高いよ。でも依頼主に裏切られる心配はほぼないし。前金も結構どころじゃない額があるし。宝の山でも掘り当てたのかな、あの子」

      「それこそ未発見の廃墟要塞を占有したとか」

      「ありえそー、それ」

      　構築技士ならば手つかずの施設を動かすことも可能だ。見つかればの話だが、彼女たちの予想は正しい。二人が出会った時のコウは難民同然の放浪者だったのだから。可能性は自ずと限られていた。

      「合流する戦力はシルエット一機だけらしいから、まず彼の機体で間違いないね。代理人、という名目らしいからそのつもりで」

      「名目ですか」

      「本人も自分の立場は自覚しているよ」

      　あまりに無防備であれば心配になるが、そこは意識しているらしい。

      「攻略対象はＸ４６３要塞エリア。最初にストーンズに攻略された場所の一つ。つまり、何かがあるってこと」

      「ストーンズの初期攻略地点の謎までわかる可能性が？」

      「あくまで可能性ってところかなー？ 本人が気付いているかは……多分気付いてないかな」

      「なんででしょう？」

      「敵の戦力、そして人類の生存圏で一番近い場所。そこまでちゃんと調べてある。でも初期攻略地点とは書かれていなかった。もし私達がここを攻略するなら、依頼書に必ず記載する事項ね」

      　ブルーもそれには同意した。初期攻略地点は謎が多い。占拠後の守りも堅く、何故その場所を攻略地点に選んだか長らく謎だったのだ。

      「マーダーだけじゃなく、この場所を任せられた人間と戦うことになる。コウは理解してるかな」

      「わかりません。でも地球、とくに日本からの転移者にはきついでしょうね」

      「それならそれでしっかりサポートしないとね。戦い慣れしていないのはしってました、でも対策してませんでした、ってのは傭兵の名折れ」

      「わかります」

      「そして私達を高く売る、と」

      「売っちゃうんですか？」

      「買ってくれるならね。資金繰りに頭を悩ませずに済みそうかな、なんて」

      　そういってジェニーは笑った。傭兵は命懸けの仕事であり、兵器を取り扱う以上、必要経費の負担も大きい。

      「売られても構いませんが」

      　珍しく微笑した。悪いようにはされないと思ったのだろう。

      「……ブルーだけ欲しいっていわれたらどうしよ……」

      「がんばって移籍金を釣り上げてください」

      　珍しく無口な少女がからかってくる。

      「ありえそうな気がしてきた」

      　可能性を考えると笑えない。傭兵の引き抜きはもちろん多い。取り分の多い方へ移動するのは当たり前だ。

      「ちゃんとブルーを籍に入れることを確約するなら検討しよ」

      「何の話です!?」

      　顔を真っ赤にするブルーに、仕返し成功とばかり微笑むジェニーだった。

      
        第四章　Ｘ４６３要塞エリア反攻作戦

      

      　アストライアに搭載されていたハンガーキャリアーに乗ってコウたちが指定の場所で待っていると、複数のハンガーキャリアーや戦車や装甲車が合流した。大隊と呼べる勢力にあたる。メタルアイリスとアキの推薦で依頼したアンダーグラウンドフォースだった。

      　コウは安全を確認し外で待機している。隣にはにゃん汰とアキ、ヴォイも並んでいる。エメは車内だ。

      　メタルアイリスと、別のアンダーグラウンドフォースの代表も近付いてくる。メタルアイリスはジェニーとブルー。別の代表は犬型のファミリアだった。セントバーナードがモデルだ。

      「ハーイ！」

      　ジェニーたちと先に合流する。ジェニーが笑顔で出迎えてくれる。片手を振りながら挨拶した。

      「依頼受諾ありがとうございます」

      「相変わらず堅苦しいなあ。ねえ、ブルー」

      「本当。連絡もたまにしか来ないし。リクエストしか書いてない」

      　ブルーは不満げのようだ。

      「私のほうに来てないし!?」

      　コウは苦笑するのが精一杯だ。ブルーのラジオはアストライアで受信できるので聞いているのだ。美女と美少女に連絡する内容など考えも付かないのだ。地球にいたときでは考えられない。そしてもう一方、セントバーナード型のファミリアが近付いてきたので挨拶する。

      「はじめまして。モズヤ・コウです。今回の依頼を受諾してただきありがとうございます。リックさん」

      「よろしく、コウ。『ストームハウンド』のリックだ。ああ、敬語は不要だよ」

      　ストームハウンド。アキが探しだし推薦した、ファミリアを中心とする傭兵部隊。大変気難しい隊長で、依頼主を選ぶという。コウは片手を差し出した。リックは若干戸惑ったが、手を差し出す。コウが握りしめる形になった。

      「君は我々をヒトと認識しているんだな」

      「この世界にきて間もないもので。ファミリアに助けられた。俺にとってはファミリアは喋る動物ではなく、動物の形をしている人間のような感じかな」

      「そうか。そのままでいて欲しいものだな」

      「それは約束できる」

      　リックは重々しく頷いた。犬型だが、頼れる父親のような雰囲気の男だった。犬に家長のような――父性を感じる者は転移者なら多いだろう。隣にいるジェニーとブルーとも挨拶を交わし、本題に入った。

      「今回は危険な任務。機甲隊による前線の押し上げが要と判断しているんだ」

      「ならばシルエット部隊に依頼するより、我々のほうが適任だろう。どうも、ネメシス戦域では人型万能論が存在し、そこらの認識が甘くてね。メタルアイリスも戦車部隊を運用しているのは好ましい」

      「シルエットは万能なようで器用貧乏。運用次第とはいえ、正面からの撃ち合いは戦車には敵わないからね。それこそ惑星間戦争時代のアンティークシルエットなら万能なのでしょうけど」

      　野外活動が危険な惑星であるアシアでは歩兵はかなり少ない。シルエット基準で設計されているのも関係しているのだろう。転移者がくるまでは戦車を運用していなかった人類は、シルエット万能論に固執している者も少なくない。

      「でも意外だな。ストームハウンドは全員戦車だと思っていた。シルエットも装甲車もあるんだ」

      　コウはストームハウンドの兵器群をみて感想を告げた。ファミリアはシルエットに乗ることはできない。

      「オールタンクドクトリンなど二十世紀には否定されているよ。諸兵科部隊運用コンバインドアームズはこの戦域でも変わらない」

      「そこらへんは全然わからないんだ。色々教えてくれると嬉しい」

      「いいとも」

      「補給の作業機械はシルエットなんだ？」

      「さすがに補給はシルエットがあると便利だから、人間を雇用させてもらっているな。部隊混成の最適化も重要だぞ、コウ君。とくに我々のような独立傭兵隊はね」

      　アキがいうには、ストームハウンドのリックは戦術家ともいえるレベルで博識らしい。学ぶことは多そうだった。師匠のように、ファミリアは人を教え導く役割を持つ者も多い。

      「あら、私達には聞かないの？」

      「シルエット戦闘について聞くさ。ようやくライフル装備したんだけど、いまいちなんだ」

      「いまいちって……」

      　ブルーが呆れている。

      「私とブルーでみっちり鍛えてあげる」

      　リックは三人が会話している間に、アキに近付いた。

      「君が連絡をくれたアキだね」

      「はい、リック。どうでしょうか。我らのマスターは合格でしたか？」

      「ふむ。予想以上だな。まさか握手を求められるとは。自然に手が出た感じだから君の入れ知恵でもなかろう」

      「まさか。コウはそんな器用ではありません」

      「だろうね。わかるよ。ふふ。ペット扱い動物扱いは当然として慣れているが、人扱いとはよほど物好きしかいないのだがな」

      「機械扱いもね。セリアンスロープすら千数百年前は酷かったですよ」

      「ほう。君はあの時代の。ならば惚れ込むのもわかろうと言うものだ。良い人物を紹介してもらい礼を言う」

      「こちらこそ、今回の依頼、受諾感謝します」

      　ストームハウンドは特殊な傭兵だった。気難しく依頼主を選ぶと言われている。とくにストーンズ戦に特化している傭兵隊だ。参加者は、仕えるあるじを殺されたものが多く、ストーンズに対して復讐心を持つ者が多い。ストーンズはファミリアを徹底破壊する面からいっても天敵だ。

      　リック自身、傭兵部隊を創設してからかなりの時間が経過している。彼もまた、マスターを殺され復讐に燃える一人なのだ。人間に寄り添う、という基本項目は生者とは限らない。そして、この戦いは人間を守ることにもつながるのだ。

      　アキからのファミリアにシンパシーを持つ人間という情報を受け、リックは詳細が明瞭とは言い難い、危険度が高い仕事を受けることにした。本当であれば少なくとも自分たちを捨て駒にすまい、という判断だ。

      　ファミリアから構成される傭兵隊という特性上、捨て駒扱いの運用前提の依頼もかなり多かったのだ。

      　必要があるなら率先して最前線に部隊を展開し、そして殿しんがりを請け負い人間を守る盾になるために戦うが、あからさまな人間には従いたくはないのが本音だった。

      「これだけの部隊だ。目立つだろう。出発しようか」

      　リックがコウたちに声をかけた。三人は頷いてそれぞれの場所に戻っていった。

      「突入は明後日ぐらいになるかな。敵も気付くだろうが、皆無茶はしないでくれ」

      　コウは五番機からジェニーとリックに話しかける。

      「失敗しそうな場合は即座に撤退しても構わない。目標は指定エリアにいる恩人の救出なんだ」

      「救出？ コウ。残酷なことをいうようだけど、ストーンズにさらわれて救助された例はあまりないの」

      　ジェニーが悲しげに呟いた。

      「救出とはいっても人間じゃないんだ。ＡＩ、人工知能の救出と言わなかったことは謝罪する。そう書くだけでまともな依頼とは思われないと危惧したんだ」

      「それはわかるがね。ＡＩを救出とは。つくづく機械を人として認識しているんだな」

      「ああ。約束したんだ。必ず助け出す、と。今回はその一部を救出できればと思っている。やっぱり変な依頼だよな」

      　コウも今ではテレマＡＩであるファミリアたちの扱いを知っている。ペットや便利な機械扱いの範疇で扱う人間は多いのだ。いくら彼らが人とほぼ同じ思考を持っていても、だ。またファミリアも進んで人間の盾となろうとする傾向がある。セリアンスロープたちも現在は一種族とはいえ、軽んじられる傾向が残っていることを知った。

      　人間至上主義者の中では超ＡＩに創造されたネレイスまでその範疇に入るようだ。ＡＩのための救助作戦など、断られる可能性が高いと判断して秘していたのだ。

      「あなたがそこまで世話になったＡＩヒ　トなら、協力するよ。今更断らないって」

      　ジェニーの声が明るいのが救いだった。彼女はコウのそういう傾向を好ましいものとして見ている。ヒトと表現したのも、ジェニー自身そう思っているのだ。

      「その依頼内容で私が断るはずもない。その案件なら確かに我ら向きだ。全力で手伝おう。個体名などがあるなら教えて欲しい」

      　リックの声もとりわけ優しくなった。同胞ならなおさら助けたいのだろう。

      「みんな、本当にありがとう。個体名はアシア。この惑星を維持する管理ＡＩって聞いたよ」

      「え？」

      「なんだと？」

      　二人が息を飲んだ。

      「ちょ、ちょっと待って。アシアを救出？ 本当に？」

      「この惑星にきたとき、助けてくれた女の子なんだ。夢でしか会ったことがないんだけど……」

      　あまりの剣幕に、つい夢であったと口走ってしまう。失敗したな、とすぐに悔やむことになる。

      「……」

      　ジェニーの声がない。あまりの驚きに声が出ないようだ。理由がわからないコウは訝しんだ。夢で会ったということがいけないか、と見当違いの反省をする。

      「どうした？ ジェニー」

      「もちろん私たちもアシアのことを知っているよ。君はアシアと話せるほど仲がいいんだね。解放手段はあるのかな？」

      「施設と接触できたら解放できるはず。確かシルエット越しでも大丈夫」

      「――わかった。計画していた作戦を変更しよう。その話が本当なら敵の守りは堅いぞ」

      　絶句していたリックだったが、すぐに気を取り直したようだ。優しい声音で言い聞かせるように伝えた。コウはリックが話を信じてくれた事実が嬉しかった。

      　彼の物言いに嫌な感じはしない。アシアと仲がいいのが、ファミリアにとって嬉しいのだろう、と判断した。実際の所、リックがかすかに震えていることにコウは気付いていない。それはジェニーを遙かに上回る興奮を意味していた。

      「そうだよな。封印されるぐらいだもんな」

      　気付いていないコウは、暢気なものだった。

      「ジェニーにも時間がいる。作戦立案は任せてくれ。あとでそちらに転送しよう。今からジェニーと相談があるから、通信を切らせてもらう」

      「頼んだ、リック」

      　コウは通信を切った。

      
        

      

      「リックぅ！ ありがとー！」

      　半泣きになりながら、ジェニーはリックに感謝していた。

      「ジェニー。コウは何も知らないんだな」

      　驚きのあまり声が出ないジェニーのフォローをリックはしていたのだ。その驚きが理解できるからこそ、早々にコウとの通信を打ち切る判断をした。本当は聞きたい事が山ほどあるのだ。だが、今はまだ早い。

      「ごめんなさい、リック。あまりのことに声を無くしたわ」

      「この戦いがこの惑星の命運を分ける可能性を一切考慮していないんだな。彼は」

      「多分知らないんだと思う。惑星管理コンピュータである超ＡＩアシアの解放が、ストーンズとの戦争が始まって以来の人々の悲願であることを」

      「知らないままでいてもらおう。プレッシャーをかけるのはよくないだろう」

      「彼の側にいるファミリアやセリアンスロープたちは何をしているのかなぁ」

      「千年以上前の製造らしい。目覚めたばかりなんだろうね。もしくはコウの性格を知っていて内緒か。その両方だろう」

      　リックの推測は当たっている。師匠はアシアの重要性を伝えてはいたが、彼らほど大きくは伝えてはいない。残り三人は冷凍睡眠から目覚めて一ヶ月程度。師匠の経験を共有している三人が伝えるはずもなかった。

      「どうしよう……ごめんなさい。こんなことじゃ隊長失格ね」

      「私もいささか混乱している。明後日といったが予定は早める。速度を何より重視しよう。明日には作戦を決行する。目的は一切感づかれてはならない」

      「わかった、あなたがいてくれてよかった」

      「お役に立てて光栄だよジェニー。一時間後、また話し合おう」

      「了解」

      　リックは部隊内の通信に切り替え、ファミリアたちに告げる。

      「皆の者。よく聞け。今から我らはアシアの救出作戦を決行する。封印されたアシアの一部を解放することが作戦目標だ」

      　ファミリアたちが息を飲む。すべての型、犬も猫も熊も狐もうさぎも、そして人間も。すべてだ。

      「依頼主の青年、コウがカギだ。彼は言った。失敗したら即座に撤退しても構わないと。否、だ。失敗は許されない。たとえ我らが全滅し、復活できなくとも彼には目標を達成してもらわねばならない」

      「リ、リック。その話は本当なのか」

      「間違いないだろうな。嘘をつくメリットもない。彼がこの惑星におけるアシアの重要性を知らないだけだ」

      　リックは力強く続ける。

      「千載一遇、いや僅有絶無きんゆうぜつむが如き大好機！ 我らが悲願、二度と巡ることがない可能性すらある。その当事者になる誉れならばなおさらだ。我らが創造主の救出、成し遂げよう」

      「おお！」

      「こりゃすごいや、俺たちの依頼主。死んでも守ってやろうぜ！」

      　狐のファミリアが興奮状態で叫んだ。

      「彼は我らが死ぬことを極度に嫌っていることを伝えよう」

      「私達が死ぬって？ あらあらまあまあ。優しい子ね。なら余計に守って――死んであげなくちゃね」

      　うさぎ型のファミリアが微笑んだ。その声にリックは頷く。

      　彼らは停止するだけ。蘇る可能性もある。大事にしてくれる者ならば、先に壊れるのは自分たちがいい。これがファミリアたちの基本理念だった。通信越しに伝わる気合い。

      　コウはしらなかったのだ。惑星管理超ＡＩであるアシア。彼女がストーンズの陰謀により封印され、この惑星が危機に陥っていることを。救助しようにも手立てすら見当がつかず、人類が消耗戦に入っていることを。

      　そして彼らファミリアたちの創造主であり、アシアが封印されたことで生産を封じられ、減少の一途にあることを。ファミリアたちにとって人類共生の未来のためにも、アシアは必須なのだ。ストームハウンドの士気は極限にまで上がっていた。

      
        

      

      　コウたちはハンガーキャリアーの中でリックから送られてきた作戦を精査していた。アストライアのサポートもあり、コウは少しずつ飲み込む。大局を見ることなど彼には無縁の話だ。

      「作戦は明日に変更か。電撃戦という奴？」

      「違う。奇襲要素はない。多分、相手はこちらに気付いているはず」

      　コウの疑問にエメが答える。師匠がレクチャーしているのだろう。

      「どちらにしても、相手に準備する時間を与えないことは重要にゃ。兵は神速を尊ぶというにゃ」

      　作戦内容を確認している。疑問点はにゃん汰やアキに確認している。ヴォイは五番機を整備中だ。新装備のバトルライフルと、追加装甲を確認している。

      「射撃戦か。俺にできるかな」

      「無理して射撃戦を行う必要はありません。今回は市街地戦です。コウの場合は建物を利用した近接戦のほうが有効でしょう」

      「大切に使わないとな」

      「ダメです！ 使い捨てで考えましょう。いくらでも作ってみせます。決してライフルにこだわらないで」

      　アキが懇願するように言う。コウのものに執着する性格を見抜いていた。

      「しかし、せっかくにゃん汰とアキが作ってくれたものだし」

      「それがダメだというにゃ！ ムダに捨てろとはいわないけれど、なくなったらなくなったでさらにいいものを作るにゃ」

      「そ、そうか」

      　珍しく語気を荒げるにゃん汰に、コウは肯定するしかなかった。

      「いっそ楯代わりでもいいんですよ。慣れない戦い方をするぐらいなら」

      「わかったよ。ありがとう」

      　二人に心底心配されていることを実感した。

      「作戦ファイルの更新を確認。メタルアイリスとストームハウンドの小隊を一部交換するみたい」

      　エメが告げる。エメはコウのオペレーターを買って出た。幼い少女にそんなことをさせていいのかと悩んだが、アキたちにも説得され受け入れた。

      　一緒に行動する以上、何か役割があるべきだというのが彼女たちの主張だった。

      　装甲車に乗って支援したいという申し出もあったが断固反対した。

      　それならばハンガーキャリアーからの遠隔指示に専念してもらったほうがよい。彼の心の平穏を保つためにもだ。

      「Ａカーバンクルのコントロールセンターを占拠か。攻略できたら一気に楽になるのは確かみたいだけど」

      「私達だけなら目的地に突入するしかないですからね。本気で攻略するなら戦力を集中させるのですが」

      「途中までは一緒に行動するんだろ？」

      「ええ。敵はアシアとの接触が目的とは知りませんからね。コントロールセンター攻略作戦そのものを陽動にする、と。うまくいけばそのまま占拠して掃討作戦に移行できます」

      「警戒が手薄だといいけど、無理そうだもんな」

      「要塞エリアに入ること自体、相当苦労しそうです」

      「敵にもアンダーグラウンドフォースはいるにゃ」

      　対人戦の可能性の心配を三人は心配していた。日本からきた若者に、生きた人間と戦うストレスに打ち勝つことができるのか、と。コウは曖昧に笑うだけ。余計に心配された。

      「ちょっとヴォイの様子をみてくる」

      「はい」

      　エメが答え、コウを見送った。彼の姿が見えなくなったあと、少女たち三人は会話を開始する。

      「アシアの救出。コウは知らないほうがいい。それがどれだけ切望されていたかを」

      　エメが呟いた。師匠によって現時点の惑星アシアの知識は十分にある。

      「ストームハウンドの対応は早かったですね」

      「ジェニーからお小言の通信がきてるにゃ。あとでコウに教えるにゃ」

      「知る人が増える……情報が漏れる可能性も増える」

      　エメが呟いた。彼女は人を信用していない。

      「ストームハウンドは気負いすぎだとは思いますけどね。行方知れずだった創造主の救出。それだけの事柄であることは理解します」

      「メタルアイリスは軽く混乱してるにゃ」

      「今のアシアの状況を考えると当然」

      　エメが嘆息した。決戦ともいえる状況かもしれないのだ。

      「コウは私達が前線に出ることを凄く嫌う」

      　にゃん汰やアキと違って彼女はシルエットに乗ることができるのだ。

      　コウは決して許してくれない。

      「ヴォイだけなんとか言いくるめたぐらいにゃ。戦場に出るのは男の仕事とかいって」

      「そのヴォイもなかなかコウが兵器開発しないから、結局出ることはできないですね」

      「無理矢理作ったあれを引っ張り出したぐらいだからにゃ」

      　アキが苦笑した。コウは彼女たちを大切にしてくれるのはありがたいが、肝心の本人が死地にいるのはたまらない。

      「私たちができるのは、コウの武装を強化することだけ。ええ、一発一発に魂を込めた。弾丸にね。ワイルドキャットの名に賭けて」

      　にゃん汰は銃器カスタマイズ用セリアンスロープ――通称ワイルドキャット。目標に沿って弾丸や砲身の最高率化を図る、ハンドロード手詰めの役割も兼ねているのだ。

      　規格化された弾頭を調整するために生まれた、不要とまで言われた役割だ。ガンスミスであるアキと、肩身の狭い思いをしていたのも今は昔。彼女は自分の役割に誇りを抱いていた。戦場に出ることができないのは歯がゆい。

      　だから彼女はアキが設計した銃をもとに、できうる限りコウのために最適化を行った。近接戦馬鹿が、距離を取られて為す術もなく死なないように。少しでも彼に役立つよう、思いを込めて。

      　彼女の視線の先にあるモニターにコウが映っている。ヴォイと一緒にシルエットを整備中だ。

      「姉さんも無茶をする。砲身は限界まで強化しましたよ」

      「コウは不器用だから複数の兵装を使いこなすなんてできない。威力を落とさないよう、一発一発の命中精度を限界まで上げた。弾頭はちょっとだけ口径縮小ネックダウンさせてる」

      「にゃん汰とアキは頑張ってくれた。あとは私と師匠の仕事」

      　同じく画面を見つめていたエメが呟いた。

      
        

      

      

      
        

      

      　ヴォイと一緒に五番機の最終確認を終える。以前と違う点は三つ。破損していた頭部は修復され、大型の加速用バックパックを装備。大剣は背中に吊すように装備されている。

      　運動性を損なわないよう考慮された追加装甲を装着している。傍からみると甲冑を着込んだ騎士か武者のようにしか見えないだろう。

      　両肩の補助スラスターを搭載した巨大なショルダーシールドが特徴的だが、これは脇構えを模した近接戦闘を考慮した武装だ。中世の鎧武者のような姿となる。

      　新たな武装として両手装備の大型ライフル形状の、九十ミリ砲を装備していた。区分でいえば大口径、射程重視のバトルライフルと呼称される。装弾数は二十発。片手でも撃てるが、基本は両手で構えて撃つ武器となる。ヴォイが解説する。

      　人間に例えると、十二・七ミリのアサルトライフルを装備しているようなものだと教えてくれる。コウは知らなかったが、対人には過剰とも言える大口径のライフルとなる。

      「アキが基本モデルを創り、にゃん汰謹製のワイルドキャット・カートリッジを採用している。弾も砲身もとびっきりのスペシャルだ。名前は付けないのか？」

      「ＡＫ２かな。このライフルは」

      「意味は？」

      「アキとにゃん汰から語呂合わせ。ＡＫにゃん？」

      「無理ねえか、それ……」

      「ちょっとそう思う」

      「あいつらは喜ぶだろう。じゃあこのライフルはＡＫ２だな」

      　ヴォイが端末にライフル名を入力する。

      「あとは、俺の仕事を待つだけか」

      「あんなキワモノ兵器は出したくないんだが……」

      　コウは今回の作戦にあたって、一つの兵器を創り出した。あまりにも中二――いや、子供っぽい兵器が完成し、自らの発想に恐怖した。封印しようとしたところ、ヴォイに見つかり強引にハンガーキャリアーに搭載されてしまったのだ。

      「敵の守りは堅いぜ。工兵部隊なんて上等なものが用意できない可能性がある以上、備えておいてもいいだろう」

      「わかった。万が一、正攻法でいけないときはよろしく頼む」

      「おうよ」

      　五番機の奥、キワモノ兵器は静かに鎮座していた。

      
        

      

      　コウたちが作戦のブリーフィングを行っている同時刻、メタルアイリスは軽い混乱状態の中にあった。

      「ブルー！ ブルゥー」

      　リックとの通信を切ったジェニーは即座にブルーの回線を呼び出した。

      「どうしたんですかジェニー。泣きそうな顔をして」

      「今回の作戦目標がわかったよ！ 封印されたアシアの一部を解放」

      「――え？」

      　目を丸くしたブルーが思わず聞き返す。ジェニーが何を言ったか理解できなかったのだ。

      「だよねー？ そういう反応になるよねー！」

      「ちょっと待ってください。アシアに関しては長年、封印領域も解放手段も不明だったはずじゃないですか」

      「封印領域は作戦指定場所でねー。解放手段はコウ君が接触すればいいらしーよー！ シルエット越しでもいいってさ！」

      「……本当、待ってください。色々追いつけません」

      　ブルーが真顔で額を押さえている。人類とストーンズの戦闘が始まって以来、突如として封印されたらしい惑星管理超ＡＩ【アシア】。オケアノスはどちらかというと膨大なデータベースと世界の管理などの役割であり、個を持って人間に寄り添う行動を見せるのはアシアだったのだ。

      　ネレイスを創造したのはソピアーだが、実質的な生産を管理していたものは各惑星の管理コンピュータ。ブルーは母親がネレイスであり、惑星アシア出身だ。アシアを想う気持ちは変わらない。解放はネレイスにとっても悲願。そんな話がいきなり転がりこんでくるなど、信じがたいことであった。

      「私もそんなかんじ！」

      　明らかにジェニーはテンパってる。パニックになっている者がいると冷静になるものだ。ブルーも我に返る。

      「私、ファミリアが絶句するの初めてみたかも。あ、ブルーが絶句するのも珍しいよね」

      「私のことはどうでもいいです。そもそもそんな作戦なら、もっと大きな傭兵組織がいいのかもしれません」

      「それはダメらしいよ。大きな組織が動いたら最悪アシアごと爆破されちゃうかも。この数は最適だってストームハウンドが感心していた」

      「誰かコウの裏にいるっぽいですね」

      「明らかにね！ 本人、失敗したら即座に撤退とかいってたけど、撤退なんてできないよ！」

      　相手に気取られずにアシアを奪回する部隊を展開する。確かにこんな機会は二度とないだろう。

      「ストームハウンドのリックから作戦ファイルが届いた。アシア救出作戦だって。えい、うちのメンバーにも転送ゥ。いえーい！」

      「自棄にならないでください。そんな作戦名、混乱しますよ、間違いなく」

      「きっとやる気になってくれるはず。私はチームを信じてる！」

      「お願いだから落ち着いて、ジェニー。でないと怒りますよ？」

      　冷ややかなブルーの声に、ジェニーもようやく落ち着きを取り戻す。ブルーが怒ったらとても怖いのだ。

      「……はあ。ブルーに聞いてもらって楽になった。ありがとね」

      「混乱する気持ちはわかります。ですが送信ボタンを押す前に一拍置きましょう」

      「あ、やべ。みんなから鬼のように通信が」　

      「ほら、そうなる」

      　呆れたようにブルーが指摘する。

      「これでストーンズの初期攻略目的の謎も解けたってことか。アシアを封印するための主要要塞エリア同時攻略作戦だったと」

      「アシアはこの惑星に偏在しているとまで言われた存在ですからね。力を制限されていったのも、ストーンズが主要要塞エリアを同時に占拠していったからということだったと」

      　人類に寄り添い、発展を見守ってきた惑星管理超ＡＩのアシア。正体や所在は人類にも不明だった。転移者の召喚は、彼女の願いをオケアノスが聞き届けたからと言われている。ストーンズとの戦争勃発後、人類との連絡を絶ったアシア。

      　ファミリアやセリアンスロープ、ネレイス種がサポートしなければ人類は既に敗北していただろう。

      「この依頼、成否問わず大騒ぎになるね」

      「それは間違いなく。失敗したときのことは考えたくもないですが」

      「はは。本当にね」

      　二人は作戦ファイルを確認し、表情を引き締める。

      「ジェニー。変更後の作戦内容の確認を。ストームハウンドも総攻撃の決意をしたようですね。大願成就のため、と記載されています」

      「待って待って。え……何これ」

      「これは彼らも本気です。全滅後の私たちへの指示も入っています。こんな展開を考慮するなど普通はありえません」

      「私達に全力でコウの支援に回れってこと？ この内容だと」

      「書いてませんが、察しろということでしょう。彼らはコントロールセンター制圧、Ａカーバンクル奪取に全力。本気の攻略そのものが陽動とは思わないでしょうから」

      「彼らならそれだけの戦力もある、か。通常の防衛部隊なら攻略可能かも。通常なら、ね」

      　メタルアイリスとストームハウンドの戦力を比較すると、ストームハウンドが高くなる。陸戦の覇者戦車はシルエットが存在するこの時代でも頭一つ飛び抜けている。火力、装甲、機動力。これらの総合力はシルエットでは敵わない。

      　戦車を運用する傭兵組織が少ないことには理由がある。シルエットより戦車のほうが遙かに高価格帯の兵器である、ということに尽きる。単純に製造施設が極めて限られているので高くなるのだ。

      　戦車を多数保有するストームハウンドの戦力は極めて高い。しかし戦車の天敵もまたシルエットなのである。戦車の弱点は肉薄の近接戦であり、巨兵は天敵だ。機動力で比較すると接近されやすく、格闘兵装が豊富という特色も持つ。

      　中距離の戦車、近距離のシルエットといえるかもしれない。

      「責任重大ね。全滅まで覚悟させるなんて。そんなことはさせないんだから」

      　航空戦力も同様だ。攻撃ヘリや攻撃機などは戦車の数倍の価格である。航空兵器はレールガンや軽ガス式のライフルによって高度による優位性は減少しており、運用する状況は希だ。ネメシス戦域の兵器は傭兵の個人所有でもある。

      　制空権を取ることは大事だが、取ったところで地上から撃墜されては意味がない。

      　無人兵器はコントロールを奪われる恐れがある。戦闘機や攻撃機が姿を消した理由もシルエットによる対空兵器の充実だった。

      「これは……リックに提案書を送付します。歩兵たるシルエットが少なすぎる。こちらに戦車か装甲車を回してもらいましょう。私達の誰かが援護に。さすがに彼らだけに一番危険な任務を任せるわけにもいきません」

      「おっけ。頼んだよ。私と、何人か連れていくね」

      「私が行きますよ？」

      「あなたはコウのサポートをお願い。私メールもらってないし？」

      「ジェニー！ こんなときに！」

      「はは。野外戦のほうがいいの、私は。そっちは閉所の戦闘が予想される。任せたから」

      　コウの目的地は閉所になると予想される。ジェニーは機動戦を好む。主戦場となると思われるコントロールセンター攻略に行くと決めた。ブルーは悩みながらも、兵装の構成変更の検討に入った。

      
        

      

      「全部隊出撃！」

      　リックの号令の元、戦車部隊が疾駆し始めた。廃墟となった防衛ドーム跡地から、次々と車両部隊が発進し、後続に装甲車やシルエットが続く。後続の装甲車の連なりは移動速度の遅いシルエットを牽引し、移動をサポートしているのだ。最後尾にはそれぞれのハンガーキャリアーが六両疾走している。

      　コウたちのものが一両、メタルアイリスが三両、ストームハウンドが二両だ。これだけの部隊の侵攻はめったなことではない。人類は常に防戦を強いられていた。

      「偵察部隊からの報告あり。敵防衛部隊はまだ動いておりません」

      「そうか。指定通りのルートで侵攻を開始」

      　頼れる大型犬型指揮官の的確な指示により、アンダーグラウンドフォースの連合軍は進軍する。丘陵地帯を這うように移動しできうることならばハルダウンが行える場所に陣取りたい。ハルダウンは斜面や丘の起伏を利用し砲塔以外を隠し、車体を防御する戦術。有利な地形を確保し、侵攻を行いたいところだ。

      「先導部隊と後続部隊、オーバー・ウォッチで行くよ、ジェニー」

      「了解！」

      　オーバー・ウォッチ――監視だ。戦車隊を先導部隊と後続部隊にわけ、部隊を相互監視状態におくオーバー・ウォッチ隊形を取る。相互の周辺を互いに監視することによって死角を無くし、奇襲を防ぐのだ。彼らは攻者だ。奇襲に対する備えはいくら念入りに行っても十分ではない。目標地点はＸ４６３要塞エリア跡地内。

      　かつて宇宙から飛来したエミュオやマーダーの侵攻軍に即日占拠された要塞エリアの一つ。そして、ストーンズ勢力の前線基地ともいえる役割を担っている重要拠点だった。

      「コウ。ちょっといい？」

      　五番機に搭乗しているコウに、ジェニーが声をかけてくる。

      「なんだい？」

      　昨日から様子がおかしいジェニー。どうやら隠し事があるようだが、それが何かは教えてくれない。アシアに関することだろう、とは察しがついた。

      「今から向かう場所はね。ストーンズ兵器だけじゃないの。アンダーグラウンドフォースもいる」

      「ストーンズ側についている傭兵？」

      「ええ。平和な国からきた貴方には辛い戦いになる可能性が高い」

      　コウは少し考えた。

      「……ありがとう。だけど、きっと大丈夫。ストーンズ側にファミリアはいないっていうし」

      「ファミリア重視なのね！ でも無理はしないで。あなたはアシア救出だけを考えてくれたらいいから」

      「無理そうなら戦闘はお願いするよ」

      「ええ。ではがんばりましょ！」

      　ジェニーは最後だけ、ことさら明るく告げて通信を切った。

      　人間と戦うことについてはコウにも思うところはある。もちろん恐怖を覚えたり後悔はするだろう。そこはシルエットの補完機能に期待したいところだ。殺せるかな、と自問する。殺せるだろう、と思う。

      　絶対来ないと思っていたこの日のために、刀を振っていたのだから。

      
        

      

      

      
        

      

      「偵察部隊より連絡あり。マーダー発見とのこと。当然だが気付かれてはいるみたいだね」

      「防衛部隊も本格的に動くね」

      「レーダーが使い物にならないのはお互い様だ。敵戦力も不明なまま遭遇戦で殴り合いするようなものだ」

      　リックとジェニーが確認する。

      「作戦は変わらない。迂回路を進行しつつ、敵要塞エリアに接近。籠城する都市攻略を行う」

      「これだけの戦車部隊はそうみないから、敵のアンダーグラウンドフォースも焦ってくれるといいんだけど」

      「そうだと嬉しいがね。アシアがいるとなると守りも堅いだろうさ」

      「だよねー」

      「悪い知らせが一つ。攻略時にエニュオが破壊したシェルターは完全に復元されているみたいだな」

      「あれを直したの？ 本格的に重要拠点ってことね」

      「コウの目的地は要塞エリアの中だ。予想していたとはいえ、少し面倒だね」

      　惑星間戦争時代や惑星開拓時代に作られた要塞エリアを保護するシェルターを破壊した場合、復元には莫大な労力がかかる。一部分破損しているだけのような状態なら、ストーンズ勢力はその区画だけ使わないだけで済むのだ。要塞エリアは半径数十キロにも及ぶ。

      　彼らは破壊された部分のデータは持っていた。だが、修理されているとなると、完全密閉状態の要塞だ。侵入経路として使えることを期待してはいたが、その淡い希望は砕かれた。

      「工兵部隊に頑張ってもらうしかないか」

      　Ａカーバンクルから投射されるウィスで強化された外壁は、シルエットや車両と比較にならない強度だ。何せ巨大隕石対策から生まれたものなのだ。

      　どんなに強化され厚いシェルターとはいっても、動いていない構造物である。時間さえかければ十分にシルエットの通り道ぐらい確保できる。

      　ジェニーも対策を怠ってはいない。コウを侵入させるための工兵部隊はすでに先行させている。

      「そちらは任せていいかな？ 主戦場は任せてくれたまえ」

      「もちろん！」

      　部隊の装備は多岐にわたる。戦車、装甲車、シルエットのほかにも工兵機、橋梁を搭載した強襲突破車や弾薬を搭載した装甲トレーラー。必然的に様々な兵科を組み合わせた諸兵科連合編成となる。

      　シルエットという人型の巨人は、労働力の軽減には確実に貢献している。

      「そういえばコウ君も潜入する手段を、念のため用意はしてあるって言ってたっけ」

      　ジェニーは思いだし、コウへ再度連絡を取ることにした。

      
        

      

      

      
        

      

      「ヴォイ、出番があるかもだぞ。シェルターは修理済みだったらしい」

      「よっしゃ！ でるぞ」

      　ジェニーから通信を切ったコウは、ヴォイにひとまず連絡した。ヴォイはハンガーキャリアー内にいる。五番機はすでに、ジェニーたちと同行している。シルエット部隊だ。

      「俺は反対なんだけどな」

      「コウは俺たちに気を遣いすぎだ」

      「ジェニーの工兵部隊も動く。彼らの動きをみてからだな」

      「おうよ！コウが最初に作った試作兵器がアレだとは、思われたくないのはわかるが、あの兵器は足が遅い。同時進行でいくぞ」

      「わかった」

      「ヴォイ、めちゃくちゃ張り切ってるにゃ……」

      　ヴォイの興奮具合に、にゃん汰が呆れている。ヴォイは戦場に出たいタイプなのだ。今回の試作機はコウと一緒に作った、ということもある。

      「羨ましいですね。私がシルエットに載れるなら後部座席でサポートできるのに」

      「私、できる」

      「ダメだってば」

      　羨むアキと、後部座席に乗りたがるエメをたしなめるコウ。

      「ヴォイがいなくなるから俺と五番機のお世話を頼むよ」

      「はい。コウのお世話は譲りませんよ！」

      　犬耳をぴょこぴょこ動かしながらアキは気合いを入れる。

      「エメもサポートを頼む」

      「はい」

      　エメは素直に頷いた。ヴォイは喜びを隠さず、ハンガーキャリアーの後部に秘匿されている、あやしい乗り物に乗り込んでいった。

      「さあ。行こう。今日中には交戦開始だ」

      　コウたちもまた、決意を新たに、気を引き締めた。

      
        

      

      　進軍するメタルアイリス連合部隊に対し、敵の防衛網に入ってから攻撃が始まった。目標の要塞エリアから五十キロほどの距離。進路を塞ぐような衝撃波と砂塵が舞い上がった。地形がえぐられている。

      「これは!? 戦車砲ではなく惑星間時代の戦艦クラスだとっ。全軍散開っ！」

      　リックが緊迫した声をあげる。まとまって行軍していた彼らは、当初決められた部隊編成ごとに別れることになる。ここからは部隊長の指揮下となるのだ。

      　散開といっても、ある程度はまとまって動くことになる。戦力を分散するという意味ではない。各部隊が指針に沿って、最適化された行動をするということだ。レーダーは封じられ索敵範囲は非常に短い。

      　長距離通信もままならぬネメシス戦域ではひどく原始的な戦闘を強いられる。個々の判断は重要だ。

      「ここは陸地。ひょっとして宇宙戦艦とか宇宙空母持ち？」

      「宇宙空母ならばこの地点からで目視できるはずだ」

      　その間も砲撃が続く。連射能力はないようだ。リックの部隊は最短距離に近い経路で迂回し、進軍する。再び先行した偵察部隊が、謎の砲撃手をついに捉える。

      「ジェニー。わかったぞ、敵の正体が。あれは――超重戦車だ」

      「え？」

      「あの形状、間違いない。どこぞの誰かが突拍子もない珍兵器を作ったということだろうなっ！」

      　敵の正体が判明し、リックは吐き捨てる。

      「積んでいる砲は、惑星間戦争時代初期の艦船用中口径レールガンを大雑把に乗せた物だ。百五十五ミリレールガン。戦車でも一撃だろう」

      「まずい状況ね」

      「機動力はほとんど死んでいる。艦載砲はさほど連射もできない。あんな機甲の黒歴史、私が葬ってみせる」

      　かつて地球では計画されては潰えた、超重戦車。自重で地面に沈んで使い物にならず、舗装道路は破壊してしまう機甲の鬼子。履帯が四本見える。二本では厳しかったのだろう。ネメシス星系での技術、そしてウィスによる道路補強が、超重戦車が生まれる余地を生み出してしまったのだ。

      「砲口径は思ったより大きくはない。砲撃から着弾時間を計測しても、二分程度。出力不足だ。張りぼてとみるべきだろう」

      　リックは分析する。百五十五ミリは惑星間戦争時代の艦載用としては中口径だが、超重戦車ならばもっと大きな砲が搭載可能なはずだ。問題は弾頭と撃ち出すためのエネルギーなのだ。あれ以上大きな砲では補給も大がかりになるだろう。

      　弾数を稼ぐためとリックは判断する。

      　あの戦車の役割は壁なのだ。継戦能力重視とみるべきだろう。

      「中味ぎっしり詰まってたら張りぼてっていわないよね？」

      「どうだかね？ 詰まっていないかもしれないぞ。シルエットの楯代わりかもな」

      「それならわかる。じゃあ今の攻撃は牽制ってとこかな」

      「間違いないな。ジェニーは飛ぶんじゃないぞ。空中のシルエットなどレールガンの的だ」

      「わかってる。ここはじりじりと近付いていくしかないね。攻撃側ってあまり経験ないのが辛いところ」

      「それは私たちストームハウンドも同じさ」

      　要塞エリアや防衛ドームを守るための傭兵だ。攻勢に回る経験を持つアンダーグラウンドフォースは珍しい。

      「まずは距離を詰める。牽制とはいえ、一方的に砲撃を受けるのは面白くない。敵防衛戦力は超重戦車を中心とした、通常の主力戦車を編成した機甲部隊。護衛にシルエットがいる。先行隊としてマーダーが我らの殲滅にくるだろう」

      「マーダーは駆逐するとして。シルエットの露払いは私達ね」

      「メタルアイリスと、我らの支援車両で歩兵代わりの護衛を蹴散らしつつ、あの防衛網を突破する」

      　思わぬ敵戦力の登場も、彼らはすかさず作戦の修正を行う。現在は時間稼ぎであろうケーレスがこちらに向かっていた。

      「虫型マーダーの機影発見。ケーレス多数確認！ アント型総勢三十、マンティス型一、交戦距離に入りました！」

      　通信車より緊迫した声が全軍に流れる。

      「蟻とカマキリが群れてきた。戦車隊、前へ！ 支援車両は迂回を心がけよ！」

      　リックの号令とともに、ケーレスとの戦闘が始まった。戦車戦の交戦距離は二十一世紀の地球では二キロから三キロ。距離が離れるほど装甲を貫通することは難しくなる。

      　惑星アシアではレールガンや軽ガス砲が実用化されているため、有効射程は倍近くになっている。意外と短いと感じる転移者も多いが、重力が地球より若干強いという要素も加わっているためだ。ミサイルなどの長距離攻撃を可能とする武器は五キロから十キロ。これも二十キロが最大有効射程だった。

      「あの砲は伊達ではないか」

      　遠距離とはいえ、リックは警戒を緩めない。重戦車が搭載しているレールガンは巨大な砲弾を発射する機構ながらシルエットの狙撃砲同様に最大射程距離二百キロ先に五分近くで到達する理論値を持つ。弾頭の終端速度はマッハ五以上を維持できるほどだ。

      　とはいっても二百キロも離れた敵が静止したままなど有り得ない。有効射程距離はそれこそ数十キロ内であろうということは容易に想像できた。メタルアイリスとストームハウンドのメンバーたちは地形を利用し射線から逃れるように移動する。

      　迫り来るケーレスたちは集中砲火で即座に撃破した。ケーレスは対シルエット兵器といえる。戦車とは相性が悪い。とくにアント型のワーカーはウィスを搭載したパワーユニットは装備されていないのだ。通常兵器で十分に効果がある。

      　コウも新たな五番機で戦闘を開始する。距離をおいての支援射撃だ。両手剣は背中に担いでいる。ライフルを両手に構え、移動しながら射撃をする。移動射撃は基本だ。静止は死を意味するといってもいい。ＡＫ２の威力は絶大だった。

      　反動が大きい分連射には向かないが、コウにはそれで十分だ。単機で戦っているわけではない。誰かが止めを刺してくれればいいのだ。

      「コウ。味方と目標を合わせて！」

      「わかった！」

      　ジェニーがアドバイスし、コウは従う。味方の射撃目標に合わせ、ＡＫ２を撃つ。速射もできるが弾数を考えて単射にしている。

      　一撃でアントワーカーが破壊される。

      「コウ君、何てもの装備してんの……戦車の主砲なみのシルエットライフルって何」

      「あの人、ちょっとおかしいから」

      　砲撃のような射撃で、マーダーたちを次々撃破していくコウ。その光景をみていたジェニーとブルーが、呆れている。カスタムされた大口径バトルライフルは、完全にコウと五番機だけをフォーカスしたワイルドキャット・カートリッジにほかならない。

      　ベアなどの機体ではうまく使えないだろう。五番機の姿も、彼女たちが知っているものとはかけ離れている。一方コウは若干焦れていた。斬りたいのだ。駆けだして斬り倒したくなる衝動を堪えながら、コウは射撃戦を学んでいた。

      
        

      

      

      
        

      

      「もうすぐ超重戦車部隊との交戦距離。一気に駆け抜けるぞ！」

      　リックの号令とともに、一つの生き物のように部隊が動く。ハンガーキャリアーや補給部隊のため、工兵部隊は簡易陣地の構築に入る。

      「リック。あの戦車相手に何か戦術は？」

      「先人の言葉にならおうか。『惑わせろ！ 牽制しろ！ 敵を釘付けにしろ！』だね！」

      　かつて砂漠の狐と呼ばれた機甲運用の名指揮官の言葉を借り、リックはジェニーに告げる。

      「敵を釘付け、か」

      「敵の動きを拘束し、こちらの有利な状況を作ればいい。相手は火力優勢、防御力は圧倒的。――機動力はこちらが上」

      　リックを先頭にした戦車部隊が交戦を開始する。

      　極力全体遮蔽ができる地形を選びながら、目標に向かうのだ。

      　敵の外観もはっきりわかってきた。

      　艦載用レールガンに、迎撃用も兼ねた副兵装の重ガトリング。多砲塔戦車では無いようだ。履帯は四本であり、強固なスカートに守られている。確かに機動力はなさそうだ。ただし、見るからに装甲は厚そうだった。

      「戦車の弱点は至近距離だしね。肉薄できるかな。うちのメンバーも対戦車装備を持ってきてるのは幸いだった」

      「ジェニーは慎重にな」

      「わかってる！」

      　後続車もできる限り近付く。補給車や工作車である。援軍が見込めない以上、こちらの戦力転換点に変動はなく、敵の数値は未知数。攻勢終末点の厳格な見極めを要求される。そのためにも迅速な補給体制は確保しておかねばならない。

      　敵はヘリンボーン隊形、Ｖの字に似た防御陣形で待ち構えている。対するリックは楔隊形で進行する。パンツァーカイルと呼ばれるものが有名だ。身を屈めてもまだ背の高いシルエットと装甲車が後を続く。敵の部隊との交戦が今始まろうとしていた。

      
        

      

      　Ｘ４６３内のＡカーバンクルが内包されているコントロールセンター。アンダーグラウンドフォース【デスモダス】のリーダー、バルドは急遽の呼び出しに対し、慌てて駆けつけた。

      「どうした」

      　配下のマイルズに呼びかける。バルドは髭面でいかつい壮年の男だ。荒くれ集団を率いるだけのことはある。マイルズはバルドより十歳下の青年だが優秀だ。隣にいる無愛想な男は、Ｂ級の構築技師ブリコルール。つまり重要人物ＶＩＰだ。

      「敵襲です。大隊規模ですね。今動かせるケーレスを使い迎撃に向かっていますが、突破は時間の問題でしょう」

      　よどみなく答えるマイルズ。隊長のバルドは見た目より気性が荒くはないが、冷徹ともいえる判断を下すことがある。臆する者も多い。その筋では有名な、戦闘狂でもある。

      「ふん。人間側も要塞エリアを取り返す気になったってところか？ 最近じゃ反攻作戦はまったく聞かないからな」

      「大隊規模の攻勢は聞いたことがありませんね。それでもこの場所を落とすにはやや戦力不足かと」

      「そうはいうが何か考えがあってかき集めたのかもしれない。油断はできん」

      　人類側の軍隊と戦うことを期待してストーンズ側に付いたバルドにとっては、攻めてきたという事実だけで評価に値する。

      「そうですね。隊長の仰る通りです。敵は戦車を中心に編成しています。シルエットだけなら評価にも値しないでしょうが、この数の戦車は侮れません。現在マッドスロース機甲隊が迎撃にでています」

      「今日はあいつらが哨戒だったな。敵もあんな化け物戦車がいるとは思うまい」

      　マッドスロースは超重戦車を中心とする戦車隊だ。アンダーグラウンドフォースの中でも中堅に位置する。

      　ストーンズ勢力に付いたアンダーグラウンドフォースはとにかく実力主義。大まかに分けて三種類だ。まず金。だから人類側につく場合もあるし、ストーンズ側につく場合もある。この場合、金払いがよいのはストーンズ側だ。デスモダスのメンバーも主に金だ。

      　次に犯罪者。傭兵管理機構に所属はしているが、何らかの犯罪を行い、通常の依頼を受けることが困難なもの。最後に、勝ち馬に乗るタイプ。人類に見切りをつけたタイプである。マッドスロースはその手合いだった。

      「侵入者には同情しますね」

      　マイルズは心にもないことを言った。

      　ストーンズ側にも人類の生存圏は存在している。飼われている、といったほうがいいかもしれない。そして部外者。彼らのようなアンダーグラウンドフォースのために、娯楽は用意されている。酒もタバコも麻薬も女も手に入る。ならば人類側に固執する必要はないだろう。ストーンズの目的は人類絶滅ではないのだから。

      　人類を蟻に例えるならば、蟻の巣ごと観察しているにすぎない。またストーンズ側に寝返った構築技士や彼らの持っている先端技術の供与がある場合もある。

      　超重戦車はその代表だ。人類側の普通の無人生産ラインでは、あの手の巨大兵器は製造を反対される場合が多い。兵器製造の制限が解除されるストーンズ勢力の無人工場は魅力的だ。

      　マッドサイエンティストともいうべき素質を持つ構築技士たちはこぞってストーンズ側に寝返ったのだった。両方の勢力に兵器を売る転移者企業も存在する。

      　死の商人というのはどの世界にもいるものだ。

      「化け物とはいってくれるなあ。防衛には役立つはずなんだがな、アレは」

      　酷く痩せこけた構築技士が薄く笑った。男の名はアルベルト・クナップ。超重戦車の開発者であり、ネメシス戦域での死の商人でもある。

      　彼にはストーンズ、人類側のこだわりはない。製造施設を任せてくれれば、どの勢力にも付く。様々な異名を持っているが、一番有名な異名は砲撃卿――日本人の構築技士に言わせれば砲撃狂だ。

      「背が高く鈍重なあれがか？ シルエットの壁ぐらいが関の山だろ？」

      「ふん。ばれてたか。まだ履帯の調整がうまくいってなくてね。砲もたいした物が搭載できん。あれならいっそ四脚にしたほうがいいかもな」

      　そんなゲテモノ戦車には乗りたくないな、とバルドは内心毒突いた。

      「四脚と履帯を組み合わせでもしてろよ」

      　嫌味のつもりで言った一言に、アルベルトは顔を輝かせた。

      「おお、そのアイデアはいただきだ！ いますぐ設計に取りかかろう。このコントロールセンターは落とさないでくれたまえよ」

      「仕事だからな」

      「ふむ。四足に二列履帯を装備させ……砲を撃つときは足を固定式にするか……」

      　ぶつぶつ呟いて、別の部屋に移動していった。

      「何しにきたんだ、あのおっさん」

      「超重戦車の実戦データが欲しかったようですよ」

      「まあ、いい。邪魔だ」

      　構築技士を邪魔の一言で片付けるバルド。マッドサイエンティストというのは、ああいう男のことを言うのだろう。自分の開発するものにしか興味がないのだ。

      「隊長のお耳にいれておきたいことが」

      「なんだ」

      「ＴＳＷ─Ｒ１が確認されています」

      　バルドの表情が固まる。

      「あれが？」

      「隊長が、この機体がいるときは至急、と仰っていたので。ご報告した次第です」

      「鷹羽か？」

      　彼の言う鷹羽。それは伝説の傭兵。転移者企業ＴＡＫＡＢＡの創業者にして、求道者のような剣の鉄人であった。シルエット乗りとしても最高峰と言われている。

      「それはわかりません」

      「俺たちも戦闘準備に入る。敵には構築技士がいる可能性が高い。目的が例の封印区画の可能性がある」

      「了解です。ですが敵の位置は封印区画ではなく、このコントロールセンターを目指しています。あれほどの戦力が陽動とは思えませんが」

      「ふむ」

      　封印区画。彼らアンダーグラウンドフォースの依頼条件。ストーンズより絶対に死守するよう厳命された区域だ。その場所に何があるかは、彼らも知らない。

      「俺が封印区画に行く。構築技士をあの区画にいれてはいけない、というお達しがあるし、内部に入る許可は俺しか下りていない。お前たちは敵大隊の迎撃にでろ」

      「いざとなったら区画ごと爆破ですからね」

      「そういうことだ。コントロールタワーが落ちなくても、封印区画を落としたら要塞エリア全域を爆破して放棄らしいからな」

      「了解です。隊長がいなくてもなんとかやってみせます」

      「マイルズ。お前のほうが指揮は上手い。任せた」

      「そんな。ご冗談を」

      　バルドはある意味カリスマだ。人類の敵ともいえるストーンズ側勢力につくことで、士気が下がるアンダーグラウンドフォースも多い。だが、彼は様々な方法で士気をあげる。Ｘ４６３区域に商業・娯楽施設を作らせたのは彼だという話もあるぐらいだ。

      「鷹羽だといいが」

      　バルドは口の中で小さく反芻する。金でストーンズについたといわれているが、あくまで名目だ。彼は人間と戦いたがった。人間が乗るシルエットや戦車と。バルドはシルエット乗り。敗北知らずだった。――鷹羽兵衛に破れるまでは。

      　ムダの無い斬撃。隙の無い動作。的確な位置取り。すべてが高い水準でまとまった恐るべき転移者。

      　あの男に勝つ。バルドは再戦の可能性に沸き立つ心を抑えようと必死だった。

      
        

      

      　Ｘ４６３要塞エリア付近に流れる、大きな河。その水面から突如として巨大な人型が現れた。水陸両用シルエット、ＳＡ─Ａ２〝オッター〟だ。三機編成だ。同じく同伴車両に潜水渡渉可能な工作任務に特化した多目的工作装甲車が一両。メタルアイリスの工兵部隊だ。ＳＡ─Ａ２オッターは背中に巨大な筒を二つ積んでいる。

      　シュラウド付きプロペラでスクリューも兼ねている。渡河能力は水上を移動する浮航型と潜水して移動する物の二種類に分けられる。

      　ケーレスは水中での活動は苦手だ。潜水渡渉タイプの兵器は重宝がられている。戦車部隊がケーレスとの交戦中、先行して別方面の要塞エリア外壁に向かっていたのだ。工兵隊隊長は転移者。日本人のニシザワ・フユキ。四十代の男性で小柄で細身、眼鏡の男性だ。

      「皆さん、いきますよ」

      　物腰の柔らかい口調。ネメシス星系へ飛ばされ早十年。地球ではまったく違う業種に就いていたが、今では工兵隊隊長なんてものをやっている。各隊員から応答が入るのを確認し、森林を進む。地雷をはじめとするトラップがないかを装甲工作車両が確認し、シルエットが後続する。

      　工兵部隊は、主力部隊より先行する任務が多いのだ。彼らが行うのは架橋でも、地雷除去でもない。要塞エリアを覆うシェルター。シルエットが通れる部分だけでも破壊し、潜入経路を作ることだ。

      　Ａカーバンクルで強化されたその隔壁を破壊するのは容易ではない。赤色矮星ネメシスは彗星を定期的に発生させ、容赦なく隕石雨や磁気嵐が惑星アシアに降り注ぐ。シェルターはそれらから守るために生み出された二万年前の遺産なのだ。

      　ストーンズでさえエニュオという巨大質量兵器を持って、その巨体をＡスピネルで補強しながら破壊するという荒技を使う。彼らはシルエットが通ることができる孔を開ければよいだけだ。だがその作業は非常に困難だ。要塞の名は伊達ではない。

      　しかしそのための工兵。最前線を拓くのは彼らなのだ。

      　現在、ストームハウンドが敵を引きつけている。その貴重な時間を、なんとかして生かさねばならない。フユキは歩みを止め、命令を下す。装甲車両は警戒を維持したまま、待機。各シルエットは必要な装備を車両から取り出し、装備する。

      　障壁排除のため、三機のシルエットはさらに奥地へ潜入していった。

      
        

      

      

      
        

      

      　リック率いる戦車隊は、敵の超重戦車率いる敵戦車隊と交戦していた。

      　敵は超重戦車一両と、リックたちと同型車両であるＴ─１０Ａ２〝ライノ〟が四両とシルエット九機。対するメタルアイリスとストームハウンドの混成戦車隊はライノが十二両。

      　背後には、その同数の装甲車と支援車両、シルエットが六機。戦車戦は包囲――機甲戦の位置取りだ。彼らは一翼包囲となる。両翼包囲を行うには数不足だ。

      　正面はリックたち主力戦車が敵を引きつけ、シルエットや支援車両ができうる限り側面に回る。決して正面に立たないようにだ。まずは邪魔な周辺のシルエットと戦車を撃退しなければいけない。ハルダウンを行える位置取りはできた。防衛側は強固な陣を敷くため、攻撃位置を選択できるのが攻者の利点である。

      「地の利はこちらにある！ 攻撃を続けろ！」

      　リックの檄が飛ぶ。号砲が轟き、着弾地点に粉塵が舞い上がる。弾頭には炸薬が込められていないにも関わらず地形が変貌し、穿かれた爆心地はその威力を物語る。レールガンの着弾はそれだけの衝撃を発生させ、爆風を巻き起こすのだ。

      　正面を受け持つリックたちの、間合いを見極める砲撃戦が続く。お互い有効打がない。敵シルエットの守りも盤石だ。超重戦車は想定よりも楯として機能していた。動くバリケードのようなものだ。

      「ぐぁぁ！」

      　通信超しに悲鳴が響く。直撃を受けた車両が遂に現れた。車両前部のスカートアーマーがひしゃげている。装甲が貫通し、履帯にもダメージがいっているようだ。その破壊力は凄まじいものだった。超重戦車の威力を改めて思い知る。

      「ロジャー！」

      「大丈夫。転輪もスプロケットもまだ生きている。すまないが後退する」

      「ああ。すぐに戻れ」

      　直撃を受けた戦車隊のロジャーは、低速ながらも移動可能だった。側面を見せないよう後退する。戦車が下がったことを確認した敵のシルエットが攻勢に転じる。戦力が低下した今、ここが正念場だった。

      　ロジャーの被弾を受け、後方の戦闘支援部隊に所属する野外整備班にも緊張が走る。いち早く戦車回収車が走り出す。被弾車両は走行可能とはいえ、速度低下が著しい。

      「いくよ、フラック」

      「わかった、マーちゃん」

      　シルエットに乗った二人の姉弟が、お互い声を掛け合う。戦場にそぐわない二人は、おそろいのツナギを着てシルエットに乗っていた。

      　シルエットのコックピットは二人には広すぎるぐらいだ。姉の名はマール。弟の名はフラック。ファミリアで構成されたストームハウンドの中で珍しい人間のメンバーだ。

      　黒髪の少年フラックは姉のことをマーちゃんと呼ぶ。十一歳は若年層が珍しくない戦場でも、幼すぎた。そして姉もまだ十三歳の少女だ。彼女たちは戦災孤児だった。リックに助けられて以来、共に行動をしている。

      　リックたちが渋る中、シルエットに乗れることをアピールしアンダーグラウンドフォースに加入した。

      　ファミリアがどうしても手に負えないシルエット全般の作業を請け負っている。　

      「ロジャーを連れてきたぜ！」

      　狸型のファミリアが、ロジャーの戦車を回収し戻ってきた。ウィンチで連結している。すかさず二人の工兵用シルエットと戦闘支援班のトラックが囲む。作業車のクレーンで戦車を吊す。

      「ロジャーさん！ ウィスのリアクターを切って！」

      「おうよ！」

      　戦車のウィス動力炉を切るロジャー。ここから二人の戦いが始まるのだ。

      
        

      

      

      
        

      

      「足回りは私がやる。装甲換装と補修を」

      「はい！」

      　少年は真剣な顔付きで返事をする。戦場において姉は上司だ。

      「転輪、スプロケットは戦闘に問題なし。履帯解除、交換完了」

      　マールは引き上げられた戦車の履帯を速攻で外し、すぐさま事前に用意していた履帯を装着する。

      「マーちゃん！ ごめん、装甲が外せない。直撃でフレームが歪んでる！」

      　少年の泣きそうな悲鳴。

      　高次元投射で強化されたフレームを歪ませる衝撃。戦艦の主砲というのは嘘ではないらしい。本来シルエットでなら簡単に取り外せる装甲が、フレームが歪んでいるためびくともしない。

      「どいて。あんたは弾倉交換！」

      「はい！」

      　マールはすかさず工作車両から、超大型の電子工作用の電磁ハンマー・バンカーを取り出す。腕を覆うほどの長さ。パイルバンカーと同じような打ち出し式ハンマー用の格納筒だ。炸薬では無く電磁式で、繰り返し使用、連打も可能なタイプだ。三百トンから五万トンのハンマーを多用途に使いこなす。圧力は電力で調整する。右腕にハンマー・バンカー。左手に作業用の高周波電熱式の振動カッターを装備し修理を続行する。

      「敵襲！」

      　通信車両からうさぎ型のファミリアの緊迫した声。

      「こんなときに！」

      　三機のシルエットが近付いてくる。十分に警戒はしているが、地の利はやはり敵にある。接近を許してしまった。補給部隊から叩くのは戦術として王道だ。

      　マールは焦る。このまま修理を続行するにも、迎撃するにも時間がなさすぎた。フラックは慌ててライフルを装備しようとしているが、彼女に戦闘経験はない。

      　いっそハンマーでぶん殴るかな、マールはそう思いながらハンマーの出力を最大まで上げた。決して戦闘用ではないし、敵を殴るのに使ったらシルエットの腕が壊れるほどの衝撃となる。彼女たちの前に二機のシルエットが立ちはだかった。

      　一機はメタルアイリスのブルー機。もう一機は、依頼主であるコウの五番機だ。

      「修理の続行を！」

      「はい！」

      　依頼主のコウを信じることにしたマール。彼女たちが直接戦うよりも、一刻も早くロジャーを戦場に送り返すことが、最大の戦力となる。

      　装甲が外れない。合板がわずかに浮いたところをハンマーで浮かせる。当たりをつけながら装甲を最大限に浮かせ、ハンマーで弾き飛ばす。歪んだフレームは当たりをつけながらハンマーで叩いていく。

      　はめこみに用いる溝部分のゆがみは塑性変形で修理はできないが、おおまかなゆがみは弾性変形の要領でもとの位置に戻していくのだ。

      　修理できない溝の歪みは、高周波カッターで強引に切除する。今は装甲が装着できればいい。本格的な修理は工場でレールごと交換となる。金属だからこそ可能な修理である。

      　装甲材に使われているセラミックではこうはいかない。セラミック系マテリアルはユゴニオ弾性限界が鋼鉄の十倍ともいわれるが、靱性や破壊特性に問題がある。割れてしまうのだ。それは靱性が高いものが生成できたといわれるナノセラミック系材料でも同様の傾向にある。

      「あとは無理矢理はめる。フラック、この場所の装甲材を！」

      「マーちゃん！ これ！」

      　弾倉を交換終了していた弟は、すでに装甲材を抱えて待っていた。優秀な、自慢の弟だ。やや入りにくいが、隙間はハンマーで叩いて強引にはめ込んだ。フラックがすかさず、光を発する修復材を吹きかける。熔射修理と呼ばれる即効性の応急処置だ。

      「ロジャーさん！ おっけ！」

      「ありがとよ！ マーちゃん！」

      　狐のロジャーが礼を言う。彼がこの場所に牽引されてから十分も経過していない、見事な早業だった。

      　ストームハウンドの補給部隊と敵シルエット隊の間に、コウは立ち塞がった。背後にはサポートのためにブルーがいる。リックたちが敵の防衛網を突破している間にコウたちは別途、封印区画へ向かう手筈だった。

      　その途中で補給部隊の襲撃を察知し、救援にきたのだ。

      「コウ……」

      　ブルーは心配していた。これはコウにとって初めての対シルエット戦――対人。中に生きている人間が乗っているのだ。

      「斬り込むか。三機だし」

      「敵の機体は三機ともベア。近接戦はそれほど得意じゃない」

      　エメからの通信が届く。コウは頷いてライフルを腰のマウントに装備し、背中に担いだ大剣を引き抜いた。右側に柄を出すようにしてある。刀なら鞘があるが試製大剣には存在しないため、なしだ。鞘があまりにも欲しく、アルゲースに相談しているほどだ。

      　ハンガーキャリアーでは、三人の少女がじっと画面を見つめている。コウにとって、初めての対人と知っているからだ。彼の心は禁忌を犯すことに耐えられるだろうか。それだけが心配だった。

      「コウ。いける？」

      「いけるさ」

      　ブルーの不安そうな声に、コウは微笑んで返す。余裕もあるようだ。コウがいた時代、そして国の日本は比較的平和な時代だったと聞いている。徴兵もなく、表だった交戦記録もなかったという。軍隊は主に頻発する大規模災害に対処していたと。

      　そして多くの転移者は、口々に平和な日本だったと証言している。日本からの転移者の中には戦争アレルギーを持つ者も多かった。国防や領土に関心がないように教育されていたといったほうがよいかもしれない。

      　コウはどうだろうか。

      「ブルー。援護を頼むよ」

      「わかった」

      　コウは駆けだした。ローラーダッシュではない。二足を使ったダッシュだ。脇構えで、左肩を突き出しショルダーアーマーで全身を守っている。やや身を低くし、被弾面積も考慮している走行だ。

      「敵の武装は三機ともアサルトライフル。距離を詰めてしまえば、対処できる」

      　エメからの通信も届く。突撃された敵シルエットは驚愕した。距離を詰めるのにローラーダッシュを使っていない。さらに見たこともない大剣を背負っているのだ。想定していない動きだった。

      「う、撃て！」

      　距離はあるのだ。確実に撃てばいい。

      　しかし、シルエット用ライフル弾ではコウが装備しているショルダーアーマーを抜くことはできなかった。動きも奇妙な動きだった。回避行動も兼ねているサイドステップと前進で、確実に距離を詰めてくる。背後にいるブルーのシルエットも厄介だ。小口径のレールガンで牽制してくる。一撃は重くないが、確実にダメージが累積していく。

      「うぁ？」

      　腰に構えていたはずの五番機の大剣がいつの間にか大上段に構えていた。しかも、気付いたら目の前にいる。無造作ともいえる斬撃。一刀のもとにベアは頭頂部から股下まで両断されていた。

      　非常に硬いマルチコックピットシステムさえも両断した話など聞いたこともない。

      「ひ、ひぃ！」

      　残りのパイロットが恐慌状態に陥る。あまりの威力。斬撃を恐れて頭上にライフルを構え、剣を受けようとする。その行為を嘲笑うが如く――斬撃が腰部分を両断した。

      「なんだそりゃ！」

      　残されたパイロットが絶叫する。瞬く間に二機のシルエットが破壊されたのだ。愕然とするのも当然だ。パニックになりライフルを乱射する。しかし、距離が近付いて外れる上、高次元投射装甲の前では数発では致命傷にはほど遠い。

      　斬撃が来る――上か下か。傭兵だ。緊急の対処ができないようでは沽券に関わる。アサルトライフルの銃剣を自動展開し、こちらも白兵戦に備える。

      　ずん、という鈍い鋼を切り裂く音。敵が駆るベアは呆然としたかのように自分の腹部を見下ろした。大剣が腹の部分から生えていた――斬撃ではなく鋭い突き。

      「なんだそりゃ……」

      　同じ言葉を力無く繰り返す。機体が動かない。パイロットは茫然自失となった。

      「凄い……」

      　小声でブルーが呟いた。予想以上の思い切りの良さだ。躊躇がない。腰から両断されたベアや、刺突されたベアのパイロットは生きているだろう。しかし、最初のＭＣＳを両断されたパイロットは生きてはいまい。ブルーがコウの側に近寄ろうとしたとき、視界の端に動く影。腰を両断されたシルエットの右手が、コウを狙っている。

      「コウっ！」

      　ブルーが叫ぶ。不意打ちは人型のシルエットには効果的な攻撃だ。

      　その叫びも杞憂に終わる。コウは地を薙ぎ払っていた。ベアの右腕は吹き飛んだ。剣を再度、ベアの胴体に突き刺す。

      「投降しろ。さもなくば殺す」

      　共通回線で言ってみる。ネメシス戦域に国際法とかあるのかな、と今更ながら思った。

      「わ、わかった。投降する」

      「俺もだ」

      　二機のベアは動きが止まった。

      「二機のリアクターの停止を確認。その二人、投降した」

      「わかった」

      　エメからの通信で投降を確認できた。胸をなで下ろした。五番機の剣にはさして血痕は付いていないが、気になったので血振りを行い背中に担ぎ直した。

      「捕虜は補給部隊に連絡しておきました。あとで回収にくる」

      　ブルーからも通信が入る。

      「ところであなた。倒れた敵が攻撃してくるってわかってた？」

      　腕が動いた時にはすでに斬り飛ばされていたのだ。剣を先に置いていたかのような動きだ。事前に察知していたとしか思えない。

      「俺の剣術は居合いでね。残心は基本だ」

      「ざんしん？」

      「油断しない心構え、とでもいえばいいかな？ 倒れた相手が生きて攻撃するかもしれない。だから、心を残し――敵に意識を残すんだ」

      「……あなた、本当に二十一世紀からきたの？」

      「そうだよ？」

      「シルエットに人間が乗っていてもためらいが無かったのは、イアイのせいなのね」

      「そうだろうな」

      「わかった。サムライについて調べておく」

      「だからサムライじゃないって！」

      　ブルーとの会話で、緊張がほぐれる。意図してくれたものかはわからない。もちろん、心に暗いものは生じている。初撃のベアのパイロットは、死んだだろう。夜、夢をみるかもしれない。

      　それでもなお、ためらいなく剣を振り抜けた。それが満足だった。彼らも殺しにきているのだ。それも感情や損得ではない。任務であり、仕事だ。こちらも同じ対処をするだけなのだ。

      　理由はどうであれ、殺し合いを行う立ち会いをする以上、全力を尽くさなければいけない。さもなくば、死ぬだけだ。

      　師匠たちが好んで呟いていた和歌を思い出す。居合いには多くの流派があるが、その中興の祖の一人が読んだとされる詩だ。

      「抜かば切れ。抜かずば切るな、この刀。ただ切ることに大事こそあれ」

      　ブルーに聞かれないよう、そっと呟いた。

      
        

      

      「マーちゃん。コウさん凄いね」

      「うん。……凄い。お伽話の騎士様みたい」

      「メタルアイリスの人たちはサムライっていってたけど。かっこよかった！」

      　少女は頬を染め、呆然と五番機を見据え、少年は憧憬を持って五番機を見上げていた。颯爽と現れ、惚れ惚れとするような五番機の斬撃。無意味な殺人も行わない。無駄のない戦闘だった。

      　捕虜は彼女たちが回収した。シルエットのＭＣＳ――マルチコックピットシステムを引っこ抜いて、補給車両に積んである。

      　この汎用のコックピットシステムは、ちょうど二十一世紀の戦闘ヘリのコックピットに形状が似ている。二重構造になってあり、ウィスが通っているならば衝撃を吸収する構造になっているのだ。

      　タンデムの二列目が段差になっており、二列目下にウィスのリアクターが搭載されているパワーパックが装備されている。

      　シルエットの弱点はこのパワーパックになる。コックピットの素材は宇宙でしか成形できない作られたアドバンズドナノマテリアル。非常に強固で破壊しにくいマテリアルだ。加工も受け付けない、敵味方関係ない共通規格でもある。

      　二万年前の惑星開拓時代から基本設計は変わっていない。非常時の脱出カプセルも兼ねているため、シルエットは生存率の高い兵器でもあるのだ。

      　この利便性を利用して、破壊された機体を放棄してＭＣＳをそのまま換装して乗り換える荒技もある。非常時で修理部品がない場合などに有効だ。捕虜となったパイロットは保釈金を払えば解放される。

      　それまではコックピットに居座るか、どこかの車両に移送されるだろう。

      「でも今から向かう場所は――」

      「あのシェルターが最大の敵だね」

      　姉のつぶやきに弟が呼応する。彼らの視線の先には巨大なシェルターがあった。

      
        

      

      

      
        

      

      「少々場を離れます。索敵と地雷等のトラップの確認です。あなたたちは作業を」

      　フユキの指示で、他二機のシルエットが作業に入る。まずは亀裂を入れないといけないが、それが困難だ。フユキが戻ってきたときも、

      「厳しいッスわ！ 隊長！」

      　工兵部隊は、シェルターに孔を開けるべく苦戦していた。

      「予想できたこと。天空からの巨大隕石でもびくともしないシェルターですし」

      　穿孔作業は難航している。亀裂をいれ、その亀裂を中心に破砕作業に入るのだが、破壊制御設定も万全に設計されてある。高出力のレーザー打ち抜き機や工作用の高周波電熱切断機を用いている。三機は作業に入り、ようやく縦の亀裂を入れることができたときだった。装甲工作車より連絡が入る。

      「レーダーに反応あり。そちらにケーレス接近中。アント型多数、マンティス型もいます！」

      「マンティス型とは、これはまたよほど警戒されているようですね」

      　フユキが嘆息する。

      「作業中断。やはり敵勢力掃討後に作業しなければ、無理でしょうね」

      「はい……うぉ！」

      　突如、森の奥から現れたマンティス型の巨大な鎌につかまる作業中のシルエット。メキメキと不気味な音を立て始めた。そこにすかさずフユキが高周波振動剣で鋏を両断し、救出する。

      「助かりました、隊長！」

      「マンティス型でもこの移動速度……強化タイプですね」

      　冷静に分析する。発見から到着まで早すぎた。アント型も遅れて到着するだろう。作業の続行は完全に無理と判断する。もう一機のシルエットがライフルで牽制している間に、捕まっていたシルエットは体勢を立て直す。

      「皆さん、工作装甲車まで撤退を。そして五分後、川岸方面に移動、本体と合流してください」

      「隊長は？」

      「私はやることがあるんですよねぇ。気にせずいってください。――早く！」

      　話している間にも武器を持ち替え、巨大なロケットランチャーを装備する。

      「は、はい！」

      　二機のシルエットが撤退し、フユキだけが取り残された。目の前に居るマンティス型。このケーレスを倒すには、三機のシルエットが必要といわれている戦力だ。

      「この距離なら必中ですわ」

      　そのままマンティス型の頭部に向けて発射し、一撃で破壊した。マンティス型は、後ろに後ずさる。頭部を破壊したところでマンティス型にとっては戦闘力に低下はない。動きを停止させるには破壊し尽くすか、胴体を両断するしかないのだ。

      「いったん僕も引こうかな」

      　フユキは一人の時は営業口調では無く、僕口調になる。マンティス型の背後にはわらわらとアントワーカー型が現れ、レーザーで攻撃してきた。

      　それを尻目に、森に消えるフユキのシルエット。抱えたロケットランチャーのせいで素早い動きとは言い難い。頭部を喪ったマンティス型とアントワーカー型は、群れをなして彼を追いかけ始めた。森の中の小さな空間でフユキは転身した。迫り来るマンティス型とアント型。抱えたランチャーが火を噴いた。

      　弧を描き飛んでいく大型ロケット。そのロケットには太いワイヤーが繋がれていた。ロケットはフユキの機体に近付く前に着弾し大爆発を起こす。ワイヤーも爆弾が無数に取り付けられており、連鎖して続けざまに爆発する。

      「一網打尽ですよ。文字通り、ね」

      　フユキが呟く。地雷処理用爆導索――工兵は地雷処理も任務の一つ。工兵ならではの武器だ。点でも面でもなく、線の爆撃。本来は爆発で地雷を誘爆し処理するための兵装であり、攻撃兵器ではない。だが二十一世紀の地球では対ゲリラ用市街地戦にも転用されている。フユキはネメシス戦域で、対ケーレス用に改造を施し、威力を高めた。

      　ウィスを通した高次元投射装甲には効果は薄いが、安普請のアント型には十分な攻撃力を持つ。

      　ケーレスたちは爆風に巻き込まれ、追撃が止む。地雷処理は様々な手段がある。単純に鎖を叩き付けて誘爆させるやり方、ドーザーですくい上げる方法などだ。その点この爆導索は攻撃にも転用できる。工兵。それは常に最前線を切り開く開拓者。

      　様々な最新兵器を駆使し、そのための技術を要する、戦略部隊。

      「実はですね。奥の手もあるんですよね」

      　フユキは唇の端を釣り上げ、次なる手を打つ。別の場所――待機している工作車から大きなロケットランチャーが現れ、火を噴く。誘導射撃を行ったのだ。同じく爆導索付きの地雷処理用ロケットだ。地球では慣性制御用のパラシュートを用いるが、ここは未来。

      　噴射量が計算され、フユキの前方に着弾する。さらなる爆発。先ほどよりも威力が大きい。これが止めになって、アント型のケーレスは壊滅した。

      　残るは、ウィスを搭載したマンティス型のみ。

      「逃してはくれませんか」

      　頭部を喪ったマンティス型は、爆発をものともせずフユキに接近する。フユキは銃を取り出し、構えて撃つ。それはシルエットサイズのスピアガン。ワイヤー付きだ。

      　本来は水中侵攻用となる。集団戦にはまったく向かないが、恐るべき性質を持つ――シルエット本体からウィスを通すことができるのだ。貫通力は軽ガス式のライフルの比ではない。

      　欠点は二つ。連射が効かない点と、スピアの衝撃自体は低いこと。破壊力はあまりない。そしてワイヤーはウィスを通した武器ならば、簡単に切断できるということ。だがフユキにとってはその一瞬で十分だ。

      スピアガンに備え付けられたリールが回転する。シルエットがぶらさがっても切れることはない。ワイヤーは巻き上げられ、びくともしないマンティス型。宙を舞ったのはフユキのシルエットであった。

      　そのまま高周波電熱剣で斬り込む。マンティス型の鎌が襲いかかるが、斬り飛ばした。マンティス型のパワーパックは胴体だ。そのまま体に駆け上がり、背中から高周波電熱剣を突き刺す。その刺突は確実にパワーパックを貫き、マンティス型も動きを停止した。

      「戦闘は苦手なんですよねぇ。もう……」

      　本当にくたびれたという感じで、ため息をつくフユキ。

      「遅いですよブルーさん」

      「何いっているんですか。私達が手を出す間もなくあれだけの数を倒してしまうなんて」

      　ブルーとコウのシルエットが現場に到着していた。

      「凄いな。ええと……」

      「君がコウ君ですか。フユキと呼んでください。同郷と会えるとは嬉しいね！ ブルーさんに変なリクエストばっかりしていたのは貴方ですね？ よろしくお願いしますね」

      「ばれてましたか。こちらこそよろしくお願いします」

      「ああ、敬語はいいですよ。私は元営業職ですからね。こういう口調なんです」

      「助かる。見事な腕前だった」

      「フユキは凄いの。地雷の設置と除去のスペシャリスト。地雷屋と言われてる」

      「地雷屋？ ああ、そういう意味もあるのか。変幻自在の地雷屋さんね」

      「ぎくっ！ 気付かれましたね」

      　二人は笑い合った。ナノマシンによる言語翻訳機能の悪戯みたいなもの、なのだろう。

      「何か意味あるの？」

      「終わったら説明するよ」

      「今、教えてください！」

      　コウはブルーの抗議を曖昧に笑ってスルーした。フユキのニックネームを付けたのも日本人だろう。本来は地雷屋ではなく、自来也。それは伝説の忍びの名であった。

      「フユキさん。ポイントＣで作戦を続行します」

      「わかった。私も同行します。工作車から必要な武装を補給し、部隊の者は下がらせますね」

      　ブルーの言葉にフユキは同行を申し出る。

      　三機のシルエットは工作車にいったん立ち寄り、ポイントＣ地点に向かった。

      　ポイントＣではバリーとマイクが、履帯が装備されている車両を護衛していた。この車両にヴォイが搭乗しているのだ。

      「ありがとう！ ヴォイの護衛、助かった」

      「これぐらいお安いご用さ。とんでもないもの作ったんだな、コウは」

      　その車両はあまりに異形だった。乗り物、と表現したほうがいいかもしれない。筒を車両前部に備え付けている。そして筒と同じ大きさの、円状のシールドに囲まれていた。

      　その形状は二十一世紀のトンネル掘削機、シールドマシンに酷似していた。二連結車両でヴォイは後部に乗っている。

      「コウ。何これ」

      　得体の知れない兵器に、思わずブルーが尋ねる。

      「……シールド坑道掘削装甲車」

      「シールドって目的が違うシールドですよね？」

      「大丈夫。意味は共通している。普通のシールドとしても機能しているから」

      「リックが見たら珍兵器っていいそうです。賭けてもいい」

      「自覚はあるんだ。それ以上言わないで」

      　矢継ぎ早にブルーに詰問されたコウは力無く呟いた。

      「まさかコウ君。地面を潜って進むつもり？」

      「うん」

      　フユキの質問に答える。

      「これってジェットモ……」

      「シールド付き坑道掘削装甲車」

      　危険なワードを呟きそうになったフユキを遮るコウ。

      「火力ないよね？」

      「ドリル内蔵してるから、こいつ」

      「やっぱりドリル内蔵してるのか！」

      「さっきから二人だけで意味通じる会話はやめましょう」

      　フユキとの会話に拗ねたようなブルーが割りこんでくる。

      「ごめんごめん。ヴォイ。頼んだ」

      「いくぜ！」

      　ヴォイが喜び勇んでシールド戦車を起動させる。

      「カッターフェイス起動！ スクリューコンベア起動開始！ 土砂変換アーク炉最大稼働！」

      　熊が叫びながら、パネルタッチで次々と各種の装置を起動させていく。

      「いちいち装置名を叫ばなくていいからな、ヴォイ！」

      「シールドジャッキオォン！」

      「何故叫ぶ」

      「二十世紀のアニメにでてくる兵器は叫ぶと学んだぜ！ エレクター作動開始！」

      「やめろ」

      　フユキが口を押さえて笑いを噛み殺している。ツボに入ってしまったようだ。冷たい目で無言のブルーが通信に映っている。胃が痛くなってきた。

      　カッターフェイス。巨大な扇風機状のカッタービットが地面を掘削していく。土砂をスクリューコンベアで回収し、機体の焼却炉で土砂を燃やしていくのだ。

      　燃やした土砂は有機物として燃え、残りは主に二酸化ケイ素、シリカとなる。エレクターから投射される散布剤に混ぜ、トンネルの外壁を強化していく。削岩、土砂の排出、坑道の補強をすべてセットでできるようになっている。

      「ドリィールマシーン！」

      「叫ぶな！」

      　トンネルは直径は六メートルほど。シルエットなら屈めば移動できる。他にもカッターピックを装備したアームや土砂除去用のドーザーなどの装備を内蔵してある。連結車両の前部に作業機械と土砂と有機物を燃やし、シリカに変換するアーク炉を詰め込んであり、後部車両は脱出用兼戦闘用だ。自衛用の有線ミサイルと機関砲を装備してある。

      　坑道掘削装甲車はカッターフェイスをジャッキアップし、斜めにして地面を掘り進む。凄まじい速度だ。二十一世紀では一時間数メートルしか進めないが、コウの作った地底走行車両は十分で五十メートル以上。

      　ウィスによる耐熱性能、カッタービット性能向上と、土砂排出を兼ね備えた構造で大幅なスピードアップを果たした。

      「これは凄いな」

      　バリーも呆れる掘削スピードだ。もう車体が地面に潜って見えなくなる。

      「よくこんな戦車思いつきましたね」

      「要塞エリアを守るシェルターの破壊方法ずっと考えててさ。馬鹿でかいエニュオみたいなものは用意できないし。なら地下はどうだと」

      「逆転の発想ですか」

      「地表のコンクリートならシェルターより楽に破壊できる。土砂が問題だったんだけど、モデルになった生き物の話を思い出してさ。生き物は木を掘り進むのに自己完結してるなら、こっちも同じ事できないかなと」

      　そして完成したのがコウなりの地底戦車だったのだ。地球の技術では絶対に不可能だっただろう。まず土砂を焼却しシリカから外壁補強材を作ることが無理だ。

      「モデルの生き物って？」

      　ブルーも気になったのか尋ねてくる。

      「フナクイムシという、虫ではなくて貝なんだ。見た目はみみず系ワームでかなりグロいから調べないほうがいいかな」

      「わかった。絶対調べない」

      　ブルーはぶるっと身を震わせた。そういうところは女の子らしいと、コウは場違いな感想を抱く。

      「そろそろいいぜ。トンネルも固まってきた」

      「わかった。すぐに行く」

      　ヴォイからの通信で、五番機は身を屈めトンネルに入る。ブルーとフユキが続き、最後にバリーとマイクが周囲を警戒しながらトンネルに潜っていった。

      「ヴォイさんはモグラじゃ無くて熊ですよね？」

      「熊だよ。しかしこいつに乗ってるときはアナグマってところか！」

      　フユキの言葉に、ヴォイが返す。シールド坑道掘削装甲車は地中をえぐりながら次々と進んで行く。このシールドで固められた外壁も機能しているようだ。空気に触れすぐに固まっていく。トンネル自体の長さは五百メートルもないだろう。とにかくシェルターをくぐり抜ければ良いのだ。少し離れたところで身を屈めたシルエットたちが続いていく。

      「工兵部隊に欲しいですね、これ。凄すぎます」

      「作戦が終わったら解体するから」

      「もったいない！」

      　フユキがしきりに欲しいと呟き続ける。

      「大規模なトンネルならこれだけじゃ無理だと思うけど、シェルター分だけ通り抜けることができるならね」

      「外壁は掘削装甲車のウィスで強化もされているのね」

      「溶剤にウィス伝搬剤を混ぜてある」

      　トンネルの壁も強固なようだ。生き埋めの心配をする必要はない。

      「もうすぐ地表にいくぜ」

      　ヴォイから通信が入る。シールド坑道掘削装甲車は方向を変え、上方に向かっていた。

      「天井はＡカーバンクルで強化されたコンクリート。下手な鋼鉄よりよほど厚い」

      「でしょうね」

      　要塞エリアや防衛ドーム内にある建造物もＡカーバンクルから生成されるウィスを通せば、レールガンによって被弾しようがシルエットが建築物に飛び乗ろうがびくともしない。

      「そこでこれだっ！ カッターフェイス変形！」

      　カッターフェイスのカッタービットが前方で束ねられ、巨大ならせん状のステップドリルビットとなった。筍状のドリルだ。

      「ドリィールッ！」

      「だから甲高い巻き舌で叫ぶな！ 黙ってやれ！」

      　ヴォイが渾身の絶叫を放ち、コウが苦悶する。ドリルが高速回転し、要塞エリアの舗装されたコンクリートを穿ち始める。

      「巨大なドリルで孔をシルエットサイズに広げる、か」

      　バリーが感心している。

      「やっぱりドリルはいいよな！」

      「ドリルいいですよねえ」

      　マイクとフユキが巨大ドリルに興奮している。

      「やっぱり欲しいなぁ、これ。ねえ、ブルーさん。メタルアイリスで買い取れないかな？」

      「役立つのは確かなようです」

      　具体的な入手方法まで口にしだしたフユキ。ブルーも今はそれほど否定的ではない。

      「地上だ！」

      　シールド坑道掘削装甲車がついに地上に出る。コウたちも続けざま地上に出た。外と同じく森林地帯だ。目的地よりもかなり外れに位置する。目的地は工業区画だ。人間は商業区画。現在地は要塞エリアの中でも野外区画に位置する。

      　空を見ると青空が広がっている。シェルターは非対称アシンメトリックマテリアル応用材でできており、負の屈折率を持っている。シェルター外の光をそのまま通すので、空が見えるのだ。要塞エリアや防衛ドームでも昼夜があるのはそのためだ。

      「まっすぐ目的地に向かわないの？」

      「ああ。座標は前にも示した通り、この森の一角だ」

      　コウには察していた。アストライアが示した座標。コウが実際に体験した地下工廠への入り口のように光学迷彩が施された場所に隠されているのだろう。

      「コウ。施設内のレーダーには感知されている。ケーレスがそちらに向かう可能性は高い」

      　エメから発せられた警告にコウが応答する。

      「わかった。みんな移動するぞ」

      「俺はいったん戻るぜ。やることがあるんでな」

      「ん。わかった、ヴォイ。気をつけてな」

      「おうよ！」

      　のそのそと自分が掘ったトンネルで戻っていく坑道掘削装甲車。不思議とヴォイと同じく愛嬌がある。編隊を組んで、五機のシルエットは目的地に向かっていった。コウたちの潜入部隊は目標の座標に到着した。五番機と後続で続いたブルーの機体が見えなくなる。

      「これは光学迷彩で隠蔽されている隠し通路か」

      「俺がトリガーか。しまったな……」

      　アシアの防衛機構なのだろう。コウが通るタイミングで、地中に埋まっていた通路の扉が上がったのだ。コウとブルーが通ったことを確認し、地中に埋まったのだろう。幸いなことに通信は繋がったままだ。

      「ちょうどいい。奴らもこの場所を知らないはずだ。迂回ルートのふりをして暴れてくる」

      　バリーが状況を分析する。もし敵勢力がこの通路を知っていたら、もっと警備は厳重なはずだ。

      「気をつけてくれ」

      「それはお前たちだ。この先、何があるかわからないぞ」

      　コウは通信越しに頷いて、先に進む。暗い通路を、五号機の暗視装置を頼りに進んで行くことにした。バリーたち三人は追撃に備え、有利になる場所を探すため移動を開始した。薄暗い通路は突如として終わりを告げる。巨大な通路に出たのだ。シルエット基準でいっても相当高い天井だ。

      「遺跡……ですね。探索者のようです」

      「これが探索なら、俺はなりたくないな」

      　得体の知れない技術が数多く使われている。想像力が無い人間が探索すると、すぐに死ぬことになるだろうとコウは思ったのだ。

      「なにか意外ですね。好きそうにみえました」

      「未知すぎても怖いよ」

      「無謀な人より好感は持てますよ」

      　二人は目的の座標に向かって進む。レーダーに反応があった。

      「コウ！ シルエットがいる。気をつけて」

      　エメからも通信が届く。

      「私が戦う。コウは先にアシアのもとへ」

      「二人で対処したほうがよくないか」

      「敵が一機とは限らない。そのときはアシア救出を最優先して。これは最後のチャンスかもしれないの」

      「最後って……」

      「お願い」

      「わかった」

      　二機は歩行モードに切り替え進んだ。目的の座標の前に、そのシルエットは佇んでいた。鈍色の機体。質素で外連味が一切ない。機体の輪郭は、改修前の五番機に酷似していた。前方にいる機体のほうが、やや細身で頭部も小さい。

      　そのシルエットから共通回線で呼びかけがある。

      「コウ」

      「でるよ」

      　心配そうなブルーに、コウは安心させるように笑いかけた。共通回線が開かれる。

      「そこのラニウス――お前、鷹羽兵衛か」

      　コウの表情が引き締まった。壮年の声は、コウの知った名を告げたのだ。ブルーも息を飲む。よりにもよって、とんでもない人物と間違えられたものだ。

      　声の主はバルド。デスモダスの隊長であった。

      「残念ながら、俺は兵衛さんじゃない」

      　返答に迷いながらも、答える。ただし、知り合いと匂わせて。念のための保険だ。

      「そうか。――残念だ。兵衛と戦いたかった」

      　本当に残念そうな声だ。

      「何か恨みでも？」

      　思わず尋ねてしまう。

      「いいや？ 勝負に負けたリベンジだな」

      　簡潔に答えが返ってくる。コウはそれだけで、好感を持った。

      　理由は自分でもわからない。

      「お前もただモノじゃないな。ここは構築技士しか入れない区画だ。先に何があるかしらないが、死んでもらうぞ」

      「死ぬわけにはいかないな」

      　何があるか、知らない。それはコウにとって貴重な情報だ。相手は構築技士としてのランクは低いのだろう。高ければ、アシアと会話できるかもしれないはずだ。

      「私がさせない」

      　そう言いながら、コウの前にブルーが立ちはだかる。

      「コウ。ここは私が。あなたは先にいって」

      「しかし」

      「あなたと相性が悪い。あの機体――」

      　ブルーがいい淀む。彼女の機体ＳＡＳ─Ｆ０２〝スナイプ〟も最新の機体の一つだが、集団戦における射撃に特化している。コウのことはあまりいえない。

      「五番機からの画像解析完了。ＴＳＦ─Ｒ１０〝ファルコ〟。近接戦特化のＴＳＷ─Ｒ１を発展、軽量化した汎用機」

      　エメからの緊迫した通信が入る。師匠から聞いたことがある。ＴＳＷ─Ｒ１はすでに生産を打ち切り、後継機の生産に入ったということを。目の前の敵が、その機体とは。

      「ラニウスの発展型だから格闘性能も高い、複合駆動機構。武器は両手持ちの長剣と、これは――ガスト式の大口径二連機関砲」

      　ファルコは二砲身が特徴的な機関砲を装備している。二門の砲にみえるが実質一門で、射撃のリコイルを利用してシーソーのように交互に連射する型式の機関砲だ。ガトリング砲よりも軽量で構造も単純。信頼性も高い。

      　欠点は砲寿命が短いことだが、これはウィスによる強化で解消されている。

      「ラニウスから過剰な装備を除外しコストダウンを兼ねて軽量、高速化してより洗練された機体だと思っていい」

      「過剰な装備とは？」

      「例えば――四肢に装備する予定だった運動性強化のための補助スラスター用のコネクタを排除。胸部の人工筋肉をより少なくし構造強度はフレームへ依存度を高めてメンテナンス性も向上している」

      「わかった。ありがとう、エメ」

      　ＴＳＦ─Ｒ１０が何を犠牲にしたか、だいたいわかった。確かにＴＳＷ─Ｒ１の運動性の追求は過剰ともいえるほど。多くのパイロットはそこまで繊細な運動性は必要ないだろう――しかし。その先に必要な能力だってあるのだ。

      「最新鋭機、か……」

      　口の中で反芻した。

      「どっちでもいいぜ。かかってきな」

      　余裕があるのか、バルドは長剣を構えた。ブルーが回避行動を取りながら小口径レールガンを両手で構え、戦闘を開始する。ここは閉所。距離を取って戦うマークスマンのブルーと長剣装備のバルドでは、地形の利はバルドにある。ブルーたちは、前に進まなければいけないという制約もある。中距離で牽制し、戦うブルー。

      　対するバルドは高速で動き、彼女の周囲を迂回しながらガスト式機関砲で攻撃する。

      「その余裕は気に食わないわね」

      　小口径レールガンは確実にバルドのファルコを捉え命中するも装甲に弾かれる。高機動型とはいえ、ラニウスの後継機。中装甲高機動というコンセプトは喪われてはいない。

      　対するＳＡＳ─Ｆ０２スナイプは様々な兵装を積み、距離に応じた戦術をとることで優位に立つ射撃機。牽制のための肩に装備したミサイルを発射するも、バルドのガスト式機関砲に叩き落とされる。

      　スナイプは狙撃や支援射撃戦に対応した機体だ。このような状況には弱い。確実に腕、肩などシルエットの装甲が薄い部分を狙ってくるバルドに対し、ブルーは武器を持ち替えた。中口径カービン。銃身を短くしたアサルトライフルだ。距離を詰められると、次に来る攻撃は長剣による斬撃。これを警戒したのだ。

      「やるねえ。お嬢ちゃん！」

      　ブルーは後ずさりしながら距離を保とうとするが、眼前にはすでにバルドがいた。カービンを両手で構え回避行動を取りながら射撃を行うが、決定打は与えられない。ファルコの大口径ガスト式機関砲が火を噴く。

      　砲身が交互に揺らめき、弾丸の雨が降り注ぐ。ライフルと違い口径が小さいといえど、被弾する数が違う。装甲より積載重視のスナイプでは厳しい。

      　その射撃こそフェイントそのもの。目の前に、一気に距離を詰めたファルコがいた。背面の飛行用ブースターを加速に使ったのだ。

      　一気に勝負を決めるつもりなのだろう。後退しようと思ったが、間に合わない。距離を詰められる。

      「疾はやいっ！」

      　ブルーが思わず口にする。目の前に長剣を上段に振りかぶったファルコがいた。鋭い斬撃がブルーを襲う。果たして――

      「させない」

      　コウが二人の戦いに割りこんでいた。長剣をＡＫ２で受け止める。アキが作った渾身の砲身はしかし、その凶悪な衝撃に耐えきった。彼女がそのように作ったのだ。彼を守るように。作り手の願いに違わず、砲身も歪まずその強烈な斬撃を凌いだ。

      　ファルコは油断しない。コウが割りこんだとみるや、すかさず後方に退避する。人型シルエットの弱点の一つに後退がある。後ろ向きに歩くようにはできていない。後退の巧みさで、シルエット乗りの技量がわかるとすら言われる。その意味でバルドは達人だった。

      「ブルー。下がってろ。俺が相手だ」

      　五番機は左手に銃を構え直し、ファルコに狙いを付けた。

      「お前さんが相手か。悪くはねえな、女をかばうってのは。こっちも俺も女子供相手にするには気が引けるんだ」

      「へえ。そういうの、いいね。おっさん」

      　惜しいと思った。立場が違う場所で会えたなら、話し合えたかも知れない。

      「敵対すりゃ容赦なく殺すがな」

      　バルドはにやりと笑った。

      「当然だ」

      　コウも異論はない。敵対している相手に老若男女は関係ないだろう。しかし殺したいか、殺したくないかは人間性としては重要だ。結果は同じだとしてもだ。相手は気が引ける程度の人間性は持ち合わせているということだ。

      「さあ、やろうぜ。ラニウス。お前を相手するためにこっちは大枚はたいてこいつを手に入れたんだ。待っていたぜ」

      　コウには、目の前のシルエットと、鷹羽の間に何があったかは想像できない。相手に執念に似た何かは感じることができる。

      　予想は付く。戦って、勝ちたいのだ。

      「ファルコ。その鉤爪の鋭さから鎌の意味を持つ鳥の名を冠したシルエット。気をつけて」

      　シルエットの愛称には動物の名が付けられることが多い。特性から連想される名が付けられる。モズであるラニウスの後継がハヤブサ。確かに速そうだとコウは思った。

      　コウのラニウスは中距離、遠距離を抑えるために長射程大口径のバトルライフルを装備している。対するバルドは、中距離から近距離を確実に捉えるためにガスト式の機関砲。両機に共通しているのは、数多くの兵装搭載を最初から捨てていることだ。

      「機動力、運動性は向こうが上、か」

      　コウはバルドの機体を冷静に分析する。イニシアティブは相手が取るだろう。相手もそう思っているはず。ブルーのスナイプ相手にファルコは三次元飛行ユニットを用い、加速機として使っていた。三百キロ近くは出ている。人型兵器としては破格の速さだ。

      　どう戦うか。

      「立ち会い、か」

      　思わずコウが呟いた。一対一での対決など、時代錯誤。向こうからの提案など、信じられない思いだ。

      「皆に悪いが――それでも戦いたい」

      　死んでしまったら、待っている人を、隣にいるブルーを悲しませてしまうだろう。それでも戦いと思った。あえて決意を口にする。悪くないな。

      　日本では決して感じてはいけない歓喜を、コウは覚えつつあった。

      　ファルコが剣を構える。今はまだ彼の間合いだ。お互いローラーダッシュは止めている。二足歩行でないと、すぐに転倒する羽目になることは分かっている。スラスターで加速するにも、距離がある。ラニウスが相手だ。装甲はファルコより硬い。機関砲が有効打にならないのは分かっていた。

      　ラニウスは左手に持つ銃をファルコに向ける。突きつけられた銃口。大口径のバトルライフルだ。数発は耐えられるだろうとバルトは踏んだ。

      　動く気配を見せないラニウスは背面に吊した大剣に右手を添え、左手に銃を構え――否。

      　すぐにその判断は誤りだとバルドは気付く。銃口はまっすぐファルコに狙いを定めていた。まっすぐすぎた。

      　銃口が大きくなるようなプレッシャー。

      　違う。錯覚だ。バルドが見抜いた時はもう遅かった。脚部も腕部も動かさず、近付いてきているのだ。ほんの、少しずつ。おそらく背面のスラスターを用いて。

      　バルドは引きつった表情で機体を後退させようとしたが、五番機が許さない。

      　眼前にいる五番機。銃は投げ捨てていた。空気を震わす爆発音。腰を落とした体勢。

      　機体が加速している中、足裏から凄まじい火花が散らしながら接近していた。

      　背面のスラスターを用い、爆発的な推力を発生させ、滑走してきたのだ。

      　襲いかかる斬撃。

      「いつ近付いた？ ――いつ抜きやがったっ！」

      　思わず吐き捨て絶叫する。五番機はすでに剣を引き抜いていた。五番機の四肢を補助するスラスターーが火を噴き、抜刀していたのだ。居合いにおける、外法技――背中から吊した剣を、抜刀し斬りかかる背抜刀という技であった。

      　右手を柄に添え握れるようにしておき、銃を投げ捨てた直後片手で引き抜き様、両手で握り直しての斬撃。この技は昇段試験には関係しない技だ。現在、教える道場は少ない。長刀の居合い技は、芸や見世物の類いとして一部の剣士に認識されている。

      　だが未来の戦場、簡略化された動作のシルエット戦なら別だ。十分に有効な技として成立する。旧式機と侮ることなかれ。補うための改良はすでに行っていたのだ。

      　ＴＳＦ─Ｒ１０が捨てた、運動性を高める補助スラスターを最大限に生かした斬撃だ。同じ芸当はファルコには不可能だ。バルドは間一髪でなんとか剣で受け止めるが、すべてを受け流すことはできない。

      「ちぃ！ 押し負けたか！」

      「ファルコが捨てたものを活かしたのさ」

      　機体は五番機のほうが安定性があり、重量がある。こんなところで、こんな理由でファルコは押し負けたのだ。不安定な体勢で受け止めたがゆえ受けた剣は押され込まれ、胸部装甲が切り裂かれた。

      　五番機はそのまま彼の左脇をすり抜ける。機体が通ったあとは火花が走っている。慌てて体を左回転させ五番機の後を追う。

      　すでに五番機の姿はいなかった。

      「どこだっ」

      　背筋が凍る。まさかの場所。五番機はファルコの背後にいた。

      「くそが……いつの間に」

      　振り返ろうとするが腕部を斬り飛ばされる。

      「あんたが勝手に俺の前に出てきただけだ」

      　五番機はファルコの左脇を通り過ぎた。ここで通常の機体なら、軸足を使い方向転換するか、大きく弧を描いていったん距離を取る。コウはどちらもしなかった。通り抜けた瞬間、右に軸足を移し、左半身のみ右側に半回転し若干後ろに下がった。それだけだ。

      　制動力の高さを利用した位置取り。機体重量、四肢による安定性を考慮した機体設計が、ラニウスの滑走を最低限にしているのだ。

      
        
      
      　ファルコはコウを追いかけるべく、左回転した。コウは最小限の移動しかしていない。背後は取れると踏んでいた。ファルコの機動力、追尾能力の高さが仇になったのだ。

      　バルドはラニウスがさらに先に移動しているという前提で移動させた。バルドは前方に移動するか、側面に回避するべきだったのだ。

      「移動先まで予測した駆け引きに持ち込むのかよ。そこまでやるか」

      「僥倖だよ。賭けには勝ったというところだ」

      　コウもまた、薄氷を踏む思いだ。最小限の移動による位置取り。初撃もファルコによる剣の起こりに先んじて出鼻をくじいた奇襲だ。最初の動きは突きの技の変形。

      　銃口が大きいことを利用した錯覚だ。銃口を突きつけることで相手へは銃の先端に意識を取られ、距離感を惑わせるのだ。

      「俺としたことが。剣を突きつけるあの詐術。似たような技を兵衛も使ってやがった。銃でやるヤツがいるなんて思うか」

      　フェンネルＯＳによって鋭敏化された五感ゆえの弊害。銃口に意識が集中しすぎた。バルトはしてやられた気分だ。

      「機動力はファルコが上。悟られずに間合いを詰めるにはあの手しかない。錯覚させた状態からの限界加速。その上で抜き撃ちはいくらあんたでも対応できないだろう？」

      　次に縮地ともいうべき一足一刀の間合いへの踏み込み。

      　それを可能にしたのは試作のデトネーションエンジン波を用いた加速専用スラスター。デトネーション波とは極超音速、秒速三ｋｍの衝撃波を伴って自走的に伝播する燃焼波。このデトネーション波を利用した新機軸の推進システムを新たに作ったのだ。初動の爆発音は、デトネーションエンジンによるものだ。

      　理論値では四十Ｇを超える負荷。これはマルチコックピットシステムでなければ耐えることなどできない。胴体を締め付けられるほどの圧力はかかっていた。

      　五番機の加速は遷音速トランソニックの域に達しただろう。加速は五秒で時速千キロ近くにも達する。レールガンの弾頭でさえ知覚できるフェンネルＯＳ。これに対抗する斬撃を生み出すため、コウは機体の加速度を重視した調整を重ねたのだ。

      「はん。お前も鷹羽と同類の化け物かよ」

      「兵衛さんには遠く及ばないさ。同類は否定しない」

      「殺す前に名前を教えろ。俺はバルド。地獄でお前を待ってるぜ」

      「俺の名はコウ」

      　背面に剣を突き立てる。マルチコックピットシステム下部、ウィスのリアクターが内蔵されているパワーユニットを正確に貫いていた。そのままコックピットの下部を貫通し胴体を貫通する。機体は浮き上がり、串刺しにされた。

      　五番機は無造作に振り抜いた。ファルコは壁に飛ばされ激突した。

      　ファルコは戦闘能力を完全に喪った。動かないことを確認し、ＡＫ２を拾いに戻った。ファルコの機体が完全に停止していた。コックピットは暗くなり、稼働しない。動力を絶たれたのだ。動くはずもない。

      「殺さない、か。痛いっつの。完敗だ」

      　動力が絶たれた状態のマルチコックピットシステムは衝撃緩和機能も殺されている。壁にぶつかった衝撃は凄まじかった。額から血が流れている。

      　それでもバルドは嬉しそうに微笑んだ。世の中、兵衛の他にまだまだ化け物がいる。

      　次はコウ。戦いたい相手が二人もいるのだ。それでこそストーンズ側についた甲斐があるというもの。

      「転移者か。とびっきりの化け物揃いじゃねえか。――コウ。てめえともまたやってやる。絶対に、だ！」

      　機体性能ではこちらが上のはずだった。いや、あの不可思議なスラスターは特殊すぎた。しかしそんなものは言い訳にすぎない。

      　バルドは再戦を誓った。

      
        

      

      

      
        

      

      　ハンガーキャリアーではセリアンスロープの二人が歓声をあげた。普段は無表情なエメも、唇の端を歪ませて微笑んでいる。そしてブルーもまた呆然とその戦いを見ていた。コウの動きが別人に見えた。そして五番機も。バルドの名は知っている。

      　アンダーグラウンドフォースのデスモダスのリーダーで生粋の戦闘狂だ。彼を倒したというだけで、コウの名は知れ渡るだろう。

      　そして彼女は以前調べたラニウスの名の意味を思い出した。殺戮者、と。屠殺者、斬り裂く者、牛頭など物騒な意味しかない。モズがその名を連想させるのだ。

      　剣を背面に突き立てられたファルコは、早贄にされた獲物そのものだ。殺戮者や切り裂く者。いや、さしずめ剣鬼ともいうべきか。――その名に相応しい戦いだった。

      「見事です」

      　コウと通信をつなぎ、それだけ告げた。

      　肝心のコウは浮かない顔をしていた。

      「どうしました？」

      「いや……あの戦い方がさ。初見殺しみたいなもんだから、どうかなって」

      　最新鋭機相手に、実力を出させないうちに勝機を得る。相手の力を見極め、全力でぶつかり合い、その上で相手を上回りたかった。もちろん兵は詭道である。採り得る戦術を採った。

      「ば、馬鹿じゃないですか！ あんな凄い戦い方でっ！ ここは戦場ですよ！」

      　思わずブルーが叫んだ。

      「うーん。そうだよな」

      　ダメだ、この人。見てないと、ダメだ。ブルーは確信した。

      「行こうか。アシアが待っている」

      　話題を変えるようにコウが告げる。気まずいようだ。ブルーは小さく嘆息し、頷いた。

      
        

      

      　二機のシルエットが巨大な地下通路を進んで行く。厳重な隔壁が上がり、最深部に到着したと知る。

      「アシア！」

      　コウは思わず叫んだ。部屋の奥には巨大なコンピュータらしき構造物があり、そこにコウが見たときよりも成長しているアシアがいた。現在は十五、六歳ぐらいだろうか。

      　銀髪に白い衣をまとい、体中鎖に縛られている。口までも塞がれているような状態だ。日焼けした美しい褐色の肌が赤みを帯びているほど。腰まで伸びている美しい銀髪の先端まで鎖で縛られている。

      　そして特筆すべきは、その大きさ。少女はシルエットサイズだ。コウをみて、涙目になっている。助けを求めている、哀切の瞳。

      「コウ。何が見えているの？ アシアがいるのでしょうか」

      「見えないのか？」

      「ええ。ごめんなさい」

      「コウ。こちらのカメラも何も見えない」

      　ブルーも、映像から解析しているエメにも何も見えない。

      「波長が合う人間が俺しかいないってことか。幽霊みたいなもんだな。いや、女神様か」

      「アシアはどんな状態ですか」

      「ブルー、本当に見えないのか。シルエットサイズの銀髪の少女が、鎖にぐるぐる巻きにされているんだ」

      「それが今のアシアの状態を表したビジョン、ということですね」

      「助け出す方法、か……」

      　ここまできて、皆目見当がつかなかった。

      「コウ。聞こえるか。状況はこちらで解析している」

      「師匠！」

      　エメの声で、師匠が告げた。緊急事態なので、エメが交代したのだろう。

      「ここが正念場だ。そこは一種の中枢コンピュータだな。アシアは高次元領域において量子チェーンによって封印されている」

      「量子チェーン？」

      「本来なら惑星レベルでのクラウドであるアシアのメインデータがエンドノード化されているな。彼女自身の力を使って高次元領域でのブロック化した暗号チェーンで縛り付けている状態だ。鎖で繋がれているビジョンはその影響だろう。物理的にも次元の乱れが生じているほどの強固なものだ。解除キーはゼロ知識証明をクリアだ」

      　クラウド上のネットワーク内で孤立したコンピュータがエンドノードだ。ネットワークに介入できない以上、人類がアシアと接触できなかったのも当然といえた。

      「どうしたら解ける？」

      「封印はアシアがやったものではないが、これは……敵は厄介な封印をしたな。アシアの力を利用した、アシアさえわからない、そして検証するシステム自身も答えをしらないのだ。何がトリガーかこちらでは分からん」

      「暗号の復号はできないのか」

      「こたえはあるはず。アシアとの関連性を問われている。彼女が選んだ構築技士たる君なら、できるはずだ」

      「しかし……そうか。五番機。俺を助けてくれ。フェンネルＯＳに何か打開方法はないか」

      　五番機は静止し、アシアと見つめ合うような形となる。アシアと対話しているかのようだ。

      『アシアとの会話、何か思い出せるものを提示してください。それがキーとなります』

      　五番機の合成音が告げる。ハンガーキャリアのメンバーもブルーも、じっとコウを見つめている。

      「そうだな。アシア。君が俺を助けてくれた。足を動かす、と言ってくれなかったら、とっくに死んでいただろうな……」

      　コウはアシアとの会話を思い出そうと呟いていた。

      「師匠や五番機に魂があると確認してくれたね。これから出会う、たくさんの機械たちを大切にと。そして君が俺を構築技士にしてくれた」

      　コウは、まだ幼い少女だったアシアを思い出しながら言葉を紡ぐ。

      「最後に、俺をアストライアに導いてくれたのはアシア。君だ。師匠に聞いてね、と。俺はそこで大切な仲間と出会えた」

      　その言葉を聞いたにゃん汰とアキは涙ぐむ。エメは手をじっと握りしめた。

      「俺は君を助けると約束した。俺は何をすればいい？」

      　コウは全身全霊で問いかけた。

      『アシアとの高次元意識接続完了。アシアとパイロットにのみ存在するゼロ知識証明の対話確認をクリア。ゼロ知識証明の非対称型感情領域合致。クリアです。量子チェーン、解除可能です』

      　五番機が告げる。

      「非対称型のゼロ知識証明は感情の波長を用いていたのか。それなら形にすることは不可能、お互いの感情など本人たちしか知り得ないな」

      　師匠が納得した。ゼロ知識証明――完全性、健全性、ゼロ知識性を確認する暗号技術の一種だ。最後の一つが難関であり、それが証明され解除キーとなった。

      「アシア。聞いていいか。君の本体はこれなのか？ なら、このコンピュータを移動させるのではなく、君のデータだけ移転は可能か。たとえばアストライアに」

      　目の前の構造物を持って帰るわけにはいかない。どうすればよいか、必死に考えた。

      　アシアは頷いた。可能ということ。

      　ならば――

      「エメ。全力でアシアのデータをアストライアへ転送。アストライア、予想はしていただろ？」

      「了解です。データ転送実行開始します。アストライアへ直接転送の他、ハンガーキャリアーへの同時転送処理も行い、速度をあげます」

      『最優先事項ｔｏｐ　ｐｒｉｏｒｉｔｙで処理を行います。準備完了です。処理を開始。惑星管理超ＡＩであるアシアを工廠要塞中央管理施設に移管します』

      　アストライアからも返信が届く。

      「量子チェーンは完全に解けていない。五番機、行くぞ」

      　アシアを縛る鎖は高次元量子チェーン。大剣にウィスを流した状態で斬る。

      　予想通り鎖を切断できた。ウィスを流している物質なら干渉できると思ったのだ。

      「コウは次元の乱れを斬っている、というの？ ウィスを通している物質なら五次元へ干渉はできる、か……」

      　背後にいるブルーが五番機を観測し、状態を見る。五番機は確実に、次元のほころびを斬っていく。アシアが見えない彼女の目には、虚空を相手に斬っているようにしか見えない。だが、観測データ上は確実に変化が起きているのだ。

      　五番機のそれは剣舞のような――舞の如き動きだった。量子チェーンが破壊されるにつれ、データの転送速度が上がっていく。ついに、アシアの口下を塞いでいた鎖も破壊できた。

      「コウ！」

      「動くなよ、アシア。もうすぐ助けてやれる」

      「来てくれた……本当に来てくれた！」

      「当たり前じゃないか。約束だろ？ あと少しだ。待っていろ」

      　アシアは潤んだ瞳で、五番機をまっすぐに見つめていた。

      　五番機は次々と鎖を切断していく。

      　アシアは信じられない表情で、自由になった腕を動かしていた。

      「最後は――髪、か」

      　髪の先端にはひときわ強固な鎖が絡みついている。

      「コウ。お願い。髪の毛ごと切っちゃって！」

      　少女は朗らかにいった。

      「え、でも。アシアの髪が……」

      「いいの！ あなたの目にも髪に見えるということは、簡単に修復できる末端データ――髪の毛だって伸びるでしょ？」

      　あくまでコウが見えている姿は、惑星管理超ＡＩのイメージ、ビジョンの一種。彼女の状態を表している。データが破損をしていれば怪我に見えるし、先ほどのように縛られているならばそれはロックがかかっている状態なのだ。頭髪の先端部分に見えるデータなら、本体データには影響しないということなのだろう。

      「そうだな。綺麗な髪だから切りたくなかったが……」

      「ふふ。ありがと。それにね。私の一部をここに残す必要がある。私が完全にいなくなったら、ここは爆発しちゃうんだ」

      「そういうことか。わかった」

      　美しい銀髪を切ることにためらいはあったが、伸びるなら悩まなくていいだろう。施設が爆発するならなおさらだ。鎖の接触部分から、アシアの髪をばっさりと切った。

      「コウ！」

      　アシアが五番機に抱きついてきた。と思ったのもつかの間。アシアはいつの間にかコックピットにいるコウの眼前にいた。サイズも人間サイズだ。アシアはコウの胸元へ飛び込み、コウは慌てて抱きしめた。

      　柔らかな少女の体にびっくりする。服を通り越して素肌同士で触れあっているような感触。ビジョンとは思えない。

      「ア、アシア？」

      「これでコウともお話しできるね！」

      「ああ」

      「みんなにお礼しなきゃ。五番機、手伝ってもらうね」

      『了解いたしました』

      　アシアの声に五番機が応える。

      『コウ。五番機。そしてみんな！ ありがとう！』

      　五番機から発せられる全軍への通信。声として聞こえたのではない。頭の中に直接聞こえてきた、としか思えない明瞭な言葉。直接アシアからの感謝だ。そんなことができる存在など、他にいるはずがない。

      　後方支援部隊では大歓声が上がった。誰もが直感でアシアだとわかったのだ。現在戦闘している主力部隊の反応は様々だ。叫ぶ者、改めて気を引き締める者、興奮して戦闘力が上がる者。戦闘に参加しているメンバーの皆ががアシアの帰還を喜んだ。

      　コウの目の前では、異変が起きる。切り取った銀髪から、再びシルエットサイズのアシアが浮かび上がったのだ。半透明で、先ほどよりも張りぼて感がある。

      「これは？」

      「私の残存データからジャンクデータを膨らませて作ったダミーね。これでしばらくはストーンズの目も欺けるわ」

      「同じアシアの姿をしているから、見るに忍びないな」

      「コウ、やさしー！」

      　美少女が彼の胸元に頬ずりしながら甘えてくる。

      「コウ。美少女とじゃれあうのはあとにして。脱出を」

      　冷たいブルーの声。心なしか、上から見下ろされているような圧を感じる。

      「え？ ブルー。見えるのか」

      　見られていると思うと気まずい。アシアはくすくす笑って、上体をあげる。

      「ネレイスだもの。コウと一緒なら私が見えるよ！」

      　アシアは悪戯っぽく微笑んで、通信越しにブルーへ手を振っている。

      「手を振っているのがアシアですよね。はじめまして。お逢いできて光栄です」

      　ブルーの表情も緩む。先ほどの冷たい声は冗談だったのだろう。

      「ブルーもありがとね！」

      「とんでもない。惑星アシアに住む者にとって、そしてネレイスにとって最優先事項です」

      　ブルーの声は若干緊張していた。それだけの存在なのだろう。

      「データ転送もそろそろ終わるみたい。アストライアで待ってるね」

      「ああ。戻るよ」

      　アシアの体が光の奔流に包まれる。彼女の体は徐々に薄くなり、消えていった。

      「いきましょう」

      　再び冷たい声に戻るブルー。拗ねているかのようだ。

      「ブルー。怒ってる？」

      「怒ってません」

      　とりつくしまがなかった。

      
        

      

      　主力部隊の主戦場は膠着状態にあった。超重戦車を中心とした敵防衛線に、大量のシルエットが投入されたのだ。防御陣形における歩兵は強力な火力だ。

      「く。うかつに近づけないか」

      　ジェニーも焦りは隠せない。何よりリックが相当無理をしている。被弾した仲間の修理を優先し、最後まで自分が最前線に残ろうとしているのだ。そこへコウから通信が入る。脳の中に響く声。

      『コウ。五番機。そしてみんな！ ありがとう！』

      　直接頭の中に響く感謝の言葉。すぐにわかった。惑星管理超ＡＩ、アシアの声だ。コウは成し遂げたのだ。

      「リック！ コウがやったわね！」

      「見事だ、コウ。さすが我らの依頼主だ」

      　リックは相好を崩した。凶悪ともいえるセントバーナード犬の笑顔は愛嬌がある。

      「作戦は成功。リック、離脱を！」

      「まだダメだ。コウたちが脱出するまでは。我々は残置部隊となって、戦線を維持せなばならない。ここで引いてバレたら元も子もない」

      「あなたの車体、限界だってば！」

      「あと少し、少しなのだ……」

      　今前線で戦闘している戦車は三輌。バランスが崩れると、一気に敵が攻めてくるだろう。もしくはコウを狙いに転進するかもしれない。それだけは防がねばならなかった。超重戦車が予想以上に厄介だったのだ。

      　火力は予想よりは低かったが、移動する壁として有能だった。主砲もシルエットが弾倉を交換している。カートリッジ式のため交換は容易。常に戦場に居座っている。さらにリックたちと同型の戦車が常に護衛にいるのだ。この防御ラインは実に強固だった。

      「リックさんかい？ 前線観測員が近づけないみたいだな。あんたの位置からみえる超重戦車の正確な座標をくれよ」

      　ヴォイからリックに通信が入る。

      「転送しよう」

      「俺が行ったら戦車隊はいったん引いてくれ。ジェニー。シルエット隊の突撃準備を。隙ぐらいなら作ってやれるぜ」

      「了解した。到着を待つ」

      「わかった。何か策があるのね」

      　ジェニーは端末を動かし、シルエット隊に突撃準備を促す。戦車と装甲車たちの負担を減らすべく、シルエットは準備を整えた。

      「火力支援は任せてくれたまえ」

      　リックは支援車両にメタルアイリスのシルエットの火力支援を行うよう指令を出した。

      「おう。すぐに行くからな！」

      
        

      

      　戦場に異変が起きたのは、数分後だった。

      「ん？ 攻撃アラートが鳴っている」

      　超重戦車の運転手役を務めているパイロットは、背後にいる砲手に話しかける。

      「受けているな。――底面か！」

      「馬鹿な。熱源反応はないぞ。何の攻撃だ、これは！」

      　軽くパニックになった。確かに攻撃は受けている。だが成形炸薬による対戦車地雷の反応ではない。そもそも彼らの陣地だ。地雷の有無など確認済みだ。

      「物理的な掘削による攻撃だと？ ありえないアラートがでやがった！」

      　運転手が悲鳴をあげる。理解できない攻撃を受けている。シルエットによる物理攻撃ですらない。耳を塞ぎたくなるような金属の掘削音。底面の金属をえぐっているのだ。

      　超重戦車が浮いた――

      　地中から、ヴォイの掘削装甲車が、巨大なドリルを回転させながら現れた。超重戦車の底部をえぐりながら。

      「くらえ！ ドリールゥ！」

      　ヴォイの絶叫が轟く。

      「おいあれなんだ」

      「コウさんとこのファミリアだ」

      「落ち着いて。あれは味方！」

      「超重戦車攻略にドリル戦車だと？ 正気の沙汰じゃないぞ！」

      　メタルアイリスとストームハウンドも、見たことがない兵器の登場によって呆気にとられていた。敵陣地の、超重戦車周辺のシルエットが狼狽えた。地面からドリルだけが突き出ているのだ。攻撃しようにも超重戦車を巻き込んでしまう。

      　肝心のドリル装甲車の車体はほとんど見えない。何より超重戦車の車内は大パニックだった。パワーパックが損傷し、完全に停止する。

      　確認したのち、ヴォイは車体をバックさせた。いったん地下に潜ったヴォイの車体が、のそのそと別に場所に地面から這い出してきた。

      　車体は筒状のシールドに囲まれている。集中砲火を喰らうが、高速に回転する強固なシールドはすべての攻撃を跳ね返した。

      「今だっ！」

      　ヴォイが叫ぶ。敵防衛線に近付いていた戦車の背後から、シルエットと装甲車が走り出す。メタルアイリスのシルエットは巨大な斧を抱えていた。――履帯や砲塔を切断するために生まれた、戦闘用の斧。その後ろから装甲車たちが支援射撃を行っている。

      「はっ！」

      　頭上から舞い降りる一機のシルエット――ジェニーだった。この混乱の隙に空高く舞い上がり、急降下。そのまま超重戦車の砲身を高周波ブレードで斬り飛ばす。ジェニー機に対する砲撃が飛んでくるが、超重戦車を盾にして回避を行う。

      　もう一機の戦車の砲身を斬り飛ばし、スラロームしながら距離を取る。追いかけようとする敵シルエット隊だったが、そこに突撃してきたメタルアイリスのシルエットと戦車駆逐仕様の装甲車群が攻撃を仕掛けた。

      　メタルアイリスのシルエットはその持った巨大な戦斧で、履帯や砲塔を切断しようと強襲した。重金属をふんだんに使い重さを増した対戦車用戦斧は、至近距離が苦手な戦車の天敵といえた。戦車があっという間に無力化されスクラップに変わっていく。

      「いったん引け！ 超重戦車は放棄。ＭＣＳを引っこ抜け！」

      　敵指揮官が叫ぶ。敵部隊のシルエットが超重戦車のＭＣＳを引っこ抜いて抱えて走り出す。もうこの戦車はただの鉄の箱だった。

      　敵が防衛ラインを下げるべく、後退を開始する。

      「敵が後退を開始します！」

      　通信車より連絡が入る。

      「あの狂気の珍兵器によって突破口は開けたか」

      　リックが呟く。

      「しかし、これで狙い通りだ。せいぜい後方に防衛ラインを構築してもらおう。もうＸ４６３に用はないのだから」

      　実質の勝利宣言だった。

      
        

      

      「なんだ、あの地底戦車は！」

      　Ｘ４６３要塞エリアのコントロールセンターの一室。構築技士であるアルベルト・クナップは絶叫した。

      「あんなのはアリなのか。ええい、こたえよ。開発局ＡＩよ！」

      　コントロールセンターの、兵器開発ＡＩを呼び出す。

      『アリかナシかで言えばナシです』

      　開発局ＡＩの答えは素っ気ない。

      「惑星間戦争の兵器か、あれは」

      『違います。構築技士の手によるものだと思われます』

      「私にもあれを作ることは可能か？」

      『困難かと思われます。アルベルトの権限内の構造材で作られていますが、ＡＩによる高度なサポートか、相当な柔軟な発想が必要です』

      「Ａ級か。クソ」

      『Ａ級構築技士でもあの兵器を作成することは困難です』

      「はあ？ Ａ級以上が存在しているというのか？」

      　ネメシス戦域に六人いると言われているＡ級構築技士。彼と同じＢ級さえ、天才と呼ばれるほどの資格だ。Ａ級以上の構築技士がいるとは考えもつかなかった。

      『その質問に答える権限はありません』

      「いるということよな！ その答えは！」

      『その質問にお答えはしません』

      「天才か、いるかどうかもわからないＡ級以上ということなのか。クソ。どっちにしてもふざけている！」

      　彼が見ている前で、超重戦車のＭＣＳが引っこ抜かれる。放棄されるのだ。

      「待て。天才かＡ級以上かはしらんが、何故このＸ４６３要塞エリアに侵攻する？ さして興味もなかったが、封印区画に何かあるのか？ バルドを出せ！」

      　封印区画に向かったバルドはＥ級の構築技士だ。修理設備程度の無人施設は動かせるが、大がかりな施設は無理だ。

      　そもそも封印区画は構築技士か、それに匹敵する資格がないと立ち入ることさえできない。ストーンズの無人兵器や、ストーンズの監視官も不可能だ。

      　惑星間戦争か、それ以前――惑星開拓時代の施設と思われる場所なのだ。

      『バルドは敵シルエットに撃破されました。生存確率は八十五バーセントです』

      「ふざけるな。あいつを倒しただと？ 私がいくらかけてあのファルコを手に入れてやったと思ってる！ いや、そうじゃない。ファルコに乗ったあいつを倒せるなど……　それこそ鷹羽か？ しかし、あいつはＡ級……」

      　当たり前だが、ストーンズ側に付いている以上、人類側の兵器入手は非常に困難だ。闇市場に出回っている最新鋭機を手に入れるのは非常に骨が折れる買い物だ。それでも彼に頼まれ、相場の五倍以上出して購入したシルエットがファルコだった。

      『敵パイロット詳細は不明。シルエットは〝ラニウス〟です』

      「誰か助けにいってやれ」

      『該当区画に入場権限を持つ存在は、現在あなただけです』

      「侵入者と戦うことなんぞ、無理だぞ私には」

      『侵入者はすでに封印区画から離脱しています』

      「私に出ろと。くそ、傭兵の尻拭いとは。――恩は着せておくか。仕方ない」

      　バルドは役に立つ。それは確かだ。多少戦闘狂のきらいはあるが、人間的に壊れているわけでもない。確保しておいたほうがいいだろう。そして不意に気付く。

      「ちょっと待て。ラニウスのパイロットは構築技士か。そうだよな。封印区画に入れるわけないもんな」

      『その通りです』

      　コントロールセンターのＡＩは、嘘は付かない。答えることが困難な場合はその旨を連絡してくる。悪魔的な閃きが走る。この男も、天才の一種なのだ。

      「その構築技士は目的を達成したのか」

      『侵入者の意図は分かりかねます。目的を達成したのか不明です』

      「封印区画で何をした？ その侵入者は」

      　構築技士しか入れない封印区画。アルベルトはわずかな情報だけで真相に近付こうとしていた。

      「その質問に答える権限はありません」

      　きた。それはＡ級構築技士よりも上の資格を持つ者だけが行えること。何かをしたのだ。Ｘ４６３要塞エリアはいまだ自爆していない。失敗したのか？ バルドを倒せるほどの実力の持ち主が失敗したなどと考える方が不自然だ。

      何らかの偽装を施したとみるべきだろう。確証を得るため、最後の質問を行う。

      「侵入者か。その構築技士はＡ級か？ Ｂ級か？ それだけでも教えろ」

      『その質問に答える権限はありません』

      　心から湧き上がる、笑み。邪悪そのものだった。予想通りだ。敵の構築技士はＡ級以上。Ｃ級であのドリル戦車は作れるか？ 不可能だ。Ａ級とＢ級の権限差は大きいと言われている。ＡＩのサポートが違うのだ。ＡＩはＡ級相手には親身になって接すると言われている。そしてＢ級とＣ級の権限差もＡＩのサポート範囲の差と言われているのだ。

      　Ａ級でもＢ級でもない構築技士。そして質問に答えない兵器開発局ＡＩ。

      　相手は天才ではない。Ｓ級かＥＸ級とでもいうべき、構築技士。この情報は莫大な価値になる。

      　オケアノス経由で行われた兵器オークション。その情報元を、ネメシス戦域全域の兵器産業関係者、そして要塞エリア施政者が血眼になって探している。探し当てたという話は聞かない。知っているのは現在、彼だけだ。接触する企業も選び放題だ。敵のアンダーグラウンドフォースの正体は後日勝手に知れるだろう。その情報を組み合わせれば、自ずと答えが出てくるに違いない。

      　そして最大の疑問。構築技士の目的は何だったのか。その答えも今日の襲撃者の動向を追えば自ずとわかるだろう。その確信があった。この情報はストーンズ相手にも重要な切り札となる。

      「ふん。超ＡＩのサポートで至れり尽くせりの兵器開発か。結構なご身分だ。そしてあんなドリル戦車などと……羨ましいっ！ ドリルはないだろう、ドリルは。あんな兵器、自分が作りたかった！」

      　誰もいない部屋で絶叫するアルベルト。

      「ドリルいいなー！ その発想はなかった！ 認めよう。名も知れぬ構築技士よ。貴様は私を超える発想の持ち主だ！」

      　超重戦車を作るような馬鹿を超える大馬鹿者がいたのだ。変人を自認していたアルベルトのプライドを酷く傷付けたのである。天才と言われた男は発想で負けた事実を認める。完敗だ。

      「ズルい……ズルいぞ！ おのれぃ！ 次こそみておれ！ 構築技士としての挑戦状、確かに受け取った！」

      　コウが聞いたら困惑しかねない宣言を発して、アルベルトは歯軋りした。

      
        

      

      

      
        

      

      　コウたちはバリーたちと合流した。バリーたちはケーレスと死闘をくぐり抜け、第一陣の敵襲は掃討が完了したところだった。

      「さすがだな、コウ。あのバルドまで倒しちまうとは」

      「あのおっさん、やっぱり有名人なんだ」

      　初見殺しの戦術でなければ、勝ち目はなかったかもしれない。デトネーションエンジンを搭載した新型スラスターが無ければ、とても相手にはならなかっただろう。

      「勝ち方に納得がいってないようです」

      　ブルーは若干辛辣だ。コウを心配しているからこその辛辣さなのだが、なかなか伝わらない。先ほど通信で、エメがこっそり、ブルーはあなたを心配しています、と教えてくれた程だ。

      「贅沢な奴だな。勝ちは勝ちだぞ」

      「ああ。わかってる」

      「目標も達成したしな。すぐに戻ろう。帰りも厳しいぞ」

      「侵入経路はバレてるのでは」

      「俺たちを排除しにきた連中を全滅させ、こちらから反撃に動いている。侵入経路まで警戒する戦力が残っているかは不明だな」

      　バリーは攻勢にでることによって、敵にトンネル位置探索よりも迎撃優先体制を取らせたのだ。そこまで考えての移動とは、コウは内心頭が下がる思いだ。彼らは侵入したトンネルの場所まで移動する。

      「穴は塞がれている、か」

      「いえいえ。私が」

      　フユキがシルエットを操作し、地面を引っ張った。メタマテリアルによる量子ステルスシート。光学迷彩の一種だった。

      「ジライヤ……」

      「それは言わないお約束。敵の第二波が近付いています。行きましょう」

      「了解だ。帰りはウィスが通ってないから非常に脆い。気をつけてくれ」

      　侵入する際はヴォイの掘削装甲車からウィスを流してあったので非常に強固だった。今は普通の構造材でしかない。

      「殿は私が。敵もきたようです。はやく！」

      　コウを先頭に次々と簡易トンネルに入っていく。フユキが最後だった。幸いトンネルは崩れることも無く、次々と脱出する。

      　無事野外に出ることができた。周囲にも敵はいない。

      「フユキさん？」

      　フユキの脱出を確認したコウは、フユキのシルエットが何やら作業しているのが見えた。

      「お時間取らせました。さあ、行きましょう」

      　五機は本体と合流するため移動を開始する。

      　メタルアイリス側もコウたちの要塞エリア脱出を確認。回収部隊の迎えを出すようだ。進んだところで、背後から巨大な爆発音と火柱が上がる。離れた場所にいる、彼らの周囲にある木々が揺らめくほどの威力だ。

      「うぉ。びっくりした。フユキか！」

      　マイクが背後の火柱を見て言った。

      「蟻の巣に水を流しただけですよ」

      　敵のアント型ケーレスを、トンネルに仕掛けた爆薬で一掃したフユキだった。後続がいたとしても地面の中に埋もれるだろう。火柱を背に、彼らは退却に成功した。

      
        

      

      「回収部隊、コウたちと合流しました！」

      　全軍に通信が入る。

      「わかったわ。こちらも回収部隊と合流を。主力部隊は戦線から離隔用意！」

      　ジェニーの号令が入る。撤退の準備に入ったのだ。彼らは徐々に主戦場から後退行動に入る。追撃が行われる様子はない。

      　敵は防衛ラインを下げていた。自軍の被害も大きい。ストームハウンドのファミリアも数名破壊されている。装甲車のＭＣＳは回収済みだ。

      　拠点に戻って復旧できるかどうかはまだ不明だ。戦車二輌、装甲車四輌が損害だ。メタルアイリスのシルエットも三機破壊されているが、死者はいない。ストームハウンドのファミリアたちが体を張ったおかげだった。

      「ジェニー。よく戦ってくれた。心より感謝する」

      「何言ってるの！ 私、あなたがいなかったらとっくに心が折れていたかもしれない」

      　リックが礼を告げた。ジェニーが慌てる。本音だった。

      「それは嬉しいね。良いアンダーグラウンドフォースと組めて本当に良かった」

      「あら。私はいつでも組みたいのよ？ コウ君のもとでね」

      「おや。君も同じ事を考えていたとは。それは光栄な提案だ。それは隊長としての言葉かい？」

      「隊長として、私個人として。両方ね！」

      「では私も真剣に検討させてもらおうか。ジョークでなければね」

      「ジョークなんてとんでもない。きっとその実現の障害は無自覚なコウ君の説得ね！」

      「間違いない。ではそちらも共同戦線で行こうか、ジェニー」

      「喜んで！」

      　コウの知らないところで、新たな勢力が萌芽し始めていた。アシア救出作戦は、間違いなくネメシス戦域において転換期の出来事の一つになる。

      　アンダーグラウンドフォースのメタルアイリスとストームハウンドは渦中のアンダーグラウンドフォース。これからどんなことが起きるか予想もできない。

      　合流が脳裏によぎったのは双方同じだったのだ。そもそもストームハウンドのようにファミリアによって構成されるアンダーグラウンドフォースが特殊なのだ。

      　彼らは主人マスターを喪った。共に歩み、寄り添う者を喪った者たちだ。主人の意思を継ぐ者。仇を取るために戦う者。戦う理由は様々だ。そのどれでもないものは、永遠に停止する。

      　再び寄り添いたいと願う者さえいれば、人間のサポートに回りたいというのが彼らの本音だった。共に戦い、アシア救出の喜びに沸いたメタルアイリスの隊員たち。そしてアシアの救出を成し遂げた依頼主のコウ。不服など出るはずがない。

      「全機戦場より離隔を確認！」

      　通信者から、離脱完了の言葉が届く。

      「合流地点まで退却開始！ 作戦は成功……」

      『おつかれさま！』

      　ジェニーの声にあわせて、アシアの声が響く。ジェニーとリックのモニターにアシアが現れ、悪戯っぽく舌を出し笑って手を振っていた。彼女なりの感謝なのだろう。今度こそ、全員が歓声を上げる。彼らは成し遂げたのだ。

      
        

      

      

      
        

      

      「敵部隊後退。撤退行動を開始したようです」

      「ようやく諦めてくれたか」

      　マイルズは胸をなで下ろした。敵の猛攻は凄まじかった。被害はこちらのほうが甚大だろう。死者も数名出たのだ。

      「なんとかＸ４６３要塞エリアは守り切ったということか。バルド隊長にも面目は立つ」

      　そのバルドから一切通信がないことが不思議だが、隊長を倒せる者がそういるとも思えない。シルエットが二個小隊、六機ぐらいは必要だろう。

      　シェルターの中に五機の敵シルエットが要塞エリアに潜入したと報告はあったが、その部隊は二手に別れて戦闘中らしい。ケーレスが掃討すると思われる。

      　封印区画にも異常はないようだ。先ほど一瞬、自爆のカウントダウンの表示が見えたときは驚いたがすぐに消滅した。コントロールセンターからも連絡はない。バルドが仕事をしたと見るべきだろう。

      「マイルズ君。マイルズ君」

      　構築技士のアルベルトから緊急連絡が入る。傭兵に興味がない彼が非常に珍しい。むしろ初めてではないだろうか。通信を開く。ぎょっとした。アルベルトがマルチコックピット内にいるのだ。嫌な予感がした。

      「どうしました？ アルベルト博士」

      「バルド君が撃破された。封印区画へ救出に向かう。感謝したまえよ」

      「なっ！ そ、それは……ありがとうございます！ 救出お願いします」

      　バルドが倒されたことも信じられなかったが、アルベルトが救出に行くという行為も信じられなかった。下手に出ておいたほうがいい。何か裏はあるだろうが、身の代金を取ることもないだろう。下げる頭は下げておく。減るものではない。

      「しかし……では要塞エリアが自爆を？」

      「その心配はなさそうだ。敵が任務に失敗したのかもしれんな」

      　白々しく答えた。マイルズはすぐにアルベルトが何かを隠しているのを察した。だが表向きは任務に失敗はしていない。彼なりの助け船かもしれないのだ。乗っておくことにした。あとで高く付きそうな代償になりそうだが、そこは仕方ない。

      「そうですか。そうであることを祈ります。自爆に巻き込まれたくはありませんからね」

      「私もだよ。ではバルド君を救出したら連絡する」

      　そういって唐突に通信が切れた。

      「防衛部隊、残置部隊を編成する。防衛線は張り続けろ！」

      　マイルズはそういって各員に命令を行う。

      「もう敵襲はなさそうだが。――果たして、私達は本当に任務を達成できたのか？」

      　離脱した敵部隊跡地を見ながら、誰にも聞こえないように呟いた

      
        

      

      

      
        

      

      　メタルアイリス・ストームハウンド連合軍は迅速に後退し、戦線から撤退。アシア解放作戦は成功裡に終わった。　最寄りの防衛ドームまで移動した彼らは補給や休息に入った。ジェニーはブルーに呼ばれ、ハンガーキャリアーの一室にいる。

      「今回はコウの護衛、ありがとね」

      「いえ。お安いご用です」

      「大変なライバル出現ねー」

      「何のライバルですか。本題に入りますよ？」

      「はい、なんでしょう」

      　ジェニーもからかうことをやめ、姿勢を改める。

      「コウの黒幕の正体、わかった気がします」

      「さすがね。アシアですらない、と」

      「アシアはとらわれの身。アシアを助け出すためにコウを使った存在がいる」

      「存在、ね。人じゃないんだ」

      「ええ。その正体は――アストライア」

      「待ちなさい」

      　ジェニーの表情が固まる。

      「なんであれがまだあるの？ 惑星間戦争時代、人類を滅ぼしかねなかった悪魔が」

      「それはさすがに人聞きが悪いですよ。あらゆる勢力に平等だっただけです。コウがアシアをアストライアのもとへ転送したのです。間違いありません」

      「平等すぎて、あらゆる勢力に超兵器ばらまいて戦線が拡大した――あのアストライアでしょ。平等という天秤を携えた正義の女神。最後に断罪の剣は等しく人類に振り下ろされた」

      「かつて人間が、鉄、金。地下資源である金属を手にしてから、人類の栄華は極限にまで至った。人心は乱れ戦争が頻発。惑星間戦争に状況は似ていますね。そして最後まで地上に残り、正義を訴え人類を支えた女神星乙女アストライアの名を冠したＡＩが彼女です」

      　ネレイスとは遠い姉妹のようなものだ。ブルーはそこまで悪感情を持っていない。

      「彼女は人類にまだ希望を持っていたということでしょうね」

      「惑星間戦争の最後の日、ソピアーと一緒に自爆したと聞いているんだけどね。オケアノス直属の統合兵器開発局ＡＩアストライアは」

      「私達もそう聞いています」

      「コウ君、凄いのに目を付けられちゃったね」

      「もしアストライアがコウの側に寄り添うという判断を下したなら、思うほど悪い結果にならないと思いますよ。均衡の天秤はコウの手の裡うちにあるということ」

      「……まさかとは思うけど、コウ君。アストライアの統合管理施設を手に入れたんじゃ」

      「まさか。はは、そんな」

      　力無く二人は笑い合った。統合管理施設。アシアが今回封印されていたように、アストライアも核となるコンピュータ、そして施設があったはずである。

      　それを手に入れたということは、オケアノスにさえアクセス可能な、最大の支援ＡＩを手に入れたということになる。二人は思い出す。今回の依頼はオケアノス経由だ。ジェニーは気まずい空気を変えるべく、話題を少し変えてみた。

      「人類側の神様の名前がついたＡＩって、皆ティターン神族よね……何か意味があるのかしら」

      「あると思いますよ。ネレイスもそうですし。アストライアもアシアもウラノスとガイアの血族ですね」

      「ネメシスは違うよね？」

      「ネメシスはカオスの一族ですね。ただ、ウラノスがネメシスの母であるニュクスを従えています」

      「そういえばフェンネルＯＳを作ったとされる高次元観測超ＡＩのプロメテウスの由来も、神話ではティターン神族よね？」

      「はい。高次元観測超ＡＩが何故、極限領域生存用脱出ポッド兼人間型作業機械のＯＳを作ったのかわかりませんが……　人間が狂おしい程大好きだったという説が有力です」

      「最後はオリンポスの神々と戦うのかしらね、人類は」

      「ティタノマキアですか？ ストーンズがオリンポスになるとも思えませんが、それぐらい増長してそうですね。人間辞めてますし」

      　つまらない冗談だった。うつろな笑いを浮かべたブルーだったが、気を取り直した。

      「アストライアはコウに何をさせたいのでしょう」

      「兵器技術の拡散による人類戦力の底上げ」

      　ジェニーが即答した。

      「今この時代、アストライアにとっては、憤懣やる方ない状態でしょうね。何せ庇護すべき人類が、兵装もなく押されているのだから。彼女の存在意義にも関わっている」

      「オークションも？ アストライアがそういう風に思考を導いたのかもしれないと？」

      「私はそう思ってる。例えばね。オークションは先行技術開放。後発企業でもいつかは入手できる。そもそもそこまで平等に考えなくても良くない？」

      「そっか。コウは個人なら、限定技術にして自分の利益を考えて吊り上げても良かった……」

      「そういうこと。もちろんコウ君はお人好しだから機会均等を、と思ったのかもしれないけどね」

      「コウという人間がアストライアにとっても都合が良かったのかもしれないですね」

      「色々噛み合っちゃったってところかな？ アストライアが黒幕ならコウ君の行動原理の謎も少しわかった気がする」

      　人類を管理していたＡＩたちが考えることなど、自分たちには想像も付かない。ジェニー自身も正直持て余す存在だ。

      「アストライアにとっても敵はストーンズ。天秤は人類を、ヒトの意思によって管理するストーンズ。ネメシス戦域におけるすべての知性体の敵――善悪の天秤は大きく傾き、悪が勝っている」

      「ストーンズは悪、ですか？ いえ。悪だとは思っています」

      「底抜けの悪意よ。絶対悪といってもいい存在。人間をやめた連中になんで私達は殺されないといけないの？ 元人間の石っころども。アストライアを悪魔と言ったことは撤回しましょう。天秤はコウ君に。そして断罪の剣、今こそ必要と考えている」

      　そしてジェニーは、ブルーにとびっきりの笑顔を見せる。

      「私達が、アストライアとコウ君にとっての断罪の剣となりましょう」

      「ジェニー？」

      「私達メタルアイリスとストームハウンドはコウのもとに集います。連合ではありません。一つのアンダーグラウンドフォースになろうと思っています」

      「そんな構想いつの間に!? コウが承知するとは思いませんが」

      「あなたも協力してね」

      「可愛く言わないでください。うぅ……なんでそういつも突然突拍子のないこというのかしら。ジェニーもコウもいいコンビですよ、本当に」

      　生真面目なブルーが眉間にしわを寄せ悩み始める。

      「そんな難しく考えないで。みんな一緒に、楽しくいきましょ！」

      「楽しそうではありますね」

      「そういうことで、次にコウ君とあったらよろしく。彼は拠点に帰った後、すぐ会いに来るかもって。相談事があるらしいね。来なくても一、二ヶ月後ぐらいに私達に会いにくるってさ。そのとき、切り出すつもり」

      「本当に私達を売り込む結果になっちゃいましたね」

      「そうね。一番の成功報酬なんじゃないかなと思ったわ」

      　ジェニーは笑顔だったが一瞬だけ真顔に戻り、呟いた。

      「――これで思いっきりストーンズとやりあえる」

      　ブルーはそんなジェニーを痛ましそうに見つめていた。

      
        

      

      　フユキはブルーとコウに呼ばれ、ハンガーキャリアーに立ち寄った。コウが自分の拠点に帰る前に話がしたいらしい。

      　彼が到着したとき、すでに二人は休憩室で談笑していた。

      「お待たせして申し訳ございません」

      「はじめましてかな？」

      「もう戦友みたいなもんですし。堅い挨拶はいいでしょう？」

      「そうだよな。フユキさんとは戦友だな」

      　コウは微笑んで認めた。

      　一緒に戦った仲で、今更はじめまして、はないだろうと。

      「私に聞きたいことって？」

      「日本にいたときの知識のことをね。営業さんっていってたよね、フユキさん」

      「はい。営業の知識？」

      「うん。例えば商売するにあたって、何が必要なのかなーと。まったく知識がなくてさ」

      「商売をするんですか」

      「まねごとをね」

      　ブルーはその内容は察しはついているがコウ本人には訊いたことがない。後学のためにも黙って二人の話に耳を傾けることにした。

      「商売は簡単で難しいんですよね」

      「だろうな」

      　工業高校出身の彼は在学中では工場のアルバイトしかしたことがない。

      「成功するのは簡単です」

      「お？」

      「お客様が欲しいものがあるお店に人は集まります。簡単でしょ？」

      「いや……それは……」

      　言うは易し、の例だろうことは、コウにもわかった。

      「ええ。困惑はわかりますよ。それにいたるまでが大変なのです。需要と供給もそのうちですし、流行廃りもそうです。価格も大事。お店の立地も大事。商品の魅力も大事ですよね。店員の質や品揃えは店の努力次第です」

      「ああ」

      「お客様に欲しいと思わせる努力も大事です。広告やＣＭもそうですし。マーケティングという奴ですね。日本でならゴールデンにＣＭをスポットにいれて東名阪でＴＶＣＭです。これだけで数億飛びます」

      「だから地方にＣＭが流れないのか。静岡、アニメとか本気でやらなかったんだけど」

      「そこはケーブルテレビに入りましょうよ。地方は現場でフォローしてますから」

      　ここまで話してフユキの方が質問する。

      　二人にしか通じない会話で、ブルーの目がつり上がってきたからだ。

      「コウ君は何が知りたいんです？」

      「自分でも漠然としすぎてて。じゃあネメシス戦域の戦場全般で必要なものっていったらなんだろう？」

      「ストーンズと戦える兵器、でしょうね」

      「安価な？」

      「シルエットは十分安いですけどね。生存率の高い兵器でもある。うーん、言われてみれば難しいですね」

      「だよね、ブルー。欲しい兵器ある？」

      「一方的に攻撃できて、なおかつ反撃されない兵器があれば欲しいです」

      「超射程レールガンか……でもあれはストーンズも持っているよなあ」

      「高高度爆撃機があれば便利でしょうけど、航空戦力はレールガンの射程内です。ほぼ姿を消しました」

      「撃墜されないなら、普通の攻撃機ぐらいあってもいいのにね。輸送機も」

      「そして空戦も必要だから戦闘機も必要になってくる、と。難しいな」

      「大規模な制空権を持っても効果は薄いんですよね。ネメシス戦域では。居住区画はシェルターに守られてますし。そこまで広範囲な守備範囲を持つ勢力もいない」

      「局地的な戦場があちこちに点在する構造になっていますね。有用なシーンが限定され効果が薄くなってしまっているのに、極めて価格が高い兵器です」

      「高次元投射装甲のおかげで航空機から投下される爆風程度じゃダメージにならないのもあります。直撃前提のミサイルは有効な火力をもたらしますが、単価が高くて常用は傭兵にはとてもとても」

      　二人から航空機が少ない説明を受けるコウ。

      　聞いてはいたが、対空兵器の充実は想像以上に、航空機の費用対効果の悪化を招いたらしい。

      「無人機は……確かコントロールを奪われるのか」

      「そうです。ミサイルに載せられる程度の自己判断ＡＩならフェンネルＯＳで奪取可能です。打ちっぱなしか誘導式ミサイルしかないのはそのせいですね。ファミリアを載せて無人機という考え方を持つ者はいますが、私はその考えには大反対です」

      「当然」

      「そうだな。当然だ」

      　フユキの憤慨に二人が同調する。

      「ではやはりシルエットで考えましょう。理想は安価で高性能なシルエット。ではその中に何が求められるのか――安価な換装パーツ、強化パーツでしょうね」

      「今あるシルエットを活用できるようなもの、ですか？」

      「そうですね。二十一世紀も似たようなものだったんですよ？ とある大国の戦車の例でいえば、同じ戦車なのに砲身が強化され、初期型と後期型の装甲材さえ違う、新造戦車と変わらないものになっている。設計に最初から余裕を持たせていた。シルエットも同様です」

      「でもどうして？ それなら新規開発したほうが安くないか？」

      「軍縮傾向、平時の防衛予算は重要ですが議会の承認がいる。政治的な判断ですね。新型はとにかく厳しかった。莫大な費用をかけた挙げ句、キャンセルされた計画も一つや二つではありません。でも改修なら今あるものを使うという前提で予算が下りやすくなる」

      「シルエットも安いけど、色々付けると莫大な費用がかかりますもんね」

      「そういうことです。世間の傭兵なら、安価な強化パーツの普及を願っているでしょうね。今の強化パーツは費用対効果が悪いといわざるをえません」

      「そうかあ」

      　フユキは眼鏡をかけ直し、コウに問う。

      「ところでコウさん。最近各企業に新技術を提供するオークションが行われたのは知っていますか？」

      「聞いたことはあるな」

      　コウは白々しくすっとぼけたが、表情に出ている。ブルーはポーカーフェイスを保っているが、口に出さない。墓穴を掘るのはわかっている。

      「あれね。少し惜しいな、と思ったんですよ。提供した人の目的と市場の若干の食い違いがあるんですね」

      「お、興味ある。どんな？」

      （コウ。もうちょっとちゃんと演技しなさい）

      　ブルーはあまりの棒読みなコウに冷や汗を流す。

      「提供者の意図は明白です。ネメシス戦域で兵站を強化したかった。しかし、少々ファミリア寄りを想定したのか、一番重要な視点が抜けているように感じました」

      「それは？」

      「シルエットとの連携です。ハンガーキャリアーまで運べる航空機、様々な装甲車両や輸送車両。しかし、シルエットで作業する、シルエットを運ぶという視点が欠いています。これはひとえに提供者がファミリア視点のみで考えたと予想できます」

      「なるほど……」

      「ファミリアとセリアンスロープはシルエットに乗れませんから。シルエットを使わない、シルエットを運用できないヒト用の視点になってしまったと思います」

      「言われるまで気付かなかったな」

      「私も、そこまでは。さすがフユキね」

      　コウは指摘に深く考え込んだ。確かにファミリアを守りたい一心で兵站を考えていたかもしれない。シルエットで作業する以上、そこは考慮しなければいけなかった。

      「結構いい値段がついたとは聞いているんだけどな」

      「未発表技術の提供ですからね。早めに確保したいでしょう。それだけ研究もできますし、次回の技術公開があるなら、その点でも有利です。先行投資ですね」

      「もしファミリアの立場を重視するなら、どうすればいいと思う？」

      「シルエットで作業する視点、運ぶ視点を重視ですかね？ ファミリアで構成されたストームハウンドをみてもわかるでしょう。シルエットと車両の連携性を強化することでファミリアも戦いやすくなるでしょう」

      「シルエットと車両の連携を最初から想定した？」

      「もともと想定されてはいますよね。弾倉交換やＭＣＳの取り出し、装甲交換のユニット化など。さらにその一歩先を考えることこそが大切です。技術を入手した先の企業のことではありません。実際に商品を使うものエンドユーザー――ファミリアやセリアンスロープを守ることになるのではないでしょうか」

      　実際に商品を使う者、をファミリアとセリアンスロープと言ったことで、はっとコウは気付いた。コウは自分が想定したものが曖昧だったことを気にしていた。もちろん転移者企業に技術提供するから彼らも顧客だ。

      　ただ、彼らに技術が渡り、作った製品のその先、エンドユーザーという概念が漠然としすぎていた。ファミリアたちが使うもの、ぐらいで考えていたのは確かだ。

      　彼らを守りたいために何が必要か、自分は知りたかったのだ。コウが喉元まで出そうで出なかった言葉を、今この場で明瞭にしてくれた。フユキは切れ者だ。

      　もうとっくにコウの正体に気付いているかもしれない。そして彼の意を汲んでくれたことに、深い感謝しかない。フユキはそこで恥ずかしそうに笑った。

      「何か偉そうに語っちゃってすみません」

      「本当に参考になる。話を聞いておいてよかった。また相談していいかな？ ひょっとしたらジェニーと一緒に手伝ってもらいたいことがあるかも」

      「喜んで。そのときは声をかけてくださいね」

      「ありがとう。では、俺は行くよ。ブルー。フユキ。またな」

      「はい。連絡待ってますね」

      「次のリクエスト、どんなネタか楽しみにしてますよ。表紙にだまされたナナシさん」

      「はは」

      　照れ笑いを浮かべ、コウは席を立った。

      　ブルーはコウがいなくなったことを確認し、フユキに問う。

      「フユキ。いつから気付いてたの？」

      「なんのことやらあっしにはさっぱり」

      　そう嘯いてフユキはにこやかな笑顔を変えず、颯爽と立ち去っていった。
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      　アストライアのもとで構築ブリコラージュし、構築技士ブリコルールとして学ぶことになったコウ。

      　開発ツリーを通じて車両などを構築している。隣ではエメがコウの構築した車両をシミュレーションし、チェックしていた。カテゴリごとに分類されているとはいえ選択する部品一覧は無数にある。

      　オケアノスを通じてコウが使える技術を、アストライアがすべて引き出してくれたのだ。引き出してくれたという言葉は語弊がある。技術封印された世界でアストライアが渇望していた権限を入手したことを、コウは知らない。

      　開発ツリーの選択した項目を確認している最中、気付いたことがあった。

      「またこいつか……」

      　並んだパーツの一覧は青く光る文字で表示されているが、所々黄色が混じっている。ごく稀に赤く輝いているものもある。アストライアに使用不可能と言われた金属水素だ。

      　ジェットエンジンやロケットエンジン。加速するためのスラスターを構築する際に出現する項目。大推力を可能とする部品を探そうとすると、必ず出てくる物質の名だ。

      『どうしましたか？』

      　画面をみて唸っているコウに声をかけるＡＩのアストライア。

      「また例の金属水素に邪魔されてね」

      『金属水素が必要な推力を欲するからです。一足飛びには行きません。既存の材料でも対応は可能です。要求性能を下げましょう』

      　現在表示されているリストは、コウの要求性能から逆算されて提示されている。

      「わかった」

      　コウも水素は知っているが、金属となった水素など聞いたことがない。

      　赤く光る使用不可項目である金属水素関連の部品が選択できないことに苛立ちを覚える。もしこの技術が使えるなら巨大な人型兵器であるシルエットさえ超音速を可能にする推力を手に入れることができる。是が非でも欲しいところだ。

      「黄色は選べるけど、この金属水素絡みの赤の部品が使えないと意味ないな」

      　ツリーを探っていくと、結局は上位階層に金属水素生成関連の部品に突き当たる。選択可能な黄色は基準が不明だ。何を意味しているのか聞いてみることにした。

      「アストライア。黄色と赤の表示はなんだろう？」

      　黄色に光る項目は選択できる。パネルを押すと詳細も表示される。赤色に光っているものはエラーが表示され選択は不可能だ。

      『オケアノスによる技術封印されているものが黄色です。構築技士ＥＸなら設計に用いることも、使用権限を他者にも移譲することもできます。赤は推奨されるべき部品ですが、まだコウにも許可されていないものですね。非表示になっている部品も多いですよ』

      「黄色の項目だけでも相当ある」

      『それだけ多くの技術が封印されているのです。他の構築技士はその制限の中、兵器を開発し量産しているのです』

      「これほどまでに多くの制限を受けているというのか。では転移者は――いや、人類は相当な制約を受けているということか」

      『その通りです。本来なら技術解放は個々の認識や知識にも左右されます。転移者たちが三十年かけてここまでの技術解放を為したということ。コウが例外なのです』

      　コウは絶句した。この青く輝く文字。それは地球の、何の特殊能力もない人々の成果によるものだった。

      「俺なんかが全部使えるようになっていいのかな」

      　技術者ですらない自分には手に余る資格のように思えた。

      『そう思うなら所得した技術を転移者企業に解放すればいいのです。貴方は閲覧し使える権限があり、同等の権限を与えることもできます。他の構築技士は解放権限を持つ者の登場を待ち望んでいるでしょう』

      「そういうものか」

      『この並んでいる項目は二十二世紀前後の技術を応用したと仮定して許可された部品一覧です。ですが日本で戦車砲や戦闘機製造に関わった人物は限られるでしょう？ 米国やドイツ出身の人間も同様です。存在したからといって誰もが再発明できるわけではありません』

      　アシアを解放すればもう一段先の技術は解放できるが、あえてアストライアは告げなかった。コウにはまだ早いと判断したからだ。

      『今はこれだけでも手一杯でしょう。技術解放を優先したほうがいいかもしれないですね』

      「無差別に解放するわけにはいかないだろ？」

      『そうですね。技術を独占してもよし。普及させてもよし。すべてはコウ次第です』

      　そういわれても独占する気はない。自分だけではこれだけ膨大な量の部品を活かすことなどできないと理解している。マーダーとの戦いで苦戦している人々を思い出す。手持ちの技術だけでも早急に他者への解放が必要と感じた。

      「木刀や竹刀で戦っているようなもの、か」

      　ヴォイの言葉を思い出す。

      　これだけの制限で、あのエニュオやケーレスに対抗している兵器を作り続けている構築技士たち。

      「技術供与はビジネスにしたらどうかな」

      「エメ？」

      　隣にいた少女がコウに助言を行った。

      「大金を払った技術は無差別に拡散されないと思う。技術を広めていいかどうか購入者が検討するはず」

      「そういうことか。やり方は色々あるな。金額を提示し、出した企業個別に提供すれば……いやオークションにして新技術解放にどれだけ興味があるか観測気球を打ち上げることもできる。一度だけではなく、定期的に行おうか」

      『オークションや技術解放の権限販売ならオケアノスの機能で行うことができるでしょう』

      「Ａ級構築技士に渡して、あとは彼らの判断で他の会社に同じ技術が解放されていく。出し惜しみされるようなら危険性を考慮しつつこちらで解放もできるな」

      「そのやり方はいいと思う」

      　こうして技術解放を行う際のひな形が完成した。

      　まずは彼自身が技術を把握しなければいけない。その先にある目標は五番機の強化のみだ。

      
        

      

      

      
        

      

      　Ｘ４６３要塞エリア反攻作戦発動に対し、五番機の強化計画。遂に試作の追加装甲の設計段階に入る。この段階に至るまで、戦闘機や戦車など様々な兵器を構築だけはした。実際に生産に入ったものは少ない。ヴォイたちが乗りかねないことを危惧してだ。

      　五番機本体も破損した頭部も修復し、外装も交換。型番はＴＳＷ─Ｒ１Ａと暫定的に命名する。

      「本体も追加装甲の素材も一新した。射撃兵装もにゃん汰とアキが製造してくれているらしい。普通装甲材が変わったら制御系の変更とかしないと思うが、フェンネルＯＳは便利だな」

      『シルエットは追加装甲を前提にした運用も多いですから。重量変更は即座に対応できないと戦闘行動は行えません』

      「重量変更が激しい兵器運用だからな」

      『はい。シルエットは装備重量に応じて即座に最適化されます』

      　ジェニー達もミサイルやライフルなど多種多様な装備を所持していた。

      　追加装甲も前提なら重量変更に対応できなければ戦闘などできないだろう。

      「本題に入ることができる。それは距離を詰めるための加速だ」

      　追加装甲の構築段階も最終段階に入っていた。

      　コウの戦闘スタイルはやはり剣。相手との間合いを詰めることが最優先となる。

      「パルスデトネーションエンジンと回転ローテーティングデトネーションエンジン。どちらを採用するか」

      『前者は筒状の燃焼機関を利用し間欠的な爆轟デトネーションを発生させ推力手に入れる構造。後者は円環状の燃焼機関に爆轟を回転させることで定住させ常時燃料が補充され爆轟が途切れない構造。後者は圧力ゲイン燃焼が発生するのでエネルギー効率が良いのです』

      「そのかわり前者は筒状。シンプルな構造でコスト面や整備面では有利か。欠点は燃費の悪さ、か」

      『そういうことです。この二つのデトネーションエンジンは、大気の吸気を必要とするジェットエンジンにも、酸素材を用意してロケットエンジンにもなります』

      「パルスより回転デトネーションエンジンのほうが技術的に難しそうに見えるけど」

      『地球でも同時期に開発されていますが構造的にパルスデトネーションエンジンのほうが実用化の目処は立っていたようですね。回転デトネーションエンジンは爆轟の作用がどうしてそうなるかメカニズム的に不明な点も多く、とくに冷却問題を抱えていました。そこは惑星アシアの技術で解決できます』

      「そうか。五番機に必要とするのは推力と持続力。回転デトネーションエンジンでいこうと思う」

      　敵機を斬った後の離脱も考えなければいけない。持続力もできれば欲しい。

      『推進に加え四肢の動作をサポートする補助スラスター機能も考慮すると、回転デトネーションエンジンになりますね』

      「扱いきれるかどうかだ」

      『フェンネルＯＳは感覚もサポートします。コウは自分の体幹動作も把握しています。問題ありません」

      「回転デトネーションエンジン式のスラスターを採用した場合の理論値、凄まじい加速を叩き出すな」

      　車や飛行機ではない人型兵器とは思えない加速度が示されていた。

      『最大加速を行うと数秒で時速千キロに達します。現段階の構築でこれだけの性能があるのです。金属水素を用いた再設計を行えばさらなる加速も行えるでしょう』

      「楽しみのような、怖いような」

      　そう呟いたものの、コウにとっては楽しみしかなかった。

      「アストライア。他に予想される問題は？ その速度域で空中戦闘やパイロットにかかるＧなどはどうなの？」

      　隣にいるエメが質問する。

      『現段階では空中戦闘に向いていません。人型は航空力学で非効率なのは明らか。推力を直進する力と、機体を空中に浮かせる揚力に回さないといけないので効率もよくありません。加速用として運用するほうがいいでしょう』

      「現段階？」

      『大推力によって人型のままでも超音速に達することができたなら、シルエットでの空中戦闘はまた実用的になるでしょう。視線やセンサーで動きは捕捉できても、シルエットの腕部が目標に動くための時間は必要です』

      「照準が合わせ辛くなるということか」

      『戦車に例えるなら砲塔安定動作及び砲塔追尾動作にあたります。とはいえまだ先の話です』

      「わかった。次は加速によるＧ問題だな」

      『ＭＣＳは攻撃ヘリに似たタンデム型の卵状で、シルエットには先端を前方に配置し斜めに組み込まれます。そしてこのＭＣＳの外側は積層装甲となっています。中空にウィスを注入し重力場で制御しているので、百Ｇ程度ならコックピット内に大きな衝撃は発生しません。スラスターによる加速は四十Ｇと予測されますので問題はないでしょう』

      「良かった」

      　コウの身を案じていたエメが安堵する。

      「これは最初の一歩だ。もしアシアを救出し金属水素生成炉を手に入れることができたら、この回転デトネーションエンジン機構を採用したスラスターを五番機に内蔵したい」

      「素の状態での機動力を追求するの？」

      「そういうこと。追加装甲も装備する前提だよ。その時こそ飛行などに対応させればいい。追加装甲を外した場合は加速と運動性能を追求した状態にしたいというコンセプトかな」

      「欲張りさんだね」

      「そうかもしれない。追加装甲ありは総合性能を。なしの場合は運動性と機動力に特化した機体という、二つの異なるコンセプトを実現したい」

      　五番機の特性を加味しながら、目指すべき方向性が見えてきたのだ。この方向性が見えた日から、コウはアストライアも驚くほど兵器の構築に冴えを見せた。五番機に欲しい能力がはっきりと見えた。ならば戦車や戦闘機を構築するには何が必要か。何か不要か。取捨選択が明確に把握できるようになったのだ。たまに趣味に走るが、アストライアが想像もしないものを創造する。それは良い傾向には違いない。

      　アストライアは今後の計画として、他の構築技士と交流させたいと思っている。その時はコウが望む五番機の姿を、より具体的に実現できるだろう。

      「コウならできるよ！」

      「ありがとうエメ」

      　エメもコウを信じている。矛盾するコンセプトを追加装甲で切り分けるというアイデアに辿り着いた彼なら、きっと彼の思う五番機の理想系に近づけるだろう。

      「ＭＣＳは本当に凄いな……」

      『人類にもたらされた希望ですからね。戦車や戦闘機もＭＣＳ搭載で成立しています。制御系のＯＳから開発していたら構築などできません』

      「ブリコラージュ――寄せ集める、と言われるわけだよな」

      　自分で構築するとなると実感が湧いてくるものだ。

      　アストライアのサポートがあるということはずいぶん恵まれた環境なのは間違いない。他の構築技士と交流がないにも関わらず痛感するほどだ。

      「ここまで辿り着くのに時間がかかったな。戦闘機や戦車の知識が一切無かったから」

      「滑腔砲と迫撃砲の違いもわからなかったよね」

      「惑星アシアに転移してハーフトラックを見た時は衝撃を受けたよ」

      　コウが苦笑し、エニュオとの戦いを思い出す。

      「重工業区画以外は、装甲に使える素材も限られる。装甲車が中心になるわけだ」

      　戦車が高級品になるという理由がわかった。製造できる施設が少ないのだ。

      　攻撃ヘリや戦闘機も生産されていない。レールガンなどによって即座に撃ち落とされるだけだ。

      「最初の技術解放で、装甲車を中心に解放するんだよね」

      「装甲車購入者に新素材精製法権限を付与する。多くはファミリアとセリアンスロープが使うからね。こういう技術は安価にして普及させないと」

      　彼自身行えることが増えたので、方法を考える手段も考える余裕が出てきた。アストライアを始め、エメやにゃん汰、アキのサポートもある。

      「アシア救出、か」

      　五番機の強化が形になるたびに、アシア救出に近付いていく確信があった。

      
        

      

      

      
        

      

      　兵器の構築を重ね、遂に追加装甲を完成させたコウ。追加装甲が完成した五番機は様々な型を学習させている。コウの技術を反映させるためだ。動きの確認用に剣舞まで仕込んでいるらしい。五番機は大剣を軽々と扱い試し切りなども行っていた。

      「ずっと五番機に乗っている」

      「少しでも機体を慣らせるためだと思うにゃ」

      「アシア救出前で気合いが入っているのかもしれません」

      　そんな会話を聞いて、ヴォイが苦笑する。

      「わかってないな。お前ら。あれは単純に嬉しいんだ。五番機は今まで頭部もぶっ壊れて整備されてない状態だったからな。万全な状態での五番機に搭乗できることが喜びなんだ」

      「なるほど。新しいおもちゃを手に入れた子供みたい？」

      「男ってなそんなもんだ。覚えておけエメ」

      「うん」

      　素直に頷くエメ。

      　銃を取り出し試射も行う。無作為に動く的に対し、狙いを付け射撃を行う。十発中一発しか外さなかった。

      「この試作のバトルライフルも使い勝手がいい。ありがとうにゃん汰。アキ」

      　コウの声も弾んでいる。本当にそう思っているようだ。

      「そういってもらえると嬉しいにゃ」

      「はい！」

      　九十ミリサイズのバトルライフルは砲ともいえる威力を持つ。高次元投射装甲にも有効だろう。

      　コウは近付いて斬る接近戦タイプ。ならばある程度距離を補う兵装が必要という判断で開発されたライフル型のシルエット兵装だ。名称はまだない。

      「アンダーグラウンドフォースのメタルアイリスとストームハウンドも要請を引き受けてくれました。アシア救出の目処も立ちましたね」

      　アキが眼を細めて言う。いよいよ彼らが行動を起こす時がきたのだ。

      「いよいよ俺様も初陣だな」

      　ヴォイが鼻を鳴らしながら気合いを入れた。

      「ダメだぞヴォイ。お前達は戦闘に出さない」

      　コウは顔色を変えた。ファミリアもセリアンスロープもＭＣＳ制限がかかっており、シルエットに搭乗することはできない。戦車など、いわゆる通常兵器に類する代物しか許可されないのだ。

      「あのなあ。お前一人で何でもできるわけじゃない。俺もにゃん汰やアキは戦場に出したくない気持ちはわかるぜ。でも俺は男だからな。古いと言われようが、戦力になるヤツがいないなら戦うしかねえよ」

      「そうはいっても……肝心の兵器がないだろ」

      　彼らがどうしてもというならそれなりの兵器を構築しなければならない。

      　それは戦車以外ありえないだろう。

      「あるさ！ あのドリルがな！」

      「ドリルってあのシールド坑道掘削装甲車のことか！」

      　工作用のドリルを構築したことだ。排出した土砂の処理まで工夫し気に入っている装甲車ではあるが、やってしまった感もある。

      　あまりなデザインに封印しようとしたところヴォイに見つかってしまった。彼はこれをいたく気に入り、搭乗する機会を窺っていた。

      　通常は巨大な円形状のシールドマシンだが、戦闘時はらせん状のタケノコ型ドリルに変形する仕組みだ。

      「どうやって要塞エリアのシェルターを抜けて潜入するつもりだったんだよ。必要だろうが？」

      「それは必要だけどさ」

      　そういわれるとコウも返す言葉がない。シェルターの側面を破壊するには、相当な労力がいる。必要とは感じた。

      「決まりだ。これもハンガーキャリアーに搭載だ」

      　ハンガーキャリアーはシルエットの小型移動基地。アストライアに搭載されているハンガーキャリアーは、その中でも巨大なサイズとなる。

      「仕方ない。わかったよ」

      　コウは苦笑した。ヴォイはコウを一人で戦わせたくないのだ。その気持ちは感謝したい。

      「エメ。にゃん汰。アキ。お前らの分まで頑張るぜ。サポートよろしくな！」

      「うん。ヴォイ。ありがとう」

      「よろしくにゃ」

      「サポートは任せてください」

      　にゃん汰もアキも本当は一緒に戦いたい。だがコウはまだ自分の構築に自信がない。中途半端な兵器に彼女たちを乗せたくないのだ。大事にされていると思う反面、気遣いされすぎていることを窮屈に感じている二人。

      「ハンガーキャリアーの準備を頼む。俺はドリルを持ってくるぜ」

      「わかりました」

      　アキが頷き、メタルアイリスと合流するために使うハンガーキャリアーの準備に向かう。ヴォイはひとまず作った試作機の置き場に入った。ここには中途半端な試作機や失敗作もある。シールド坑道掘削装甲車に向かう。コウが廃棄したがるので、一番奥に隠しておいたのだ。

      　この試作機はヴォイにとって大切なものだ。ほかならぬコウが初めて構築して登録した兵器。この施設にとっても宝物だ。

      ヴォイはふと顔を上げ、奧の物陰に潜んでいる兵器を見た。

      　ふっと笑う。アストライアに厳しく指導されながらようやく造り上げた、コウの構築技士として最初の一歩。一番奥に置いているもの。

      「そのうちお前らの出番もあるかもな」

      　そういってヴォイはシールド坑道掘削装甲車に乗り込み、動き出す。空いた空間から最深部が見渡せる。そこには巨大な物体が三つ。いや三輌あった。

      　形状は巨大な車輪。水車を二つ合わせたような糸車状の物体。車輪のリムに当たる部分にはロケットの噴射口が無数についている。

      　これらはコウが初めて構築した際に作った自走爆雷。車輪の構造を知るため勉強の一環に過ぎない。登録さえされていない習作。

      　その兵器は目覚めるその日まで、時を待つ。

      　惑星アシアにおいて名が鳴り響く兵器になることを、今は誰も知らなかった。

      
        

      

    
  
    
      
        あとがき

      

      　読者の皆様はじめまして。夜切怜やしやれんと申します。

      　今作を手に取っていただき、まことにありがとうございます。心より御礼申し上げます。

      
        

      

      　今作『ネメシス戦域の強襲巨兵』が書籍として世に出ることになりました。「小説家になろう」や「カクヨム」等で頂いた、読者様による応援のおかげです。本当にありがとうございます！

      　これで、連載中のあとがき等で申し上げておりました、シルエットを絵にしたい、読者の皆様にシルエットをイラストとして見てもらいたいという目標を果たすことができたと思います。

      　この作品を執筆する前は「小説投稿サイトとはなんぞや」から試行錯誤でした。投稿サイトにも不慣れで、まず一本異世界ものを執筆し、時間をかけプロットを練ってスタートしたのがこの作品です。

      　おかげさまで「小説家になろう」の宇宙〔ＳＦ〕部門年間三位という高評価を頂いたこともありました。

      　本作は、様々なテーマを持たせた作品です。作品世界を下敷きにした簡単なウォーゲームも作り、「小説家になろう」や「カクヨム」で公開するという手法も試みました。時間があれば、これらはもう一度手を加えたいですね。

      
        

      

      　この小説はフィクションです。実在の人物や団体などとは関係ありません。

      　しかしながら世界は二十一世紀、そして近未来の地球の延長上です。たくさんの地球由来の兵器がこれからも登場しますし、既存の兵器や人物にはモチーフとなった人々がいます。

      　これはこのネタだな、と思ってにやりとしてもらえると作者としては幸いです！

      
        

      

      　今作を書いている途中、本当に色々ありました。

      　ゲームメーカー様にお伺いし、アドバイスもいただきました。これは希有な体験でしょう。もし自分の作品を書籍化、ゲーム化したいなら？ ということで、「強力なＩＰである〝Ｇ〟や〝Ｍ〟とは被らない新メカＩＰを構築する」という当初のコンセプトもプレゼンすることができました。

      　取材名目で防衛装備庁技術シンポジウムにも取材に行きました。とにかく未来技術や最新兵器に目がない筆者には、大変貴重な体験となりました。次期戦闘機のボディ関連を担当する技官の方とは、鉄とチタンの話で盛り上がりました。その取材で得た知識は随時この小説にもフィードバックされています。

      　作中に出てくる剣術ですが、自分自身は段持ちではありません。しかし、十年ほど、お師匠様のもとで修行していました。誰も知らないような物凄くマイナーな流派です。流派の歴史が時代劇の殺陣師から生み出した、といわれるほどで。居合いと剣舞を教えていた場所でした。見栄えがいい技は多いです。そこで学んだことはラニウスとコウにも反映しております。

      
        

      

      　今作は書籍化に至るまでに様々な方の協力をいただきました。この作品がご縁で、二十五年以上前、ゲーム業界で一緒に戦った戦友とも言える方と再会でき、多大なご支援と応援をしていただきました。また、小説、ゲーム、流行とはを考え直すきっかけにもなりました。

      　未熟な自分を教示し誤字脱字誤用などを「小説家になろう」やＴｗｉｔｔｅｒで支えてくれた読者の皆様には、至らぬ自分の文章をサポートしていただきました。この場を借りて御礼申し上げます。

      　そして今作の書籍化として「いずみノベルズ」編集長様Ｙ様に声をかけていただきました。様々なご指導、そして書籍化に至るまで本当にありがとうございます。

      　最後にイラストレーターの小山英二先生にには、理想のラニウス、ミリタリチックな雰囲気のイラストを描いていただきました。すべてが最高で、初めて見たときは思わず震えてしまいました。

      　心からの感謝と御礼を申し上げます。

      
        

      

      　改めてこの本を手に取っていただき購入していただいた皆様に、改めて御礼を申し上げます。次巻でもまた皆様と再会できればと願っております。

      　多くの方のご縁がありましてこの本は世に出せました。

      　心からの感謝を。

      　皆様、本当にありがとうございました。

      二〇二一年五月

      夜切怜

    
  
    
      著者紹介

      夜切 怜（やしや れん） 
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